


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。



















　目次





序・甲　少女／主／二十年前のあの夏

序・乙　蜂／蜻蛉／あるいは全てが終わった後の夜

壱　覚醒

弐　記憶

参　使命

四　修羅

伍　意思

六　灼熱

終　蜂／少女／そして置いていかれた者たちは

あとがき









[image: エスケヱプ・スピヰド]







　　　序・甲　─　少女／主／二十年前のあの夏







「いいか、気休めは言わん。どう足あ掻がこうが次の戦いくさでおれは死ぬ」

　どこかで虫の鳴く、静かな夜だった。

　たった一人の女中である少女を呼び出し、開口一番「伍ご長ちよう」はそう告つげた。

　虫が鳴いている場所がわからないように、どこでどのようにその「戦争」が繰り広げられているのか少女にはよくわからない。

　ただ、とても大きな国、ということだけはおぼろげながら知っていた。とても大きく、言葉さえわからない国。それ以上のことは何も知らない。幼い頃に親を亡くし、十五の今まで必死に働いてきた彼女はただ生きるだけで精一杯だったのだ。

　伍長は、不ふ思し議ぎな人だった。

　自分自身のことはほとんど語ろうとしなかった。諦てい観かんにも似た落ち着きを持つ彼は、若く見える時もあればひどく老ふけ込んで見える時もあった。小さな家に住む彼には親族らしき者もいなければ、妻も恋人もいないようだった。

　お茶とお萩はぎを盆ぼんに載のせたまま、少女は「え」と声を漏もらす。

「もうすぐ戦地に発つ。街からは離れた防ぼう衛えい線だ。厳しい戦いになるだろうが、ただでは死なんようにするよ」

　少女は伍ご長ちようの言っていることをまだ完全に呑のみ込めてはいなかった。淡々と話を進める主あるじに対し、彼女が辛かろうじて理解できたことといえばただ一つ、

「──、伍長は、もう帰ってはこられないのですか？」

　そもそもの最初から、彼は自身が死ぬことを前提として話している。

　これが少女には解げせなかった。「戦争」はまだ続いており、伍長は軍人であるからして、少女は彼の帰還をいつも迎えてきた。銃じゆう後ごにいる彼女にとって戦いの熾し烈れつさはいまいち実感を伴ともなわない。しかしながら、そこから必ず帰ってきた伍長はなんとなく「そういう御お方かた」だと考えてきたのだ。

　激戦の果てに名誉の戦死を遂とげる軍人は数あれど、伍長だけはきっといつも通りの顔をして帰ってきて下さるのだと思っていた。その前提が今、少女の中で崩くずれようとしている。

「そうだ、そういうものだ。おれは兵士だ。兵士には死なねばならん時がある」

　懐なつかしむように目を細めた伍長が何を思うか、少女にはわからなかった。

　一つ前の夏に雇やとわれてからここまで働いてきた少女だが、伍長についてわかったことと言えば一年間でたったの三つ。たかが女中の少女を妹のように可愛かわいがったこと、萩の餅もちと麦とろ飯が好物であること、子供のような冗談が好きということ。

　とかく浮世離れした御方という印象があったが、少女はそれでも構わなかった。環境に不満など全くなかったし、どこか幼さを持つ伍長と共にいる中で彼を兄のように感じたことも一度や二度ではない。

　そんな伍長が、もう帰ってはこないと言う。悲しい寂さびしいの話ではなく、あまりにも唐とう突とつで実感が湧わかないと言った方が正しい。冗談だ、といつものように茶ちや化かすのを少女は愚ぐ直ちよくに待った。しかし、伍長が言っていることは冗談でもなんでもなかったのだ。

「だがな、お前は死なんでいい人間だ。これからも生きていくべきだし、その権利がある。お前の仕事はもうすぐ終わる。今までご苦労だったな」

「え、──あ、あの、でも」

　伍長がいなくなってしまう。

　事実らしい、とようやく頭が認識したと見えて、腹の底からじわじわと不安感が湧わきあがってくる。にわかにおろおろし出す少女を伍長は楽しむように眺ながめていた。結局、どれほど待ってみても伍長の口から「冗談だ」という一言は出なかった。

　ただ、彼は少女の頭に手を置いた。上じよう手ずな撫なで方など知らない武ぶ骨こつな手が、数日後には銃と軍刀を握って戦場の風を切る手が、今は木の葉のように少女の頭を撫でた。普段は近付くことさえおこがましいと思っていた主の手である。我知らず、少女は赤面した。

「よく聞け。この街の地下にな、軍の作った馬ば鹿かでかい地下壕ごうがあるんだ。この街の民間人は全員入れるようになってるから心配いらん。お前はそこに逃のがれろ、避難民についての指示に従えば問題ない筈はずだ」

「ご、伍ご長ちようっ」

　顔をぱっと上げ、少女は途と方ほうに暮れたように伍長の顔を見る。死ぬことを話しているのに、ひどく穏おだやかな表情だった。わけのわからない焦しよう燥そうに駆られ、いつも気を付けている言葉遣づかいが少しだけ崩くずれた。

「でも、でもあたし、伍長がいなくなっちゃったら、どうすればいいんですか？」

　伍長は笑み、はっきりと答えた。

「逃げろ、死ぬな。その後で、お前がどうしたいのかはお前が決めるんだ。──なに、お前たちが目覚める頃にはきっと戦も終わっているさ。そうなる為ためにおれたちも戦うんだ」

　今度は、言葉が返せなかった。

　伍長は少女の頭から手をどけて、皿に載のったお萩はぎにかぶりつく。大きな口を大きく開いて、一気に半分も腹の中に収めてしまう。そうして、にかりと笑う。

「うまいな、叶かな葉は。お前の萩餅もちは本当にうまい」

　豪ごう放ほうで気持ちよく、しかしどこか寂さびしげな、見慣れた主あるじの笑みだった。

　数日後、伍長は彼自身が言った通りに戦死した。

　叶葉が見た彼の最さい期ごの姿は、いつもの通り玄関から大おお股またで出て行く背中だ。死に様ざまは見ていない。焼けつくような夏のあの日、叶葉は八や洲しま国南部の防ぼう衛えい都市《尽じん天てん》の大型地下壕に逃れ、他の多くの避難民と同じく冷凍睡眠の槽そうに収まったのだから。

　──生きろ、叶葉。お前にはその権利がある。

　叶葉は戦争を知らない。そこで戦い果てた幾いく多たの戦士のことも知らない。

　知らないが、伍長がくれた最後の言葉だけを絶対に忘れないようにした。彼の最後の「ご命令」として、心の芯しんに刻きざみ込んだ。







　　　序・乙　─　蜂／蜻蛉／あるいは全てが終わった後の夜







　ここで負けて死ぬというなら、それでも良かった。

　全てから取り残された沈黙の廃はい墟きよの夜、二匹の虫の死闘があった。




　超高速で《蜂はち》が飛ぶ。

　蜂は機械で出来ていた。全長およそ六メートル、その身に幾いく重えもの複合装そう甲こうを鎧よろい、しかし風すら置き去りにするばかりの速度で宙を駆かける。兵装は全て必殺のそれ。破格の装甲と途と方ほうもない機動力と恐るべき破は壊かい力を内包し、蜂はその爆発的暴力を惜しむことなく解放した。

《鬼き虫ちゆう》という兵器がある。

　八や洲しま軍がその技術を結集して製造した、超高性能の戦せん闘とう兵器である。

　全部で九機造られた虫型の兵器の中で、蜂は最後の個体──つまり九番式だった。個別に番号の振られた鬼虫は、一機一機が一いつ騎き当とう千せん。その戦闘能力は戦略級であり、他の通常兵力を圧倒的に上回る。

　金色に輝く虫の翅はねは驚異的な速度を機体に与える。激げき烈れつな風圧で夜を裂さき、空っぽになったビル群の間を縫ぬうように飛び、前後左右ほぼ全てに及ぶ蜂はちの視界は今ただ一点に射止められていた。

　蜂が睨にらむ一点、前方の夜の闇やみに、銀光を纏まとう《蜻蛉とんぼ》がいる。

　壱いち番式、最強の虫だ。

　蜂は蜻蛉を照準する。闇を塗り固めたような漆しつ黒こくの胴は神話上の龍りゆうにも似て、二対ついの銀の翅が前方の夜を舐なめ尽つくす。

　視みている。

　真後ろから追つい随ずいする蜂を、蜻蛉の碧あおい複眼は確かに視ている。

　鬼虫の第一号機に当たる蜻蛉は、蜂すら圧倒するほどの空戦能力を有していた。他の尋じん常じようの兵器を遥はるかに超える蜂であってさえ、蜻蛉との差は絶望的なほどのもの。つまるところそれは勝てる見込みのない戦いだった。

　だが、戦った。

　ここに至り論理的な「理由」は存在しない。ただ己おのれの中にある本能が如ごときものに従い、蜂は空を裂く。

　帯電した無数のニードル弾だんが、蜂の機体から霞かすみのように射出される。でたらめに撒まき散らされたように見える弾幕は、その全てが確実に相手の急所に照準されていた。

　通常兵器には回避も防ぼう御ぎよも叶かなわぬ弾幕を、しかし蜻蛉は鋭い空中機動でいとも容易たやすく回避していく。当たる気配さえ見せない。蜂はそれを読んでおり、弾幕はむしろ罠わなに過ぎず、その一手先の射しや撃げきこそが本命に他ならない。

　蜂の内部に規格外の電力が漲みなぎる。機体背部にある多関節の可動肢しが動き、マウントされていた「鞘さや」から中身をずるりと抜き放つ。

　そこには、野の太だ刀ちのごとく長い伝導体製レールが存在していた。

　レールを展開すると同時に、捻ねじくれた電光が夜の闇に爪つめ痕あとを残しては消えた。

　蜂が単たん騎きで有する最大の兵器──驚異的な貫通力を誇るレールガンは、まさしく蜂の毒針を表すに足る。彼の最も得意とする技は、凄すさまじいまでの速度域で正確に敵を撃うち抜く、居合い抜きのような神速の狙そ撃げきだ。

　──貫つらぬく。

　発射、

　プラズマを伴ともなう閃せん光こうが闇を貫き、電でん磁じ加速された弾丸は雷撃となって標的を狙ねらう。彼ひ我がの距離が刹せつ那なに消し飛ばされ、狙撃は標的の頭部を射抜く──筈はずだった。

　蜻蛉は蜂が有す兵器も、それを発射するタイミングも、狙いも角度も弾速も全て完かん璧ぺきに読んでいた。

　弾着の瞬しゆん間かん、金属質の甲かん高だかい音が響く。だが聴覚センサーがその音を捉とらえる頃には、蜂は既すでに己おのれが放った弾だん丸がんに何が起こったのかを把は握あくし戦せん慄りつしていた。

　甘かった。何もかもが。

　蜻蛉とんぼの展開する白銀の《盾たて》がそこにあった。

　生き物の如ごとく流動するその盾は、蜂はちが見極めた狙そ撃げき点に合わせて超高こう圧あつ縮しゆく展開され、更さらに何層にも重ねられてそこにあった──まばたき一度にも満たぬ一いつ瞬しゆんで。

　弾丸は、止められた。恐ろしいほど容易たやすく。

　攻守が切り替わる。蜻蛉が龍りゆうにも似た身を捻ひねり、ぞっとするスピードで攻勢を展開する。

　蜻蛉の操あやつる銀光が、その瞬しゆん間かん指向性を得た。盾が刃へと変形する。竜たつ巻まきが質量を持つのだとしたら、恐らくこのようにして吹き荒れるのだろう──速度と精度と破は壊かい力の全てにおいて蜂のそれを明らかに上回る攻撃だった。何千と間近に見て、何万とシミュレートしてきた攻撃は、そうであってさえ一いち分ぶの隙すきすら見み出いだすことはできなかった。

　三六〇度変へん幻げん自じ在ざいの斬撃が、ありとあらゆる角度から蜂を斬きる。

　蜂は、負けた。




　これで死ぬのか、と思った。




　飛行能力を失い、眼下に広がる真っ黒な廃はい墟きよに落ちる。さかさまに墜つい落らくする蜂は、夜にぽっかりと浮かぶ月を見ていた。満月は骨にも似て白く冴さえ、その逆光を背負う蜻蛉は影の塊かたまりのようになっていた。

　しかし蜂は、それでも生きていた。

　致命傷を敢あえて逸そらしたものだと気付いた時、敗北者への度どし難がたい冒ぼう涜とくに呪のろいにも似た怒りを覚える。

　──何な故ぜだ。

　蜂は廃墟の底へ落ちながら、悠ゆう然ぜんと滞空する蜻蛉へ怨えん嗟さの叫びを投げかける。

　──何故、殺さぬ！

　彼は何も答えない。碧あおく光る眼めを数秒だけこちらに向け、しかしそのたった数秒でまるで興味を失ったように身を翻ひるがえす。残光を引く機体は夜よ闇やみに銀のアーチを描き、信じ難いほどの巡じゆん航こう速度で可か視し圏けん外がいへと消えていく。奴やつは、沈黙のままにこう告つげていた。

　殺してはやらん。

　貴き様さまには、その価値さえも無い。







　　　壱　─　覚醒







《尽じん天てん》という都市がある。

　いや、あった、と表現した方がこの場合は正しかろう。

　昭和一〇一年八月現在、尽天はその都市機能の大半を失ってからもう二〇度目の真夏に包まれていた。

　かつては八や洲しま国軍の大型基地を擁ようす街として軍備を固めたこの尽天であるが、それより更さらに前は多くの市民で賑にぎわう大きな商業都市だった。中央区には百貨店や歓楽街を構え、長い川沿いから枝えだ葉はのように広がった往年の街には人の波が絶えなかったという。

　また、他の多くの防ぼう衛えい都市がそうであるように、尽天もまた、街の外周を長く厚い城じよう壁へきで囲まれている。

　厳重な検問所が置かれた外への出入り口は三つ。北と東と南──それぞれ軍道九十九号線、一般国道二号線、同じく三号線である。西には大規模な軍港と基地が置かれており、そこから広大な海を望む。都市の要所には自律稼か働どうの防衛機構が設しつらえられ、潤じゆん沢たくな設備を揃そろえた基地により機械兵の補給や整備も抜かりがない。

　とはいえ、それはあくまでも過去の話に過ぎない。

　全てが終わった後、尽じん天てんはそれ自体が丸ごと巨大な廃はい墟きよと化していた。

　そもそも八や洲しまが尽天の大規模な都市改造を進めたのは、もはや半世紀以上も昔の話だ。その時点から一般市民は他よ所そに疎そ開かいしていたし、残された者たちもある時点から地下深くの大型シェルターに逃のがれた。

　かくして戦争は激化し、激戦区の一つであった尽天もまた壊かい滅めつ的なダメージを受けることとなる。うんざりするほどの空くう襲しゆうが地上を舐なめ、立ち並ぶ建築物は薙なぎ倒された。高こう架か道路が崩くずれ落ち、地は抉えぐれ、横ざまに倒された装そう甲こう車や機械兵の死体は今なお瓦が礫れきの上で吹きさらしになっている。




　昭和一〇一年の大たい白はく通りは、つまりはそんな巨大な廃墟のごく一部に過ぎなかった。

　昔は軍事車両が幾度となく往復したであろう大通りは今や見る影もなく、砕くだけたガラスやセメントダストに覆おおい尽つくされてきらきらと輝いていた。

　このコンクリートの荒野のどこに落ち着きを見み出いだしたものか、高い蝉せみの鳴き声が聞こえてくる。時折どこかでついに限界を迎えた建築物が崩ほう落らくする音がして、それら以外は、おおむね静かなものだった。

　そんな街に、おかしな人影がひょこひょこと歩いている。

　一人。少女である。

　年の頃は十代の半なかばほどか。背は低めで童顔であり、少し垂れ気ぎ味みな豆まめ芝しばのような目をしている。陽光を受ける黒髪は埃ほこりをかぶって少し白くなっているが、ちゃんと洗えばなかなかのものだろう。背中の真ん中辺あたりまで伸びた髪をおさげに編んでおり、歩む度たびに右に左に揺ゆれるそれは仔こ犬いぬの尻尾しつぽのようでもある。

　だがこの娘、恰かつ好こうがとにかく物々しい。

　上下は動きやすさを重視し、八洲軍払い下げの野戦服をベースとして、小柄な体に寸法を合わせた行動着。更さらにその上にはアラミド繊せん維いの防災ポンチョを羽は織おっている。背にはダイナモナス繊維で編まれた頑がん丈じようなザックも背負い、とにかく一から十まで安全性に重点を置いた格好だった。室内探たん索さく用に、ザックの横にはヘルメットを兼ねたガスマスクをぶら下げてもいる。

　そうして廃墟探索用の装備を着込み、汗を流しながら歩く彼女は、二十年前の「あの日」から何も変わらない。

　娘──叶かな葉はは、二十年前に伍ご長ちようを見送ったあの瞳ひとみで、今は自分の道を見下ろしている。

　表に出るには、これくらいの恰好はしておかなければならない。こうなってもう三カ月ほどになるが、叶葉はまだ廃墟歩きに慣れていないと見えて、鉄板仕込みのごつい安全靴で石橋を叩たたくようにおっかなびっくり歩く。厚いゴムのソールが地面のガラス片を潰つぶしては、ぱりぱりと乾かわいた音を立てた。

　表を歩く時は基本的に広い大通りを選ぶように。そういうルールがあった。

　街の主要道路ならどことも通じるし、見通しがよく倒とう壊かいする危険のある建築物とも距離を取れる為ためだ。一方、間違っても裏うら路ろ地じや街はずれに足を踏み入れてはいけない。何が崩くずれるかわからない上、うっかり見落とすようなところに穴などがあれば目も当てられない。

　そして最も恐ろしいのは、逃げ場のないところで機械兵に襲おそわれることだ。

　機械兵とは、名が示す通り機械部品と生体パーツで組まれた人型戦闘兵器のことを指す。一般的に成人男性と同じ姿形をしているが、人を遥はるかに上回る連続活動時間、そして怪かい力りきと俊しゆん足そくを誇る八や洲しまの戦力の一いつ端たんだった。

　彼らの脳には、「敵と戦え」という自己の存在意義に根付く命令がプログラムされている。

　この命令──存在の《主要概がい念ねん》を組み込まれた兵士は、戦争が終わりその闘争本能を向ける相手を失い、致命的な自己矛盾を起こして暴走していた。今や彼らはこの取り残された廃はい墟きよにあって、軍刀と小しよう銃じゆうを構えて進み、目にした動体目標を無差別に襲おそう歩く災害と化していたのだ。それは、生き残りにとってすれば最大の脅きよう威いでもあった。

　生き残り。

　そう、人間たちの生き残り、だ。

　不意に、叶かな葉はが懐ふところに仕込んだ軍用小型無線が信号をキャッチする。

『カナ嬢、そっちはどうなってる？』

「──えと、大丈夫みたいです。異常なしです」

『そうか、わかった。俺たちもすぐに合流できると思う。悪いな、なにぶん人手不足なんだ』

　通信が切れる。彼らは叶葉の「仲間」だった。もはや一いち蓮れん托たく生しようの仲間だ。

　この尽じん天てんには今、地下壕ごうの冷凍睡眠から目覚めた五十人余りの人間が生きている。

　数にしてみると余りにも少なすぎるように思われるが、当然あの日に地下に逃のがれたのは本来この程度の人数ではなかった。全てのポッドが二十年間正常に稼か働どうし続けたわけでもなかったし、誰しもがこの廃墟に出て生きて戻れる保証もないのだと、安あん東どうは叶葉にそう説明した──生き残りグループの最さい古こ参さんにして長老的存在、昔は軍の整備課にいたという老人である。

　そしてもちろん、生きていくのにも色々と面めん倒どうがある。

　叶葉を含む生き残りは地下施設や堅けん牢ろうなメトロ内部にねぐらを構え、どうにかこうにか自活していこうと四苦八苦しているのが現状だ。しかし保存された食しよく糧りようは残り少なく、機械兵の脅威も依然としてある。

　八洲は滅ほろび、生き残りは本当に自分たちだけなのか。

　それを、まず知らなければならなかった。閉へい鎖さされた街の外部と接触することこそが、生きていくために必要なことだ。

　そこで、この閉鎖された街から出て外を探たん索さくするのが当然の目標となる。どこに何があるのか、生きていくのに必要な物資がどこかにありはすまいかと。

　ここから外へ通ずる道は三つある。だが東の国道二号線と南の国道三号線は片方が倒とう壊かいしたビルの瓦が礫れきに埋もれ、もう片方は途中から高こう架かが崩くずれ落ちてしまっていて、とても使えるものではない。

　自然、ルートは北の軍道九十九号線に絞しぼられてくるわけだが、話はそう単純でもなかった。

　初めてその話を聞いたのは、確か叶かな葉はが目覚めて一週間と少ししか経っていない頃だ。




「軍道九十九号線には、《蜻蛉とんぼ様》がおってな」

「とんぼ、さま……ですか？」

　軍事運用も想定されていた堅けん牢ろうな地下鉄のホーム。生存者たちはここにアジトを作り、活動の拠点として使っていた。

　安あん東どうは生きている電源を器用に手た繰ぐり寄せ、レンチを回して発電機を修理していた。その背中が藪やぶから棒ぼうにそんなことを言ったのだ。叶葉がオウム返しに聞くと、老人は片手で機械をいじりもう片手で白髪しらが頭あたまをぼりぼりと掻かきながら答える。

「おうさ、蜻蛉様よ。大の大人おとなの何倍もでかい図ずう体たいに、風もかくやと言わんばかりに速く、とにかく滅めつ法ぽう強い。──お前さん《鬼き虫ちゆう》を知っておるか？」

　ふるふると首を振る。

　安東にしてみれば昔語り半分の話題だったのだろうが、叶葉は作業場の床にちょこんと正座して大おお真ま面じ目めに彼の言葉に耳を傾けていた。

　この老人の話は面おも白しろい。冗談でも言うような軽快な口調が耳に心地よく、世が世なら弁べん士しとしてだってやっていけたかもしれないほどだ。

「わしも何から何まで知ったわけではないが、鬼虫の蜻蛉様というたら味方とて震ふるえ上がらぬ兵はおらなんだ。今ここの外を歩くおっかない機械兵が、いくら束たばになろうと傷一つ付けられん程ほどよ。正しよう真しん正しよう銘めいの怪かい物ぶつとはまさしくあれを指すな」

「でも、あの、」

　そこで叶葉が控ひかえめに口を挟はさむ。鬼虫という存在については少しわかった気にはなったが、そもそもの最初に安東が切り出した言葉が引っかかる。

「そのトンボさまが、なんで今九十九号線にいらっしゃるんでしょうか？」

「うむ、──そればっかりは、どうもわからんでなあ」

　安東は両手だけ別の頭を持っているように器用に働かせながら、

「よもや二十年前からずっとというわけでもあるまいが、蜻蛉様は今なお九十九号線の関せきをお守りなさっておる。あそこは戦略上の一つの要よう諦ていであったというから、その使命をまだ遵じゆん守しゆしておられるのか──ともあれ出るも入るも一いつ切さいまかりならんという有あり様さま。望遠鏡で一度だけあそこに機械兵が近付くのを見たが、あっという間もなくことごとく真っ二つにされておった。いかなカラクリを使ったものか全くわからん」

　まっぷたつ。

　蜻蛉とんぼというのが具体的に何をどうしたかなどわからないにしても、その言葉だけで叶かな葉ははごくりと唾つばを飲んだ。大根を切るように両断された機械兵を想像し、叶葉は慌あわててその恐ろしい映像を頭から引き剥はがした。

「ただ気になるのは、ここの戦線にはもう一機の虫がおったという話よ。確かあれは《蜂はち》だったのではと思うが……。蜂もべらぼうに強くての、空戦の達人として蜻蛉様と並び讃たたえられたものよ。しかし、」

「──おじーちゃん！　ここってどうすんのーっ!?」

　と、全く違った方面からお呼びがかかる。安東の孫娘であり整備士の卵、菘すずなの声だ。安東は丁ちよう度どいい頃合いに作業を終えたようで、最後に一発ひっぱたくように起動させるとボロの発電機が唸うなりをあげて息を吹き返した。

「……ふうむ、あのアホまだ手順を呑のみ込みきれておらんと見える。すまんなお嬢、話はここまでにしよう。まあ、要は軍道九十九号線には近付くなという話だ。外歩きの男おとこ衆しゆとて寄ったことは無い。ま、」

　言って、安東はからかうように笑う。

「華きや奢しやなお嬢じゃ徒歩で尽じん天てんの外はずれにまで歩くっちゅうことからして、まず無理だがの」

　む。

　叶葉はからかうように笑う安東の物言いに、不服そうにむくれた。

「あ、あたしだってちゃんと歩けます！　馬ば鹿かにしないでください！」

　むはは、と叶葉の強がりを笑い飛ばし、安東はのそのそと菘のいる場所に歩いていく。その背になおも物申したかったが諦あきらめた。ふんっ、とそっぽを向くその頭の片隅で、叶葉は彼の言ったことを反はん芻すうしてもいた。

　──蜻蛉、と、蜂。




　まとめると、こうなる。

　尽天の外部と接触したい。

　仮に脱出するとしても、ここからの出口は実質一つしかない。

　ところがその軍道は恐ろしく強い蜻蛉が守護しており、近付けない。

　したらば諦あきらめましょうということにはならない。潔いさぎよく力尽つきるのを待つなんて結論には当然至らず、そこで人々が目を付けたのは、西の基地に残された通信設備だった。中でも比較的ましな状態を保っていると思われる、通称《通信塔とう・乙おつ号》のそれだ。

　通信塔乙号を修理することができれば、外部とコンタクトが取れるかもしれない。その望みに賭かける他に手はなかった。

　叶かな葉はは、長くまっすぐに伸びる大たい白はく通りのあちらとこちらをもう一度見回してから、ふぅと息をついた。空気を焼く太陽と、毒々しいほどに青い空。底が抜けたような無限の夏がどこまでも広がっている。

　二〇度目の廃はい墟きよの夏に全身を炙あぶられながら、叶葉は、「伍ご長ちよう」のことを思い出してみる。
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　八や洲しま国軍・北部第四工こう廠しよう。北側の主要な拠点とされていた大型の地下施設である。

　大白通りを北の果てまで歩き、崩ほう落らくしたビルを避けて地下道に潜もぐると、途中で秘密の貨物搬はん入にゆう路に枝分かれする。都市機能が生きていた頃は幾つものシャッターが重なっていた搬入路だが、何な故ぜかそれら全てがまとめてぶち抜かれていることは調査済みだ。

「仕事」は、この先にある工廠で行われる。

　仕事といってもやることは一つ、打ち捨てられた施設に今なお残された廃材の回収である。

　乙おつ号の回復にはやはりパーツが必要不可欠。全て手作業な上に詳しよう細さいな仕様図も失われた修しゆう繕ぜんであるから、とにかく使えそうなものは片かたっ端ぱしから集めた方がいいとの判断だ。

　当然、危険なことは変わらない。なので本格的な探たん索さくに乗り出す前には、体力のある男連中が経路をチェックし、周囲に危険がないことを確かめるのだ。

　ここは安全だ、というのが探索班の結論だった。少なくとも深入りしすぎない限り大丈夫だろうと。探索者たちは地下に潜る前にガスマスクを装着し、叶葉もそれに倣ならった。

「おぉいカナ嬢、大丈夫か？　ちゃんとついて来てるかあ？」

「──は、はい、大丈夫です！」

　探索班のリーダー格である綱つな島じまという壮年が、こちらを何度か振り返っては声をかける。叶葉はそれに慌あわてて答えながら、綱島らの背中を必死で追った。照明のない地下道は外の明るさからは考えられないほど暗い。メンバーが体のあちこちに反射テープを貼はっていなければ、ＬＥＤライトだけでは目で追いきれないほどだ。

「嬢ちゃんじゃあ、いくらなんでもここはきつかったんじゃねえか？　手伝ってくれんのはありがてぇけど無理して貰もらっちゃこっちも困るってもんだ！」

　仲間の一人がからかい半分本気半分で声をかけるが、叶葉はそれにむきになって反論した。

「大丈夫ですったら！　あたしはいいから先に進んでください！」

　廃墟を抜け、随ずい分ぶん長く歩いている。少女にはなかなかきつい歩みの筈はずだ。それでも叶葉は、弱音一つ吐はかず細い足をせっせと動かし廃墟を踏み越える。

　叶葉が外での活動に志願した時、当然綱島ら探索班はものすごい勢いで反対した。

　生存者の全員が外に出て廃墟を探索しているわけではない。探索班とは別に整備班というのもあり、それこそ老体の安東や、彼の孫娘でまだ十六になったばかりの菘すずなはそこで力を揮ふるっている。叶かな葉はだって菘すずなより更さらに一つ下の十五歳で、表に出るよりはアジトで中の仕事をしていた方がよっぽど安全に違いない。

　だが、結局しつこく食い下がる叶葉の熱意に綱つな島じまらも折れた。通りの安全確認など比較的簡単な役割を充あてることと、あまり危険な場所には連れて行かないことを条件としてはいるが。

　実際、ちょこまかと動く叶葉は決して役立たずではなかった。体力こそ頼りないながら、細かいところによく気が付き、小型のパーツなどを多く発見したりもしている。また炊すい事じ班も兼任している為ため、道中の行動食の用意や運うん搬ぱんなども彼女が行っていた。前に立つ男たちは、基本的に探たん索さく用の装備に身を固めており、重量削さく減げんのため食しよく糧りようを多く持てないのだ。

　皆の役に立ちたい、と叶葉は思っている。

　生きろ、と伍ご長ちようは言った。

　それが彼の最後の命令だった。ならば生きなくてはならないし、生きのびる為の体力や心こころ得えを養わねばならないとも思っている。それは自分自身の為でもあるし、行動を共にする人々の為でもある。

　歩き続けてスリングがずれつつあったザックをうんしょと背負い直し、叶葉は仲間を追って地下道を抜け、工こう廠しように足を踏み入れる。

　心配してくれるのはありがたいが、このままいつまでも半人前扱あつかいに甘んじるのも良くはないと考える叶葉だった。




「──妙みようだな」

　搬はん入にゆう口から中に侵入すると、そこは戦車十台なら容易たやすく横並びに入るほど広い空間だった。

　事前に調べていた通り、内部は静かなものだ。大たい抵ていの施設の例に漏もれず崩ほう落らくして土に埋まった部分が多くを占めるが、外と比べれば何ほどのものでもない。深入りしすぎることがなければ安全だろうという見立ては正しい筈はずだ。既すでに探索班は各自散開して、奥で使えそうな部品を漁あさっている。順調だ。

　だから綱島が唐とう突とつにそう言った時、叶葉は首をかしげた。

「綱島さん？　どうかしたんですか？」

「ちっとばかし釈しやく然ぜんとしねえ。尻しりの据すわりがどうも落ちつかねえっていうか……ううん」

「……もしかして、危ないってことですか？」

「いや、安全だよ。安全だけどさ、他の場所と比べると、どうも、綺き麗れいすぎる。機械兵の連中が荒らしててもおかしくねえんだが……ここだけ忘れ去られてるってのも考えられんし」

　どうやら電源が生きているらしく、天井では照明が明めい滅めつを繰り返す。通路を歩きながら、綱島は床に光を当てては自分の中の違和感を持て余していた。

　確かに、と叶葉は思う。この通路は大きな機材を通す為にか縦にも横にも広いが、不ふ思し議ぎなほどにがらんとしている。床ひとつ取っても奇妙にさっぱりしているという印象があった。長い年月が溜ためた埃ほこりがまるで絨じゆう毯たんのように積もり、歩く度たびに舞い散るのだが、他にはほとんど何も落ちていない。目を凝こらしてみると細かな瓦が礫れきや機材の残ざん骸がいと思おぼしきものも視界に入りはする。しかし、それらは全て吹き飛ばされるようにして脇わきにのけられている。

「薄うすっ気き味み悪い。取るもん取ったら長居はしねえ方が吉きちだ」

　綱つな島じまは独ひとり言ごとのように呟つぶやきながら、無線機で他のメンバーにその旨むねを伝えようとする。だが無線機の調子が悪いのか、苛いら立だたしげに本体を小こ突づいたりアンテナを調整したりしながら、

「あん？　っかしいな、ジジイが調整サボるわけもねえし……おい、聞こえるか？　おい！」

　叶かな葉ははその背中を追い、周囲に目を配る。まだ半はん端ぱ者ものの叶葉は、こうしたところでは綱島の後を追って彼のサポートをすることになっている。何かめぼしいものがありはすまいかと周囲に目を配る叶葉だが、ふと、

　──あれ？

　風を見た。

　風、というよりはむしろ微弱な空気の流れと言った方が正しいかもしれない。うっかりすると見み逃のがしてしまいかねない、叶葉もほとんど偶然のように気付いたほどの小さな変化──自分らの歩みで散った埃の、不自然な動きだ。

　人が入り、停滞した施設内部に空気の流れが生まれた。宙ちゆうを泳ぎ、わずかにそよぐ埃は空気を視覚化したように「そちら」に流れている。メインとなる太い通路から枝分かれした別セクションへの連絡路らしいが、しかし、果たしてあちらに誰か行っていただろうか？

　綱島は気付いていないようだ。今も無線を相手に四苦八苦しており、断続的に聞こえてくる仲間の声に応答を返している。それを遮さえぎってまで自分のささやかな発見を伝えるのは気が引けた。だが綱島が見ているのはあくまでもメイン通路とそこから行ける簡素な倉庫だけで、あと十歩も歩けば風の流れがある場所を素通りしてしまう。

　軽い気持ちだった。

　ちょっと先を見てすぐに戻ろう。綱島から離れすぎないように気を付けて、連絡路を少しだけ行って何も無ければそれで構わない。無む茶ちやはしないつもりだった。この先に何があるのかといういっぱしの好奇心も少なからずあったし、何か珍しいものを発見したら少しは今以上に認められるかしれないという一種の期待もあった。

　十歩だけ行って、すぐ戻る。叶葉はとにかくそう決めた。綱島はまだ気付いていない。

　床を照らしながら、慎重に足を踏み出す。一歩、二歩、三歩──心なしか闇やみにまとわりつく埃の動きが速くなっている気がする。あたかも溜まった水を傾かたむけるように、静かに少しずつ空気が流動している。歩く。四、五、六、七、八、九、

　ずるり。

「──いッ!?」

　一体何が起こったのかわからなかった。

　何かを踏ふみ外はずしたと思った瞬しゆん間かん、体から重力が抜け落ちたように錯さつ覚かくした。真っ黒な天井が一瞬だけ視界に映り、ひっくり返った叶かな葉ははそのまま落ちた。

　──何が崩くずれるかわからない。うっかり見落とすところに穴でもあれば目も当てられない。

　埃ほこりが雲のように「ぼわっ」と巻き上がり、直径数メートルほどの大穴が姿を現す。誰がぶち抜き偽ぎ装そうしたものか、幌ほろで覆おおい隠かくされていたものだ。異常を察知した綱つな島じまが振り返る時、叶葉はもう掘り下げられた地下の更さらに深くへ滑すべり落ちてしまっていた。
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　何かが来た。

　ここのところ、すっかり反応が鈍くなってしまっている。二十年間の月日で《それ》の電脳はかなり磨ま耗もうしており、施設の隅に迷い込んだ程度の侵入者には気付けなくなっていた。

　各所に敷ふ設せつされた自動制せい御ぎよのジャミング装置は今も機械兵を退しりぞける妨害電波を発している筈はずだ。電でん磁じ気きの網の最さい奥おうに鎮ちん座ざし、彼もまた機械兵の例に漏もれず冷静に狂いつつあった。

　その電脳が弾はじかれたように反応した。何かが侵入した。小さい。この施設の奥、最終セクションの「このドック」に。

　──敵か。

　主要概がい念ねんに基づき、休眠状態にあったシステムを起動する。工こう廠しよう内部の防ぼう衛えい機構が目覚め、その為ために作り出された《それ》の命令でぎちぎちと動き始める。

　侵入者の排はい除じよを。
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　体をしこたま打った。

　どれぐらい落ちたのかわからない。垂直ではなく斜面を転がり落ちるような具合で、最後の数メートルを垂直に落ちてどすんと転がった。もはや自分の体がどれだけ回転したのかなど全くわからないし、感覚がしっちゃかめっちゃかになっていた。

「…………あ、う。あてて、ぇぷっ」

　痛いのと回りすぎで脳がぐわんぐわんするのとで、すぐには立てなかった。だが、幸運にも重い傷はなさそうだ。頑がん丈じような服とザックと、穴を隠していた分厚い幌が雪だるま式に自分に巻き付いたのがある程度のクッションになったようだ。

　一応、頭にも傷はない──が、その代償にべこべこになってしまったガスマスクは、はずみで叶葉の頭から外れて数メートル遠くに転がっていた。

　──わあっ！

　それに気付き総そう毛け立だつ。廃はい墟きよの、しかも地下施設となれば人体に有害なエアロゾルが充満していてもおかしくないわけで、中には喉のどがいかれて窒ちつ息そくしてしまうものもあると聞いた。早く付け直さねば息が詰つまって死ぬ、そんな恐怖が湧わいたが、しかしよくよく考えてみるとおかしい。ガスマスクを付け直そうと慌あわてる今の自分は、ちゃんと呼吸ができている。

　叶かな葉ははマスクを取り上げ、ぐりぐりとひっくり返しながら各部を確かめた。どうも弁の辺あたりや吸収缶が歪ゆがんで動かなくなってしまっているらしく、これでは装着し直したところで何の用も成さない。とりあえず息ができているのは幸運だったかもしれないが、しかし。

　ここは一体、どこなんだろう。

　まずいんじゃないだろうか。

「むぅ……」

　無線機を取り出して通信を試みるも、壊こわれているのか電波が悪いのかノイズしか聞こえてこなかった。弱り切った叶葉は、自分が落ちてきた穴を見上げる。このどん詰まりの部屋の天井が最後の穴で、今自分はどことも知れない底にいる。

　暗くてよく見えない。落ちた身の実感とするのも少々おかしな話だが、これは施設の構造を丸ごと無視した「何か」が貫つらぬいた穴のようにも思える。究極のショートカットというか。だが何がどうしてそんなことをしたのか皆かい目もく見当がつかない。

　叶葉は大きく息を吸い込んで、

「お──────────いっ!!」

　ありったけの声で穴の上に呼びかけた。しかしそれも虚むなしく、声はわんわんと反響するばかりで返答がこない。

　途と方ほうに暮れた。どうしよう。

　白状すると、怖こわくなった。孤立して初めて、自分がとんでもない判断ミスを犯おかしてしまったと気付いたのだ。ライトはどこかに落としてしまっていた。

　どうしようどうしようとぐるぐる考えた結果、どうにもならないという結論に行きついて泣きたくなった。なんのかんのといっても叶葉は十五の小娘であり、非常事態からすぐさま最善の判断を下せるほど強きよう靭じんな精神を持っていなかった。

　ふと、こういう時は余よ計けいに動かないことだと教わったのを思い出す。連絡もつかない、現在位置もわからないではどうしようもない。

　とりあえず頭上に穴はあり、その穴は最低でも上に繋つながっている。ここで待つしかない。見つけて貰もらったら全力で謝あやまろう。もう二度と軽率な真ま似ねはしないとも誓ちかう。

　やがて、目が暗くら闇やみに慣れてくる。

　最初は気付かなかったが、光があった。照明といった類たぐいのものではなく、電子機器が放つ淡あわい計器の光のように思える。マスクなしで呼吸できるということは空調が生きているということで、やはり奥には十分な電気が通っているということなのだろうか。

　叶かな葉はは思い出す。防ぼう衛えい都市の工こう廠しようは、それぞれ個別の小規模な発電施設を有していると。敵に送電所を潰つぶされた場合を警けい戒かいしてのこと、らしい。今アジトで使用されている発電機の多くも、そうした工廠から持ち帰ったものなのだと綱つな島じまが言っていた。

　ともあれ目を凝こらし、叶葉は周囲に何があるのかだけでも認識しようと試みた。ぼんやりとながら徐々に周囲が見えるようになっていき、やがてどこかから音がして──音？

　叶葉は、そちらを見る。

「…………へう？」

　天井付近に敷ふ設せつされたカメラが、じっとこちらを見ていた。

　直後、怒ど涛とうの勢いで空間が目を覚ました。真っ白な照明が点つく。無数の機械が蠢うごめく金属質な音が響く。警報がけたたましく鳴り響く。余りの眩まぶしさにびくっと身を竦すくませ、ちかちかする目を恐る恐る開いた時、暗くら闇やみが払われた空間が自分の想像より遥はるかにとんでもない場所だということを知った。

　その空間は、最初に訪れた搬はん入にゆう口と同じほどに広く、叶葉にはまるでわからない機材が所せましと並べられていた。

「え。え。え、えっ……何っ!?　なにっ、ここ!?」

　急ごしらえかとも思われるそれらは一定の法則に従っており、叶葉の体より大きく、中には鉄てつ塊かいと見み紛まがうほど無ぶ骨こつで硬そうなものもある。床を這はいそれらを繋つなぐ大小様々のコードは、まるで巨大な生き物の血管のようだ。天井はドーム状になっており、地下施設とも思えないほど高い。叶葉が転がり出た穴は壁に近い低いところに開けられていたのだ。もしもドームの頂点から落ちていたら助からなかっただろう。

　驚きよう愕がくした。地下深くのこんな場所で、一体何が作られていたというのか。

　叶葉は知らぬことだ。ここは八や洲しま国軍・北部第四工廠の最深部。機械兵などのものとは一味も二味も違う、あるものを整備するドックの一つだった。

　そして叶葉は、ここを守る「何か」に目を付けられたということを直感的に理解していた。

『侵入者ヲ捕ホ捉ソク』

　不意に腹の底に落ちる重い声が響き、そして異様なことが起こった。

　視界の端はしにある鉄の塊かたまりが、ぎしぎしと音を立てながら動いた。最初は何かの機材と思ったが違う。機械兵でもない。機械兵は人型をしており、あれほど大きくはない。

　ぽかん、と口が開く。

　──せんしゃ？

　に、よく似ていた。

　だが、戦車よりも獰どう猛もうなシルエットだった。車輪の代わりに備そなえているのは木の幹ほどもある四本の脚。それに支えられた胴は意外なほど平べったく、まるで鉄で出来た蟹かにのようにも見える。そして何より目を引くのは、胴の部分に取り付けられた二門の大型機関砲ほうである。その複数のカメラアイが稼か働どうし、確実に叶かな葉はを見ていた。

　そう、叶葉は知らぬことだ。

　この大型自律機械は、八や洲しま軍製・甲こう種しゆ拠点防ぼう衛えい型戦闘兵器──名を《凶まがら》という。

「え？　え？　は、えっ、……えぇっ!?」

　まさか。

『迎ゲイ撃ゲキスベシ、』

　地鳴りのような声が誓ちかいのように繰り返す。そのまさか、だった。

『迎撃スベシ、迎撃スベシ、迎撃スベシ、迎撃スベシ、迎撃スベシ／全火器・禁制解除・此コレヨリ戦闘行為ニ移行』

　凶の機体に取り付けられていた機関砲ほうが、その時、叶葉の方を向いた。

　──ひ、

「ひょええええええええぇぇぇぇえええええええぇっ!?」

　ひとたまりもなく、弾はじかれたように走り出す叶葉。

　余よ計けいに動くなもへったくれもあったものではない。泣くほど恐ろしかったし、相手はどう見ても本気だ。

　痛いのも忘れ、どこへ行けばいいのかもわからないまま無我夢中で機材の陰かげに走り込む。耳をつんざく砲ほう声せいがドックに響き渡り、鉄てつ塊かいのような機材の上半分が聞いたこともないような音を立て弾け飛んだ。

　今度こそ本当に生きた心地がしなかった。とにかく本能的に物陰から頭を出さないようにしながら床を虫のように這はい回る。また、砲声。もはや完全にパニックに陥おちいっている。すいませんもうしませんごめんなさいと誰に言うでもなくまくし立て、ベソをかいて転げ回る。軽率な行動の罰ばつとしてはあんまりではないか、このままでは死んでしまうではないか、

　死にたくない、──死にたくないっ！




　侵入者の迎撃。

　迎撃。破壊。撃破。撃滅。殲せん滅めつ。──戦闘。

　誰の為ためにか。上官の為にだ。目的を同じくする兵士たちの為だ。何の為にか。施設機能の維持の為だ。いいやそんなことはわかっている。もっと言えばそれは、プログラムされた「目的」そのものの為にだ。もとより兵器はそういう風にできているのだから。

　──しかしながら、狙ねらい辛づらい。

　凶が直前に戦闘機動を取ったのはこれより二〇年と三カ月の昔。ブランクによるコマンドの遅れや各機関との同調処理にどうしても遅れが出る。室内に敷ふ設せつした固定砲座へのアクセスへも手間取る。

　鼠ねずみ一匹を捻ひねり潰つぶすのにもう八発も弾たまを使ってしまった。だが、徐々に慣れてくる。戦士としてプログラムされた本能が徐々に感覚を取り戻していく。電脳の演算によると次の命中率が八割二分ぶ四厘りん、次の次の命中率となると九割九分だ。

　鼠ねずみの行動パターンなど知れていた。先読みする。見えた。撃うつ、

　閃せん光こう。




「──カナ嬢！　まだ生きてっかァ!!」

　耳慣れた声が叶かな葉はの耳じ朶だを叩たたき、直後に隠かくれた機材の向こうで閃光が弾はじけた。

　手製の、対機械用フラッシュバンである。

　物もの陰かげからでもショックを受ける光と轟ごう音おんだが、それが投げ込まれたという事実と直前の声は叶葉にとってまさしく地じ獄ごくに仏だった。

「づなじまざぁんっ!!」

　べっちゃべちゃな声だった。

　声は天井の穴からして、そちらを向くとまさしく綱つな島じまの姿。叶葉を追って降りてきてくれたのだろう、腰こしの辺あたりに取りつけたフックを細いウィンチに繋つないでいる。

　しかしフラッシュバンとて気休めに過ぎなかった。ものの数秒でセンサーのリカバリーを済ませ、凶まがらは続けざまに綱島を狙ねらった。

「……こいつ……防ぼう衛えい型か!?　こんなデカブツがなんでこんな奥に──」

　驚きよう愕がくしている暇ひまもない。巨体が信じられないほど迅じん速そくに反応し、半円を描く機関砲ほうは砲口から硝しよう煙えんの尾を引いた。発射。

「うおわっ!?」

　泡あわを食った綱島は穴から身を翻ひるがえし、砲弾だんは天井のコンクリートをいともあっさりと砕くだいた。

　その隙すきに、叶葉はどうにかここから脱出しようとした。とはいえどこをどう走れば出口に繋がるのかさっぱりわからない。こんな地下深くから、あんなものを撒まいて脱出できるかもわからない。叶葉の頭に重油のような絶望が満ちかけた時、手が冷たいものに触れた。

　いつの間にか行き着くところまで行ってしまったらしい。必死で走って、気が付けば目の前には真っ白な壁があった。機材を盾たてに、コードを伝うように動いていたらこうなっていた。

　逃げられない──そんな言葉が、叶葉の頭に浮かぶ。ぐりん、と凶がこちらを向く。

　真っ白な頭で振り返る。砲口がこちらを向いている。叫ぶも逃げるも叶かなわない、頭に浮かぶのは何な故ぜか伍ご長ちようの姿で、




『▼問／君ハ何者カ』




　砲撃げきは、来なかった。

　何故かはわからない。代わりに叶葉に降りかかったものは、凶のものとも違う、聞いたこともない声だった。唖あ然ぜんとしたまま固まる叶かな葉ははすぐに答えられない。もう随ずい分ぶん遠くに見える天井の穴から、命からがら砲ほう撃げきをやり過ごした綱つな島じまが同じく唖然とこちらを見ている。

　凶まがらはなぜか動かない。二つの砲口をこちらに向けたまま、まるで経過を見守るかのように停止している。そのアイセンサーが見ているのは明らかに叶葉ではなく、その隣となりにあるものだ。

　視線を転ずる。

『▼問／再／君ハ何者カ』

　冷たい何かに当てられたままの叶葉の手。それが本当は何に触れているのか。

　その辺あたりは、ドックに張り巡めぐらされた無数のコードが収束する場所だった。あらゆるパーツがばらばらになった状態のまま散らばっており、一歩間違えればその山が丸ごと雪崩なだれになるかもしれない。そうして山積したガラクタの中に、何かがあった。

　流線形の、まるで棺かん桶おけのような槽そう。強化ガラス越しに中を見ることができる。

　横倒しになったその中に収まっているものは、

「……人……？」

　背後の脅きよう威いもその時ばかりは忘れ、呆ぼう然ぜんと呟つぶやく叶葉。

　人が入っている。それも若い。見たところ自分と同じくらいか。

　少年はぴくりとも動かず、士官学校の詰つめ襟えりを着込んだまま叶葉にただ見下ろされていた。左腕が無ぶ骨こつな籠こ手てのようなものを装そう着ちやくしている。機械仕掛けのそれは左腕の肘ひじから先を完全に覆おおっており、ガラス越しの照明を受けて鈍にび色に光っていた。

　何な故ぜかそこで奇き妙みように印象に残ったのが、学生服の肩だった。そこには金の糸で、小さく「九」と刺し繍しゆうされている。

『▼問／再／君ハ何者カ』

　三度目の問いが全く同じトーンで繰り返され、叶葉は我に返った。状況はまだまるで呑のみ込めていないが、今のところ敵意は感じない。

「かっ！　か、かな、かなは！　叶葉っていいます！」

　藁わらにもすがる思いで自分の名前を告つげる叶葉。頼れるものならもう何にでも頼りたい。

『かなは』

　ぐわ、とガラクタが盛り上がる。

　叶葉はそれを間近に見て、今度こそ魂たましいを抜かれた。




　見上げるほど巨大な、機械仕掛けの《蜂はち》がそこにいた。




　ガラクタに埋もれ、自みずからも無数のコードに繋つながれながら、少年が眠る槽を守るように横たわっていたのだ。薄汚れ鈍く輝く金の体と、炎ほのおのように真っ赤な複眼。蜂の姿を模しているなら一いつ対ついの翅はねがあろうに、奇妙なことに目の前の虫にはそれが無い。

　凶まがらは微動だにしない。砲ほう口こうをこちらにポイントしたまま、むっくりと身を起こした蜂はちをじっと睨にらんでいる。まるで何かを待つように。

　蜂が、周囲を見る。

　天井の穴と周囲の惨さん状じようを見る。綱つな島じまを見る。凶を見る。

　そして、叶かな葉はを再び見る。

　──た、

「助けて！　助けてくださいっ!!」

　やっと言えた。蜂はそれを受け止め、すぐさまこう問うた。

『▼問／其ソレハ命令カ』

「え？」

『主脳及ビ副脳、損ソン傷シヨウニヨリ自律稼カ働ドウ不可。副次指令、《代ダイ替タイ命令》ノ入力ヲ要ヨウ請セイ』

「め、めいれい？　命令したら助けてくれるんですか？」

『理論上ハ可』

　迷う理由は無かった、

「じゃあ！　じゃあ命令しますっ！　あたしたちを助けてくだ……あっ、いや、なさい！　助けなさいお願いします！」
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『拝ハイ命メイ保留／▼問／命令遂スイ行コウニ当タリ其ソノ方ホウガ情報ヲ我ワレ等ラノ《暫ザン定テイ的司令官》トシテ登録スル可ベシ。是カ非カ』

「なるっ！　なります！　しっ司令でも何でもしますから、とにかく、助けてっ!!」

『承知。主名《かなは》。網モウ膜マク情報登録──完了。声帯情報登録──完了。主脳及ビ本体ノ覚カク醒セイ処理──、──完了』

　それからはあっという間だった。

　槽そうの蓋ふたが弾はじけ飛び、天井高くに舞って、凶まがらの近くに落ちた。




　二十年七日と八時間五十三分七秒の眠りから、少年が目覚める。

　少年の名は九く曜よう。鬼き虫ちゆう九番式《蜂はち》・金きん翅しの九曜である。
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　あの二匹の死闘が終結した後──二十年と七日前、第四工こう廠しようの傍そばに蜂が落ちた。

　蜂は満身創そう痍いの状態となっていた。蜻蛉とんぼの「斬ざん撃げき」は一いつ瞬しゆんにして十にも二十にも標的を切り刻きざむ縦じゆう横おう無む尽じんの絶技であり、それをまともに受けて生き残った者は存在しない。つまり、直撃を受けてなお九曜が生きているということは、奴やつが完かん璧ぺきな軌道演算で死なないように刻んだということになる。

　九曜は蜂の身で這はいずるように地下道を通り、一番から五番まであるシャッターを全て破は壊かいして第四工こう廠しように侵入した。続けて搬はん入にゆう路を突つき抜け、鬼き虫ちゆうが整備を受けられる最深部への最短ルートを計算した。ここは前線たりうる軍道九十九号線に程ほど近ちかいだけあって、そこに配備されるであろう鬼虫の簡素な整備施設を備そなえていたのだ。

　電でん磁じニードルガンの残ざん弾だんを惜しみなく使い、シャッターや床をぼろ切れのようにして、本来の施設のルートを一いつ切さい無視した直接的なショートカットを選んだ。

　重傷を負った蜂は、もはや金翅の異い名みようを持つ最強の兵器の面おも影かげを失っていた。飛行能力をも失くして無ぶ様ざまに這い回る巨体は、それでも自みずからの回復手段を求めてのた打つ。兵器に自決という選択肢しは無い。退ひけず、諦あきらめられず、殺されぬ限り死ねない。

　そのように足あ掻がく九曜には、しかし耐え難い屈くつ辱じよくだけがあった。

　あの男は、この自分に敗死さえ許してくれなかったというのか。

　整備用ドックに蜂の身がぼとりと落ちる。深刻なダメージにより、《蜂》の四つの副脳が真っ赤な警告表示に埋め尽つくされている。

　巨大な蜂がぐるりと自己診断プログラムを走そう査さし、全機能の九割が失われていることを伝えた。わななくように巨体が持ち上がり、機械仕掛けの昆こん虫の胸の部分が開かれ、存外に若い少年の体が吐はき出された。

　鬼虫は、サブとなる複数の電脳を保有した「虫」の外がい殻かくと、それを管かん制せいする為ための主脳を持つ本体からなる。

　蜂はち──九く曜ようの本体は、元げん服ぶくを迎えて間もないほどの十五、十六程度の少年の姿だった。

　蜂の巨体からよろぼい出る彼は、整備ドックの修復槽そうへ覚おぼ束つかない足取りで歩み、途中でがくんと脚を折ってしまう。腰こしに佩はいた軍刀を杖つえ代わりにして膝ひざを突つく九曜は、ここに自分以外の何かがいることを感知した。

　──侵入者と思えば、鬼き虫ちゆうの蜂か。

　電波で頭に差し込まれるその「声」の主を、九曜は知っている。

　──いかにも小しよう生せいは鬼虫九番式《蜂》・金きん翅しの九曜。

　──ほう、やはり。かかる不覚傷を負うとは、最強の鬼虫も地に落ちたものと見える。

　──かくいう貴官は拠点防ぼう衛えい型の中でも高位の型式、《凶まがら》と見受けるが。

　地下ドックの中に小山のように横たわっていた巨体が、闇やみの中でのっそりと起き上がる。

　戦争が終わってから数カ月。生き残った凶は工こう廠しようの地下に潜もぐり、たった一機でこのポイントの番をしていた。

　定められた場を侵略者から死守することが存在意義である凶は、確実な狂気に蝕むしばまれつつあった。戦うべき侵略者もおらず、守るべき場所はもはや放ほう棄きされたがらんどう。なればせめて自みずからが守ろうとしたこの最深部で狂気に至ろうとしたのである。突然の侵入者を鬼虫と判別できたのは、まだこの時点では正気の方が勝っていた為ためだ。

　──拠点防衛などもはや名ばかり……私はここで狂う定め。何をしに現れた。よもや引いん導どうをくれに来たというわけもなかろう。

　──然しかり。その設備に用がある。そして貴官に任務を託たくしたい。

　そうして九曜は、凶と取引をした。

　こちらは重傷の身を回復する必要がある。よってドックのまだ生きている機能・機材を総動員し、特に生体パーツに重大な傷を負った本体は修復槽に入らねばならない。蜂としての戦闘能力の回復こそが最優先なのだ。

　そこで、凶の存在が必要となる。彼が最低限の施設機能を管かん制せいし、また機械兵などの侵入者から自身を守って欲しい──九曜はそう言った。防衛型たる凶の、最後の仕事だ。

　──何な故ぜだ。戦は終わった。お前は何故、そこまでする。

　凶の問いに、九曜は迷いなく答える。

　──戦わねばならぬ《虫》がいるからだ。

　満身創そう痍いの身の内に、炎ほのおのように苛か烈れつな復ふく讐しゆう心があった。

　そして凶は九曜の取引を受ける。ただ、最後に条件を付け加えた。

　いわく、守ることこそが己おのれの存在理由。だが長き年月の中でこの脳がどれほど持つかもわからず、また、九曜が目覚めた時こそ凶の最後の役目が終わる時。本当に凶という兵器の存在価値が消え去る瞬しゆん間かんこそがその日であり、まず間違いなく自分は狂う。だから──

　──だからその時は、お前が私を破は壊かいしろ。




　蜂はちの外がい殻かくが有する副脳から信号が発せられ、目覚めた。

　九く曜ようはゆらりと立ち上がり、硝しよう煙えんのにおいがするドックの空気を吸い込んだ。まず主脳による覚かく醒せい処理を二秒で終わらせ、指の先まで神経パルスを行き渡らせ、即座に自己診断を開始する。生体ユニットの回復は完了、五感センサー良好、各部正常稼か働どう可能──問題なし。左手のいかめしい籠こ手てが、関節部の稼働を確かめるように動く。

　そして、傍そばにへたり込んでいる少女に目を落とした。少女は可哀かわい想そうなくらい狼ろう狽ばいして身を竦すくませ、自分と蜂とを何度も見比べていた。

　副脳とのリンクが復活し、情報が流れ込む。

　主脳と副脳の自律判断に障害あり。

　やはり十分な回復には至らなかった。急ごしらえの環境では限界は知れており、二十年に渡る休眠もこれ以上続けばただ朽くち行くのみであったかもしれない。本体の覚醒と回復を最優先とする蜂の副脳が独自に判断し、この緊急事態に乗じて少女を暫ざん定てい的な司令官に設定したようである。

　大たい抵ていの場合、機械知性はその存在意義と同義である《主要概がい念ねん》と、判断の補助となるサブ的な《副次指令》によって行動する。

　九曜などの高位な電脳を積んだ主力級は、自律判断により臨機応変に独自の副次指令を見出せる。だが今この時、総計五つの電脳のうち三つが万全でない九曜ではそれすら覚おぼ束つかないのだ。今の九曜は判断の補助として新たに二つの目的を与えられている。

　一／暫定司令《かなは》の安全を確保すべし。

　二／したがって、眼前の脅きよう威いを除くべし。

　そして。

　無言で立つ九曜は、こちらに砲ほう口こうを向けたままの凶まがらのことを当然記憶していた。先さき程ほどから耳を傾かたむけているが、あちらが無差別に発信し続ける通信波はごちゃごちゃしていて、もはや言語の体ていを成していない。狂ったか──そう理解した。機体を軋きしませこちらの出方を窺うかがう凶は、無言のままにこう述べていた。

　──もう、良いか。

　──もう良いか、鬼き虫ちゆうよ。

「そうか」

　呟つぶやく。もう、その時が来たか、と。

　九曜は凶を見据すえたまま、叶かな葉はの傍そばに控ひかえる蜂はちへ問う。

「状況はどうか」

『全装ソウ甲コウ七割二分ブ九厘リン修復。副脳二号・三号・四号未イマダ完全復帰ナラズ演算速度四割七分。術式精度低下中、反ハン重ジユウ翅シ展開ニヨル飛行不可／現戦闘力、二割ヲ下回レリト判断ス』

「《装着》は可能か」

『非。現段階ニテ戦闘機動ヲ断行セントスレバ過負荷ニ依ヨル自ジ壊カイノ危険アリ』

「了解。本体のみにて対処する故ゆえ、演算補助と彼女の保護を要請する」

『承知』

「え？　わっちょっ、うわぁあっ」

　指示を出すが早いが、蜂はちの胸部が開いた。そうして何が何やらわからない叶かな葉はの襟えり首くびを肢あしで掴つかみ、問もん答どう無用で内部に放り込む。目を白黒させて九く曜ようを見上げる叶葉はものを言う間もなく溺おぼれるように蜂に取り込まれた。

　これで良い。九曜はもう一つの生命反応を追って天井の穴を見上げ、「彼」は危険から身を守る手段は心得ているだろうと判断する。最優先は暫ざん定てい司令であり、そして司令に害なす敵対者の排除──あるいはその敵対者と、二十年前に交かわした約束だ。

「すまぬ、──長く待たせたようだ」

　控ひかえていた軍刀を手にする。

　鉄てつ鞘さやの九十八式外装、切っ先両刃、八や洲しま陸軍ムラタ刀《兼かね正まさ》。

　鯉こい口くちを切り、小指から順番に指を曲げて最後に親指で柄つかを握る。ぞろりと滑すべり出た刃は冷え冷えと冴さえ、全てを曝さらけ出す照明を氷のごとく照り返した。戦闘演算開始。体にかけられたリミットを次々に解除。体内を循環する電気エレキの気配──

　凶まがらが、撃うった。

　光を認識した瞬しゆん間かん、砲ほう声せいが轟とどろくより早く九曜は動く。

　弾だん着ちやく点に既すでにその姿は無く、残像のように宙ちゆうに残された鞘が意外なほどの間を置いてかつんと落ちた。連射された大口径の砲ほう弾が壁を爆散させた時には、九曜は三歩で凶の左に回っていた。超高性能の人工筋肉は、最初のただ一歩で少年の矮わい躯くを最高速に導く。

　状況が激動した直後、ドックの中の全ての防ぼう衛えい機構が叩たたき起こされた。

　監視カメラ、計二十基の固定機き銃じゆう、それらと凶の目が全て九曜に焦点を合わせている。正しよう真しん正しよう銘めいの徹底的な戦闘意思を肌にびりびりと感じた。

　無数の目を借り、凶が九曜の動きに獣けもののごとく反応した。

　砲身が唸うなり、対戦車として使う弾丸が惜しげもなく撒まき散らされる。九曜の走る軌道を、弾着の衝しよう撃げきが続け様ざまに辿たどった。それに呼応するように機銃も弾幕を展開し、一帯は目も開けていられぬほどのマズルフラッシュと硝しよう煙えんと銃声に埋め尽つくされる。綱つな島じまはたまらず上の階層に退避し、叶葉は蜂の内部でわけもわからず耳を押さえて目をぎゅっとつむっていた。

　そんな中、九曜は眉まゆ一つ動かさず、瞬まばたきすらせず演算を続ける。瀑ばく布ふのような弾雨が床や機材を舐なめ尽つくす中、黒い詰つめ襟えりの裾すそを翻ひるがえす身には一発たりとも命中弾がない。

　九曜は右手に軍刀、空いた左手の関節を慣らすように動かしながら、赤い目で最初の標的を照準した。ばり、と弾はじける音と共に、籠こ手てを纏まとった左が指先に至るまで電流を帯びた。

　右に四つ、左前に二つ、背後に同じく二つ。今の位置関係から九く曜ようが確実に撃うち貫ぬける固定機き銃じゆうだ。

「──疾シッ！」

　口の端はから吐と息いきが漏もれ、その身が躍おどる。半円を描くように、虚こ空くうに左の手刀が振るわれた。

　瞬しゆん間かんその籠手から光が閃ひらめき、鋭く空を裂さくものが飛び出る。轟ごう音おんとマズルフラッシュを撒まき散らす銃とはまるきり対照的に、それはほとんど無音で「射出」された。

　左腕に仕込んだ電でん磁じ加速機関による、小型ニードルランチャーである。

　狙ねらった機銃にそれぞれ一いつ閃せん、合計八つの針が空気を貫つらぬく。全長約五寸すん、錐きりのような先細りの形状は端はしから端まで電磁を漲みなぎらせていた。針はこちらを向く固定機銃の銃口に滑すべり込み、外科手術のように正確に発射機構を破は壊かいする。

　たまらず自じ壊かいする機銃が火を噴ふく時、九曜は既すでに右の軍刀で四つの機銃を斬きり捨てていた。

　十二の機銃を無力化するまで、三秒もなかった。

　影が滑すべるような疾しつ駆くに、いかなる体術か足音は絶無。照準波の逆算と弾丸及び破片の脅きよう威い予測と敵への照準を一挙に行いながら、尋じん常じようならぬ速度で床を蹴ける。風圧に髪を躍おどらせ、電磁を帯びる左腕を再度薙なぐ。霞かすみのように射出されるニードルは立て続けに残りの機銃を破壊、無力化した。

　瞬間、凶まがらの巨体が躍やく動どうする。

　荒れ狂う風圧の激しさは、九曜どころの騒ぎではなかった。四脚を大きく溜ためた凶が爆発的な踏み込みで飛び出し、九曜に体ごとの突とつ撃げきを仕掛けたのだ。

　それを視覚センサーで認識しながら、九曜はコンマ以下秒の計算でこの巨体への「対処」を思考した。どこを斬るか、或あるいは貫つらぬくか、最も効果的な攻撃は何か。消えたと見み紛まがうばかりの速度で突撃を回避し、結論が出た九曜は迷わずニードルランチャーを凶に向ける。

　凶は、重厚な機体からは想像もできないほどの素早さで体勢を立て直し着地する。凄すさまじい慣性によりその巨きよ躯くは十メートル以上も滑すべり、火花と共に床に四つの痕あとを残した。

　直後、十は下らぬ九曜のニードルが凶に殺到し、各部装そう甲こうに突つき刺さった。しかし、鉄板を屑くずに変える電でん磁じニードル弾だんをまともに受けても、相手はさしたる反応を見せない。

「流石さすがは拠点防ぼう衛えい型の装甲……。この程度の射撃では装甲を抜けぬか」

《蜂はち》の電磁出力と大型針しん弾だんならいざ知らず、あの装甲に対してこの針は小口径すぎて内部機関を喰くい破やぶるには至らない。それがわからぬ九曜では決してないが、しかし構わずニードルを再発射した。

　装甲に無数の鉄針を食い込ませながら、凶は獰どう猛もうに九曜を追う。その重厚な進撃に巻き込まれればそれだけで深刻なダメージとなろう。数多あまたの空から薬やつ莢きようを滝のように撒き散らし、人が一撃で血けつ霧むとなる砲ほう弾を乱射しながら迫る凶。

　その時点で、仕込みは終わっていた。

　九く曜ようがその身を大きく翻ひるがえす。ここに至り、初めて彼の脚が音を立てた。足元を砕くだくほどの強きよう烈れつな踏み込みが銃じゆう声せいに負けぬ音を立て、床面に亀き裂れつが走り、次の瞬しゆん間かん九曜は空中にいた。

　人体の物理限界を越えた、驚異的な高度の跳ちよう躍やくである。凶まがらから見れば相手が消えたと錯覚するほどのスピードだが、監視カメラの目を持つ凶は真上の九曜に即座に気付いた。機関砲ほうの死角。四脚のうち前二脚で床を蹴けり、馬が嘶いななくように体ごと上方を向こうとする凶だったが、九曜の方が数段速かった。

　九曜は凶に落下しながら、軍刀を逆さか手てに持ち直す。片手合がつ掌しようの形に立てられた左掌てのひらが刀身を滑すべり、滑った軌道をなぞるがごとく刃が電流を纏まとった。

　鬼き虫ちゆうとその本体には、独自の《特別攻こう撃げき術》が存在する。

　個体ごとに有するその特攻術は、壱いちから九までの鬼虫の運用コンセプトから設定されている特殊機能だ。

　九番式・九曜のコンセプトは、飛行能力とスピードを活いかした遊撃。その特攻術の名は──

「《電磁制御エレキテル》──起動ッ！」

　精妙に電気を発生・増幅・操作する、それこそが蜂の能わ力ざ。

　これにより電磁加速機構が機能し、また、対機械にとってこの特攻術は極めて高い効力と汎はん用よう性を誇る。

　そして、今。

　電流を帯びた白はく刃じんが落下の軌道に残像を描き、一直線に凶の装そう甲こうの隙すき間まを狙ねらう。中心部、メインの電脳を有する部位へ。

　力を込め、突つき刺した。

　硬質な手て応ごたえ。刃が回路に触れたと認識した瞬間、九曜は左手で再び刀身に触れて電流の制せい御ぎよコマンドをぶち込んだ。

　今、凶の機体各所に喰くい込んでいるものは何か。未だ帯電する鋼こう鉄てつのニードルだ。それらは全て九曜が見抜いた凶の構造上の要所に突つき刺さっていた──人で言うところの、主要な臓器に。

　通電。

　掌から刃へ、刃から各所のニードルへ。凶の体内に残る鉄てつ針しんが通電の中継点となり、各駆く動どう機関に楔くさびのように致命的な電流を叩たたき込む。機械にとって、電気とは血だ。血流に干かん渉しようして体内を破は壊かいするように、過剰な電流を敵機体に流し込み電脳をオーバーロードさせるのだ。
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　決まり手だった。

　凶の機体が激しく痙けい攣れんする。アイセンサーが明めい滅めつし、撒まき散らされる過剰な信号により彼とリンクする監視カメラが煙を噴ふいた。

　九曜は終始無言で、死に至る兵器を見守った。

　最後の最後で、凶まがらの乱れた信号の中に言葉が生まれる。九く曜ようは電波でそれを受け取った。

　──矢や張はり、強い。

　どこか吹っ切れたような、ある種の清すが々すがしさすら感じさせる言葉。それを最後に、甲こう種しゆ拠点防ぼう衛えい型戦闘兵器《凶》は、永遠の眠りについた。

　四脚が力を失って折れ、ずん、と巨体が倒れる。撃げき破はを確認。機械に体温は無いが、死んだ彼らは一種独特な静せい謐ひつを纏まとうものだ──これまで幾いく多たの機械の「死」を見てきた九曜は、その独特な静けさに包まれて止まった凶の身から飛び降りる。

　数秒前までが噓うそのように、ドックが静せい寂じやくに沈む。凄すさまじい弾だん幕まくが中を徹底的に破壊し、床に転がる機材には原型を留とどめたものの方が少ない。時間にしてみれば二分もかかっていない、嵐のような闘争だった。

「──見事な戦闘であった」

　九曜はすっかり様さま変がわりしたドックに一人立ち、鞘さやを拾い上げて丁てい寧ねいに刃を収める。そうして凶の亡なき骸がらに向き合い、

「小しよう生せいは、貴官を尊敬する」

　命尽つきるまで戦った一機の戦士に、最敬礼を捧ささげた。
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　しばらく待つと、上の階層から綱つな島じまが降りてくる。天井の穴から慎重に自分を見つめる彼に気付き、九く曜ようはそちらを見上げ声をかけた。

「そこの者」

　綱島である。その両目にはありありと混乱が見て取れ、九曜を信頼していいのかどうか、そもそもこちらが何者なのかも判断しきれずにいるようだった。九曜は構わず、

「我が暫ざん定てい司令──叶かな葉はは無事である。傷一つなく、また小しよう生せいが以降の安全も保障する。二人だけではあるまい、まずは上にいる貴き兄けいの同どう胞ほうにそれを伝えられよ」

　上で、綱島はしばらく迷った。迷ってから、こちらに大声で質問を寄よ越こす。

「お前さんは誰だ？　……機械、なのか？　カナ嬢をどうするつもりだ？」

「先に二つ目の質問に答えるが、それはわからぬ。小生は電脳が未いまだ万全ならず、自律判断を行えぬものなれば、設定した司令の意向に添そわねばならぬ。そしてもう一つの質問だが」

　九曜は、自みずからの名を告つげた。

　その名は、これまででも一番大きな衝しよう撃げきを綱島に与えたようだ。




「我が名は九曜。八や洲しま国軍製戦闘兵器、鬼き虫ちゆう九番式《蜂はち》・金きん翅しの九曜である」




　大慌あわてでウィンチを巻き上げ上に戻っていった綱島を見送り、九曜は蜂に向き直る。機き銃じゆうの流れ弾だまを受けていたろうにその機体には傷一つ無い。そもそも対人用たる機銃を受けたがごときで、蜂の装そう甲こうは歪ゆがまない。

　本来は九曜を取り込み《接続》する蜂の胸部が開き、叶葉の体がぺっと吐はき出される。

「あああ……ううう……ふいい……」

　叶葉は変わり果てたドックの床をふらふらと数歩踏み、それだけで力尽つきてへたり込んだ。

　体にダメージもないのに何をそこまで消しよう耗もうしているのか理解に苦しむ九曜だったが、何も言わず叶葉の言葉を待った。髪や衣服が乱れ、真っ青な顔でひいふうと喘あえぐ叶葉は一歩間違えるとそのまま気絶してしまいそうだった。

　──しかし、蜂よ。暫定とはいえ、このような娘を主あるじに設定するとは。

　無論、蜂の副脳の判断もわかるのだ。このまま眠っていても完全回復は見込めず、どこかで動き出す必要があり、その口実としてこの突とつ如じよ現れた珍客はうってつけだった。それはわかるのだが、あまりにも頼りないこの姿を見ると、流石さすがに早まったのではあるまいかという思考も多少はある。

　そんな九曜の考えも露つゆ知らず、ぺったりと床に座り込んだままの叶葉は、声もなく命の恩人を見上げた。

　ぽかん、と口が開いていた。

　九く曜ようは無言のまま彼女の前にしゃがみ込み、右手を差し伸べる。叶かな葉はは依然として心ここにあらずといった風で、呆ほうけたように九曜の顔を見つめ、

「…………生きて、る？」

「そうだ。君は死なぬ。小しよう生せいが護まもるからだ」

　一人と一機は、こうして出会った。

　虫に戦うべき外敵はもうおらず、少女にもまた、従うべき主あるじはもういない。







　　　弐　─　記憶







　数えると二十と一年も前になるが、体感的にはたったの一年と数ヶ月前のことだ。

　叶かな葉ははその夏、伍ご長ちようと初めて出会った。

　その頃の叶葉はとにかく苦境にいた。十歳になった時分に空くう襲しゆうで親を亡くし、天てん涯がい孤こ独どくとなった後で、とある商家に拾われたのは本当に幸運だったと思う。叶葉はそこでちょこまかと四年働き、掃除洗濯または料理など家中の雑務全般を学んだ。

　そこまでは良かったのだが、四年目のある日にその商家の「旦だん那な様」が借金を作って夜逃げしてしまう。十四歳の叶葉はわけもわからないまま行き場をなくし、尽じん天てんにある色いろ街まちの廓くるわに売り飛ばされてしまうこととなったのだ。

　川かわ端ばたにずらりと並んだ廓に呼び込みや賑にぎやかな嬌きよう声せいが飛び交かい、華か麗れいさと毒々しさの間にあるようなネオンサインが輝く中、着飾らされた叶葉は籬まがきと呼ばれる格こう子しの向こうでがちがちに固まっていた。

　馬ま子ごにも衣装と言うべきか、元々ものの良かった叶葉はこうして座らされるとなかなかに人目を引いたのだが、なにせ愛あい想そうを振りまく余裕がない。いっぱいいっぱいの頭では言い付け通りに笑ってみせることすらできず、律りち儀ぎに正座したまま俯うつむいて固まっていた。

　そんな折、店の前をある一団が通りかかる。

　軍人が五人ほど連れ立って歩いている。みな若いながらも肩で風を切る堂々たる歩みで、同どう僚りようと思われるお互い同士でどこがいいあそこがいいと談笑している。

　その後ろをまるで散歩のように歩く男がいて、彼が「伍ご長ちよう」だった。

　聞き耳を立てたわけではないのだが、会話が耳に入った。とにかく金を溜ためこんでばかりで使わない朴ぼく訥とつな彼に、同僚の者たちが一丁気晴らしに廓くるわに連れて行ってやろうと気を利きかせたらしい。とはいえ肝かん心じんの伍長自身が色いろ街まちにあまり興味がないようで、女よりむしろ色とりどりのネオンの方で目を楽しませている風だった。

　ふと、目が合った。

　ぼんやりした表情の伍長が、叶かな葉はを見て足を止める。その表情がぴくりと硬こう直ちよくして、何か不ふ思し議ぎなものを見たとでもいうようにこちらを凝ぎよう視しした。

「仲ちゆう介かい人にん。笑わん顔がいるが」

　見つかってしまった、と思った。

　このまま目を伏ふせてじっとしていれば誰の目にも留まるまいと思っていたのだが、そうはいかなかったようだ。のっそりと歩み寄る伍長を前に、心臓が早はや鐘がねを打つ。男に触れたことなど全くと言っていいほど無い叶葉である。強いて言うなら、幼い日に父親に抱きかかえられた時くらいだ。

　店先で呼び込みをしていた仲介人が目を輝かせ、その目で見てきたような口ぶりで叶葉の身の上を語り始める。同情を買ってよし稼かせがせてやるかと思わせる魂こん胆たんである。今はまだちんちくりんだが育つときっと上じよう玉だまになると言葉巧みにアピールする仲介人だったが、伍長は聞いているのかいないのかわからない顔で叶葉の顔をじっと見ていた。

　蛇へびに睨にらまれた蛙かえるよろしく硬直する叶葉に、伍長は誰も予想していなかったことを言った。

「おまえ料理はできるか」

「え」

「料理。作れるか？」

　呆あつ気けに取られたのは仲介人である。伍長に気付いて店先に集まった同僚も、口を半開きにしたまま経過を見守っている。

　あまりにもあっさりとした質問に、緊張の裏を突かれたようだった。

「あ……でき、ます、いちおう」

「何ができる？」

「えっと、そんなに大したのじゃなくて、お味み噌そ汁しるとか普通に食べるものは大体……。あ、あと、お萩はぎとか作れます」

「掃除は？　洗濯はできるか？」

「は……はい」

　叶かな葉はにしてみればどうしてそんなことを聞くのかわからなかったし、他の全員もそうだったに違いない。伍ご長ちようはしばし考えるように黙り込んで、やがて決心して仲介人に向き直る。

「決まりだ。こいつを買う」

　やっと客がつくと仲介人は喜んで話を進めようとした。が、伍長はそれを制した。

「いや、そうじゃない。買うんだ。こいつはおれが雇やとうことにした」

　身み請うけである。

　直後、伍長はものすごい大金を出した。「身請け」とは廓くるわの女の身みの代しろ金きんを肩代わりしてその身柄を引き受けることだが、本来は伍長レベルの立場の人間があっさり出せる額ではない。同どう僚りようたちは目を皿のように見開いて、淡々と手続きを続ける伍長を見つめていた。

　誰もが狐きつねにつままれたような顔をしていた。

　伍長は同僚に簡単に挨あい拶さつして、こいつを家に案内するからとその場を辞した。ぽかんとしたままの視線を受けながら、全く意に介かいしていない風に歩むその背中を、叶葉は慌あわてて追った。

　聞きたいことは山ほどあるような気がしたが、一番大きなただ一つを口にした。

「──あのぅ。どうして、あたしを？」

　肩越しの即答が返ってくる。

「空くう襲しゆうで死んだ妹に似ていてな」

　伍長はそれを、最後の最後まで冗談だとも本当だとも言わなかった。

　だが、冗談なら冗談だとはっきり言う彼のこと。最後まで噓うそと言わなかったのであれば、それはきっと本当であったのだと叶葉は今では思っている。

　大だい恩おんを受けたかつての主あるじとの、それが最初の出会いだ。




　　　　[image: ]




　目覚めたとき、既すでに時刻は午前六時を回っていた。

　ぼちぼち日が昇ってくる時間ではあるが、今いる場所に朝日は差し込まない。ここはもう使用されていない地下鉄のトンネルで、叶葉が寝泊まりしているのは停止した電車の車両の中だった。生きている電源を使用した照明が、車内をぼんやり照らしている。

　寝ね床どこにしている座席の上で寝ね袋ぶくろのジッパーを下ろし、叶葉はうんと大きく伸びをする。くしくしと目をこすって大きく欠伸あくび。

　いつものようにホームに出る前に簡単な身み支じ度たくを行う。叶葉の黒髪は、背中の半ばまで伸びている。菘すずなはこの髪を「さらさらで羨うらやましい」と言ってくれるのだが、表歩きの為ためにガスマスクを被かぶる時などは少し嵩かさ張ばるように思うこともある。

　それでも切らないのは、いつか伍ご長ちようがこの髪に妹の面おも影かげを見たと言ったからだ。

　所しよ詮せんは気分的な問題だと言われてしまえばそうだ。だが、どうしても切る気になれないのだから仕方ない。

　叶かな葉はは編み紐ひもを手にし、自分の手で器用に髪を編んだ。そうすると、おさげの髪がちょうど尻尾のようにちょろりと背中に垂れる。もはや慣れたものだった。色々な作業をする身からすると、こうした方が好都合なのだ。

　冷凍睡眠期間はともかく、実年齢およそ十五歳の叶葉は、同年代の平均よりも少しばかり背が低い。十三かそこらに見られるかもしれず、発育度合いでいえば一つだけ上の菘すずなの方がずっとよろしい。あと一年しても自分はああまではなれないと思う。髪を解いたままならいざ知らず、それでおさげを作ると見ようによっては少年のようにもなるのが叶葉だった。

　身み支じ度たくを終え、開かれた車両のドアから外に出ようとすると、あることに気付いた。

　──あ。

　そうだった。

　あまりにも自然に準備を進めていたものだから、起き抜けの頭では「彼」のことを忘れてしまっていた。ドアの脇わきに背を預け、軍刀を肩にかついだまま俯うつむく少年を見下ろし、自分の置かれた状況を再確認する叶葉。

　鬼き虫ちゆう九番式《蜂はち》・金きん翅しの九く曜よう。

　彼は今、物音ひとつ立てずに眠っている。本来なら睡眠など必要ないのだが、搭とう載さいした電脳がまだ完全復帰していない為ため、余裕があればこうしてシステムを休眠状態にして少しでも回復に努つとめる必要があるのだという。そうした安あん東どうの説明を叶葉はあまり明確に把握できなかったが、要するに「機械でも寝ることがある」ということなのだと理解していた。

「……九曜？」

　返事はない。

「くよーぅ。朝ですよー」

　九曜の前にちょんとしゃがみ込み、小さく揺ゆすってみるのだがやはり起きない。寝息、というか呼吸さえ全くしていなかった。傍はたから見れば死んでいると勘かん違ちがいされそうだが、よほど深く寝入っているようで、叶葉ごときがいくら揺すってもウンともスンとも言わない。

　──え、と。

　こういう時どうすればいいのか、既すでに教わっていた。叶葉はぽつりと試す、

「甲こう種しゆ指令。起きなさい」

　一秒だった。

　主要系統を休眠状態から復帰させ、呼吸と神経と各種センサーをあっという間に戻して、ものも言わずばっと立ち上がる九曜。あまりにも早い反応に叶葉は度ど肝ぎもを抜かれ、仁に王おう立だちする九曜を前に蛙かえるのようにひっくり返った。

　そんな叶かな葉はを見下ろし、九く曜ようは不ふ思し議ぎそうな顔をした。

「……君、なぜそのような恰かつ好こうをしている？」
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　あの時、九曜が叶葉を助け、綱つな島じまらと共にアジトに帰ったのは日が落ちてからだった。

　当然、叶葉はこっぴどく叱しかられた。もう二度と軽率な真ま似ねはするなと言われたし、しばらくは綱島らとの同行を禁じられた上、罰ばつとしてアジトでの仕事を向こう一週間ほど三割増しにされた。

　九曜はしょぼくれる叶葉のそばに控ひかえ、軍刀を携たずさえたままじっと押し黙っていた。九曜の方が背は高いが、その姿と士官学校の制服ではやはりどうしても少年のように見え、叶葉と並ぶとあたかも兄妹のように思われる。彼の《蜂はち》は地下からアンカーで引き上げ、トレーラーに載のせてアジトに持って帰ることにした。

　安あん東どうや菘すずなをはじめとした留守番組の驚きといったらなかった。部品の代わりに持ってきたのが機械仕掛けの巨大な蜂と少年なのだから、当然といえば当然ではある。

　そして驚きの度合いで最も大きかったのは、どうやら安東であるらしかった。彼は皺しわだらけの顔に驚きよう愕がくを貼はり付け、ややあって気が抜けたように破は顔がんした。安あん堵ど──というのが、その時の彼の感情を表現するに最適だろうか。

「──お前さん、九番式の蜂か！　生きておったのだな！」

　そう彼が言った時、びっくりする叶葉の横で、九曜が一礼を返す。

「貴官は……少しよう尉い殿。よもやこの時代に相見あいまみえようとは」

　八や洲しま軍の整備課、安東整備特務少尉。

　この老人のそんな肩書きを初めて知る叶葉だった。彼はかつて軍で腕を揮ふるった古こ参さんの整備兵であり、鬼き虫ちゆうの調整にも関わったというが、老いのため現場を退しりぞいた人間だという。

　そして、安東は何よりも蜂の惨さん状じように驚愕していた。

　最強の鬼虫が、これまで見たこともないほど無む惨ざんにやられていると。

　彼は急きゆう遽きよ整備班の全員を招集して、蜂を作業場に移し、あるだけの機材でその機体を点検した。アジトの程ほど近ちかくにある地上の工こう廠しようで、方々から機材を寄せ集めたここは作業場としてはかなりにものになっていた。

「ふうむ。確かにお前さんの言う通り、虫の副脳が駄だ目めになっておる。自律判断に障害が残っておるというのは本当のようだ」

「……ふ、ふくのう？　じり……？」

　九曜のコマンドにより自己防ぼう衛えい機能をカットされ、全システムを休眠状態に落とした蜂の外がい殻かくは、その頭部に何本ものケーブルを繋つながれたまま微動だにしない。そのうち何本かと繋がったラップトップ型ＰＣのモニターと睨にらめっこしながら、安あん東どうは難しい顔を見せた。

　とはいえ、叶かな葉はには何が何やらわからない。そもそも、帰りしなに九く曜ようが言っていた「暫ざん定てい司令」なるものの意味もまだわかっていない。

「そうか、お嬢には全くわからん事だのう」

　現状の中心人物でありながら呆ほうけている叶葉に、安東は軽く説明した。

　まず、《鬼き虫ちゆう》という兵器には二つの姿があること。

　これは今、巨大な昆こん虫と少年に九曜が分かれていることからもわかる。本体となる部分は人間の姿とまるで同じであり、その本体が《虫》型の機動兵器と融合することで、鬼虫は真の戦闘能力を発揮できる。

　そういえば、と叶葉は思う。自分があの時、安全確保の為ために蜂の体内に放り込まれたことを思い出したのだ。胸部が開いたあのスペースに、本来は九曜が収おさまるのだろうか。

「作戦行動において《虫》の姿のみでは小回りが利きかん。二つの姿に分かれているのはそれ故ゆえでもあるし、万が一、虫の機体が限界を迎えた時、核かくとなる本体のみを脱出させられるようにする為……とも言われておる。というのも、主な脳は本体の頭部にあるからの」

　安東は尚なおも続ける。

　鬼虫はその性質上、メインとなる主脳とサブの副脳を有しているのだ。

　主脳はそのまま本体の頭部に一つ、副脳は虫ちゆう殻かくに四つ。副脳は人格を持たず、最低限の自己防ぼう衛えいと主脳の補助を行うものとして機能する。一つ一つが通常の機械兵より数段上回るスペックの脳であり、それらが主脳の管かん制せいのもとで一つの系として複数並へい列れつ処理を行うのだ。

「──さて、そこで《副次指令》と《自律判断》が関わってくる」

　蜂の内部状況を分析し、丁てい寧ねいにノートにまとめながら、叶葉に説明を続ける安東。

「人工知能に刻きざまれた《主要概がい念ねん》は知っておろう？　例えば戦闘用なら『敵と戦え』、自動制せい御ぎよの輸送機であれば『物資を運べ』というあれよ。それはそいつらのいわば本能であって、鬼虫であろうが量産機であろうが機械なら絶対に持っておる。そこまではわかるな？」

　こくこく、と叶葉は頷うなずく。

「とはいえ、それだけでは用を成なさん。機械は運用されてなんぼ。戦えっちゅうても敵味方なく好き勝手暴れられても困るわけで、だから《副次指令》が必要となるのよ。指定された上官の命令に従え、とか、輸送用はこのポイントからあのポイントまで物資を運べ、とかな。そうやって行動を規定することで、人間が『運用』するわけだ」

　ちら、と安東は九曜を見る。

　九曜は腕組みをしたまま叶葉の傍そばに立ち、無言。

「鬼虫のような超高度の電脳を積んだ型式には、敢あえて副次指令が設定されん。戦せん況きようを読んで臨機応変に判断し、的確に行動する為にな。とんでもない演算力と、独立した判断力を併あわせ持っておるわけだ。だが今はその要かなめとなる副脳が未いまだ回復しておらんでな。演算効率は低下しておるし、何より自律系の損そん傷しようがひどい。応急処置的に副次指令を持たねば、電脳がエラーを起こしてまともに動けんレベルだ。そこで現れたのが、」

　安あん東どうは視線を叶かな葉はに移した。

「お嬢。お前さんっちゅうわけだな」

「えあ」

　変な声が出た。

　つまり、ええと、と考える。機械には「やること」があって、しかしその「やること」のためには「細かいやること」を決める必要があって、九く曜ようにはそれが必要なくて、けれど今はそうでもなく「細かいやること」がなくてはならなくて、そのやることというのは例えば上官に従うといったことで、

　暫ざん定てい司令は自分で。

「……って、あ、あたし？　あたしがこのひとの主人ってことですか!?」

「そうさな」

　いともあっさりと頷うなずく安東。

　九曜はやはり、ぴくりとも動かない。

「今は、だがの。今そやつはお嬢に細かい判断を依存しておる。あれをしろこれをしろという命令をできるのはお前さんしかおらん」

　──そ、そんなこと言ったって。

　元とはいえ、叶葉は女中である。十歳から商家をぱたぱた走り回っていたのだから女中根性が染み付いている。人のために奉仕するならともかく、誰かに命令して何かをやらせるなど生まれてこのかた経験がないのだ。

　九曜と安東を見比べ、にわかにおろおろとし出す叶葉に、安東は笑いかける。

「ふむ。ものは試しだ。そやつに何かしらやらせてみんか？　お嬢、頭に『甲こう種しゆ指令』を付けて何か申しつけてみい。何でもよいぞ」

　ぴく、と九曜が反応した。赤い両目をじっとりと細め、安東を睨にらみつける。

「……何のつもりだ？」

「試しだと言うとろうが。お前さんの設定が正常かどうか、はっきりと見てみたい。──さ、お嬢、何でもよいから試してみい。おっと、物騒なものは勘かん弁べん願うぞ」

「……」

　九曜は押し黙る。赤目が続いて叶葉を見た。

　何でも、と言われたって困る。

　急に自分に振られて叶葉はうろたえた。九曜がこちらをじっと見ている。

「え、えっと、甲種、指令」

　とりあえず言ってはみたのだが、何を命じていいものかわからなかった。ぴくり、と九曜の肩が反応するのを認め、焦りが募つのる。どうしようか、そこの部品を取れだとか、窓を閉めろだとか──とにかく何か「命令」しなくちゃと頭の中でぐるぐる考えて、そんな時、ふと思い出すものがあった。

　あれは随ずい分ぶん前のこと。商家で小こ間ま使づかいをしていた折。旦だん那な様のお客が犬を連れていて、入口前であることを命じた、そんな一幕。犬があまりに従順で妙みように印象に残っていた。

　思い付いて、そのまま言った。

「…………おすわり？」

　貧困極まる想像力。命令といえば「おすわり」しか出てこない叶かな葉はである。

　だが、

「ッ」

　一秒だった。

　風圧が叶葉の髪を撫なでるくらい早かった。電流を流されたかと思うほど早く九く曜ようが反応し、ばっとその場に跪ひざまずいて饅まん頭じゆうのように丸まったのだ。言った叶葉自身が一番びっくりした。

　甲こう種しゆ指令というのは言い換えれば最優先事項であり、「何を置いても絶対やれ」というのと同義で、全てのプロセスを中止してその命令を遵じゆん守しゆせねばならず拒否権は無い。九曜は床に膝ひざを突ついたまま「むぐッ」と唸うなり、上目に安あん東どうを睨にらんだ。

　そんな九曜の醜しゆう態たいを見下ろし、安東は呆あつ気けに取られ、ややあって「わはは」と笑う。
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「これは、よもや！　天下の鬼き虫ちゆうが地を這はう様さまを見られるとはのう！　むは、長生きもしてみるものよ」

「……う、恨うらむぞ、少しよう尉い殿……っ」

　面おもてを上げろなどと気の利きいたことも言えず、叶かな葉ははぽかんとしたまま、ものすごい勢いで命令を遵じゆん守しゆした九く曜ようを見下ろしていた。




　蜂はちの全状態を確認し終えるまで、それから数十分を要した。

　モニターから一いつ旦たん目を離し、安あん東どうは呆あきれたような感じ入ったような溜ため息いきを一つ。

「しかし、改めて見れば見るほど化ばけ物ものめいとるな、こいつは。飛行には反はん重じゆう翅しと慣性制せい御ぎよ装置、全天候型の超高感度センサー、千やそこらでは利きかんマイクロアクチュエーターに複合装そう甲こうは水みず鉄かねの自己再生機能付き。おまけに蜂は電気の発生・制御も思いのままときたものだ。こんなもの鬼おにとしか言えん。鬼虫とは言い得て妙みようよな」

　水鉄とは、兆にものぼる数のナノマシンからなる特殊な流体金属のことを指す。

　その制御には一般的な機械兵のスペックで軽く百体分の電脳を必要とするが、鬼虫が持つ副脳の管かん制せいならばそれを装そう甲こうの形に凝ぎよう固こさせることができる。これにより、鬼虫は損そん傷しよう部分を己おのれで修復できる特殊な装甲を実現させていた。

　九曜は黙っていた。自己の体である蜂の構造など知り尽つくしている。蜂の装甲表面を静かに撫なでる安東には、鬼虫のスペックを称賛する以上に言いたいことがあるに違いなかった。

　そして、それは当たった。

「蜻蛉とんぼ様にやられたか」

「何な故ぜわかる」

「何故もなにもあるか。鬼虫をこんな目に遭あわすなど、同類以外に考えられん。それに、」

　九曜を見る彼の表情には、一いつ瞬しゆんだけ迷いが見えた。これを口にしていいものか、という類たぐいの迷いだ。九曜は構わず先を促うながす。ごく単純な消去法の論法で進めると、次に何を言うのかなど決まっていた。

「他の鬼虫は、みな死んだ」

　そうだ。

　鬼虫シリーズは壱いち番式から九番式まで存在した。しかし今ここに至り生き残っているのは二体のみで、残りの弐に番式から八番式までは二十年前のあの戦争に果てた。九曜は、彼らの死に様ざまをその目で全て見てきたのだ。

「……みんな、死んじゃったんですか？」

　これまで話についていけなかった叶葉が、ぽつりと独ひとり言ごとのように零こぼした。安東が頷うなずき、

「うむ。わしもこの目で見たわけではないが、少なくとも記録上、残り七機はみな二十年前に戦死しておる。今、こやつをここまで損そん傷しようせしめる存在があるとすればただ一つ。そうだな？」

「──然しかり」




　その名は鬼き虫ちゆう壱いち番式《蜻蛉とんぼ》・四し天てんの竜りん胆どう。




　彼こそが鬼虫のリーダー的存在であり、全九機の中でも最強の存在だ。そもそも通常兵器と鬼虫では戦闘能力に圧倒的な開きがあるが、その中でも更さらに竜胆だけが群を抜く。

「……そうか。やはり、蜻蛉様は狂っておるのか？」

「有り得ぬ。あの男がそう易やす々やすと狂うものか」

　九く曜ようは断固として否定した。根拠は無いが、それは半なかば確信に近かった。現に、ここに至るまで紆う余よ曲きよく折せつを経たとはいえ、九曜自身が狂わずにいるのだ。自分がまともだというのにあの竜胆が電脳に異常をきたすという可能性はどうしても考えられない。

「ならば何な故ぜ、仲間割れをした？　どちらかが先に仕掛けたのか？」

「──」

　一いつ瞬しゆん、言葉に詰まった。

　当時の出来事は覚えている。空が抜けたような真っ黒な夜だった。

「奴やつが先だった」

　あの夜、竜胆は突とつ如じよとして九曜に攻こう撃げきを仕掛けた。

　その意味は今もわからない。狂うのも突とつ然ぜんその瞬間からそうなるわけではないし、もし異常があれば電脳から発せられる一種のノイズですぐに気付く筈はずだ。つまり、竜胆は、あくまでも正気のまま九曜に牙きばを剥むいたのだ。

「何故かはわからぬ。小しよう生せいは奴と戦い、そして敗れた。だが……ひとつ確かなのは、あの男が敵を仕し損そんじる筈がない、ということだ。小生が生きているのは幸運ではない。竜胆に殺されなかったからだ」

「ほう。──して、なんとする？」

　九曜は断言する。今度は何一つ迷わず。

「竜胆を、撃げき墜ついする」

　叶かな葉はは九曜の隣となりで、彼の宣言をはっきりと聞いた。

　破やぶった敵を生かしておくのは、その者にとって最大の侮ぶ辱じよく。戦って死ぬことこそが兵士の本ほん懐かい──それが戦闘兵器であれば尚なお更さらだ。竜胆は、わかっていながら九曜を破は壊かいしなかった。

「雪せつ辱じよくに挑いどむということか……。ふむ。では、取引をせんか、蜂はちよ？」

「……取引だと？　どういう意味だ」

　安あん東どうはにやりと笑い、コードに繋つながれた蜂を親指で差す。

「こんな体ていたらくでは、あの蜻蛉様には何をどうやっても勝てんぞ。それにお前さん、整備は専門の者に任せきりであったろう。尽じん天てんの工こう廠しようを渡り歩いても万全まで修復できる設備などあるまいし、自前でどうにかできる範囲など知れているのではないか？」

「……む……」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで押し黙る九く曜よう。実際、図星である。

「悪い話ではなかろうよ。ここにはわしがおるし、わしの部下だった整備兵もおる。修理をする代わりに、お前さんはここにいる間、わしらの用よう心じん棒ぼうになる。どうだ？」

　正直なところ、拒否権はなかった。

　あの時、転がり込んだ第四工廠の最さい奥おうのドックが生きていて、更さらに防ぼう衛えい型までいたのがまず奇跡的なレベルだった。その設備でも、自動修復に頼りきったやり方では二十年かけて今の状態まで持ち直すので精一杯だったのだ。

　それに──

　九曜はふと隣となりの少女に目を移し、言った。

「少しよう尉い殿の言い分も十分に承知している。そして、最終的な決定を下すのは小しよう生せいではない──君である。違うか、叶かな葉は」

「ぅえっ、はい！」

　いきなり判断を委ゆだねられ、跳はねるように驚く叶葉。歯切れのいい返事はいつもの癖くせだった。

　そう、九曜には、暫ざん定ていとはいえ主あるじがいるのだ。

　完全な自律判断を行えるようになるまで回復しないことには、そもそも彼女から離れることができない。九曜は潔いさぎよく叶葉に判断を任せ、軍刀を携たずさえたままじっと押し黙った。叶葉はばつの悪そうな顔で九曜と安あん東どうを見比べたが、やがて腹を括くくったようにこほんと咳せき払ばらい。

「──ええと。はい。じゃあ、九曜」

　いつ来るともしれぬ機械兵の脅きよう威いに怯おびえているのは、誰だって同じことだ。

　叶葉は状況に戸と惑まどいを見せながら、案外毅き然ぜんとした表情を見せて九曜に向き直る。

「あたしたちはとても困っています」

「うむ」

「特に、機械兵さんたちはすごく怖こわいです。腕の立つ人が欲しいってみんな言ってます」

「うむ」

　慣れていないことが丸わかりな話し方であり、いかにもたどたどしくて頼りない。

「だから……だから、九曜が守ってください。用よう心じん棒ぼうになってくだ、あ、いや、なりなさい」

「……了解した」

　静かに頷うなずく九曜。

　話は決まった。安東はスパナを手で弄もてあそびながら、実にぎこちない二人のやりとりを見ていたが、やがて大声で笑う。

「これは責任重大ぞ、お嬢。鬼き虫ちゆうの手た綱づなしかと握れよ！」

「き、緊張するようなこと言わないでくださいよ！」

　叶かな葉はは誰かの上に立ったことがなく、九く曜ようもまた誰かの指揮に慣れてはいない。白状するといささか不本意だし、本当に大丈夫なのだろうか──と、あの日この娘を主あるじに設定した蜂はちを恨うらまないこともない九曜だった。

　夏の夕暮れ、蝉せみの声がどこかから届いてきていた。
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　それが昨日のこと。

　あたしがしっかりしなくちゃ。──と、叶葉は思っている。

　今の彼女は少しだけ心拍数が高い。どうやら自分といて軽度の緊張状態にあるらしい、と九曜は推測した。この程度のモニタリングは常時行っている。

　第一には、叶葉の身の安全を守ること。第二には叶葉の命令に従うこと。

　それこそが当面の九曜の「作戦目的」であるため、これくらいは特に意識もしないままにやっていた。おさげを揺ゆらして歩く背中を見ながら彼女に続く九曜。

　午前六時の地下トンネルには、独特の冷たい空気が流れていた。空調は整備班の丁てい寧ねいな整備で今なお正常に稼か働どうしており、人々が住むブロックに空気を循環させている。ここは地下鉄のいわゆるジャンクションであった場所らしく、複数のレールが合流しているためトンネルもかなり大きい。

「おう、おはようカナちゃん。今日も早いねぇ」

「おはようございますー。早起きがあたしの取り柄えですから」

「あらぁカナちゃんおはよぉ。今日もがんばりましょうねぇ」

「おはようございますっ。はい、がんばりましょう！」

　四方からの挨あい拶さつに、叶葉はにこにこしながら手を振って返す。

　興味深いとは思う。あの戦争からもう二十年も経ち、それでもこの尽じん天てんには人が息づいている。それぞれが身を寄せ合い、自分のやるべきことを行っている。

　大型地下壕ごうに冷凍睡眠の施設があることは九曜も知っていたが、どうやら自分が眠っている二十年の間に彼らは目覚めたらしい。九曜の活動と彼らの活動が、今ようやく重なったといった具合だろう。

　それにしても──と、考える。

　アジト全体をセンサーでぐるりと走そう査さしてみたが、人の生体反応はたったの五十余。この程度だったか、と小さく疑問を覚える。尽天の地下壕といえばもっと大規模だった筈はずだが──

　背後に反応。

　九曜はそちらを見もせず、鞘さやに収まったままの軍刀を真後ろにぬっと突つき出した。こっそり接近していた何者かは鼻っ面つらに鞘さや尻じりを突つき付けられ「うわっ」と足を止める。実に無む警けい戒かいに歩いていた叶かな葉ははその声でようやく気付いたらしく、振り返って目を丸くした。

「菘すずなさん？」

　遅れて九く曜ようも振り返る。センサーで感知した顔の高さと体温から女性であろうと推測していたが、当たっていた。鼻とぎりぎり触れる近さに鞘尻を突つき出され、叶葉とさほど歳も変わらないと思われる少女が立っている。

「……ちょっ。これ、これどうにかして」

　叶葉がスズナと呼ぶ少女は、眉まゆをひそめて鼻先の鞘尻を指す。いつどの方向に動こうともその瞬しゆん間かんに打だ撃げきを叩たたき込めるよう、ゆらゆらと踊る鞘尻は確実に菘の顔を照準している。

「あっ、く、九曜！　そういうことしちゃ駄だ目めですよ！　それ下げて！」

　言われ、九曜は無言のままいともあっさりと軍刀を下げた。菘は口くち惜おしそうに唇くちびるを尖とがらせ、

「ちぇー。なによう。後ろから近付いてびっくりさせてやろうって思ったのに」

　どうやら彼女と叶葉は友人関係にあるらしい。九曜は淡々と、

「特別な理由なき限り、息を潜ひそめて接近することは推すい奨しようできない。敵性個体と誤認される危険がある」

「んぐ。……ま、そうね、さっきので十分実感したわよ。……えと、九曜だったっけ？」

　確認を取るように、叶葉の方にも視線をやる菘。叶葉は頷うなずき、ふと「あ」と思い立って九曜に向き直った。

「九曜、こちらの方は菘さんっていって、安あん東どうさんのお孫さんなんです。あたしより一つだけ上なんですけど、いつも整備班でがんばってるんですよ」

「ふむ」

　安東菘、十六歳、整備班。あの少しよう尉い殿に孫がいたか──と内心で少し意外に思う一方、九曜は何度か菘と叶葉を見比べてみる。叶葉は不ふ思し議ぎそうに首をかしげた。

「何ですか？」

「解げせぬ」

「……なにが？」

「人の女性とは、ただの一年でここまで差が出るものであろうか」

「な！　ど、どういう意味ですかそれ!?」

　九曜は真剣な表情で、

「君の胸部は極めて薄い」

「はっきり言い直すなあっ!!」

　意味を問うから答えたというのに、それはいささか理り不ふ尽じんではあるまいか。

　叶葉は怒ってはみたものの直後に沈み、「わかってますもんそんなの」とぶちぶち零こぼしながらとぼとぼと歩く。一種の学術的興味だったのだが、どうやら失言だったようだ。それにしても表情のころころ変わる娘である。

　叶かな葉はの後ろに九く曜ようが黙々と従い、どうやら九曜に興味があるらしい菘すずなは更さらに彼の後を追って歩く。特に構いもしない九曜だったが、ふと後ろから菘が声をかけてくる。

「……ねえ。あんたって、あの鬼き虫ちゆうよね？」

「正しい」

　歩きながら答える九曜。

「はあぁ。なんか、意外。おじいちゃんから散々聞かされてたんだけど、本当にいたなんてねえ……おとぎ話の鬼おにかなんかみたいに思ってたわ。あのさ、最強ってほんとなの？」

「正しい。単一の戦闘能力で鬼虫を上回る個体は存在しない」

　あくまでも淡々と返す。菘は整備班であり、安あん東どうの孫娘だ。戦前に名を馳はせた「最強の兵器」に興味を持つのも当然だろう。だが、九曜を見るその目にはどこか品定めをするというか、少しばかり懐かい疑ぎ的な光がある。

「でも驚きだわ。蜂はちの中に人型がいるってのもそうだけど、その人型が私やカナと同じかちょっと違うくらいの見た目の子なんて。最強の鬼虫の本体ってんだからもっとこう、筋肉モリモリだったり傷だらけだったりモヒカンだったりするもんかと思ってた」

「外見と性能は必ずしも一致しない。……話は以上か？」

　ごく淡々と返す九曜に、菘はむうと唸うなった。

「ばっさりね。ぶあいそな奴やつ」

「愛あい想そうは作戦遂すい行こうに影響するものではない」

　九曜は冗談をあまり理解しない。人間ではないからというわけでなく、九曜ほどの高性能機とあれば冗談も謎なぞかけもひっくるめて人とコミュニケーションを取れる脳を有している。だから冗談が通じないのはむしろ、九曜自身の生き真ま面じ目めな「性格」ゆえだ。

　菘は喋しやべりすぎる自身を恥じるように息をついて、これまでとは変わって真面目な声で言った。

「まず、ね。カナのことはありがと。あの子そそっかしいとこあるから、助けてくれて私も本当に感謝してる。……でもまだ、あんたのこと何から何まで信用したわけじゃないから。変な動きしないでよね」

　理解できないではなかった。警けい戒かいはして当然だ。九曜はそれには答えず、ただ言葉を受け取るのみにして静かに歩く。

　実際、ここを歩く道すがら、自身に注がれる視線の意味にも気付いていた。興味と、ある種の警戒。反射的に体を硬こう直ちよくさせた者もある。注意を払うほどのものでもないと判断したが、菘の言うことが事実であるらしいことはわかった。

　程ほどなくして、三人は広大なホームに辿たどり着く。ここには色々な機材が持ち込まれ、簡単な作業場としても使えるようになっているようだ。通信設備も揃そろっており、一見してかなりごちゃごちゃしている。地下鉄が生きていた頃の整然としたホームの面おも影かげはなかったが、それこそ人が生活している証あかしでもあった。既すでに叶かな葉はより早く起きた人々がいて、それぞれの場所で自分の作業を行っている。

　更さらにそのホームを通りすぎ、改札を抜け、階段を上って地上へ出る。

　まだ早朝の尽じん天てんは山やま吹ぶき色の朝日に照らされている。真夏とはいえこの時間は気温も低く、蝉せみも静かなものだ。早朝独特の静けさが、取り残された廃はい墟きよにはとてもよく似合っている。

「──おはようございます！」

　叶葉はその中、調理場として使われている一角に歩み寄り、朝食の用意をしていると思おぼしき主婦風の女たちに挨あい拶さつした。彼女らは叶葉をにこやかに迎え入れ、叶葉もまたどこかからエプロンと三角巾きんをぱっと取り出して装着する。

　地下鉄への階段の横に設もうけられたそのスペースにはパイプテントが張られており、かつては八や洲しま陸軍が使用していたものと思しき野外炊すい具ぐが二台、低く唸うなりながら駆く動どうしている。

「……何をするのだ？」

「ご飯の準備です。みんなが起きる前にやらなくちゃ」

　腕組みして「ふん」と鼻息を噴ふく叶葉と、その様さまを見守る九く曜よう。

　そういえば、かつて「炊たき出し」という同様の行いを見たことがある。そんなことを思いながら九曜はぴったりと叶葉の背後を守っている。

「……あの、九曜？」

「何だ」

　そう、炊き出しという言葉が相応ふさわしい場だった。ここにいる女性陣はみな三角巾とエプロンという実に家庭的な出で立ちをしており、そんな中に詰つめ襟えりで軍刀を持った少年が紛まぎれこむと異様この上ない。そもそも支し度たくの邪じや魔まである。

「ええっと、九曜はごはんまでよそで休んでていいですよ？」

「そうはいかぬ」

「あのでも」

「小しよう生せいは君から離れぬと決めた」

　九曜は毅き然ぜんと断言した。

　あらま。

　と、にわかにおばさま連中が色めき立つ。九曜が言ったのはつまり自律判断の失調からくる不具合のことだが、朴ぼく訥とつな物言いはそれ故ゆえに色んな意味に捉とらえられた。あらまあカナちゃんも隅に置けないわねこのこのといった意味の視線が叶葉に向けられ、中には指先で叶葉をつつく者まで。すぐに慌あわてる叶葉は、とかくこのようにしてからかわれがちである。

「な、んっ」

　九曜は我関せずとばかりに叶葉を見つめ、いらぬ誤解を受けた叶葉がみるみる赤くなり、

「あれ。あんたらってそういうアレだったの？」

　菘すずなの何の気なしの言葉が決め手になって、

「んもお────────っ!!」

　キレた。

　ペンギンのように腕をぶんぶん振る叶かな葉はから、九く曜ようは追い立てられるように離れた。軽く真後ろに飛んで間合いを外はずし、見ると叶葉は真っ赤になっている。三角巾きんもずれている。

「男子厨ちゆう房ぼうに入らずでしょ！　いいからどっか行くの！　命令っ、これは命令ですから！」

「む。ではその間の指示を要求する」

「綱つな島じまさんたちが朝のパトロールしてるからそっち手伝っててっ！」

「承知」

　指示を受け取り、言うが早いか九曜はあっさりと踵きびすを返した。やいのやいのと叶葉をからかう炊すい事じ組と必死になって否定する叶葉。

「……男子厨房に入らずってのも古風な考えよね。別に男一人いたってかまやしないと思うんだけど」

　叶葉を尻しり目めに楽しそうに笑いながら、菘も九曜に続く。九曜はもう背後には目もくれず、そういえば、と一人エプロンなど装備してない菘を振り返った。

「君は君の行うべきことをしなくていいのか？」

「んむ。あ、いや、私はたまたま起きたからついてきただけで、整備の仕事はご飯の後なんだけどね。料理とかもできないし」

「では、小しよう生せいに先さき程ほどのことを言いに来たのみか？」

「……あー、まあそうなる、かな」

　毒気を抜かれたように、菘。九曜は得とく心しんがいったとばかりに頷うなずき、

「了解した。肝きもに銘めいじる。では小生は任務に戻る」

　すたこらと行ってしまおうとする九曜。先程それなりに反発を受ける物言いをしたと自覚していた菘は、拍子抜けした顔でその背中を見送った。が、最後に一つ疑問が湧わき、問う。

「──そういやさ。さっきのってどうやって気付いたわけ？　やっぱ達人みたく気配みたいなアレでわかるの？」

　九曜は肩越しに振り返り、事もなげに即答した。

「気配では確信まで至らぬ。反射電でん磁じ波と足音と呼吸音と熱源と空気の流れと体臭による」

「ああ、なるほ……たッ！　体臭!?　私臭におう!?」

　そりゃろくにお風呂にも入れてないし汗もかくしでも流石さすがに、と呟つぶやきながら慌あわてて自分の腕を嗅かいでみる菘。しかし九曜の言う体臭とは、高感度センサー、あるいは犬並なみの嗅きゆう覚かくでもないとはっきり識別できないレベルにおける話だ。

　だが九曜、そこまでフォローしてやるほど気が利きく男ではない。菘が自分の体臭を気にしてあっちこっち嗅いでいる間に、さっさと行ってしまった。

　ちなみに菘すずなだが、その後の朝食の際にやたら深刻な顔で「私って臭くさい？」と叶かな葉はに聞いて、炊たき出しのおばさま方に大笑いされた。
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　九く曜ようは手近なビルに跳ちよう躍やくする。

　傾かしいだ電柱や文字も読めない看板を足掛かりにして、木の葉のように屋上へ。そこからもう一度大きく踏み込んで、最も近い鉄てつ塔とうに飛び乗った。

　この鉄塔は尽じん天てんの工業地帯を貫つらぬいて東西に伸びる群れの一つで、幾本かの送電ケーブルに修理の跡あとがある。鉄の骨組みを足場にし、九曜はものの数秒で鉄塔の頂上に登り詰めた。

　そうして頂上に立ち、感覚を研とぎ澄ませて周辺三六〇度にさっと視線をやる。

　朝日でくっきりと明暗の分かれた街並みを見下ろし、九曜はセンサーを走らせた。これほど高い位置からだと、海も道も廃はい墟きよもよく見える。《蜂はち》の翅はねがある時は、この程度の高度など当たり前だったのだが。

　二十年ぶりの、地上の光景だった。

　こうして見ると月日の経過を強く感じる。二十年前はまだ戦争の傷跡が生々しく残っていたものだが、それも今となっては過去。傷は風化し、転がる瓦が礫れきは風景に奇き妙みように馴な染じんでいるように思えた。

　九曜は静かに街を見下ろす。大通り、長く太い川、商業地区や歓楽街。

　そして、軍道九十九号線。

　街を貫くこの高こう架か道路の果てには関せきがあり、そこには恐らく、奴がいる。九曜は無意識のうちにそちら側をじっと凝ぎよう視ししていたが、やがて小さくかぶりを振った。今は、考えるのはよそう。索さく敵てきに集中しなくては。

　未定義の動力反応、なし。少なくとも周辺一帯は安全と思われる。反射電でん磁じ波から算出した地形を頭の中で整理し、それをもとにマッピングデータを作り出す。

「やはり、蜂なしではこの程度……か」

　そうしながら、九曜はセンサーの知覚範囲の狭せまさを自覚した。少々歯は痒がゆく思いながらも、あらかじめ見切っていた綱つな島じまの無線機に電波を入れる。安あん東どうが調整した仕様に合わせ、必要十分の暗号化を施ほどこした通信波だ。

「綱島」

『うおォッ!?　……お？　お前、九曜か？』

　突然の割り込みに、電波の向こうの綱島は心底驚いたようだ。九曜は構わず話を進める。

「周辺の地形を算出した。貴き兄けいらはおおむね把握しているだろうが、気付きにくい細かな抜け道などもいくつかあるようだ。データを送信するが端末は持っているか？」

『あ、ああ、んじゃ頼む。でもお前、いきなり通信入れんのは心臓に悪わりぃからやめてくれ』

「ふむ。了解した。──では、送るぞ」

　言って、九く曜ようは今ざっと索さく敵てきした結果をそのまま綱つな島じまが携帯している端末に送信する。

『ありがとよ、こいつは使えそうだ。……にしても急だな。カナ嬢の護ご衛えいはいいのか？　今は確かメシの準備してくれてる筈はずだけどよ』

「追い出された。男子は厨ちゆう房ぼうに入るべからず、とのことだ」

　言うと、電波の向こうで綱島が「ぶは」と笑う。そんなことを大おお真ま面じ目めに言う九曜がおかしかったのか、息が詰まるほど笑って三分ほど会話不能になった。

「……何を笑っているのだ？」

　淡々とした面おも持もちで、九曜。

『んあ、いや、ふはは、すまん。カナ嬢はそういうとこにはこだわってるからな。お前も従うならその辺はくみ取ってやんな』

　今のところ司令であるわけだから、意志疎そ通つうを円えん滑かつにするために互いの性質を理解するのは確かに正しい。ふむ、と顎あごに手を当てながら、九曜は引き続き索敵を続けた。ひとまず綱島がパトロールを切り上げるまでその補助をするつもりだった。

　地下鉄のジャンクションが真下にあるこの区画は尽じん天てんにおいても中心街と言っていい場所で、見下ろすと太い通りに立ち並ぶ百貨店の残ざん骸がいが見える。倒とう壊かいしたビルや砕くだけたアスファルトなどの要因が重なり、地下に続く出入り口はすぐには気付けない程度に隠かくれているようだ。潜ひそむ場所としては的確な選択だ、と九曜は思う。

　それにしても。

「質問があるのだが」

『ん？　何だ？』

「生存者の数は、今この地下にいるだけで全てか？」

　先さき程ほどから気になっていたことだ。無線機越しに、綱島の逡しゆん巡じゆんする気配。

「生活圏における生体反応は五十と少々。これでは計算が合わぬ。確か尽天の地下壕ごうに逃のがれた八や洲しま臣しん民みんはそれより遥はるかに多かったと小しよう生せいは記憶している」

『……いや、今はこれで全部だよ』

　どこか疲れた声で、綱島。九曜は意味を問い質ただそうとするが、その前に彼が続けた。

『誰もかれもが、イカれた機械兵から逃げおおせたわけじゃねえんだ』

　ある程度、予想できた答えではあった。

　機械兵の脅きよう威いは厳然として人々の前に立ちはだかっており、強化人工筋肉を軋きしませる奴やつらと人とではそもそも身体能力の差がかなり大きい。確かに、これまで一いつ切さいの犠ぎ牲せいもなしにそれらを切り抜けてこられたわけはないだろう。

「ならば、今の人数以外が皆殺しにされたというのか？」

『そういうわけでもないんだが…………その、なんだ。悪いが今はちょっと話せねえ』

　彼らには、彼らなりの秘ひ匿とく事項がある。

　九く曜ようはそう解釈した。至し極ごくもっともだと思う。昨日の今日に来たばかりの相手に、何から何まで話すことの方が間違っている。

『悪く思わんでくれ。俺はお前を信用してるし、腕っ節ぷしもこの目で見た。けどな……こういうこと言いたくはねえが、中にはお前を警けい戒かいしてる奴やつもいる。もしもってことがあるんじゃねえかと思ってる奴も、やっぱりゼロじゃねえよ』

　是非もない。さんざん戦闘兵器の脅きよう威いに怯おびえた側としては、やはり戦中の兵器というものに対し完全には警戒心を拭ぬぐえまい。その程度のことは九曜にもわかるし、だからといって特に何かしら感じるわけでもなかった。暴走兵器の脅威度を考えれば当然の警戒と言えよう。

　かつては八や洲しまの人々を護まもる為ために戦った機械兵が、今は発狂し、守る筈はずだった対象の脅威となっている。皮肉とするなら随ずい分ぶんきついものだ。戦うことを本能に植え付けられた彼らは、見えない敵を探さがして今もこの廃はい墟きよを徘はい徊かいしている。

　しかし彼らもまた悪ではない。それが九曜にはわかる。

　自分の使命も、最初から最後まで「戦い」だからかもしれない。
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　やがて陽が完全に姿を現し、ぽつぽつと蝉せみの声が届き始める。外を歩く探たん索さく班が一度アジトに帰り、作業班もまた工具を置いた。

　朝食である。

　アジトである地下鉄の入り口付近に日よけ用のパイプテントが幾つか立てられる。テーブルと椅い子すが用意され、野外炊すい具ぐの傍そばに簡素な食卓が作られた。

「ごはんですよー！」

　呼びかける叶かな葉はは野外炊具の前に立ち、大きな玉たま杓じやく子しを回している。今日の献立は豚とん汁じるだった。長期保存用としてパッケージングされた具材を鍋なべにごろごろ放り込み、味み噌そで煮込んだそれは、保存食を用いているとは思えないほどしっかりしたものになっている。中身をぐるんぐるんかき回す叶葉は、はたから見ると鍋の大きさに翻ほん弄ろうされているようにも思えた。

　食材は常に節約するため、一人一人に提供される量はきっちり定められている。多すぎても少なすぎてもいけない。そのため、炊事班は細心の注意を払って食事を用意するのだった。ジャガイモ一つたりともまからん構えだ。

　そしてまた、味についても妥だ協きようはない。どんな時代であっても、食事のうまいまずいは全体の士気に関わる問題と言えよう。




「ン」

　自分の分を卓に置き、どかっと座った綱つな島じまは、椀わんに盛られた豚とん汁じるの具をつぶさに観察した。

「……肉がなくねえか？」

「あ。ちょっとお肉は今日から節約です。代わりにお豆とう腐ふ入れておきましたのでー」

　鍋なべの前から叶かな葉は。綱島は情けない声で「マジかよ……」と漏もらした。肉を抜いた豚汁などただの汁ではないか。

「大豆は畑の肉とも言うぞ、綱島。文句を垂れるでない」

　老境の安あん東どうにとってはこちらの方がむしろ都合がいいと見え、目を細めて椀を前に手を合わせる。まあ確かにぶちぶち言ってもいられないのは事実であるので、綱島も観念して合がつ掌しよう。ふとそこで、全員分の給仕を終えた叶葉がなんだかそわそわしているのを見つけた。三角巾きんをつけたまま、テントの外を所在なげにうろうろ歩き回っている。

「おお？　なんだカナ嬢、何やってんだそんなとこで」

「え、あ。いやあの。どこ行ったんだろ、って……」

　何が、と問う前に、朝の道路に小さな影が一つ差す。

　九く曜ようである。

　軍刀の柄つかに右手をかけたまま、黒い詰つめ襟えりの少年がビル間の跳ちよう躍やくから地面に降り立った。気配もレーダーへの反応も消して、何の前触れもなく。とん、というささやかな音だけがした。

　直後の男たちの行動は、反射的だった。

　腰こしを浮かし懐ふところに手を入れた者がいた。非戦闘員を庇かばおうとした者もいた。人々は咄とつ嗟さに息を呑のんで、綱島が鋭く「待て！」と制す。機械兵か──そう勘かん違ちがいした彼らは、一拍遅れてそれが九曜であることに気付いたようだ。

　なんとなく肩すかしを食らったような、どこか間の抜けた雰ふん囲い気きが場に満ちる。

　九曜は何も言わず、緊張する全員の視線を受けていた。綱島が立ち上がり、ばつが悪そうに頭を掻かいて、

「……や、悪いな、九曜。いきなり来るもんだからみんな勘違いしちまったんだ。カナ嬢も傍そばにいなかったしよ」

「いや。この程度の警けい戒かい心は常に備えていた方が望ましい」

　軍刀の柄から右手を離し、静かに一礼する九曜。

　現れたのが九曜と知るや、緊張が緩む──かといえば、そうでもなかった。確かに男たちは警戒を解いたが、場には奇き妙みような緊張が残っている。少なくとも先刻までの和なごやかな空気ではなかった。みな視界の端はしに九曜を入れ、その動きを気にしているようだった。意識的にせよ、無意識にせよ。

　九く曜ようはそれに一いつ切さい構わない。気付いてすらいないのかもしれない。

「居住区より北側の索さく敵てきは終了した。機械兵および未定義個体の熱源反応なし。これより南側の索敵に入る。その報告のみをしに来た」

「お、おう」

「以上だ。記録は後ほどまとめて提出しよう」

　報告を終えるが早いが、踵きびすを返す九曜。食卓の場にさほど興味がないといった風だった。その背中に無数の視線が注がれていた。

「九曜！」

　場の奇妙な緊張に呑のまれていた叶かな葉はが、ぱっと動き出した。肩越しに振り返る九曜に、叶葉は走り寄る。

「あの、ご飯、できてます。食べていきませんか？」

　九曜は不ふ思し議ぎそうに片かた眉まゆを上げ、くい、と首を動かしてパイプテントを見た。先さき程ほど朝食を用意する場面に立ち合ったが、改めてこの場の意味を理解したという風だった。

「……小しよう生せいは経けい口こう摂せつ取しゆによるエネルギーの補給も一応可能だが、基本的にその必要はない」

「ていうことは、食べられるんですか？」

　基本的に、備蓄の食しよく糧りようは常に余裕ができるようにしている。緊急で食い扶ぶ持ちの十人程度が増えても問題は無いようになっているし、そのための節約でもあるのだ。

　九曜は数秒だけ叶葉の顔を見つめていたが、それだけだった。

「無用だ。では、小生は行く」

　言うが早いが、九曜は再び跳ちよう躍やくする。叶葉は「あっ！」と声を上げて、何事か叫びながらばたばた両手を振っていたが、結局九曜はそのままいなくなってしまった。

　叶葉は諦あきらめなかった。

「ちょっ、ちょっと、出てきます！　皆さんは先に食べておいてください！」

　振り向きざまに全員にそう告つげ、叶葉は九曜の跳とんでいった方向に慌あわてて駆けていく。全員が呆あつ気けに取られたように何も言わず、走り去っていく叶葉の背を見送っている。緊張の余よ韻いんが尾を引いていた。なんとなく、妙みような沈黙が降りた。

　安あん東どうが豚とん汁じるを啜すする小さな音が、その沈黙を破やぶった。

「はよう食べんか。せっかくの朝あさ餉げが冷めようぞ」

　ごくいつも通りな安東の言葉に、ようやく日常の空気が戻ってくる。

「……行かせて良かったの？」

　菘すずなが独ひとり言ごとのように言った。綱つな島じまは小さく肩をすくめて、

「安全かどうかってことなら、大丈夫だろ。九曜が気付いてないわけねえよ」

　むうと唸うなり、菘はもそもそと箸はしを動かす。

「なんぞ、菘。あやつが気に入らんか？」

「べっつに。でもさ、もうちょっと愛あい想そ良くしてくれたっていいじゃんあいつ。いっつも仏ぶつ頂ちよう面づらじゃ何考えてるかわかったもんじゃないっつーの」

　菘すずなの言葉は、ある意味でこの場の全員の考えを代弁してもいた。

　綱つな島じまが言うように「もしも」を警けい戒かいする向きもあるにはある。だが、九く曜ように対する馴な染じめなさは、それよりもっと単純なところにあるのかも知れない。常に一定の態度で、誰が何を言おうとにこりともしない無ぶ愛あい想そうさ。なまじ外見上は人間と寸分たがわぬ体だからして、なんとなく壁を感じてしまうのも自然な心理ではある。ごく短期間の間でも、九曜の度を越した朴ぼく念ねん仁じんぶりは十分に伝わった。

「蜂はちは昔からそうであったからの。任務に忠実というか、他のことに興味を持たんというか。まあ、その辺あたりお嬢なりに心配しておるのだろう」

　時が戦の真っ只ただ中なかで、立場が軍属のままであればそれで良かった。だが今は時代が違う。こんな状況下で余よ計けいな不和が生まれては面めん倒どうだ。もっとも、叶かな葉は自身はそこまで考えておらず、ただ「九曜が孤立したらいけない」と思っているだけなのかもしれないが。

「ふーん……そういうもんなのかなぁ」

「打ち解けるには、同じ釜かまの飯を食らうが手っ取り早い。お嬢もなんとなくそれをわかっておるのよ」

　言って、麦茶を一口含む安あん東どう。

「……ま、鬼き虫ちゆうと一いつ緒しよにメシ食うなんざこんな時代でもなきゃ有り得ねえ話だろうしな」

　綱島はそう言って、気遣づかわしげに九曜と叶葉が消えた方に目をやる。そうして、まだほこほこと湯気を立てる椀わんの中身を一気に呷あおった。




「何な故ぜついてくるのだ？」

　叶葉が息切れしてきたところで、九曜が出し抜けに切り出した。その脚ならばあっという間に相手の視界から消えることもできようが、そうしなかったのは純粋に何の用か気になったからだ。廃はいビルの屋上から地面に降り、叶葉の前に立つ。

「だっ……、て、ぜひ、ちょっと、待っ」

　言われた通り、待った。

　叶葉はすーはーすーはーと呼吸を整え、額ひたいに浮いた汗を拭ぬぐい、三十秒ほどしてどうにか落ち着く。

「……その。ご飯」

「無用と言った筈はず」

　ばっさり切り捨てる。叶葉は「うぐ」と唸うなり、しかし食い下がった。

「でもやっぱり、九曜は、皆さんともうちょっとこう……仲良くというか。だから、ええと、一いつ緒しよにご飯を食べるくらいのことは……」

「それも必要性を感じない。小しよう生せいは君を守り、また副次的に周囲の人々の安全も確保する。当面はそれが任務である。それだけで十全であろう」

　九く曜ようからしてみれば至し極ごく当然のことを言っているつもりだったのだが、叶かな葉はは「はいそうですか」と納得しなかった。難しい顔をして押し黙り、それでも物言いたげにこちらを見つめる叶葉に、九曜は提案した。

「どうしてもと言うなら、命令すればよい」

「──め、」

「最終的な決定権は小生にはない。『甲こう種しゆ指令』の効力は、君とてよく理解していよう」

　思わぬ進言に、叶葉が虚きよを突つかれたような顔をする。

　叶葉は九曜を心配している。集団の中で九曜が一人ぼっちになってはいけないと思い、彼女なりになんとか打ち解けさせようとしている。が、九曜はそうした叶葉の気遣づかいを全く理解しなかった。彼自身が言った通り、自身に課せられた「任務」を遂すい行こうしていれば十分だと考えていた。もとより自分はその為ためにしかいないのだから。

　試すような九曜の視線。叶葉は少し悲しそうに息を呑のんで、小さく首を振った。

「それは……違います」

「何が違う」

「こういうのに、命令とか、そういうのは違うと思うんです」

　その辺あたりの機き微びが、九曜にはわからなかった。

　司令の命令とあらば、九曜は何でもこなす構えだった。その上で飯を食えと言われれば応じよう。だが、叶葉は「一いつ緒しよに食事して欲しいが命令はできない」という。矛盾している。

「……では、本件に関し『指令』は出せぬと」

「だから、命令とか指令とかじゃないんです。ただちょっと、」

「了解した。ならば引き続き現在の任務を続行する」

「って、あ！　はやっ！」

　聞かなかった。今度こそ九曜は叶葉に構わず、廃はい墟きよの間に消える。

　止めようとした叶葉の手が虚こ空くうにむなしく掲かかげられていた。

「………………むう」

　一人、小さく唸うなる。

　いよいよもって激しさを増す蝉せみの声だけが、それに応答した。
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　数日後。安あん東どう以下、整備班中心のグループが、しばらく居を変えることとなった。

　彼らはそれを「遠足」と呼んでいる。軽トラックが三台ほど、荷物と人を積んで荒れた道路をぼこぼこ走る。九く曜ようと叶かな葉ははそのうち殿しんがりの荷台に乗り、荷物が落ちないか確認しながら風を受けている。更さらにその後ろからは大きめのトレーラーが追つい随ずいしている。

「──で、ですね。乙おつ号を直すために、二日か三日くらいあっちに寝泊まりするわけです」

　風におさげを煽あおられながら、叶葉は九曜に説明する。

「ふむ」

　人々はある程度パーツが集まったら通信塔とう乙号の近くに構えた隠かくれ家がに移る。無論、目的は塔の修理。一定期間おきにそちらに移り、可能な限りの修理を施ほどこして戻るのだという。

　海を望む西に、高い鉄筋の塔が建っている。目的の通信塔乙号は、数キロ先の軍港の近くにある。あれを修理し、外部に救難信号を発することが目的とは九曜も既すでに聞いていた。

　時刻は既に昼。天高く昇った太陽に目を細めながら、叶葉はこの時ばかりは夏の風を楽しんでいるようだった。

　九曜は叶葉の話に相あい槌づちを打ちながら、絶え間なくレーダーで周辺を索さく敵てきしている。どうやらこのルートは何度か使っているらしく、周辺に反応はない。目立ちすぎる道は避けているから見つかりにくいのだろう。

「そうだ、九曜」

　と、叶葉が切り出した。いかにも今思い付いたように装っているが、実は最初から言い出す機会を見計らっていたのが丸わかりだった。その証拠に、九曜がちらりとそちらを見ると待っていましたとばかりにザックから小さい折おり詰づめを取り出した。

「おべんと作ってきたんですけど」

　にへ、と少し遠慮がちな笑み。む、と九曜は不ふ可か解かいそうに首を傾かしげる。

「君は学習しないのか？」

「一回じゃ諦あきらめないだけです」

　蓋ふたを開く。その中身は、弁当というよりむしろ間食だった。

　ころころした小豆あずき色の塊かたまりが、二つだけ並べられていた。お萩はぎである。食料を切り詰めて出た余りものからせっせとこしらえたものだが、ささやかながら立派なものだ。

　無言で中を見つめる九曜を、叶葉が緊張の面おも持もちで見守っている。

「やっぱり……いやですか？」

「抵抗があるわけではない。小しよう生せいには無用だと言っている」

　相変わらずいともあっさり切り捨てる物言いに、叶葉は二度目の敗北を喫きつした。

「──ふんっ、じゃいいもん、あたしが食べちゃいますから」

　言うが早いが、叶葉はなんだかヤケを起こしたように自分で自分のお萩を食べ始めた。両手で持ってもそもそ齧かじる様さまはネズミか何かのようで、九曜は黙ってそれを見守っている。

　それにしてもこの娘は、どうしてこう自分に干かん渉しようしてくるのだろう。

　不可解ではあった。自分はもとより軍事運用を前提とされた兵器であるからして、この場で求められるのはその戦闘力でしかないと思っていた。今目の前にいる少女を司令と定め、護ご衛えいと索さく敵てきをこなせばそれだけでいいではないかと。なのに何なに故ゆえ、彼女はそんなところまで自分に求めるのだろうか。

　不ふ思し議ぎな干かん渉しようは、九く曜ように、二十年前まで生存していたある相手を連想させた。

　ふと九曜は、叶かな葉はの眉まゆ尻じりが見る見るうちに下がっていくことに気付く。どうやらやっていて悲しくなったらしい。眉をハの字にさせて、もごもごと動かす口の端はしから「ふが……」と情けない声を漏もらした。

　それを見た九曜の行動は、必ずしも論理的な思考に従ったものではない。深く考えず、なんとなく、というのが恐らく正しい。

　一つ残っているお萩はぎを掴つかんだ。口元まで引き寄せてそれをつぶさに観察する。

「あが」

　目を丸くする叶葉に構わず、齧かじった。無言でもそもそと咀そ嚼しやくし、飲み込む。

「あ、あ、あ」

「なんだ」

「たっ、食べましたね!?」

「……そう言ったのは君であろう」

「そうですけど！　わ、や、やった！　食べてくれた！」

「不可解な反応だ。もとよりそう望んだのはそちらではないのか」

　先さき程ほどの情けない面つらが綺き麗れいさっぱり消え去り、今や叶葉は花が咲くように満面の笑みを浮かべていた。ここまで表情がころころ変わるのも珍しい。

「……おいしいですか？」

「甘い」

　身も蓋ふたもない感想だった。だがそれでも、叶葉はうれしそうに顔をほころばせる。

「へへ。お萩なもので」

　別に褒ほめてはいないのだが──頭の隅でそう思いながらも、九曜はもそもそ顎あごを動かす。叶葉がうれしいのは「自分の作ったものを食べてくれて、何かしら感想をくれた」ということ自体なのだが、無論九曜は気付かない。

　それにしても何故お萩なのだろう、と九曜は、咀そ嚼しやくしながら考えてみる。それから、ものを口にするのはどれくらいぶりだろうか、とも。

　ちょうど二人がお萩を平らげるのと同時に、一団は通信塔とうに到着する。

　結局まるごと一つ平らげてしまった。ぶっきらぼうにお萩を食べる九曜を見ている時、叶葉は何な故ぜか、何かを懐なつかしむような目をしていた。

　一団は塔の近くにキャンプを張り、道具と部品をまとめ、その周辺をぐるりと囲むように簡易モーションセンサーを設置した。叶葉は皆にふるまう昼食の用意を始め、九曜はより広い範囲をパトロールに回る。

　メンバーは安あん東どうを筆頭に、菘すずななどざっと十名ほど。そこに炊すい事じや手伝いをする役が数名。探たん索さく班は向こうで引き続き部品を探さがしており、蜂はちはあちらに残している。虫のパーツも工こう廠しようから少しずつながら持ち帰られ、今は探さぐるように修理と点検を行っている段階だ。

　長時間蜂と離れた場所にいるのは妙みような気分だったが、九く曜ようは黙々と警けい戒かいの仕事を進める。場合によっては戦闘行為も当然ありうる。

　いまだ命令に慣れていない叶かな葉はだったが、少しずつ今の関係に馴な染じんでいるようで、今日はごく自然に九曜に哨しよう戒かいを言い付けた。といっても、それは「命令」というよりどちらかというと「お願い」のような言い方なのだが。

　全ての準備が終わり、整備班が本格的に塔とうの修理にかかるのは日が傾いてからだった。




「──っ、とっ、おぅっ、とお!?」

　日暮れ頃キャンプ東側の哨戒から戻った九曜は、アシカのごとき声をあげる菘すずなを発見する。

　見てみると、部品がごちゃごちゃに詰まった段ボールを持ったままバランスを崩くずしているようだ。このまま放っておくとすっ転んでしまい、部品をぶちまける結果となるだろう。右へ左へよろめく菘の姿はなんだか酔っ払いの千鳥足のようでもあった。

「……」

　九曜はそれを当たり前のように無視した。

「って、ちょっ！　ちょっと手ぇ貸してっ！　このままだとやば、あ、やややややっ」

　菘がそれに気付き慌あわてて声をかける。

　が、九曜はといえば、そちらに一いち瞥べつをくれてこんなことを言った。

「……。小しよう生せいは雑用係にあらず。では引き続き西の警けい護ごに当たる」

　それだけだった。

　九曜がさっさと歩き始めるのと同時に、菘のバランスにも限界がくる。ずっこける。がらがらずどどどどと細かな部品が雪崩なだれとなり、菘の体を埋めて方々に散らばった。

　遅れて現場を通りがかった叶葉が泡あわを食って菘を発掘したのは、数分後のことである。

「……な……」

　菘はしばし、アホのように口を半開きにしたまま九曜の歩み去った方角を眺ながめていた。

　が、やがて、ぷつんときた。

「…………なぁんじゃあいつはぁああーっ!!」

「うわぁっ!?　す、菘さん落ち着いて！　おち、な、なにがあったんですか!?」

　レンチを持って暴れる菘を、叶葉が大慌てで静止する。
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　止めが入らなければ、危うく殴なぐり込みにかかるところだった。




　そうこうしているうちに夜が来る。

　テントは十戸ほど張られ、そこに二人から三人が寝泊まりする。九く曜ようが脳を休眠させるため自みずからのテントに戻ると、中では叶かな葉はがちょこんと正座して九曜を見つめていた。

　というか、睨にらんでいた。

「九曜。ちょっとそこ座ってください」

「如何いかがいたした、休まずともよいのか」

「いいから、はい、せーざ！　そこにせーざ！」

　ぱしぱしと床を叩たたく叶葉に従い、九曜は軍刀を横に置いて、正座で叶葉に正対する。意図するところがわからない九曜に、叶葉は重々しく切り出す。

「菘すずなさんがですね。すごく怒ってました」

「……？　何かあったのか」

「何かもなにも！」

　叶葉はぷりぷり怒りながら事の次第を説明した。曰いわく、あの時手助けをしなかったばかりに菘が部品に埋もれ、全部拾い集めるのにかなりの時間を要したこと。九曜の完全無視に菘がぷつんといったこと。そして叶葉が必死にそれを止め、暫ざん定ていとはいえ主あるじの責任として、今から九曜にお説教をするのだ──とのことである。

「そりゃもちろん九曜にも自分の仕事がありますけど、でも一回見ておいてまるっきり無視っていうのはあんまりです！　そりゃ菘すずなさんだって怒るってもんです！」

「む……」

「和をもって貴たつとしとなす、といいます！　ちょっと手伝ってあげないでどうしますか全く」

「……少しよいか」

「なんですか！」

　九く曜ようはなんだか憮ぶ然ぜんとして、

「そもそも小しよう生せいは戦闘用である。人の作業を手伝うなど、そういった機能は要いらぬのだ」

「いらぬのだ、じゃないのですのだ！」

　対して叶かな葉はは、興奮して言葉遣づかいがちょっとおかしくなっていた。

「九曜がめっぽう強いのはわかります！　でもこの時代、それだけじゃ駄だ目め！　いらないからってそのままでいいわけないんだしそれで人に迷惑かけるのが一番よくない！　やっぱり九曜はちょっとこみゅにけいしょん能力を養うべきです！」

「……」

　九曜、ぐうの音ねも出ない。

　戦ってさえいればよかった昔は、そんなことを言われたこともなかった。戦えるだけでは駄目だなどと考えたこともなかったから、適切な返しが思い付かない。なんだか面おも白しろくない。

「わかりましたか？」

　叶葉はちょっと言いすぎたかと心配そうな顔になるが、しかしここで下した手でに出ては駄目だとばかりに首を振って、

「とにかく、しばらくそこに座って反省することですっ。本当に気を付けるように！」

　言うことを言って立ち上がり、叶葉はテントから出ようとする。

「どこへ行くのだ？」

「ご不ふ浄じようです！　ついて来なくて結構、そこにいなさい！」

　九曜は叶葉を見送り、言われた通り正座を保ち、むすっとしたまま押し黙っている。罰ばつを言いつけられていじける少年のような顔だった。




　もう夜も遅い。明日は早いからいい加か減げん寝なければと思いながら、叶葉は手を拭ふき拭き仮設トイレから出た。

　仮設トイレはテントが張られている場所からは少し離れた物もの陰かげにある。ＬＥＤライトを持ってしばらく歩き、見上げると満天の星と月が出ていた。かつては地上から空を照らしていた尽じん天てんも今は闇やみに沈み、ただ自然の光を湛たたえるのみとなっている。

　──まったく。

　ふぬん、と鼻息を吹き出す。九曜は頭が堅すぎると思う。

　それをもどかしく思う気持ちが、叶葉の中には少なからずあった。

　九曜は兵器だ。機械兵と同じように、「戦うこと」を目的として造られた。だがその外見は人とほとんど見分けがつかず、しばしば機械を相手にしていることを忘れる。

　それでも──機械だからと言えばそれまでかもしれないが、やはり、九く曜ように人間味を感じられない瞬しゆん間かんがどうしてもある。時折遠くを見て「反応」を敏感に察知する時だとか、いとも容易たやすく廃はい墟きよの瓦が礫れきの間に飛び込んで消える時とか。

　叶かな葉はから見てみれば九曜は命の恩おん人じんだ。だが一方で最強の用よう心じん棒ぼうでもあり、しかも言うなれば自分の「部下」でもある。

　とはいえ恩人としての印象が強い上に、外見上は人間にしか思えないというのもあってか、叶葉には彼をあくまでも道具だとして「使し役えき」するつもりになれない。自分とそう年齢も変わらないような少年の姿で、しかし本来の姿はあの巨大な蜂はちと同化したもの──最強の戦闘兵器というのは、叶葉の想像の範囲を逸いつしていた。

　だからこそ人間味を感じない瞬間がどこか不ぶ気き味みで、周囲の人に馴な染じまない態度が少し歯は痒がゆいのかもしれない。

　でも、きっと話せばわかる、と叶葉は思う。

　極端に言えば、例の甲こう種しゆ命令というやつで「みんなと仲良くしろ」と申しつけてしまえば九曜は一も二もなく従うかもしれない。でも、そんなのは駄だ目めだと叶葉は思っている。強引に従わせてしまうと自分自身で九曜の人間味を頭から否定してしまう気がして。

　それに、昼、お萩はぎを食べてくれた。きっと本来ああいう優しいところがあるひとなのだと、叶葉は信じたかった。

　ともかく今日はもう寝てしまおう。叶葉はそう思いながらテントに足を向け、その時、自分の遥はるか後方から何か物音がしたような気がした。

「……え？」

　光もない闇やみの奥。キャンプの照明も既すでに落とした後だから、振り返っても墨すみを流したような暗闇でほとんど何も見えない。ただ、何か瓦礫が崩くずれるような音がする。

　対処が遅れた。致命的なほどに。

　それは、足音だった。足音は一つだがそれはひどくリズムが悪く、よろめきながら歩くか、さもなくば一本足での跳ちよう躍やくを繰り返しているようでもある。だが異常に早い。

　モーションセンサーが反応した。アラームが警けい報ほうを発し、テントの中で眠っていた仲間たちが弾はじかれるように目を覚ます。

　その警報が耳に届く時、既に叶葉はそれどころではなくなっていた。

　月を何かが横切り、叶葉の顔に影を落とす。物もの陰かげからのただ一度の跳躍であっという間に距離を詰め、体を旋せん転てんさせ、叶葉の目前にそれが着地した。

　息が止まる。機械兵が一体、そこにいた。

　人の姿を保っているのはもはや辛かろうじてという具合だった。弾たま切れの小しよう銃じゆうを提さげ、右手に錆さび付いた抜き身の軍刀を握っている。

　銃じゆう創そうや刀かたな傷きずを修復されもせず、それでも動くことをやめないそいつは、まさしく「殺されるまで死なない」機械の兵士を体現していた。

『　　、ス　……　／撃　　可ベシ』

　口の端はから、人の可か聴ちよう域いきを超えた声が発せられる。敵を失い、かつての仲間と殺し合い、生き延びてなお標的を探さがす機械の歩兵。暗くら闇やみの中でその姿形はろくに見えず、しかし両のアイセンサーだけが炯けい々けいと輝いている。

　彼ひ我がの距離は十メートル。機械兵の間合いからすれば完全に即死圏だ。

「あ──」

　思考が一いつ瞬しゆん停止し、逃げる、と思い付く前に機械兵が動いていた。

　アクチュエーターが軋きしみ、死人のごとき兵士が踏み込んだ。叶かな葉はに照準。その動きからすれば叶葉は棒ぼう立ちの案か山か子しにも等しく、標的と定めた首を落とすのは実に容易たやすい、

　その斬ざん撃げきを、軍刀の鉄てつ鞘さやが受けた。

　金属質な音が残響を引き、叶葉の前には九く曜ようの姿が忽こつ然ぜんと現れていた。

　音に金かな縛しばりを解かれたように、ぺたんとその場にへたり込む叶葉。九曜はそちらを振り返りもせず、一旦飛び退すさる機械兵を見据すえて構えを取る。納めたままの軍刀を左腰こしに当て、半身を引き、右手で柄つかを握る。

『　　　　　　』

「──参れ。臆おくしたか。貴官の敵はここにいるぞ」

　挑発ではなく宣言である。戦うべき相手が自分自身であることを、相手にしかと認識させる為ための。叶葉には意味のわからない言葉を漏もらし、機械兵は歪ゆがんだ顔面を更さらに歪めた。怒り顔なのか泣き顔なのか、それとも笑顔なのかわからない。九曜を「より脅きよう威い度の高い目標」と認識し、標的をスイッチした機械兵は、何も迷わず九曜に斬きりかかる。

　一いつ閃せんだった。

　抜きざまに放たれた居合いの斬撃が、機械兵を逆ぎやく袈げ裟さに斬り上げていた。

　九曜より頭一つも大きな胴体が斜めに両断され、人工臓器を撒まき散らしながら地面に叩たたき付けられる。斬られてなお、その体は動いていた。アイセンサーを妖あやしく明めい滅めつさせ、ぱくぱくと口を動かし、十秒ほど全身を痙けい攣れんさせた後に機械兵は動かなくなった。

　九曜は軍刀を虚こ空くうに一振りし、納刀。そして停止した「敵」の死し骸がいに静かに敬礼した。

「──はっ」

　ここに至り、一いつ瞬しゆんの斬り合いに魅み入いられていた叶葉が正気に戻る。

　助けてくれたのだ。

「あ、あの……九曜」

　またも命を救われてしまった。急にさっき彼を叱しかった自分が恥ずかしくなる。あんなことを言ったすぐ後なのに、九く曜ようは来てくれたのだ。

　敬礼を解いた九曜の背中から、臨戦態勢時の緊張がするりと抜け落ちる。彼はどういうわけか、こちらに背を向けたまま無言でいた、叶かな葉ははおずおずと立ち上がって、九曜に素直に礼を述べようとし、

「ありが、」

　ふんっ。

　と、思いっきり鼻で笑われた。

「──君はどうやら、一人では自じ衛えいもできんようだが？」

　肩越しにこちらを振り返る九曜は、渾こん身しんのしたり顔である。

　──んまっ!!

「な、な、それは……っ！」

　うう、と狼ろう狽ばいする叶葉。暗くら闇やみの中でも一目でわかる九曜の得とく意い面づら。この男、実はだいぶ根に持っていた。さっきの仕返しとばかりに畳たたみかける。

「ふん。こんなことでは君、この時代を生き抜くことなどできぬのではないか？」

「ううう」

「確かに主あるじを護まもるは小しよう生せいの役目。しかしながらこれほどまでに頼りないのでは、傍はた目めに見ていても心配になるというもの。小生が今ほどすぐに来られるとも限らぬしな」

「うぅぅううう～～～～～～～～……っ！」

　ぐぎぎと歯を噛かみしめる。激しく悔くやしい。ぐうの音ねも出ないのは今度は叶葉の番だった。進退窮きわまり悔しさの余り、苦し紛まぎれにこんなことを言う。

「じょ！　女中にそんなの要いらないですもんっ！」

「これは異なことを言う。小生の記憶には先さき程ほどの君の発言がしかと残っているが」

「それとこれとは別、いや別じゃないけどっでもそんなこと言ったら九曜だってこみゅにけいしょんがダメダメじゃないですかあっ！」

　その時、向こうから複数の足音が近づいてくる。どちゃがちゃと大慌あわてに飛び込んでくるのは、安あん東どうや菘すずななど、機械兵の反応を察知して武装した仲間たちだった。廃はい墟きよから掘り出し修理した旧式の銃じゆうを持ち、叶葉がいないことに気付いて飛び出して来たのだ。

「カナっ！　だいじょう……ぶ……あれ？」

　転びそうな勢いでやってきた彼らが見たものは、機械兵の残ざん骸がいと、ぎゃあすかぎゃあすか口論を繰り広げる九曜と叶葉の姿だった。叶葉は半分べそをかいているし、いつもの仏ぶつ頂ちよう面を保つ九曜だってまるで子供のようだ。

　せっかく持ってきた武器のやり場もわからず、ぽかんと大口を開けて、菘たちは主と兵器の喧けん嘩かを見守っていた。




　それから安あん東どうに仲ちゆう裁さいされ、とにかくこの場は大事に至らずに良かったとして収められた。

　各おの々おのがテントに戻り、叶かな葉はも自身のテントに入る。興奮冷めやらぬ叶葉は、ぷいと九く曜ようから目を背そむけたまま寝ね袋ぶくろにくるまった。九曜も頑がんとして譲ゆずらぬ態度のようで、軍刀を肩にかけたいつもの体勢で座り込む。我が慢まん比べのように、お互い口をきかない。

　やがて。

「…………ぷふっ」

　なんだか、面おも白しろくなった。

「……なにを笑っているのだ」

　むすっとした九曜の声。意地を張るのがばかばかしくなって、叶葉はもそりと寝返りをうって九曜の方に顔を向ける。

「九曜って、意外と子供っぽいとこあるんですね」

「そうではない。君の言動に矛盾が認められた故ゆえ、そこを指摘したまでのことだ」

　あくまでも堅い態度を崩くずさない九曜。だが実際、先さき程ほどの彼の言葉はまったくその通りでもあるのだと叶葉は思っていた。

「はい。あたしもまだ半人前でした。九曜のこと言えないです」

「……む」

「あたしも九曜にばっかり頼らないで、ちょっとは自分でなんとかできるようにします。でもその代わり、九曜もちょっとずつ他のみなさんと仲良くしてくれますか？」

　ちら、と九曜が叶葉を振り返る。やがて小さくため息をつき、それならば、と頷うなずいた。

「了解した」

「じゃあまず、菘すずなさんにもちゃんと謝あやまること」

「うむ」

「それで、あたしもいろいろ、身の守り方を勉強します。これでおあいこですよね」

「うむ、……であろうな」

　あくまでも朴ぼく訥とつに返す九曜を見ながら、叶葉は「ふへへ」と気の抜けたように笑う。

「……だから、なにを笑っているのだ、君は」

「なんだかちょっとおかしくなって。……それとちょっと安心したっていうか。九曜、けっこう人っぽいとこあるんですね。……っていうと変かな」

「変だ。間違っている。小しよう生せいは鬼き虫ちゆう、すなわち機械である。人ではない」

　つっけんどんに言い放つ九曜に、叶葉はまた笑った。

　さて、そろそろ夜も遅い。叶葉はもう寝ることにして、今度こそ目をつむる。寝ることを意識すると疲れがどっと溢あふれ、すぐに眠りに落ちることができそうだった。

　そのまま、溶けるようなまどろみの中に沈んでいき──

　はっ。

　寝る前というのは意識せず色んな思考がくるくる回るもので、そんな状態にあった叶かな葉はの脳が、ふと「あること」に引っかかった。

　二人っきりではないか。

　夜、男の人と。

　男女七歳にして席を同じくせず、という言葉がある。九く曜ようは鬼き虫ちゆうとはいえ、少なくとも外見上は自分とさほど歳の変わらぬ男性。そして自分もまた十五の娘だ。七歳どころか倍いっている。それが、席どころか寝床を共にするなど。

　菘すずなにはよく言われるのだが、叶葉はこうしたところで考えが古こ式しきゆかしい。女中根性が染みついているというのもあるし、彼女が淑しゆく女じよのたしなみなど作法面において参照した本が若じやつ干かん古かったというのもある。商家の小こ間ま使づかいをやっていた頃に、近所の貸本屋で借りた雑誌なり書しよ籍せきなりが叶葉の知識の源泉だった。

　ともかく、そんな古風な考えを持つ叶葉にとって、このような状況は地味に由ゆ々ゆしき事態だった。意識し始めると動どう悸きが早まって、どうしていいかわからない。かといって出て行けなどと言える筈はずもなし、どうしようどうしようとぐるぐる考え、

　ばっ、と上体を起こす。

「む」

「く、九曜！」

　言うが早いか、叶葉は自分と九曜の間にザックをどすんと置いた。

「ここが境界線ですので！」

「唐とう突とつにどうしたのだ」

　わけがわからず、九曜は不ふ思し議ぎそうな顔をしている。叶葉は畳たたみかけるように、

「とにかく、これが境界線です！　国境です！　領土侵しん犯ぱんしたら大声あげますので！」

　要はこのザックの向こうで寝ている自分には近付くなということである。九曜は数秒して叶葉の言わんとすることを理解した。

「……まだ怒っているのか？」

「おっ、怒ってるわけではありませんけど……とにかくそういうことで！　よろしくっ！」

　わたわたしていて自分でもうまく言えない。というか、説明したところで変な顔をされるだろうし、そうなればいっそ押し切ってしまうに限る。ぱっと寝ね袋ぶくろに潜もぐり込み、熱くなった頬ほおを二度三度ぺしぺし叩たたいて、今度こそ眠ってしまうことに決めた。

　背後、すぐに九曜の気配がある。

　彼は何も言わなかった。ただ何か、物思いに耽ふけっているような気配だけがあって、あとは全くの無音。不思議な静せい寂じやくだけがある。

　もとより疲れ切った体である。断固寝る、と決め込んでしまえばあとは早かった。緊張も何もかも、眠気の渦うずに巻かれて、無意識の闇やみに落ちていく。




「叶かな葉は」

　夢のような頭で、九く曜ようの声を聞いた気がする。

「先さき程ほどは、すまぬ。いささか言いすぎたように思う。……このような感覚はしばらくぶりだ」
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　翌朝、多くにとって意外なことが起こった。

　朝食の席である。皆がのそのそテントから這はい出て、簡素な朝食の準備を済ませた。保存米と味み噌そ汁しると缶詰の漬物だが上等だ。顔を洗った菘すずなが表情をほくほくさせながら卓につき、両手を合わせたところふと、

「安あん東どう菘」

　菘の口は「いただきます」の「ま」のところで止まった。

　テントから出たばかりの九曜と「ま」の菘の目が合う。直後、

　ずん、ずん、ずんずんずんずんずん。

「な、な、なんッ!?　なに!?　なんのっ!?」

　踵かかとから地を踏む堂々たる歩みで、九曜はつかつかと菘に歩み寄り、眼前で立ち止まって直立不動。いきなりのことに呆あつ気けに取られ、菘は生き真ま面じ目めな表情のまま立つ九曜を見上げた。何がなんだかわからず、咄とつ嗟さに椀わんを庇かばった。

「……や、やんないからね」

　九曜はそちらには一いち瞥べつもくれず、ただ菘を見つめている。意味がわからない。

　よく見れば九曜の背後には叶葉がいた。物もの陰かげに半身を隠かくし（まるで隠れきれていない）、緊張の面おも持もちでこちらを見守っている。

　九曜は、言った。

「昨日はすまなかった」

　ぺこりと頭を下げる。

「え、──あ」

　物陰で叶葉がガッツポーズをするのが見えた。

「あ……ああ、あれ、あれか。いやまあ、その、いいんだけどさ別に。反省してるならさ」

「了解した。以後、気を付ける。では」

　では、と切り上げ、当然のごとく卓につく九曜。ぽかんとする全員の視線を受けながら、そのまま静かに手を合わせた。

「頂いただく」

　見ると──

　物もの陰かげに隠かくれたままの叶かな葉はが、満面の笑みと共に親指を立てていた。

　──あ、なるほど、ゆうべ何かあったわけね。

　あの喧けん嘩かが何かしら功を奏そうしたのだろう。菘すずなはそう察し、ちょっと苦笑して、サムズアップを返してやった。




　朝食を終え、九く曜ようは周辺の索さく敵てきに出かけていた。

　今朝の出来事は、無論、周囲の人々にとってものすごく意外なことに違いないだろう。だが意外だというなら、それは九曜自身だってそうだったのだ。

　何か、不ふ思し議ぎな感覚がした。

　その感覚は、遠い昔に置き去りにしたものと手触りが似ていた。

　港のコンテナの上に落ち着き、周辺に敵反応がないことを確認。凪なぐ波を見下ろし、九曜は作業を開始した。蜂はちの副脳と無線リンクし、回復状況をチェックして、復旧された情報を整理する作業だ。

　目を閉じる。即座に思念の回線が繋つながり、蜂の四つの脳と自みずからのそれがリンクする。

　──確認、情報復旧、整理、最適化、定着。

　無言のまま座する九曜の頭の中で、ものすごい量の情報が跋ばつ扈こする。それは自らの記憶情報を漁あさる行為でもあり、無数の脳細胞を逐ちく一いちチェックするようでもある。人の脳ではこれほどの情報量を正確に処理するなどとてもじゃないが不可能だ。だが一方で、一から十まで造られた機械には持ちえない強みを人間は持っている。

　人の強みは思考の柔軟性にある、と九曜は思う。

　自らの意思で考えること。笑うこと、怒ること、泣くこと。あるいは受け入れ、理解し、認めること。これが機械にはできない。ましてや今この尽じん天てんを跋扈する機械兵などには間違っても真ま似ねのできないことだ。

　人間らしい、と叶葉は、昨晩九曜に言った。

　それは間違っている。いや正確に言えば、半分正解で、半分間違っている。このことについて九曜は正直に言わなかった。特に話す必要性も認められなかったし、話したところで意味のあるものでもない。

　九曜には、かつて人であった時期がある。

　鬼き虫ちゆうは皆そうだ。九曜を含め、彼らはもともと人間を素そ体たいとして改造処理を受けた。

　蜂の脳の情報に浸つかりながら、九曜は「昔」のことに思いを馳はせてみる。
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　少年には、「九曜」という識別名で呼ばれる前にもう一つの名前があった。

《蜂はち》として最古の、少年として最さい期ごの記憶が、脳の片隅に存在する。

　記憶は、肌に感じる熱から始まる。それからぬるりとした血の感触と、目に焼きつく炎ほのおの色と、変わり果てた街並みの景色。

　その街は少年の故郷だった。彼にも人並みに両親がいた頃があり、友がいた頃があり、一いつ端ぱしの若者として士官学校にいた頃もあった。十六年かそこらだったように思う。

　人であった最後の時──その日、少年は声を限りに絶叫しながら、それでも生きていた。

　ステルス機による高高度爆ばく撃げきを受け、燃える街の中で少年はこの世の地じ獄ごくを見た。

　母が死んだ。燃える家から自分を逃がし、父の遺影と共に梁はりに潰つぶされた。友が死んだ。そこら中を駆けずり回っても、生きている級友は一人もいなかった。目の前でうわ言のように「熱い」と繰り返した、ある女子の声が耳にこびりついている。幼い頃に遊んだ公園も、母の使いに歩いた商店街も、いつも参っていた軍神を祀まつる神社も全て燃えた。

　なぜ彼らが死ななければならなかったのか。

　なぜ自分は戦えもせぬまま生きているのか。

　這はうよりも遅い速度で壁伝いに歩き、喉のどを灼やくほどの叫びを空に投げながら、傷だらけの体を引きずっていた。口こう腔こうから血が溢あふれ、その味すらもどうでもよかった。

　街を歩く最中に、いくらか記憶の欠落が見られる。要所要所の映像だけは脳に残っているのだが、それらがどのように繋つながっているのかはわからない。どの道をどのように歩いたのかも、どれほどの時間そうしていたのかも曖あい昧まいなままだ。

　ただはっきり覚えているのは、あの時、少年は「敵」を探さがしていたということだ。

　こんなことをした何者かを探していた。焼けてぼろぼろになった詰つめ襟えりを着込んだまま、既すでにどこにもいない敵に向けて叫んでいた──出てこい、ここにいるぞ、ぼくはまだ死んでいないぞ。ぼくはまだ戦える、出てこい、戦え。

　悔くやしかった。自分は戦うこともできないのか。敵の姿さえ見ることなく、誰も護まもれず、誰の仇かたきも取れず、死ぬのか。憎しみのやり場もなく、戦意をくすぶらせたまま。

　よろめき歩く少年は、その手に一振りの軍刀を掴つかんでいる。

　父が家宝としていた、恩おん賜しの軍刀である。

　父は優秀な軍人だった。前線で戦死して既すでに久しいが、最後の出しゆつ立たつの日、少年に告つげられた言葉がある。

　──家と街を頼むぞ。お前が母さんや皆を守りなさい。

　いささか曖昧な記憶の中で、父のそんな言葉がはっきりと残っている。

　硬こう直ちよくしたように軍刀を握り締める左手には感覚が無い。瓦が礫れきに潰されたのを強引に引っ張り出したのだ。いまだ出血が続いているが、神経が死んでいるのかその感じさえも無かった。軍刀を握るのもただ筋肉の引き攣つりに任せるのみだ。そして震ふるえが止まらない右手は刀の柄つかにかけられたまま、刃が放たれる瞬しゆん間かんを永久に失う──

　その時だった。

　少年は、燃える街に立つ一人の男を認めた。

　風景の中でその男だけ写真を切り取ったようにまったくの無傷で、逆光を背負って影の塊かたまりのようになっている。無言。表情も何も、霞かすんだ少年の眼には捉とらえられなかった。

　その眼に激情が燃えた。

「──お前かッ!!」

　根拠などどうでも良い。ただ、この燃える故郷に余りにもそぐわないこの男が、本来ここにいる筈はずのない者だと直感していた。ならば、「敵」だ。そう思った。何も守れなかった少年の感情が爆発した。

　右手で軍刀を抜き去り、もはや利きかない左腕から鞘さやが落ちる。既すでに瀕ひん死しの身が、瞳ひとみばかりに強きよう烈れつな敵意を燃やして男に躍おどりかかる。

　一手で返された。

　何が起こったのかすらわからない。刃を男に振り下ろした瞬しゆん間かん、甲かん高だかい金属音が響いたかと思えば、体が噓うそのように宙ちゆうを待っていた。

「良き眼めをしている。だが、相手を違たがえるな」

　仰あお向むけに倒れる少年の前に、その男が立つ。低く、芯しんの通った声が耳を打った。

　よく見れば、男は八や洲しまの軍服を身に纏まとっている。

　白く、汚れ一つない軍服だった。奇き妙みようなことに肩には階級章がなく、代わりに「壱いち」という文字が刺し繍しゆうされている。こちらを見み据すえる双そう眸ぼうは、水底のような深く静かな碧あお。

　──味方？

　為なす術すべなく倒れる少年は、夢の中にいるような心こころ持もちで呟つぶやく。

「なら。なら、敵は。敵はどこに……！」

「己おれが斬きった。……少し遅れたようだがな」

　高高度を飛行するステルス機体を斬ったと、その男は確かに言った。

　いや、少年にとって、彼が敵をどう墜おとしたのかなどどうでも良かった。それよりも重要なのは、結果としてこの男が敵を墜としたということだ。街と人々の仇かたきを討うったのは、彼だ。

「──くそ」

　倒れたまま見上げる空には夜の気配があり、深い藍あい色に沈みつつある。その藍が滲にじんだ。

「くそ、くそ……くそ……っ！」

　右手に握りしめたままの軍刀が、かたかたと震ふるえた。絞しぼり出すように繰り返す少年は、もう自分が長くないことを直感的に理解していた。出血が酷ひどい。全身の火傷やけども既すでに許容量を超えており、もう半はん刻こくと持つまい。

　最後の熱が消え去り、少年の体から徐々に体温が失せていく。男はそれを見下ろしたまま、ふとこう問うた。

「戦いたいか」

　その声を聞いた時、少年は霞かすむ視界の中、地に降り立つ巨大な影に気付く。

　それは、巨大な虫だった。

　宙ちゆうをゆらりと旋せん回かいし、男に寄り添そうように着地するそれ。炎ほのおを照り返す黒い細身、背中から生はえた銀の翅はね。夏の夕暮れに、同じような姿の虫を見たことがあるように思う。

「戦いたいか。無力な自分が憎いか。その意思を果たせぬまま死ぬのが悔くやしいか」

　今、死にゆく少年を前にして。

　男はただ、それだけを問うた。

　はっきりとしたその声に、茫ぼう漠ばくとした意識が焦点を取り戻す。少年には頷うなずく力すら残ってはおらず、ただ、言葉にならない全てを込めた目で男を見た。その両目には、戦うべきものに対する燃えるばかりの敵意があった。

　男は死に瀕ひんした少年の目を覗のぞき込み、その頭を大きな手で掴つかむ。奇き妙みようなことに、男の両目と背後の「虫」の複眼が何かを覗き込むようにゆっくりと明めい滅めつを繰り返した。

「その意気や良し。だが、聞け」

　手を離し、男は毅き然ぜんと言い放つ。

「敵を破やぶるは憎悪に非あらず。大義は刃とはならず、敵意は引ひき鉄がねを引かず、闘志は敵を殺さん。いかに崇すう高こうな思想であれ、それのみは何の力でもない。そして同じように、武器はただの道具でしかない」

　闇やみに沈みつつある少年の意識に、芯しんの通った声が染み込んでいく。

「行うのは、我々だ。我々の意思で動かす手であり、肢あしであり、翅だ。思想や力のみを過信するな。意思のもとに行動する自身こそを信じろ」

　──意思のもとに。

　そう頭の中で反はん芻すうし、少年は今度こそ意識を失う。薄れゆく視界の中、少年に背を向けた男が誰かと会話している姿だけが映っていた。

「──巴ともえか。適性のある少年を発見した。《蜘く蛛も》を出せ、己おれ、蜻蛉とんぼでは運ぶには速過ぎる」




　かくして、少年は鬼き虫ちゆう九番式《蜂はち》・金きん翅しの九く曜ように生まれ変わる。

　長らく空席だった九番式の、唯一の「適性者」として。







　　　参　─　使命







　戦え。

　戦って、戦って、戦って、戦って、その果てに玉ぎよく砕さいして死ね。

　本能にそう命じられた戦闘兵器は、忠実に己おのれの「任務」を遂すい行こうする。その命が尽つきるまで止まることは許されず、自みずからの意思で止めることも叶かなわない。兵器の任務は敵が存在する限り終わらず、その終着点はすべからく死によって締しめ括くくられねばならない。

　それ以外の結末はありえないと思っていた。自分という存在はいつか必ず戦死という形の結末を迎えるものだと確信していた。──だが。

　記憶の風景が夏の廃はい墟きよに消えて久しい今、九く曜ようは、それでもまだ生きている。




　遅い。

　背後から振り下ろされた刃を最小限の動作で避け、返す刀で機械兵を斬きる。それで最後だった。三神を祀まつる神社の本殿の境けい内だいで、九曜は四体の機械兵と交戦していた。

　交戦といったところで、会敵から決着まで十秒もない。抜き打ちで一体を斬きり、二体はニードルで首から上を吹き飛ばし、半円を描く斬ざん撃げきの軌道でそのまま最後の一体を斬り捨てた。

　つむじ風のような戦闘が収束し、九く曜ようは納刀して神社の惨さん状じようを俯ふ瞰かんする。乾いて土のひび割れた境けい内だいには、無数の機械兵の死し骸がいが転がっていた。

　先の四体以外、九曜の手によるものではない。彼らは副次指令による標的設定すら狂わせ、本能のおもむくままかつての仲間に牙きばを剥むいたのだ。壮絶なる殺し合いの残ざん滓しが、夏の真昼の獰どう猛もうな陽光にただ炙られていた。

　九曜はいつもそうしているように、死した機械の兵士たちに向けて無言で敬礼を捧ささげた。

『──九曜か？　そっちはどうだ？』

「機械兵は全機撃げき滅めつした。周囲に反応はない。安全は確保されている、問題ない」

『了解だ、ありがとよ。すぐ人をそっちに回す』

　綱つな島じまの通信に応答する。九曜は今、叶かな葉はの指示に従い探たん索さく班の護ご衛えいをしている。

　生存者たちと出会って既すでに二週間ほどが経過していた。この程度は慣れたものだ。

『他に何か気になることはあったか？』

「この神社には立派な塀へいがあるのだが、小生はそれを見て『へぇ』と言ってしまった」

『は？』

「冗談である。叶葉から教わったが、駄だ洒落じやれというらしい。……笑えぬようなら撤てつ回かいする」

『……うん、まあ、お前も大変だな』

　交信終了。

　正午を少し過ぎた時間帯だった。神社の敷地を囲う雑木林からはひっきりなしに蝉せみの鳴き声が沸わき立ち、周囲はゆらめく陽炎かげろうに包まれている。

　ひとまず仕事は終わった。九曜は跳ちよう躍やくし、日に焼かれた鳥居の上に腰こしかける。視界の通る位置から、探索班の仕事が一段落するまで待機するのだ。その気になればセンサーをアクティブにしたままでまばたきもせず石のように待機していられるのだが、そうはしなかった。

　九曜は今、肩に小さなポーチを提さげている。ありあわせの素材で作られた素朴なものだ。手を突つっ込んで、中のものを取り出した。

　小さな弁当箱に、これまた小さな握り飯が二つ。具は缶詰からだが、作った者のまめな人格がわかるほど綺き麗れいに握られている。もちろんこんなことをするのは叶葉しかいない。

　彼女はどうやら、あくまでも自分を人間のように扱あつかうつもりでいるらしい。

　九曜は戦争を知っている。作戦目的といえば撃滅であり破は壊かいであった、あの頃のことを覚えている。その頃の記憶と比較してみると、今の司令が言う「みんなと仲良くしろ」だの「食事はちゃんと摂とれ」だのは平和すぎて呆あきれてしまうほどだった。

　だが、そんな風に言われたのは、人間であった頃以来だと思う。

　九曜は、兵器である。採算を度外視して造り出された戦略級兵器《鬼き虫ちゆう》だ。

　一つの戦場に三機以上の鬼き虫ちゆうを投入することは、戦略爆ばく撃げきに次ぐ強きよう硬こう手段であるとさえ言われていた。その一角として、九く曜ようはあらゆる作戦に参加した。その圧倒的な戦闘能力以外に求められるものは何もなく、戦い以外の価値などなかった。

　そう、少なくともその筈はずだった。

　九曜は実に生き真ま面じ目めな顔で握り飯を頬ほお張ばる。そして思考する。

　兵器に期待されるものは、戦場における性能ただ一点に尽つきる。戦う場のない兵器に運用上の価値など無い。

　ならば、戦いの時代から取り残されてしまった兵器たちは、一体どうすればいいのだろうか。
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「かーなー」

　後ろから菘すずなにくっつかれ、叶かな葉はは「わ」と手元を狂わせた。地図に探たん索さく済みの場所をマーキングしていたのだが、赤いマジックペンが滑すべって「へ」の字を描いた。叶葉は弱った声で、

「っんぐ、も、地図がヘンに……びっくりするじゃないですかー」

「あいついるとすぐ気付かれるからさぁ、たまにはいいじゃんよう。あーほっぺたぷにぷに」

　連日の作業で疲れきった様よう子すの菘は、叶葉の背中に覆おおいかぶさって頬をつまむ。九曜が学術的興味を抱くほど凹凸に乏とぼしい叶葉の体だが、頬は極上の柔らかさを誇るのだった。

　菘は、安あん東どうを筆頭とした整備班と共に蜂はちの修理をしていた。彼女が「あいつ」と呼ばわる九曜とは既すでに和解している。

「それで？　九曜のヤツは今どこにいるの？」

「おべんと持って、綱つな島じまさんたちのお手伝いです」

　地図へのマーキングに再び挑いどむ叶葉。この地図は戦前までの尽じん天てんを記しるしたもので、「公式」としてはこれでも最新版だ。戦略上重要な施設などは敢あえて記されていないが、それ以外は正確であり、これと実際に歩いたルートを照らし合わせると限りなく現状に近いものができる。綱島に教えられたことだ。

「え、うそ。うわまいったな、副脳の調整してもらっとこうと思ったのに」

　叶葉はふにふにとされるがままの状態で、

「お修理、なにかあったんですか？」

「んー……いや、おじいちゃんが言ってたんだけどさ、ところどころプロテクトされてる部分があるんだって。私はいまいちピンときてないけど。解除してもらわないと手ぇ出せない部分があるみたい」

　きょとん、とする。

「ぷろてくとですか。なるほど」

「……わかってないでしょ。ええとね、つまり、副脳がシステムに鍵かぎかけてるとこがあるの。多分メモリー領域だと思うんだけど、そういうデリケートなとこを下へ手たにいじったら自じ己こ防ぼう衛えいが働きかねないんだって。作戦の機密に関わるだかで。だもんで今はあいつが帰るまで作業やめざるをえないわけ」

「あ、それなら。今お昼ですから、もうすぐ帰ってくるんじゃないかな。綱つな島じまさんたち、今日は午後にはすぐ戻るって言ってましたよ」

　古ぼけた時計を見ると、十二時半。十三時ごろには帰ってくることになるだろうか。

「……ってか、今いま更さらっぽいけどさ。九く曜ようってご飯とか食べるんだよね。正直ちょっと意外だわその辺」

「はい。なんでも、あの姿でえねるぎーを補給するには生き物みたいにごはんを食べた方がどっちかっていうと効率がいいみたいで」

　聞いたことをそのまま述べた感丸出しであるが、つまりそういうことらしい。

「なんかほんとに人間みたいっていうか……カナも世話焼きだなあ」

「あたしが今できるのは、これくらいですから」

　この時代のこの街において、九曜と叶かな葉ははお互い半人前である。

　用よう心じん棒ぼうとしてはこれ以上ないが、やたら頑がん固こな九曜。一方、生活面での雑務全般をてきぱきこなす反面、そそっかしく自衛の心こころ得えも身についていない叶葉。最近ではお互いの欠点を補ほ填てんするように動いている両者だった。

「傍はた目めに見れば兄妹かなんかみたいよ。案外、あいつもあんたのことそういう風に思ってるんじゃない？」

　ぴく、と叶葉の手が止まる。

　そうして、くすぐったそうに笑った。

「……えへ。そうだったらうれしい、ですね」

　マークが終わり、地図帳を閉じる。

　叶葉は菘すずなの拘こう束そくからもぞりと抜け、伸びをした。

「──よしっ。なにかお仕事ありませんか？　あたし、手が空いちゃってて」

　昼食はもう済んでいるし、洗いものも片付け済みだ。それらを全部やった上で地図を開き、そっちが終わったと思えばまた仕事を探さがす。

「……仕事、ったってねえ」

　菘はちら、と叶葉の周囲に視線をやる。

　彼女が朝から片付けてきた仕事が、そこにこれでもかと散らばっている。

　マーキングした地図をその筆頭として、作業場にある備品の目録と足りない部品の一覧、食しよく糧りようの備蓄状況をまとめた一覧と向こう一週間分の食事の献立。加えてそこらに吊つり下げられたポンチョとガスマスクについている砂すな埃ぼこりは、まだ新しいものだ。朝に周辺を探たん索さくしたせいであろう。

「なんもなければさ、ちょっと休んでなよ。あんたばっか駆け回らなくちゃいけないわけでもなし」

　叶かな葉ははその小さい体を目いっぱい動かし、今日も今日とて朝からフル回転だった。

　実際これにかなり助けられているのは事実だ。人手不足というのはこの生存者グループに宿命的について回る問題で、探たん索さく班、整備班、炊すい事じなどその他雑務、と仕事を分担しても手の回らないところは確実にできる。叶葉は通常の仕事に加え、そうしたところを実質一人でやってのけていた。

　助かるのは間違いない。とはいえ、彼女の体を心配する声も無いわけがない。

　端的に言うと働きすぎなのだ。その恩恵を受けている手前、彼女の意欲を無む下げにするわけにもいくまいが──それにしたって、一人の少女が背負うタスクではない。

　菘すずなが言うと、叶葉は笑って答えた。

「あたし、半人前ですから。人の倍働かなきゃいけないって思ってます」

　そう言って叶葉は両手をくるくる回し、まだまだ元気なことをアピールした。疲れを感じさせない笑顔に、菘は「むう」と心配そうに眉まゆをひそめた。

「ん……やりたいってんなら止めないけどさ、あんまり色んなこと背負いこみすぎるのも考えもんよ？　あいつの舵かじ取りだってあんたに頼ってるんだしさ」

　そう、今、叶葉が持つ最も大きな仕事。

　それは九く曜ようの制せい御ぎよだった。

　あの最強の戦闘兵器を御するのは、叶葉にしかできないことだ。

「大丈夫です。九曜もちゃんとがんばってくれてますから」

「……そ、か。でもさ、あれよ、疲れたって感じたらいつでも休みなね？　あんた人一倍働いてるんだから、いつでも休んだって誰も文句言わないよ」

「はい、ありがとうございます！　それでは、あたしは晩ご飯の準備までお仕事探さがしてきますのでー」

　にこにこ笑みながら菘に一礼し、踵きびすを返す叶葉。

　ふと気になって、菘は聞いた。

「……あ、今日って何作るの？」

「《びいふしちゅう》です。お肉やジャガイモとかをお醤しよう油ゆとみりんで煮込むんです！」

　なんでも、八や洲しま海軍に古くから伝わるメニューであるらしい。

　にしても、と、菘は思う。叶葉はやっぱり働きすぎだ。てきぱき、ぱたぱたとみんなの世話をするのはいいのだが、自分の体調や疲れを勘かん定じように入れていないように思える。働くために働いている、とでもいうように。

　何かの形で、彼女の負担を少しでも減らせればいいのだが。

「……私も料理覚えよっかなぁ」

　何かと話題に上がる九く曜ようもまた、黙々と料理の手伝いをしている。

　いつか見たエプロン姿の九曜を思い出し、菘すずなはちょっとだけ「ぷす」と吹き出した。
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　探たん索さく班の護ご衛えいを終え、あらかじめ連絡を受けていた九曜は、その足で作業場へ向かった。

　どちゃがちゃと騒がしい作業場には足の踏み場もないほど多くの機材が転がっている。割れた窓から午後の陽が差し込んでおり、機械油と鉄てつ錆さびに混じって汗のにおいもした。

　整備員が一人、こちらに気付いて顔を上げる。

「お。こりゃ蜂はちの旦だん那な、早かったすね」

「副脳の調整に参ったが、少しよう尉い殿は作業をしておられるか？」

「班長だったらいつもの場所っすよ」

《蜂》の場所だろう。九曜は礼を述べ、そちらに足を向ける。

　果たして安あん東どうはそこにいた。現状では余よ計けいな手出しをできない蜂を前に、ひとまず整備員を散らして、一人で本を読みながら待っていた。安東は九曜に気付くと、紙が黄ばんでぼろぼろになった本を閉じる。

「おお、来たか。表歩きは終わったのか？」

「然しかり。それから周辺の索さく敵てきデータを保存している。端末に送信済みゆえ確認を求む」

　九曜は周辺警けい戒かいのデータを逐ちく一いちまとめて、必ず綱つな島じまや安東に提出している。人の感覚やありあわせのセンサー類では至らないほど詳しよう細さいにまとめられたそれは、九曜がここを訪れてからの最も大きな恩おん恵けいの一つでもある。

　安東は各所に敷ふ設せつされたセンサーと逐ちく次じリンクしているＰＣをいじり、九曜の索敵データを参照して感じ入ったように頷うなずいた。

「──うむ、確かに。毎度ながら見事な手て際ぎわよな」

「この程度、哨しよう戒かいのうちにも入らぬ」

　淡々と応こたえる九曜は少し自慢げに見える。確かに、《蜂》の副脳までフルに活用した上で九曜のセンサーを総動員すれば、今のものなど比べ物にならないほどの情報が得られるだろう。とはいえ、今のこの情報でも十分すぎる程ほどのものだが。

「まあそう言うな、わしら人間にとっちゃこの上ない情報には変わらん。お前さんが来てからこっち、探索班に死人はおろか怪け我が人さえ一人も出ちゃおらんでな。お前さんは、わしらの為ためにずいぶんがんばってくれとるよ」

　安東がそう言うと、九曜は小さく「ふん」と鼻を鳴らした。

「……なにも、貴官らのためだけにやっていることではない。敵を探さがし、戦い、撃げき破はすることこそ小しよう生せいの役目である。然しかるに、これは利害の一致に過ぎぬ」

　戦闘兵器である以上、索さく敵てきと戦闘はすなわち存在意義に繋つながる。いうなれば本能に従った上での行為であり、当然の運用法であるからして、改めてそのように言われても困る。安あん東どうは見み透すかしたように笑った。

「ま、とにかくだ。おかげでほうぼうのパーツもかなりの効率で集まっとるよ。この調子でいくと乙おつ号もすぐに修理しきれるだろう。……して、問題の虫の方だがの」

「把握している。有線直結を行うゆえ、モニタリングを頼みたい」

　安東が頷うなずくのを確認し、九く曜ようは蜂はちにコマンドを飛ばした。蜂が反応し、その触角が音もなく動く。九曜のうなじ──脊せき髄ずい部分が開き、蜂との有線直結に用いるプラグが現れた。蜂の両の触角がそれに応じて展開。無数の外部接続用ケーブルとなって九曜のプラグに集まる。

　──状況を報告せよ。

『全装ソウ甲コウ安定。然シカレドモ副脳ニヨル並ヘイ行コウ処理未イマダ完全ナラズ演算速度低下中。電磁制御エレキテル安定セズ、飛行不可／而シカシテ装着ニヨル機動不可／一部機能及ビ記憶情報凍結中』

　──凍結を解除する。主脳の権限により全情報禁制解除／ソート処理を行う。

『了解』

　そして、九曜は副脳の膨ぼう大だいな情報群に潜る。

　参加した作戦、交戦した敵、戦地のマッピング等、これまでに触れてきた戦争に関する全情報のログが系統付けて整理される。不要情報を削さく除じよ、プロテクトされている機密情報を保護、その上でシステムを完全にメンテナンスモードに移行。

　作業場の景色と音が遠くなり、九曜は、自みずからの記憶に没入していく。

　あれは──、




　あれは、誰の言葉であっただろうか。

「貴官はこれより《鬼き虫ちゆう》として我が八や洲しま国の刃となる。七しち生しよう報ほう国こくの精神をもちて来たる任務に臨のぞみたまえ」

　将しよう官かんの階級章をつけた男がそう言い、九曜は迷わず「了解」と返した。

　記憶を、漁あさる。例えば最初の日、

「昔のことなら、ほっといたら勝手に忘れられるよ。作戦には必要ないもん。最適化、っていうやつね、アタシたちはそういう風にできてるわけ。……にしてもキミ、いくつだったの？　子供っぽくてかわいい顔してるのね？」

　紫むらさきの眼めをした女は巨大な蜘く蛛もの機体を撫なでながら、悪戯いたずらっぽく目を細める。

　──子供扱あつかいはするな。ぼく……いや、小しよう生せいは、もう人間ではない。

　あるいは別のある時、

「ハジキもヤッパも、兵器だろうが鬼虫だろうが、本質的にゃ同じってわけよ。狡こう兎と死して走そう狗く烹にらる。要いらねぇ時にゃとことん要らねぇ。そういうもんだろ」

　鋭いフォルムの螳かま螂きりの傍そばにひょろりと立ち、彼は皮肉げに呟つぶやいた。

　──他とは違う。鬼き虫ちゆうは最強だ。敵を滅めつする絶対の力であり、正義だ。

「は。テメェみてえなガキが九番式たぁ、鬼虫もつくづく因果なもんだぜ。空くう襲しゆうで生き残ったかなんだか知らねェが、そこでくたばっといた方がコトによると楽だったかもしれねえなぁ」

　粗野な態度を憚はばかりもせず、彼は蜈蚣むかでの肢あしに腰こしかけたまま笑った。

　──いいや。馬ば鹿かにするな。あそこで生き、鬼虫となり、力を得たことを、小しよう生せいは誇る。

「護まもるべきは何なのか？　あるいはそれは、正義や人とは全く別種のものやもしれん。吾わが輩はいはそのように考えることがある。貴公はどう思うね？」

　よどんだ目を虚こ空くうに泳がせ、蛾がの男は飽あくなき思案を繰り返していた。

　──……わからぬ。それよりも、任務に集中するべきだ。そんな思し索さくに意味は無いだろう。

「虫の声が聞こえるだろう？　僕たちの行為を規定する、兵器の本能の声だ。……けど、それだけじゃいけない。何も思わず身を委ゆだねるのはただの依存だ。それでは……いけない」

　蟋蟀こおろぎの男は穏おだやかな目に諦てい観かんを滲にじませ、半なかば自分に言い聞かせるようにそう言った。

　──それが戦う為ために必要なことなら、小生は甘んじて受けよう。

「……優しいお人ですのね、あなたは。声でわかります。いつだって気を張ってらっしゃるのでしょう？　けれどそれでは、お疲れになりますわ」

　無数の「子機」に守られた蟻ありにそっと寄り添よい、盲目の彼女は微笑した。

　──疲れなどしない。優しさは必要ない。小生は、ただ戦うのみである。

　それらは上官の言葉であり、虫であった人たちの──戦友の言葉でもあった。

　鬼虫は、みな人間を素そ体たいとして造られた兵器である。虫の制せい御ぎよには「適性」、ある種の超感覚とも言うべきものが必要であり、副脳の電気信号を情報として処理する作業は余よ人じんにできるものではなかった。

　鬼虫にはかつて軍人であったという者や、あるいは研究者であったという者もいた。初期の個体は機械化処理の際に長きにわたる調整が必要であったようだが、九曜のような経歴を持つ先天的適性者は珍しかったようだ。

　意思とは脳による思考の産物。自律判断とは機械の電脳が弾はじき出す計算結果。

　鬼虫の者たちは、そうした両の特性の中間にある存在だった。

「思考に基づく決定だ。我々にはそれが出来る。他のなにものでも無い、自己のみの意思で」

　爆ばく煙えんにかすむ戦場の地平を睨にらみながら、蜻蛉とんぼに抱かれたあの男は、そう言った。

　──そうだ。鬼虫は最強だ。竜りん胆どう、教えてくれ、より優れた空戦の技を。

　竜胆は完かん璧べき主義者であり、誇り高い兵士だった。彼は鬼虫の戦闘力と、機械の力をその強きよう靭じんな意思によって制御することを誰よりも誇っていた。

　記憶が回転し、かつてその耳で聞いたものやその目で見たものが映し出される。普段は戦闘機動に不要なため封ふう印いんしている記憶までも。その中にはかつての戦友の姿があり、例にもれず彼女の姿も存在した。

「ほんと、九く曜ようは見み栄えっぱりの意地っぱりだなぁ」

　いつかの基地での日常で、あの少女は笑った。朗ほがらかな笑みは、しかし彼女の虫たる蜉かげ蝣ろうのように、ひどく儚はかなげにも思えるものだった。

　──君は不ふ思し議ぎな笑い方をする。見み透すかされているようで妙みような心こころ持もちだ、柊ひいらぎ──




「────ちよ──蜂はちよ！」

　安あん東どうの呼び声が合図となったように、九曜は我に返った。

　景色が、音が、廃はい墟きよの夏が戻ってくる。九曜はケーブルで蜂に繋つながれたまま、装そう甲こうの表面に手を当てて身じろぎもせずにいた。

「……、少し潜もぐりすぎたようだ」

　プロテクトの解除が完了した。これで整備班は気き兼がねなく蜂の修理を続けられる筈はずだ。そもそもの最初からこの作業を行わなかったのは、九曜が当初はまだ彼らを完全に信頼していなかったことも多少ある。だがその一方で、自みずからの記憶情報に潜り込むことに少なからず抵抗を覚えていたせいもあるだろう。

　彼女らのことを思い出すと、九曜の思考に、未定義のパルスが発生する。

　作業が完了したことを告つげると、安東は満足そうに頷うなずいた。

「それでは、引き続き蜂の修理を頼む」

「おうさ。大船に乗ったつもりでおれ、それがわしらの役目だからのう」

　話はここで終わる筈はずだった。ケーブルを戻し、九曜はすぐにその場から立ち去らず、少し思案しておもむろに切り出す。

「少しよう尉い殿」

「ん？」

「少尉殿の『役目』とは、蜂を、機械を、あの通信塔とうを直すことであろう？」

　やぶからぼうにそんなことを言い出す九曜を、安東は不ふ思し議ぎそうに見返した。

「う、うむ。それがどうした？」

「好奇心で問うものと解釈して頂いただきたい。──ではそれが終わった後、貴官はなんとする？」

　九曜の意図するところがわからず、安東は片かた眉まゆを上げたまますぐには答えられない。そのようなことを質問するのは九曜とて初めてだった。

「こう仮定する──蜂が完全に復帰したとする。乙おつ号が回復したとして、外部と接触できたとする。そして物資を受けるなり、この尽じん天てんから脱出するなりが成なったとする。今ここにいる全ての人々の第一目標である。しかしながらそれが成れば、貴官が今ここで果たしている役目が全て完かん遂すいされてしまう。その後はどうする？」

　ここに至り、安あん東どうは九く曜ようが何を知りたいのか一応理解した。

　改めて九曜と向き直り、しばし考え、こう返した。

「──そう、さなあ。……そうなったとすれば、今度は向こうさんの整備の仕事も引き受けようかの。どこだって整備の心こころ得えあるものは重ちよう宝ほうがるだろうよ」

「では、その仕事も全て終えてしまえばどうする？」

「その時は、細こま々ごました適当なものを直しながら過ごすとしよう。なんせこんな時代、壊こわれてしもうた機械など掃はいて捨てるほどあるわいな」

「では、例えばこの世から修理すべき機械がことごとく消失したとする。貴官の知識や技量を必要とせぬ天下となったとすれば、貴官はなんとする？」

「その時は、孫娘とゆっくり暮らすさ。その上で尚なおやりたいことがあれば、それはその時に考えるとしよう」

　ひょうひょうと淀よどみなく返す安東を、九曜は真しん摯しな目で見つめていた。

　一いち言ごん一いつ句く聞き逃のがすまいと構えている目。老境の整備士のはっきりとした返答を受け取り、九曜はわずかに俯うつむいた。今度は安東が尋たずねる手番だった。

「──して蜂はちよ、どうした？　何な故ぜいきなりそんな妙みようなことを聞く？」

「……最初に述べたぞ。ただの好奇心である。余よ計けいな気き遣づかいをする必要は無い」

　それだけ答えて、九曜は一礼し、安東に背を向けた。「おい──」と物言いたげな声が重なるが、答えなかった。何故なら、九曜自身にもうまく説明できないことだったからだ。

「それから」

　と、九曜は最後に振り返り、

「この時間帯は作業場に午後の陽光が強く差し込む。蜂の調整は有難いが、少尉殿は老境の身ゆえ、自じ愛あいめされよ」

「お、おう……」




　釈しやく然ぜんとせぬまま九曜の背を見送っていた安東だが、背後からの物音に気付いて振り返った。

「……その、悪い。盗み聞きするつもりじゃなかったんだけどよ」

　ばつの悪そうな顔で物もの陰かげから出てくるのは、綱つな島じまだった。

「綱島か……。いつからおった？」

「九曜のヤツがあんたに質問し始めた辺あたりからさ。なんつうか、どうにも出づらくなっちまってな……」

　いつもの九曜なら、近くの物陰に潜む綱島一人になど気付くなという方が無む茶ちやだ。それなのに綱島のいる方角に見向きもしなかったとなると、やはり少し様よう子すがおかしい。

「そうか……しかし、あんなことを聞かれるとはのう。これもまた珍しいものが見られたと言うべきか、だが、どうにも妙な気分じゃい。あやつわしの体調の心配までしおった」

「ジジイ、九く曜ようとは短い付き合いじゃねえんだろ。ああいうのは初めてだったのかよ？」

「うむ。あやつはさっきのようなことは一度たりとて言うたことがなかった。あんな無意味な仮定の話など……ふうむ」

　顎あごに手を当て、安あん東どうはしばし思し案あん、

「……綱つな島じま。あやつのことをどう思う？」

「あ？　どうも何も、そりゃすげえ頼りにしてるよ。あいつが来てからこっち、怪け我が人が出てねえどころか手前てめえの銃じゆう弾だん一発だって使ったことがねえ。仕事じゃない時もカナ嬢がうまいことやってるし、あいつのこと警けい戒かいしてる奴やつなんてもういねえだろ実際」

「何か変わったことはあったか？」

　綱島は少しだけ記憶を漁あさり、

「変わったこと……ねえ。そういや、あいつ昼の仕事中に駄だ洒落じやれを言ったぜ。本当に『言ってみただけ』って塩あん梅ばいだったけどな。ユーモアがわかるようになったってのかね」

　うむむ、と小さく声を漏もらす安東。これまで考えたこともなかったケースである。

　よもや、と思う。

「──まさしく、その通り、奴やつは変わってきておるということか……？」

　推論に過ぎないが、しかしそう考えないと説明がつかない。綱島は怪け訝げんそうな顔で安東を見た。なんだそりゃどういう意味だ、と目が言っている。安東は彼に説明するというより、むしろ自己の考えを整理する目的で推測を口にした。

「環境の変化、というたらこれ以上のものはない。戦争はとっくに終わり、戦友のほとんどに先立たれ、蜻蛉とんぼ様とは事実上決別しており、おまけにカナのお嬢がおらねばにっちもさっちもいかん状態。これほど長く蜂はちと同化せず暮らしたこともなかったろうし、これほどの人間に囲まれたこともなかった筈はず」

「……あー、つまりこうか？　あいつが俺たちに感化されてるかもしれねえってわけか？」

　神しん妙みような顔で頷うなずく安東。安東は鬼き虫ちゆうの「出しゆつ生せい」を知らない。当然だ、鬼虫がどのようにして製造されたかというレベルになるともはや最高機密扱あつかいであり、整備士ごときが知れる筈もないものだった。

　綱島は頬ほおをぽりぽり掻かいて九曜の去った方角を見ながら、

「……ま、でもよ、それっていいことなんじゃねえの？　俺はあの頃の兵器どうこうは詳くわしく知らねえけどさ、機械だって人間味を持つってことだろ？」

「そうさな。予想外ではあるが、変化であるとすれば喜ばしいことには違いない。だが……」

　安東は《蜂》に目をやる。四つの副脳を休ませ佇たたずむ虫は、何も言わず窓から差し込む夏の陽光を反射している。

「……ふうむ。なんにせよ、このまま順当に事が進めば、何よりだがの」




「──あ！　九く曜よう！」

　地下鉄入り口の階段に差しかかる辺あたりで、九曜は声のした方を向く。そこには、こちらに手を振る叶かな葉はの姿。どうやら外の陽のあたる場所で洗濯物を干していたようだ。一人でやりきれる量ではないため叶葉の他にも数人いるが、そうしたいわゆる家事班の中でも叶葉は他に倍する働きを見せていた。

　ちょうどいいタイミングであらかた終えたらしく、叶葉は仔こ犬いぬのように走り寄ってきて人懐なつっこい笑みを見せる。

「おかえりなさい。いま帰ってきたんですか？」

「……いや、先に作業場に行って蜂はちの調整をしてきた。探たん索さく任務にも特に問題はなく、順当にことを進めることができ……」

　ぴた。

　と、帰るなりさっそく報告を進めようとした九曜の口を叶葉が止める。「待った」の形で掌てのひらをかざし、何かを期待している顔。九曜は思い出し、少しつっかえながらも言った。

「…………ただいま戻った」

「はい」

　うれしそうに頷うなずく叶葉。

　あれから、二人の間で「いってきます」と「いってらっしゃい」と「ただいま」と「おかえり」は一つのルールとなっている。

　叶葉に言わせれば「コミュニケーションの第一歩」とのことだが、帰還時にはすぐさま作戦結果の報告をするという習慣が染み付いた九曜にとって、それを定着させるのは容易でなかった。慣れていないというかなんというか、そうした日常的なやりとりから遠く離れて長い身からすれば、どこにでもあるような挨あい拶さつが逆に違和感を伴ともなう。

　──いってらっしゃい。今日もご無事で帰ってきてくださいね。

　九曜が出る時、叶葉は必ずそう言う。

　二つの言葉は対ついだ。単体では機能しない。いってくると言った以上は帰還してただいまと言う義務が生じ、いうなればそれは「帰ってくる」という約束を取り交かわしたに等しい。九曜はそのように解釈している。

　出しゆつ撃げきと帰還はこれまで何度となく繰り返してきたことだ。鬼き虫ちゆうに関わった上官や整備兵は常に九曜の勝利を願い武運を祈った。しかしあの頃は、「帰ってこい」などとは、一度たりとて言われたことがなかった。

　不ふ思し議ぎだ。

　そう思ったので素直に口にした。

「君は妙みようだ」

「はっ!?　いきなり何!?　それあたしが変な子ってことですか!?」

「だからそう言っている」

「しっ失敬な！」

　頬ほおをふくらます叶かな葉はを見ながら、九く曜ようは考える。

　彼女の場合はどうなのだろう、と。

「時に、一つ質問がしたいのだが」

「あたしだからいいもののいきなり人を……って、え？　し、質問？　急になんですか？」

　安あん東どうにもした質問。彼の回答が思い出される。

「君は、ここでの使命を終えた後で、」

「──カナちゃーんっ！　ちょっとこっち手伝ってくれるー!?」

　唐とう突とつに、向こうから女性の声。叶葉は反射的にぱっと振り向き、

「あ、はい、ただいま行きまーす！　──っと、なんでしたっけ、九曜？」

　機を逸いつした。九曜は口をつぐみ、首を振る。

「……いいや、気にせずともよい。あちらへ行くべきだ」

　叶葉はよくわからないといった風に九曜を見返したが、いつまでも向こうを待たせるわけにもいかない。

　とにかく呼ばれた方にぱたぱた走っていく叶葉。一度だけこちらを振り返り、やはり不ふ思し議ぎそうな顔をしているが、九曜は無言のままずっと見送っていた。

　何を無駄なことを気にしているのだろう。

　己おのれの思考プロセスに、九曜自身が誰より戸と惑まどいを感じていた。こんなことを考えてどうするのか。人間がどうあれ、自分がやるべきことをやるだけだというのは変わらないのに。合理的思考をするに当たってはこれほど無駄なこともない。これも自律判断が失調している故ゆえの弊へい害がいなのだろうか。

　かつての戦友は、今の自分を見れば何と言うだろうか──そんなことを、ふと思った。




　　　　[image: ]




　そうして、夏が日々を重ねていく。

　暑さは引くことがなかった。朝焼けが廃はい墟きよを染め上げる朝と、抜けるような青空に立体的な雲がそびえる昼。西日がビルの残ざん骸がいに突つき刺さる夕に、星が剥むき出しになる夜。そうした日々をくるくると連続させながら、取り残された廃墟の街で人々は生活していた。




「さて」

　切り出す九曜に、大おお真ま面じ目めな顔で頷うなずく叶葉。

　アジトに程ほど近ちかい空き地だった。いや、空き地といってもそれは現在での話で、戦前はここに広い駐車場があったのだと思われる。今は一台の車もなく、看板は無む惨ざんに倒れ、ひび割れたコンクリートを陽光に晒さらすのみとなっているが。

　叶かな葉はは動きやすい運動着に着替えて、手には演習用のペイント弾だんを装そう填てんした九四式拳けん銃じゆうを持っている。

　今から、九く曜ように護ご身しん技ぎの講習を受けるところだった。「自分も身を守れるようにする」という約束に従い、志願したのだ。九曜は立てた軍刀の柄つか尻じりに両手を乗せたまま、

「まず、最優先で狙ねらうべきは頭。それに次いで足。三番目に手である。基本的に機械兵の身体構造は人のそれに準拠しているため、電脳も頭部に搭とう載さいしている。それを破は壊かいするのが理想的だが、叶かなわねば足を撃うって機動力を奪うばってもよい。もしくは手に当てて武器を落とすかだ」

　叶葉、表情に緊張を漲みなぎらせて九曜の講習を聞いている。今この空き地には、訓練用に急きゆう遽きよこしらえた「的まと」がある──廃はい材ざいを十字に組んでボロ布を巻き、頭に歩兵のヘルメットを被かぶせた程度のやつが。

「歩兵級の兵装は三つ、すなわち小銃と拳銃、それから軍刀である。しかし銃器はほとんど弾たま切れの状態にあると言ってよい。事実上、現在の尽じん天てんにおいて彼らが振るうものは軍刀と、せいぜいが小銃に取り付けられた銃剣くらいのものであろう。要は近接戦闘手段しか持っておらぬということだ」

　淡々と続ける九曜に、叶葉は真剣な顔で聞き入っている。こくこくと頷うなずく。

「ここにまず射程距離の有利が生まれる。しかしそれを差し引いても、機械兵の反応は早い。標的の動きを見て弾だん道どうを算出するなど造ぞう作さもないことであるし、両脚が健在な個体であれば回避される可能性は十分。つまり、いかに察知される前に発はつ砲ぽうするか。これに尽つきる」

　こくこく。

「機械兵の視界は人のそれと同様。これに加えて簡素な電子索さく敵てきの機能も有しているが、こちらは劣れつ化かによりほとんど利きかないと考えてよい。だから、重要なのは相手の視界である。無論のこと、機械兵の動体視力は人のそれより遥はるかに優越する」

　こくこくこく。

「そこで、まず最低二歩で機械兵の死角に回れるので、」

　こ、

「ちょっ待、ちょっと待ってください」

「なんだ」

　つっかえ気ぎ味みに口を挟はさまれて、不ふ思し議ぎそうな九曜。

「………………最低、二歩、ですか？」

「理論上は可能だ。良いか、こうして、」

　と言った瞬しゆん間かん、九曜の姿が消えた。

　とん、とん。二度。わざと足音を立てたものと思われる。瞬間に九曜は的の背後にいた。二歩で「く」の字を描くように跳とんだのだ。

「このように」

「どのようにッ!?」

　つまりこの踏み込みで──と（多少ぎこちなく）身ぶり手ぶりで教える九く曜よう。もしかしたらやってやれないことはないかもと思い、叶かな葉はも一応やってみた。

　こけた。

　協議（二人）の後、これは人間には無理だという結論に至る。

　九曜は誰かにものを教えたことがない。人と戦闘兵器の身体能力の違いを、理屈の上ではわかっているものの、なんとなく「自分にも出来るから相手にも出来る筈はず」と考えてしまうのだ。そもそも自分は鬼き虫ちゆうにおいて最も「若い」個体であった為ため、戦術については教わってばかりだった。教える立場になど、立ったことがない。

　結果、何もわからない叶葉と、教え方が壊かい滅めつ的に下へ手たな九曜が二人で試し行こう錯さく誤ごする結果となった。お互いよくわかっていないままになんとなく斬ざん撃げきの避け方のレクチャーが開始される。教わるものなら何でもやろうと叶葉は思っていた。無論、機械兵の斬撃を見てから回避するなど人間には不可能である。

　鞘さやに収まったままの軍刀をゆっくり上下する九曜に、叶葉が奮ふん闘とうする。そんな彼女の様さまは、猫じゃらしを前に興奮する猫にも似ていた。

「こ、こうですか？」

「腰こしの捻ひねりが足りぬ」

「こうっ！」

「悪くはない」

　なんだか違う気がする。

　と頭の隅で思えてきたものの、変なスイッチが入ったのか、これはこれで楽しくもなってきた。だが所しよ詮せんは小娘、調子に乗ってちょっとアクロバティックな動きをしてみたところ、ものの見事に足を踏み外はずした。

「あ」

　こける。二度目。

　頭の隅でそう思ったが、そうはいかなかった。

　叶葉の体を九曜が受け止めたのである。

「あ。あ……ええっ」

「迂う闊かつだな。まずは足腰から鍛きたえるのが良い。基礎的な訓練から始めるべきか」

「えっ、いや、そう……だけど、そうじゃなくてあの！　触ってる！　触ってますから！」

「転倒しかけた体を触らず止める技は小しよう生せいにはない」

「だからそうじゃなくてぇ!!」

　近い。ひとたまりもなく目を白黒させる叶かな葉はを、九く曜ようの赤い目が観察している。真っ赤になってわたわた暴れる叶葉と、「何を暴れているのか」と迷惑そうな九曜が、空き地の一角でもみくちゃになっている。

　そんな折、呆あきれたような声が背後からかかる。

「…………なぁにやってんだお前ら」
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　綱つな島じまである。

　地じ獄ごくに仏ほとけと言っても過言ではあるまい。




　事情を説明すると、彼はごつごつした肩をすくめた。

「──はー。護ご身しん術じゆつの訓練ねぇ。つってもなぁ、華きや奢しやなカナ嬢と天下の鬼き虫ちゆう様じゃ、教えるもなにも次元が違うだろ」

「やはりそうであるか」

「……なんで『自分だけは最初からわかってた』みたいな言い方なんですか」

　肩で息をしながら叶葉は、汗一つかいていない九曜を少し恨うらめしげに睨にらむ。

　ともあれ、餅もちは餅屋、人の護身は人が教えるべきだ。早々に昼の仕事を終えていた綱島が急きゆう遽きよ加わり、叶葉の講師が交代した。

「そうさなぁ」

　綱つな島じまは安全装置をかけたままの拳けん銃じゆうを手でくるくる弄もてあそびながら、

「ま、やっぱ、どうやって逃げ切るかが重要なわけよ。本気であいつらを倒そうと思ったってぶっちゃけ弾たまが足りねえ。一体くらいなら複数でかかりゃやってやれんこともないが、それにしても損そん得とくが釣り合わねえ。向こうさんを一体倒したって、こっちの仲間が腕一本でも持ってかれたら大損だろ？　無理は禁きん物もつ、こいつが第一な」

　それは、この尽じん天てんで生き延びねばならない「生存者」の視点だった。

　と、ここで綱島がごそごそと装備を漁あさる。彼はつい今しがた外から戻ったばかりなので、探たん索さく用の装備はそのままだ。取り出したるは、缶状の対機械フラッシュバンである。

「とりあえず鉄板としては、コイツを投げて、伏ふせる。連中どうやら動くもんに無差別に反応するみたいだから、こいつで気を引けたら、後は自動的に『バンッ』だ。んで逃げるか、逃げ場がなくて相手が一体だったら撃うってもいい、ってとこかな。とにかくどうにか隙すきを捻ねじ込まなきゃお話にならんね」

　ふむふむ、と聞き入る叶かな葉は。実際これで危あやうい場面を何度も切り抜けてきたのだろう。流石さすがは探索班のリーダーというべきか、ベテランの風格があった。

「あとは絶対に一人にならんこと、だな。自分が注意を引き付けてる間に、仲間が後ろから撃つとかでもいい。ただ繰り返し言うが、一番大事なのは『生き残る』ことで『倒すこと』じゃない。…………んで、なんでお前も聞き入ってんのよ？」

「人の立ち回りに興味がある」

　見れば、叶葉の隣となりで九く曜ようも神しん妙みような顔をして綱島の講釈を聞いていた。

　この最強の戦闘兵器も、本体の外見はまだ少年であるからして、場は既すでに講師一人に生徒二人の様よう相そうを呈ていしている。叶葉の運動着と九曜の詰つめ襟えりが絶妙にそれらしさを演出していた。綱島は困ったように鼻頭を掻かいた。

「まいいか。……そんじゃだな、ひとまずこの閃せん光こう弾だんの使い方から教えとこうか」

「は、はい！」

　気合いを入れ直す叶葉と、興味津しん々しんに見守る九曜。

　結果として二人に教える形になり、叶葉の護ご身しん術じゆつ講習は日が傾くまで続く。蝉せみの声だけが、空き地の三人を包んでいた。




　日常は、そのようにゆっくりと積み重なっていった。




　九曜はそれからも叶葉に寄り添そいながら、人々を守り続けた。

　朴ぼく念ねん仁じんここに極きわまれりといった調子は相変わらずだったが、彼は変化していた。暇ひまがあれば叶葉に付いて生活やコミュニケーションを学んでおり、自みずからの任務以外の一いつ切さいに興味を示さないということはなくなった。

　まだ不器用なところはあれ、九く曜ようの生活態度はおおむね好意的に受け入れられていた。そもそも用よう心じん棒ぼうとしてこれほど頼りになる者もない。その恩おん恵けいがかなりのものであることは誰もが理解し、少なからず感謝していた。

　それに、彼の戦う姿を知らない者がほとんどだ。機械兵を瞬しゆん殺さつするあの鮮やかな戦いぶりを抜きにして見れば、九曜は無ぶ愛あい想そうで不器用ではあるにせよ、基本的に朴ぼく訥とつで真ま面じ目めな少年である。ほとんど人間にしか見えないこともあり、黙々と人の生活を学習する九曜は存外に早く馴な染じんできていた。

　最近の九曜はおばさま方に混ざって雑務も行う。エプロンだって装着する。戦闘時と全く変わらない表情とテンションで黙々と缶詰の中身をあけているのだから、彼の両方の姿を知る者が見れば五分は笑えるだろう。

　相も変わらず、叶かな葉ははころころ働きまわった。最近はどうやら菘すずなも料理を覚える気になったようで、ひとまず保存食のパッケージの手を切らない開け方から教えている。

　廃はい墟きよの生存者たちは少しずつ目的を進めながら生きていた。

　パーツ集めの廃墟探たん索さくは、九曜の助力もあって前よりも遥はるかに良い効率で回転した。それに伴ともない通信塔とうの修理もかなり進み、並行して蜂はちの調整も順調に行われる。




　淡々と自みずからの仕事をこなす九曜は、ある時点であることに気付く。

　叶葉は相変わらずせわしなく働き、人々に笑顔を振りまいて、彼らを支えた。だが通信塔とうの修理が進み、人々が確実に目標に近付くにつれ、叶葉は小さな変化を見せるようになった。

　普段はいつも通り。だがふとした時に、どこか哀かなしそうな、何かを恐れるような、そんな顔を見せる瞬しゆん間かんがあった。




　こうした生活は、八月の終わりまで続いた。アブラゼミの雨が止み、ツクツクボウシに取って代わる。底抜けの空の青色がわずかに薄まり、代わりに夕暮れの朱しゆがゆっくりと濃さを増していく。

　とはいえ、夏が終わる気配は遠い。

　そんな日々が変調したのは、昭和一〇一年八月の二八日だった。八月の頭に九曜が来てから一ひと月つき弱の計算になる。

　通信塔乙おつ号の修理が終わったのだ。
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　通信機材は正常に稼か働どう。

　電波発信のテストもパス。

　これで完かん璧ぺきだった。もう施ほどこせる手はどこにも無いほど入念に調整を繰り返し、乙おつ号の回復を確認したのは夜もとっぷり更ふけた午前一時半のことだ。

　電源を通信機に回しているため、室内に照明はない。代わりに持ち込んだ夜間工事用のスタンドライトで補っている状況だった。あまり広くない通信室で、夜遅くまで作業していた男たちが緊張を漲みなぎらせる。部屋の隅に立ち、九く曜ようは安あん東どうや綱つな島じまらの背中をじっと見守っている。

「お、おい、これで本当に信号を出せるんだろうな!?」

「ええいっ、急せくでないわ！　わしらの腕を信じんか、どの道これしか手はないわい！」

　安東は数回深呼吸して、遠隔通信に乗せた救難信号を発信する。

　さほど劇的な変化は起こらなかった。ぶぅん──と通信機が静かに稼か働どうする気配だけがあって、あとは無音。

　九曜は虚こ空くうに目をやった。その九曜に、男たちの視線が集まった。

「──暗号化された広域通信波を感知した。正常に動いている、問題ない」

　緊張の糸が切れる。

　安東は身の縮むような溜ため息いきをついた。身を強こわ張ばらせていた整備士がみな安あん堵どの表情を浮かべ、中には疲労のあまり壁伝いにずるずる座り込む者もいた。

「…………これから、どうなるか。運を天に任すのみか」

　あとは待つばかり。

　そして、世にも歯は痒がゆい一日が経過する。状況に変化があったのはそれから約二十時間後、夜の一〇時ごろだ。

　信号にレスポンスが来たのだ。

　この事実に、いつも冷静な安東でさえ目を剥むいた。彼を筆頭に、扉を蹴け倒たおさんばかりの勢いでキャンプの全員が通信室になだれ込む。その中には当然九曜もいたし、叶かな葉はもいた。

　誰もが、固かた唾ずを呑のんで見守っていた。

　安東は静かに端末を操作し、通信を双方向モードに移行させる。埃ほこりだらけだったヘッドセットを装着し、無数の視線を背中に受けながら、自身も緊張して「それ」に応答する。二ふた言こと、三言、応答した。

　電波の向こうに誰かがいる。

　これはもはや疑いようのない事実だった。安東は更さらにぽつぽつと応答を繰り返し、一いつ旦たんヘッドセットを外はずし、皆を振り返ってこう告つげた。




「《東とう京きよう》だ」




　──救難信号を受信した。そちらに誰かいるのか？　応答を求む。私は可か児に、東京の生存者探たん索さくチームの者だ。

　通信は、壮年と思われる男のそんな言葉から始まった。

　東とう京きよう──俗に「都」と呼ばれる八や洲しまの中心。南部の防ぼう衛えい都市である尽じん天てんからは距離が離れているが、あそこも二十年前の戦争でかなりの被害を受けた筈はずだ。

　だが、その傷は他の都市ほど壊かい滅めつ的ではなかった。腐くさっても八洲という国の中心であった場所だ。二十年の歳月の中で、東京はかなりの復興を見せていたのだ。とはいえ完全に余裕を取り戻したとは言い切れず、当分、東京を中心とした関かん東とうのごく限られた区画で手一杯だった。

　そして足元がある程度落ち着いた時、東京は国中に他の生き残りの姿を求めた。

　本格的に生存者を探さがすようになったのは今からほんの一年ほど前のことだ。しかし、各地の主要な通信施設が壊滅し、軌道上の観測衛星も宇宙のチリとなって久しい今、東京を中心とした電波の網あみはほとんど全て分断されていた。半なかば陸の孤島と化していたのは尽天だけではなかったのだ。

　状況の確認ができないのでは、各地のどこがどのようになっているのかすらわからない。だが、いつまでも手をこまねいてばかりでもいられない。とにかく東京の通信施設を修理した上で、各所から発信されるかもしれない救難信号をじっと待ち、時には受信地域を限定しない無差別な質問信号を飛ばし続けていた。

　そこで、南部のある防衛都市から、極きわめて微弱な信号を感知したのだ──という。

　ありあわせのパーツで応急的に修理した乙おつ号の信号が拾われたのは、ほとんど奇跡に近い。

　通信室の誰もが息を詰める中、安あん東どうは一ひと言こと一言を噛かみしめるようにして尽じん天てんの状況を説明した。都市機能の大半は壊かい滅めつ。暴走した機械兵の脅きよう威いあり。生存者多数。食しよく糧りようは保存加工されたものが残されているが、それとて底が見えてきた。救援、補給を受けねば、ここもいつまで持つかわからない。

　東京の男は、それらを全て了解した。可か及きゆう的てき速すみやかに救援を寄よ越こす。差し当たり、それに先んじてそちらに補給物資の空輸を行う、追って連絡するため通信端末を常に待機状態にしていて欲しい──そう伝えた。そして最後に、こう付け足して通信を終えた。

　──生きていてくれて、感謝する。我々も報むくわれた思いだ。

　安東は端末を待機状態にして、ヘッドセットを外はずし、肺はいの中を空からにするような深い深い息を吐はき出した。年とし甲が斐いもなく興奮しているのか、まだ手が少し震ふるえていた。

　振り返る安東を全員が見つめている。安東は彼らに応こたえるように、会かい心しんの微笑を浮かべた。

「戻って全員に伝えねばならんな。成功だ、我々は孤独ではなかった」

　八月二九日、午後一〇時半。

　狭せま苦くるしい通信室に、爆発的な歓声が沸わいた。
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　二日後、とのことだ。

　三機の小型輸送ヘリが、無人制せい御ぎよのもと尽じん天てんに訪れることになった。

　これにあたり、こちら側から幾つか条件を付けた。

　一つ、視認されにくい夜中に飛ばして欲しいこと。一つ、輸送機には可能な限りでいいから万全のステルスコーティングを施ほどこして欲しいこと。それから最後に一つ、決して最短路を飛ばず、海を大きく迂う回かいした上で尽天の軍港に着陸して欲しいということ。

　安あん東どうは、当然、尽天に鬼き虫ちゆうが存在することも伝えていた。壱いち番式《蜻蛉とんぼ》及び九番式《蜂はち》の存在を知った時の先方の驚きよう愕がくはかなりのものだった。当然だろう、既すでに全機戦死していたものと思われた鬼虫が二機も現存しているというのだから。

　そして先の幾つかの条件は、他のなにものでもないあの男を警けい戒かいしてのものだ。

　夜、ステルスを施し、彼のセンサー範囲外から大きく大きく迂回する必要があった。

『……了解した。先に輸送機を送った後で、我々が陸路から尽天に行く。その際、壱番式と接触してみようと思う』

「接触、ですと？　しかしそれは流石さすがに危険が大きすぎるのでは？」

『もちろん注意は払うし、万全を期す。どのみち鬼虫が生存しているというなら、こちらとしても放ってはおけないからな。会話が通じるようであれば交こう渉しようを試みるつもりだ。……話を聞く限りでは、完全に暴走している様よう子すでもないのでな』

　そして、東とう京きよう側が輸送機を用意し始める。

　二日後の同じ時間、通信塔とう乙おつ号を目印として、海うみ際ぎわから尽天の軍港に向かう。人々はそれを待つのみとなった。




「──あの、九く曜よう」

　背後からの叶かな葉はの声に、九曜は振り向く。

　地下鉄の居住区は上を下への大騒ぎになっていた。もちろん、希望が見えたことへの歓喜ゆえである。この時ばかりはみんながみんな諸もろ手てを挙げて喜び、もう日付も変わっているというのにちょっとしたどんちゃん騒ぎになっていた。

　酒を持ち出した奴やつがいるようである。その手の嗜し好こう品ひんは地下倉庫に大事に保管していたというが、こんなめでたい日だ、構わないから飲んじまおうということになっているらしい。

　九曜は地下鉄入口の階段横に座り、地上の夜の空気に晒さらされていた。周辺を索さく敵てきする目的もあったが、どちらかといえばそれは口実に近い。夜空を見上げながら、ただ一人じっと思し案あんにふけっていた。

　そんな折に、階段を上がって叶葉がやってきたのだ。

「……如何いかがした。こちらの心配は無用だが」

「お酒、飲めないですし。みんな酔っ払っちゃってるから、この間にちょっと外の空気が吸いたいなって思って」

　軍刀を肩に立てて座る九く曜ようの横に、叶かな葉はも腰こしを下ろした。

　九曜は何も言わない。一方の叶葉もしばらく無言を保っていたが、何度か横目でこちらをちらちら窺うかがっている。すぐ隣となりでじっと膝ひざを抱かかえる叶葉が、口の中でもごもごと何か言葉を転がす。やがて、ぽつりと、

「九曜は、これから、どうします？」

「知れたこと。蜂はちを復活させ、竜りん胆どうに再戦を挑いどむのみ」

　はっきりとそう返す九曜に、叶葉は俯うつむいた。

「あたしは……。あたしは、どうしよう、かな」

　あの時の顔だ、と九曜は思った。乙おつ号の修理が進むにつれ、叶葉が時折見せるあの表情。哀かなしさと、何かに怯おびえているような。九曜はその都つ度ど、叶葉の体調不良を予想して何があったか問うたのだが、叶葉はすぐに笑顔に戻って「なんでもないです」と言った。

「今のごとき君の顔を、小しよう生せいはよく目にする。体調不良ではないようだが。とすれば、何か別の要因によるものか？」

　九曜の問いはしごく単純な推論だったが、それはある意味で正せい鵠こくを射ていたようだ。小さく肩を震ふるわせる叶葉。

「……正直、怖こわくなる時があります」

「解げせぬ。目的は成なった。何を恐れることがあるのか？」

「うまく言えませんけど……でも、今の生活が終わっちゃったら、どうすればいいのかわからなくて」

　全て終わったその後に、一体どうするのか。

　九曜は、前に自分も安あん東どうに同種の質問をしたことを思い出す。そして、叶葉にも聞こうとしてできなかったことも。「ここでの目的が終わったら」──というのは仮定の話ではあったが、この分だと本当にあの話の通りになりそうだった。

「あたし、身寄りがないんです」

　そう口火を切り、叶葉はぽつぽつ語り出した。

　自分の中で思考を整理するような語り口だった。十歳の時に両親を亡くしたこと、それから四年ほど商家で小こ間ま使づかいをやってきたこと、更さらに十四歳で廓くるわに売られたこと。そして、その時に「ある人」に仕つかえるようになったこと。

　九曜は、それを黙って聞いていた。

　叶葉は、膝ひざをぎゅっと抱かかえて、眼前の虚こ空くうをじっと見ていた。そんな叶葉の顔を九曜は初めて見る。

「──伍ご長ちようは、生きろ、と言ってくださいました」

　まるで独ひとり言ごとのように、叶葉は呟つぶやく。

「あたしはそのご命令を守ります。守らなくちゃいけないから、生きます。どんな形でもいいから、少しでも皆さんのお役に立って、生きてるってことを証明したい」

　それが彼女なりの、「叶かな葉は」という一個人の表現方法だった。誰かの為ために走り回って、誰かの役に立つ。そうした諸もろ々もろの仕事は、叶葉の中においてある意味で「生きる」ということと同義だった。そうやって、ずっと生きてきたのだから。

「……でも、それでも、少し怖こわくなる時があるんです。……あたしは、ここでのお仕事が終わったら、どうなってしまうんでしょうか」

　九く曜ようは、その言葉の意味をあまりよく噛かみ砕くだくことができなかった。あらゆる反応に対して極めて敏感な九曜だが、人の感情の機き微びには逆に鈍感だ。

　今ここにおける役目が終わってしまった時、何をすればいいのか。

　身寄りもなく、たった一人で。

　言いようのない不安だった。

　例えば菘すずなには安あん東どうがいる。生存者たちには夫婦である者や兄弟姉妹の関係にある者もいて、彼らは少なからず何かの「繋つながり」を持って今ここに生きている。だが叶葉の繋がりは、二十年前のあの戦争に全て置き去りにしてしまっていた。血の繋がる者は誰もいないし、かつての主あるじも既すでにこの世にない。

　叶葉の声は小さく震ふるえていた。自分のすぐ隣となりにうずくまる彼女の姿は、その背に名状不明な大きな不安を背負っているようだった。

　九曜は、彼女の感情を一から十まで理解することはできない。

　だが、ごく客観的ではあれど、彼女に対する一つの見解を示すことはできた。

「君は、人間だ」

「……え？」

「人間は、機械ではない。人間には存在理由が設定されていない」

　叶葉は目を丸くして九曜を見ていた。

　何な故ぜこのようなことを言うのか、九曜自身も厳密にはわからなかった。あるいはそれは、安東が言うところの彼自身の変化の賜たま物ものであったのかもしれない。

　人と機械の相違点を思考していた。これまで、ずっと。

　いつか死し骸がいの散乱する神社で考えたことが今、頭の中で反復される。役目を失った兵器は狂う。

　目的のない道具に存在価値はない。

「九曜……？」

「迷うなら、それもいい。君にはその先のことを思考し決定する権利があるからだ」

　例えば全てが終わったとして──使命の全てに片がついて、もう何もする必要がなくなってしまった時。安東がそうであるように、人は、新しい目的を見出すことが可能だ。それは意思のあるものに平等に与えられた権利だ。「そうであらねばならない」という使命を持った上で生まれた人間などこの世にいない。

「……なんだか、よく、わかりません」

「その後のことはわからぬ。だが、少なくとも小しよう生せいは、君がいた方がいい」

　断言した。

　九く曜ようは、人間に興味を抱いていた。蜂はちが回復したとしても、それとは別に知りたいことは少なくなかった。彼女から教わる様々なことが、戦場にしかいなかった九曜にとって新鮮で興味深い。だから、この後がどうあれ、九曜は純粋にそう思う。

　叶かな葉はの顔が、にわかに真っ赤に紅潮する。だが九曜にはその意味はわからなかった。

　人と機械は、違う。

　この世のありとあらゆる道具は、まず目的ありきで生み出される。速く走るために車があるように。海を渡るために船があるように。釘くぎを打つために槌つちがあるように。──戦うために、兵器があるように。

　兵器はただ戦うことこそが使命だ。戦いの中に果てるか、使命を失い狂うか。

　道具には、「その先の物語」が、最初から存在しない。
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　そして、八月三一日の午後一〇時。

　夜空を突つく高い通信塔とうの根元に、人が集まっている。

　もはやキャンプを張る必要はない。テントの代わりに並ぶのは運送用のトレーラーが数台、その周囲で待つ人々は夜の海をじっと見ていた。埠ふ頭とうに転がる邪じや魔まなものは片っ端ぱしからのけられ、三機のヘリの着陸を邪魔しないようにされている。

　歴史的接触というのは、こういうもののことを言うんだろうか。

　集団の中に混ざって夜空を見上げながら、叶葉はそんなことを思った。どこかで虫が鳴いている。潮しおの匂においのするぬるい風が吹き、するりと頬ほおを撫で去っていった。湿り気がある。空は曇どん天てんだし、明日は雨が降るかもしれない。

　東とう京きようからの供給は、単純に物資を受け取るという以上の大きな意義を持っている。尽じん天てん以外にも生存者が息づいており、そればかりか東京はここよりずっと復興しているということ自体が、この上もない朗ろう報ほうだった。

　ふと背後を振り返る。集団から少し距離を置いて、九曜がいつもの顔でじっと腕を組んでいる。手を振ってみた。虚こ空くうを見ていた九曜はそれに気付き、ちらと叶葉を一いち瞥べつするが、特に何をするでもなく再び視線を空に投げる。

　──小しよう生せいは、君がいた方がいい。

　不意にあの言葉を思い出し、叶かな葉はは一人でまた赤面した。何一つ飾らない言葉は、一体どういうつもりで発せられたものだったのだろう。もちろん自律判断に関わってくるところも多少はあるのだろうが、それでも、それ以外の理由が少しでもあったら。

　そうだったら、うれしい。

「──おいっ、あれじゃないか!?」

　誰かの叫びに、叶葉の思考が引き戻される。

　西の夜空に、ちかりと輝く光があった。無人小型輸送ヘリのサーチライトだ。

　ややあって、ヘリのローターが空気を震ふるわす音が届く。横並びの三つの光は海うみ際ぎわを大きく迂う回かいして、ついに尽じん天てんの埠ふ頭とうに接近した。通信室からの安あん東どうのナビゲートを頼りに、確実にこちらに向かってきている。

　集団の間に、小さな感嘆の声が広がっていく。中には感動のあまり涙声になっているものまである。叶葉はそれを聞きながら、自身もじっとヘリの光を見守っていた。

　これで、尽天での生活も終わるのだろうか。ふとそう考え、いいや違う、と思い直す。これで終わりではない。これからなのだ。この物資供給は、ほんの始まりに過ぎない。この瞬しゆん間かんに立ち会ったことを、叶葉は奇き妙みようにおごそかな気持ちで受け止めていた。

　そして、夜空の光に魅み入いられた人々は気付かなかった。

　九く曜ようが、ヘリとは違うある一点に目を留め、硬こう直ちよくしたことを。

　人間の眼めでは絶対に見えない、ケシ粒のように小さな小さな不ふ可か解かいな光を発見したことを。

「これで……みんな、もう大丈夫なんでしょうか。ねえ、九曜──」

　叶葉は独ひとり言ごとのように呟つぶやきながら振り返り、

「……あれ？」

　九曜が消えていることに、一人だけ気付いた。




　走る。

　体にかかる負荷も厭いとわず、コンクリートを踏み砕くだかんばかりの勢いで九曜は走る。

　叶葉が気付いた頃には、九曜はもう港の埠頭から一キロメートル以上も離れた廃はい墟きよを駆けていた。照明がない真っ暗な夜よ闇やみの中、視覚を暗視モードに移行。見えた光の位置から自分が向かうべき座標を計算し、地形を完全無視して全力でひた走る。

　闇に沈んだ大通りをあっという間に突つき抜け、瓦が礫れきを越え、ビルの上を弾だん丸がんのように跳とび渡る。音速にすら迫る速度で体が空気を裂さき、風の鳴る甲かん高だかい音が後を引いた。

　体にかかる重力がどうしようもなくわずらわしい。翅はねを持たない身が恨うらめしく、いつまでもまとわりつく「音」の存在に自分の鈍さを思い知らされる。

　こんな速度で、奴に追い付けるわけがない。

　九く曜ようは最大級の危険を意味する甲こう種しゆ緊急無線を放ち、無人ヘリの制せい御ぎよシステムに電波の声を無理やり叩たたき込んだ。

『撤てつ退たいせよ！　今すぐにだ!!』

　しかし、こんなもの気休めにもならないことは九曜自身が誰より承知している。目標設定がなされたシステムに今いま更さら何をしたところで、九曜の権限でルートを撤回させることなどできない。そもそも、何もかもが遅い。

　全センサーを動員して、夜空に目標の痕こん跡せきを探さがす。

　反射電でん磁じ波と熱源と気流と音を徹底的に解析し、狙ねらい通りの座標に予想通りのものが存在することを感知する。夜空を矢のように貫つらぬくものは、そもそも隠かくれようともしていなかった。狂おしいほどの焦しよう燥そうが九曜の思考をかき乱す。

　最後の跳ちよう躍やく。

　着地のことなど何一つ考えていない。爆発的な跳躍力に、踏み込んだビルの屋上部分が砕くだけ散る。脚部の人工筋きん繊せん維いにかかる負担にも構わず、九曜は風圧が乱れ狂う空中に躍おどり出る。

　そして、撃うった。

　左腕の電磁加速機構が唸うなりを上げ、一気に数十発ものニードルを吐はき散らした。照準など初めから放ほう棄きした、計算した座標目がけての闇やみ雲くもな弾だん幕まく。

　そんなものなど、攻こう撃げきどころか足止めにもならなかった。

　一いつ瞬しゆんだった。発射したニードル全てが一瞬のうちに細こま切ぎれに切り刻きざまれ、チリとなって夜空に四し散さんした。

　恐ろしく黒い細身の「虫」が、恐ろしいほどの速度で空を横切る。反重力の翅はね。碧あおい複眼の残光。糸のように細く鋭い銀色の鋼こう鉄てつ。今の姿の九曜など、まさしく、歯し牙がにもかけない。

　電波と声の両方で、九曜は、叫んだ。

「──竜りん胆どうッ!!」

　絶叫がこだまして消える。

　あの蜻蛉とんぼに、どうしても届かない。

　神速の虫が巻き起こした衝しよう撃げき波に、九曜の矮わい躯くは人形のごとく吹き飛ばされる。ビルの屋上に突つっ込み、床を三階分ぶち抜いて、その体はようやく止まった。




　視界の遥はるか向こうにちかりと閃ひらめいた銀光が、瞬まばたきをした時にはそこに居た。

　居た、と思った時、もう何もかもが終わっていた。

「え、」

　誰もが、金かな縛しばりを受けたように固まっている。

　一部始終を目撃したにも関わらず、あまりの速さに叶かな葉はの脳が追い付いていない。

　その、一秒にも満たないほどあっという間の出来事──漆しつ黒こくの物体が、正面の天空に忽こつ然ぜんと現れた。それを中心としてピアノ線のように細い細い光が幾いく筋すじも奔ほとばしった。そして光の糸が全て収束し、黒い物体の体内に吸い込まれて消えた時、

　三機のヘリが、全てばらばらに切り裂さかれていた。

　事態の激変に対してむしろ遅すぎると思われるほどのタイミングで、かつてヘリであったものが火を噴ふく。爆ばく炎えんが空を照らし、水面に反射される。腹の底を震ふるわす轟ごう音おんが届いた。夜よ闇やみを焼いた爆発はいともあっさりと収束し、飛ひ沫まつをあげて海中に没する。

　まるで噓うそのような光景。

　目に焼き付く爆発の後、叶かな葉はの目は海上の空に滞空する物体に奪うばわれていた。黒い細身がぬらぬらと輝き、二対ついの銀色の翅はねが音もなく淡い光を放っている。そして頭部の、三六〇度全てを視る碧あおい複眼。




　紛まごうことなき、《蜻蛉とんぼ》の姿だった。







　　　四　─　修羅







　夜明けごろ、雨が降り始めた。

　東とう京きようの生存者捜たん索さくチームのリーダー、可か児には、眼前の信じ難がたい光景に絶句していた。

　三機の輸送ヘリが海の藻も屑くずと化したあの瞬しゆん間かんから約八時間後、可児率ひきいるグループは尽じん天てんの軍道九十九号線に到着していたのだ。この時、移動中であった可児は八時間前に何が起こったのかをまだ知らない。

　それより、あの鬼き虫ちゆうがいると聞いた時は耳を疑った。可児はあの戦争における鬼虫の顛てん末まつを知っているわけではないが、「鬼虫は全ぜん滅めつした」というのが東京側の共通認識だったからだ。正直、まだ半信半疑でさえある。確かに尽天は戦争末期の激戦区であり、数機の鬼虫がそこに投入されていたというから、信しん憑ぴよう性はあるが。

　そして、可児はこれを好機だと見た。

　鬼虫は全点豪華主義の超高性能機であり、今となっては失われた技術がふんだんに用いられている。もしも壱いち番式と九番式を確保することができれば、その機体を解析して得られるデータは質と量ともに計り知れない。可か児にが直接出向いた上での「交こう渉しよう」には、生存者の安全を確保するという以外にもそうした目的があった。

　しかし、もしも、ということもある。

　可児は今、複数人の部下と、中隊規模の新型機械兵を率ひきいている。

　戦後に製造もしくは改良を受けた、護ご衛えい用の兵士である。抜かりない整備の恩おん恵けいもあり、一体一体の性能は廃はい墟きよを歩き回る旧型より数段高い。

　それに加え、隊の先頭と殿しんがりには、同じく戦後の改良型である小型多脚戦車、通称《兇まがつ》を配置してもいる。これらは道中の用心のためでもあるが、鬼き虫ちゆうと接した場合の「最悪のケース」を想定してのものでもあった。

　万事抜かりは無い。そう思っていた。

　隊たい伍ごを組んで装そう甲こう車に乗り込み、軍道を南下して、可児はそれを見た。

「……なんだ、これは……!?」

　驚きよう愕かくがそのまま口から零こぼれる。それほどまでに、眼前の光景は常じよう軌きを逸いつしていた。

　軍道が、兵器の死し骸がいで埋め尽つくされている。

　機械兵が数百体──いや、数千にも及ぶだろう。軍刀や弾たま切ぎれの小しよう銃じゆうなどあらゆる武器の残骸と共に、道路上に屍しかばねの山が築かれている。そればかりか高こう架かから溢あふれ、死骸は地面にまで幾いく重えにも折り重なっていた。そして歩兵級の機械兵のみならず、地面には敵拠点を対象とした大型の侵攻兵器や、無人制せい御ぎよシステムを用いた多た砲ほう塔とう戦車すら転がっていた。

　それらはみな一いち様ように、何か鋭利な刃物で両断されたような痕あとを晒さらしている。機械兵から分厚い装甲を持つ戦車級まで、一つの例外もなくだ。縁ふちに触れたら手を切ってしまいそうな、鏡のような断面の見事な切せつ断だん痕こんだ。

　雨の中、時が止まったように静かな、壮絶なる死骸の山。それを前にして、可児は戦せん慄りつした。

　誰がこれを行ったのか。

　そんなことは、決まっていた。

「隊長、あれを……！」

　部下の一人が、ある場所を指す。

　積み上げられた屍の向こう、軍道脇わきの廃ビルの上に、それは停とまっていた。

　細長く鋭いフォルムは機械的であり、それでいて生物的でもある。六本の肢あしでぴたりと停まる、夜よりもなお黒い機械。翅はねを畳んで静かに佇たたずむその姿は、大だい蛇じやか、さもなくば神話の龍りゆうにも似る。

　だが、蛇でも龍でもない。それは一匹の巨大な蜻蛉とんぼだった。

　あまりにも異様な光景に、隊の全員が言葉を失う。その時、突とつ如じよとして未定義の回線から通信波が飛び込んできた。

『──何用あってお見えになりましたか』

　男の声。静かな声だった。

「……、君は……君が、鬼き虫ちゆうの壱いち番式か？」

『肯定。自分は鬼虫壱番式《蜻蛉とんぼ》・四し天てんの竜りん胆どうであります』

　全身に雨を受けたまま、四天の竜胆は微動だにしない。こちらを見もせず──いや、見ているのだ。人間のように顔を向けていないだけで、あの複眼は全方位のものを余すことなく認識している。可か児には軍道の惨さん状じように再び目を落とし、

「これは、君がやったのか？」

『肯定。彼らは自分に挑いどみ、故ゆえに敵性個体として全て撃げき破は致しました』

　とにかく、気を取り直す。十分に会話が成立することがわかった。そればかりか彼の話し方は極めて理知的で落ち着いた印象がある。丁てい寧ねいな口調は、人間に対する奇き妙みような敬意を感じさせる。可児は一ひと言こと一言を言い含めるように話を進めた。

「私は可児、東とう京きようの者だ。この尽じん天てんに生存者がいることを知り、彼らを救助しに来た」

『なるほど。それで合が点てんがいきました』

「なに？」

『今より八時間二〇分三六秒前、自分は尽じん天てんの西より侵入する所属不明の回転翼機を撃げき墜つい致しました。然しからば、あれは東京側の飛ばしたものだったのですね』

「……ッ!?」

　瞠どう目もくする可児。ここと尽天の港はかなり離れている。それでいて可能な限りのステルスを施ほどこしたというのに、それでも感知して撃墜したというのか。

「君は、尽天の内情がわかっているのか……!?　あそこには生存者がいる、我々の助けを待っているのだぞ！　ここを守り続けることが無意味だとわからないのか!?」

　竜胆は、答えない。

　焦あせりを募つのらせ、可児は続ける。

「いいか、君はこんなところにいてはいけない。いつまでも過去に囚とらわれていてはいけないんだ。……その力、未来の為ために使ってはみないか？　我々には生存者を救出する義務があり、東京の復興を進める目的がある。君ほどの者が助けになれば、これほど頼もしいことはない」

『勿もつ体たいなきお言葉。しかし、自分にはやるべきことがあります』

「……やるべきこと、だと」

『自分は、戦闘用にありますれば』

　あくまでも静かに返答する竜胆だが、そこには頑がんとして譲ゆずらない気配があった。

　機械は、自分の使命を忠実に守る。それが存在理由だからだ。だが、彼の力は絶大すぎる。ここで放っておくわけには断じていかなかった。

「何な故ぜ……ここに居続ける。君は一体、何をするつもりだ」

　竜胆は、答えない。

「どうあっても、ここに残り続けるのか」

『肯定』

　ただそれだけの返答だった。可か児には小さく深呼吸し、覚かく悟ごを決めた。

　合図を出す。隊列を組んでいた護ご衛えい兵が一斉に武器を構えた。二機の兇まがつも臨戦態勢に入り、無数のセンサーが蜻蛉とんぼを焦点として殺到する。それを受け、心なしか雨にけぶる蜻蛉の複眼が碧あおく妖あやしく光ったように思えた。

「君は、野放しにするには危険すぎる。……もはやこちらも手段は選ばん、なんとしてでも同行してもらう」

『退ひかれませい。戦後製造うまれの赤子では、この竜りん胆どうを視みることすら叶かないませぬ』

「やらなければわからん……っ！」

　ざわり、と場に緊張が満ちた。泰たい然ぜんとして動かない竜胆に無数の戦意が突つき刺さる。最新型がこの数ではさしもの鬼き虫ちゆうとてただでは済むまい。可児はごくりと生なま唾つばを飲み込み、決心して全機に攻撃指示を、




『よかろう。鬼虫の闘争を見せてくれる』




　蜻蛉が、消えた。

　無音。

　速いなどというものではない。最初からそこにいなかったのではないかと思うほど、その動きは怪かい物ぶつ的だった。思い出したように散る雨う滴てきだけが、そのビルに巨大な蜻蛉が停とまっていたことを示している。

　その雨粒がコンクリートに爆はぜて水音を立てた時にはもう、竜胆の展開した液状の鋼はがねが全機体を余すことなく照準していた。

　無数の切断音は、蜻蛉が描いた斬ざん撃げきの数に反して一つに重なって聞こえた。

　呼吸一回分の猶ゆう予よさえなかった。吹き荒れる竜たつ巻まきはその痕こん跡せきとして、凄すさまじい風と空気の轟ごう音おんと砕くだけ散る雨粒だけを残し、既すでにその殲せん滅めつ行為を完了していた。ほぼゼロの時間差で、ただ一度の攻勢で。

　二機の兇が何もできず細こま切ぎれにされ、護衛兵の首と胴体が切り離される。ものの一秒で鉄てつ屑くずと化した巨体が崩くずれ落ち、前後して護衛兵が全て斃たおれる。それから更さらに数すう瞬しゆんだけ遅れて、空中に取り残された首が次々と落ちて転がった。

　初動から完殺まで、人ごときの目では何一つ見えない。それどころか機械の高感度センサーであってさえも、竜胆が放った無数の斬撃面が認識できなかったに違いない。

　結果として可児が見たのは、眼前に滞空する蜻蛉の機体がその身に銀色の流体を収おさめたところだけだった。流体は雨の中で冷たく輝き、標的を切断した鋼こう線せん形態から収束し、幾いく筋すじもの滝を逆回しするように蜻蛉とんぼの機体に戻っていく。

　密集した陣形の全てを舐なめた斬ざん撃げきは、可か児にをはじめとした人間たちには傷一つ付けていない。

　一拍おいて、蜻蛉が無む造ぞう作さに再び流体を操作する。

　鋼はがねが流動し、錐きりのように変化して突つき出された。その先端は装そう甲こう車のフロントガラスを貫通し、可児の額ひたいに触れる数ミリのところで止まる。これからもう数センチも突き出せば、人間一人の脳組織を破は壊かいするなど容易たやすいことだ。

『三度は言いませぬ、退ひかれませい。自分の戦いはまだ終了しておりませぬ』

　抵抗手段など残されていない。

「戦い、だと？　……これ以上、何と戦うつもりだ。戦争はもう終わったんだぞ！　ここを守る意味も尽じん天てんに拘こだわる意味も、もうどこにも無い筈はずだ！」

『意味など、笑止。戦って死すことこそが自分の本ほん懐かいであります。それ故ゆえに生きてきた身の上なれば、いずれはそれ故に果つるが道理──それが、この竜りん胆どうの唯一つの決定事項』

　ごく当たり前のことのように述べる竜胆。兵器の本能に依存しているというばかりでなく、そこには強きよう靭じんな意思の気配があった。

　可児はぎり、と歯は噛がみし、せめてとばかりに竜胆を睨にらんだ。

「……街の人々は、どうなる……！」

『それを決定する男は、自分ではありません。どうぞお手をお出しになりませぬよう』

　そこで、可児は自分の中においてある推測が頭をもたげるのに気付いた。

　まさか。

「──九番式と、戦うつもりか」

　竜胆は、今度は答えなかった。

　ただ、可児は彼が笑ったかのように思えた。

　虫は笑わない。気配と言うべきもので可児はそれを悟さとった。言葉の切れ間の沈黙に、妖あやしく光る複眼を有す蜻蛉の空気が「ぞわり」と沸わき立ったのだ。

　何一つ「表情」を変えない蜻蛉の眼に毛穴一つ一つまで視認されながら、可児は冷たいものが背せ筋すじを駆け下るのを感じた。

　これぞまさに兵器の放つ冷気だと、可児は思わずにはおれなかった。

　人とは全く異種のもの。冴さえる刃の表面、銃じゆう口こうの暗さ、装甲の照り返しやアイセンサーの光や駆動する歯車の音。そうした、強烈な暴力を内包した無機的な冷たさだ。眼前の蜻蛉は、強靭な意思力と兵器の冷徹さの両方を有している。

　丸まる腰ごしにも等しい人間たちに、選択の余地はもはや皆かい無むだった。




　装甲車の反応が感知範囲から消えるまで、蜻蛉は一ミリも動かず滞空していた。

　やがて新たに増えた死し骸がいを見下ろす。竜胆は、彼らは自分にとって一いつ切さいの脅きよう威いたりえないことを誰より理解していた。彼らの衝しよう動どうを深く理解し、認めこそすれ、自みずからが全力で戦うに値あたいする「敵」としてさえ認識していない。

　何もかもが、致命的に遅いのだ。

　竜りん胆どうには全てが視みえている。全てがゆっくりと、手に取るように認識できる。敵の数も、敵が見ている場所も、どこを斬きればよいのかもどの角度から攻めればより効率的かも。

　彼の特別攻こう撃げき術が発動した瞬しゆん間かん、この世の万物が竜胆の知覚能力の前に曝さらけ出される。

　そう、何の誇張も抜きに、何もかもがゆっくりと視えているのだ。

　超音速の弾だん丸がんをその凹凸のディティールまで詳しよう細さいに識別できる。光の広がる瞬間を認識できる。幾兆からなるナノマシンの結合と流動を端はしから端まで完全に管かん制せいできる。今の竜胆はその気になれば、四方数万メートルにも及ぶ知覚範囲に存在する全ての雨う滴てきを、一秒のうちに誤差一ひと桁けた以内で数えることさえできた。

　最強の蜻蛉の特攻術は、名を《神タ経キ加オ速ン》という。
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「そう、ですか。……いえ無理もない、こちらも蜻蛉とんぼ様を甘く見ておりましたでな」

　雨の降り止まない午後、蒸し暑い通信室で安あん東どうは可か児にの報告を聞いた。

　あの事件の後で海中に散乱した補給物資のサルベージをしようという声も上がったが、そんな道具はありはしないと諦あきらめて、翌日のことだった。

『……確認できたことがあるんだが、彼は、確かに狂っていない』

　通信機の向こうで、可児が重々しく告つげる。

『ただ電脳が異常をきたしているのみであったら、まだ対処のしようもあったが……言葉も至って明めい瞭りようだったし、通信シグナルに一つのノイズもありはしなかった。彼は一から十まで完全に正気で、確信的だ』

　見通しが甘すぎた。

　状況の激変と期待に判断力が鈍っていなかったとは言わない。だがそんなものは言い訳にすぎない。何よりも悔くいるべきは、蜻蛉の能力を見誤ったことだ。今回の件は、ただ《四し天てんの竜胆》という圧倒的な壁を誰もが思い知っただけに終わった。

　外部からの接触は徹底的に阻そ止しされる。となれば、こちらで対応せざるをえない。

『九番式は、まだそちらに？』

「ええ。今も蜂はちの調整をしとりますわ」

　答えると、通信機の向こうで可児がしばし沈黙する。何かを思考するような数秒の間。やがて、「はっきり聞いたわけではないが」と前置きし、言った。

『壱いち番式の目的は、九番式だ』




　作業場に散乱するガラクタをまたぎ、叶かな葉ははこっそりと蜂はちの修理スペースを覗のぞいた。

　そこには、九く曜ようがいる。こちらに背を向け、荒れた床にどっかりとあぐらをかいて、無数のコードで蜂と繋つながっている。

　あれからずっと九曜はそうしていた。恐らくは膨ぼう大だいな量のデータのやり取りをしているのだろうが、座ったまま微動だにしない様よう子すは傍はたから見ると異様だ。誰かが座っているというよりも、人の形をした置物がそこにあると言った方がしっくりくる。

　近付いて声をかける気には何な故ぜかなれなかった。何も言わず蜂の情報に潜もぐる九曜の背中は、まるでそれ以外の全てを拒否しているような気がしたのだ。

「──叶葉か」

「ひゃいっ!?」

　唐とう突とつに向こうから声をかけられ、叶葉の体が跳はねる。あっさりと感知されてしまった。

　気付いてはいるが、九曜はこちらを振り返りもしない。叶葉は観念して、おずおずと物もの陰かげから出た。近寄ることを少しためらい、三歩ほど離れた場所から話しかける。

「ぇと。……お昼ごはん、作るから。手伝ってもらおうと思って……そのう」

　近頃いつもやっているように、九曜にも昼食の準備を手伝ってほしいというのは本当だ。だが、それだけで呼びにきたわけではなかった。

　人々の落らく胆たんは深かった。蜻蛉とんぼという巨大な壁に阻はばまれ、希望が見えたところで叩たたき落とされたのだ。この尽じん天てんにいる限りあの鬼き虫ちゆうから逃のがれられないということを嫌いやでも実感させられ、中には蜻蛉にみな殺されるのだと言い出す者さえいた。みな昨日の今日では混乱と絶望から立ち直れず、叶葉は居住区にいるのが辛つらかったし、何かしていないと落ち着かなかった。

　つっかえながらも用件を口にした叶葉に、九曜はしばらく黙っていた。少し怖こわくなる。

「そうか。……そうであったな」

　が、やがて静かにそう応こたえ、九曜はコードを外はずして立ち上がった。振り返る彼は、いつも見ている朴ぼく訥とつな九曜だった。叶葉は安心する。顔にも出た。九曜はそれに不ふ思し議ぎそうな顔をしながらも、踵きびすを返して歩き出す。その後ろをとことこ歩きながら、

「あのっ。だいぶ長くああしてましたけど、どんなことしてたんですか？」

「主脳との接続テストである。バグを確認してエラーを潰つぶして、少しずつ自律系のシステムを修復していく必要がある」

　前をぐいぐい歩く九曜。叶葉はその背中を追いながら、

「なるほど、……ってよくわかんないですけど。あ、それと今日のお昼ごはんは《かれえらいす》にしようと思ってて、だからまず野菜の皮をむくんです。教えたから、できますよね？」

「うむ。包丁の使用など容易たやすい」

　それだけ答えて、以降は無言。

　間が持たない。

　叶かな葉ははとにかく話を続けなきゃと懸けん命めいに話題を考えた。沈黙がなんだか怖こわかった。蜻蛉とんぼにヘリを撃げき墜ついされた精神的ショックは、勿もち論ろん叶葉にだってあったのだ。

「ええと、それから、……そうだ。昨日の夜、九く曜よう、いなくなってましたよね？　どこ行ってたんですか？　もしかして、トンボさまのことに気付いて──」

　失言だと、叶葉は気付かなかった。

　今の九曜にしてはならない話だった。

　ざっ、とこちらを振り返り、肩越しに叶葉を見る目。その目に叶葉は射られた。裏側には叶葉には想像もできない「何か」が渦うず巻まく、人間味の全く無い、恐ろしい目だ。その威い圧あつ感に押され、叶葉の喉のどから「ひ」と細い息が漏もれた。

「──奴やつのことは言うな」

「っ、ご……ごめんなさ、い」

　わけもわからずたじろぎ、震ふるえる声で謝罪する。

　九曜は正気に戻って、そんな叶葉に向き直り頭を下げた。その表情は硬い。

「…………すまぬ。君を威圧するつもりはなかった。……その通りだ、小しよう生せいは奴を阻そ止しするため反応を追ったが不可能だった。やはり今の姿では、竜りん胆どうにはまるで及ばぬ」

　懺ざん悔げのような口調。叶葉はおずおずと、

「で、でも。九曜はがんばってくれてます」

「だが、最終的に奴を撃墜できねば全て無意味だ」

　誰もが口に出さぬまま理解していたことを、本人がはっきりと言葉にする。

　もう、九曜だけが最後の頼みの綱つなだ。

　九曜はもちろん、竜胆と戦う為ために蜂はちの修理に努つとめている。蜂の機能が回復すればすぐにでも竜胆に挑いどむだろう。だが、そのこと自体が叶葉に言いようのない不安をもたらしていた。

　九曜と過ごした時を思い出す度たびに、その不安は強くなる。

　彼が遠くに行ってしまうような気がした。

「──なぜ、小生は、出遅れた……」

　彼の独ひとり言ごとが、やけに耳に残った。




　そうだ。

　なぜあの時、気付くのが遅れてしまったのか。

　九曜があの光に気付いた時点で、既すでに蜻蛉は尽じん天てんの半分を突つっ切っていた。北端から飛び立ち、ものの数秒でだ。もっとこちらが早く反応できれば、まだ対処の余地はあった筈はずだ。少なくとも時間稼かせぎはできた。そう思わずにはいられない。ニードル弾だんの狙ねらいも甘かった。よもや体が鈍っているというわけもあるまいが、考え始めればキリがなかった。あの時の九曜の対処は、今にして思えば何から何まで度どし難がたいまでに甘い。

　例えば、蜂はちが万全であれば、結果はもっと違った筈はずだ。

　それに加え、今の九く曜ようの頭にはかつてとは違って様々な種類の情報が詰め込まれている。叶かな葉はから教わったこと、人々から聞いたこと。ここでの生活におけるあらゆる記憶。

　もしかすれば、それはあってはならないことではなかったのか。

　自分が、より戦闘に特化してさえいれば。戦時中のあの頃のように、戦いだけを考えていれば──その意識は無自覚に九曜の頭に染み込んでいく。ただでさえ己おのれを圧倒的に上回る蜻蛉とんぼを前に、余よ計けいなことなど頭に残しておく価値があるのか。

　自分は、兵器だ。

　蜻蛉と再戦を望む、鬼き虫ちゆうの蜂だ。
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　記憶に潜もぐり、主脳と副脳のリンクを試みる。

　何度も何度も繰り返した。この一ひと月つきほどの間に行った試行回数はゆうに一万回を超える。九曜は、暇ひまさえあれば蜂と有線で繋つながり何時間も座していた。その度たびに、あらゆることを思い出した。いつもは封ふう印いんしている記憶がその時ばかりは蘇よみがえり、無数の言葉や風景を思い出させては流れ去っていく。




　無む明みようの柊ひいらぎは不ふ思し議ぎな少女だった。

　あの静かな黄昏たそがれ色の瞳ひとみを、九曜は今でも思い出すことがある。副脳と接続し自分の頭を覗のぞくような作業を続ける時はなおさらだ。

　柊は、九曜と似たような境遇から八番式《蜉かげ蝣ろう》の本体となった。といっても彼女の場合は瀕ひん死しの状態から即座に鬼虫となったわけでなく、竜りん胆どうに見出され、時間をかけて訓練を重ねていったようだ。

　機械化された時点で年齢など関係なくなるが、柊は他の鬼虫と比べて機械化された当時が幼く、本人曰いわく九曜よりは「一つだけお姉さん」だという。

　柊は鬼虫の一角とは思えないほど表情豊かで、よく喋しやべり、いつも仏ぶつ頂ちよう面づらの九曜とは正反対の印象だった。それでも物事の本質を見み極きわめることに長たけ、その観察眼は他の鬼虫も感心するほどのものだった。

「竜胆が言ってたよ。九曜は安定してないって」

「……どういう意味だ」

　ある時、柊は九曜の瞳を覗き込むようにして、そう言った。

「才能の塊かたまりだけど、ムラっ気の塊でもあるって。実際すごいよ、だって適性があったって調整なしで一発で虫と適合するなんて他じゃ無かったんだもん」

　柊ひいらぎの言っていることは正しかった。九く曜ようは極きわめて順調に蜂はちと適合を果たし、翌日には完かん璧ぺきにその機動制せい御ぎよを成なし遂とげていたのだ。だが一方で、彼の挙げる戦果は安定しなかった。まだ戦いに慣れきっていないと見ることもできようが、それにしても振れ幅はばが大きい。

「でもねー。一発で適合するのもそうだけど、ここまでぶれるのも他にないよね。君さ、いっつもムスッとしてるけど、実は気分屋だったりするの？」

「……知らぬ。小しよう生せいは任務を遂すい行こうするのみだ」

「あー、ほらまたそうやってかっこつける。竜りん胆どうのマネでしょそれ。巴ともえがかわいいかわいいって言ってるの、多分そのやたら肩かた肘ひじ張ってるとこだと思うけどなぁ」

　九曜はむっつり押し黙る。彼女の方が一枚上うわ手てのようで面おも白しろくない。腕組みをしたまま何も反論しない九曜を面白そうに見て、柊は「そこで」と切り出した。

「私は考えてみました。君の振れ幅が一番大きい時がいつか。九曜が一番強いのは、どんな時なのか──自覚あったりする？　知りたい？」

「どうでもよい」

「あ。知りたいって顔だ」

　図星だった。九曜はむすっとしたまま横目だけを柊に流し、「聞いていてやるからとっとと話せ」と目で言った。

「よく聞いてよ。実はね──」




　繋つながった。

　主脳から発信した質問信号を副脳が受け取り、適正なパルスを返す。外部からの調整と九曜自身の情報制御と接続試験を繰り返した結果、初めて副脳が正しく反応したのだ。ついに非正規メンテナンスでここまできた。

　──状況を報告せよ。

『副脳一号・二号・三号・四号回復。並ヘイ列レツ処理オヨビ自律判断機能ノ復旧ヲ行ウ。是カ非カ』

　──是。

『了解。副脳補助開始──』

　モニタリングしていた安あん東どうが驚きよう愕がくに目を剥むき、九曜を見ている。

「……繋がったか!?」

「うむ。これより自律判断の復旧に移る」

　それさえなんとかなれば完全復活はもう目の前だ。演算速度が跳はね上がり、電磁制御エレキテルも真の性能を取り戻す。各機関の自己修復プログラムも十全に動く筈はずだ。

　九曜は座り込んだまま静かに両目を閉じ、蜂はちの信号を受け入れる。何本ものコードで繋がれた九曜と蜂の間を無数の光のパルスが行き来する。

　代だい替たい任務抹まつ消しよう／暫ざん定てい司令《かなは》の登録解除／思考プロセスの高速化／自律判断に基づき戦闘に関する不要プログラムの削さく除じよ──

　当然のことだが、虫の自律判断は全て戦闘が最優先事項であることを前提としている。

　然しかるに、戦闘に不必要な情報は実戦時のノイズとなる危険性も考慮され、片かた端はしから凍結される。そう、戦闘兵器が戦い以外のことを削けずるのは、当然のことだ。

　副脳が自動的に弾はじき出したコマンドを、九く曜ようは、受けた。

　──自分が、より戦闘に特化していれば。

　──そうでなければ、奴やつには、届かない。

　故ゆえに。

『最適化開始。情報整理。包丁ノ使用法、冗談ノ文法、適切ナ感謝ト謝罪、ソノ他スベテ戦闘ノ効率化ニハ繋ツナガラズ不要也ナリ。記憶情報凍結。他、

　不要也。

　不要也。

　不要也。

　不要也。

　不要也──』

　──不要也。

　情報の最適化と効率化、主要概がい念ねんの確認。九曜はそれを自らの判断で行う。副脳と切り離されていた時に覚えた「不要な情報」をメモリーの奥に格納し主脳からパージ、精神状態を戦闘に特化させ、己おのが内にある本能を認識する。

　深刻なダメージによりこれまで不完全だったものを自分で補い、九曜は自律判断に全ての思考を委ゆだね、鬼き虫ちゆうとなる。

　当然のことだ。九曜は人ではない。そういう風にできている。

　自律系の復旧が終わった。九曜はコードを外はずし、ゆっくりと立ち上がり、蜂はちの装そう甲こう表面に手を触れる。これまでとは比べものにならない範囲の反応を、手に取るように認識できる。その背を見る安あん東どうが怪け訝げんそうな顔をしていることもわかった。

「……異常はないのか？」

「無い。自律系の復旧は完了した。引き続き細部の修理を要請するが、仔し細さいないか？」

「わかっておる。……のう、蜂よ。お前さん先刻までとはまるで様よう子すが違うぞ？」

「何がだ？　小しよう生せいはこれで正常である。要いらぬ心配は無用」

　振り返る九曜の赤い目からは、安東が数日前に感じた「変化」が消えていた。




「九曜！」

　話を聞き、叶かな葉はが九曜のもとに駆け付ける。

　九く曜ようはその時、作業場から離れ、傾かしいだ電柱の上でセンサーの感度を確認していた。だから叶かな葉はが走ってくるのもとっくに気付いており、そちらに目を向け、叶葉を見下ろした。

「君か」

　見下ろされ、九曜の顔を見た時、叶葉は言いようのない違和感に気付く。

　何かが違う。

　それが何かは説明できない。ただ、今の九曜は、つい今朝までの九曜とは別種のものであるという気がした。淡々と味み噌そ汁しるの大おお鍋なべから中身をよそっていた彼とは、どこか違う。

　とん、と九曜は電柱から飛び降り、叶葉と正対した。人間離れした赤い色の両目が、観察するようにじっとこちらを見つめている。

「君の司令登録は解除している。これより小しよう生せいは己おのれの判断で任務を継続し、蜂はちの復旧まで臣しん民みんを守しゆ護ごしよう。ご苦労であった」

「え、──はい。あの、」

「では、これより周辺警けい戒かいに移る」

　九曜は一礼し、そのまま何も言わず叶葉に背を向けた。

　違和感を拭ぬぐいきれなかった。その背中がいつもより遠い気がした。叶葉は慌あわてて九曜を呼び止め、彼が振り返ってから何を言えばいいのか考え始める。とはいえ何をどう聞いていいのかわからず、逃げ道のようにごく日常的な質問をした。

「ごはん……晩ごはんの準備、ありますから。いつ帰ってきますか？」

　これまで何度も繰り返した、ごく日常的な問いかけだった。だがそれが、違和感の正体を決定づけるものとなった。

　九曜はとても不ふ思し議ぎそうに問い返した。

「なんだ、それは？」

　それだけで、恐るべき確信に至る。

　九曜は、叶葉との繋つながりの中で得たものを全て忘れている。




　硬こう直ちよくしている叶葉に再び一礼し、九曜は一度の跳ちよう躍やくで廃はい墟きよの奥に消える。

　現在の目標は蜂の修復と、それを行う人々の保護。然しかるに障害たりえる機械兵を先んじて撃げき破はする必要があり、こちらから出向いて破壊かいすることが最も手っ取り早いと判断した。今の九曜に「いってきます」と「ただいま」は必要でなかった。

　軍刀に手をかけ、九曜はただ「敵」の姿のみを頭に思い浮かべた。
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　トレーラーのエンジンの整備を終わらせ、タオルで顔の煤すすと汗をもろとも拭ふき取って一息ついたのは午後三時を回った頃だった。菘すずなは相も変わらず暑い空を恨うらめしげに見上げ、悪態のひとつでもついてやろうかと思ったところ、視界の隅をびゅんと横切る何者かに気付く。

「あ、九く曜ようだ」

　手でも振ろうかと思ったが、その頃にはもう九曜は視界のどこにもいなくなっていた。相変わらず人間離れした速さである。まあ、実際に人間ではないのだが。

　続いて今度は叶かな葉はを見つけた。彼女は午後の日差しの中をふらふらと歩き、こちらにも気付いていないようだった。

「おーい、カナっ！」

　今度は手を振る。だが叶葉はやはり気付かない様よう子すで、そのまま向こうへ行ってしまう。菘は彼女のそんな様子を訝いぶかしむ。聞こえない距離ではなかったと思うのだが。

　なんだか様子がおかしい。

　とはいえその時はあまり深く気に留めなかった。叶葉だって疲れる時くらいあるだろうし、これから休むならわざわざ呼び止めることもない、程度に思っていた。

　作業場の安あん東どうと合流した時、真実を知る。




「……それ、ほんとなの？」

　蜂はちの自己修復プログラムの稼か働どう効率が完全になったことを確認しながら、安東は首しゆ肯こうした。

　自律判断が復活した途と端たん、九曜はこれまでの日常で得たものを全て放ほう棄きした、という。

　それは例えば叶葉に教わった料理や洗濯などの仕事であったり、人と接する上での初歩の初歩といったものだ。

　取るに足らぬこと、と言えばその通りではある。兵器の思考プロセスが働き、戦闘を最優先事項としてデータの効率化を図ればそうしたものを不要と判断するのは当然のことだ。

　だが。

　菘は手にしていた工具箱を床に放り出し、ツナギの袖そでをまくって出口に足を向けた。

「何をするつもりじゃい」

「あのバカ探さがしてぶん殴なぐってくる」

「やめい。蜂はあれこそ正常なのだ。そのこと自体を責めるは筋すじ違いというものぞ」

　──そんなこと言ったって。

　安東はあくまで冷静だが、菘は見たのだ。あの時の叶葉の様子がおかしかったのは、多分それが原因だ。安東の話から考えると、菘が見たあの時点で九曜は「正常」に戻っていたということになる。叶葉はきっとあの時にそれを知ったのだ。

「……カナが、もう知ってると思う。様子がヘンだったし、ふらふらして、たぶん落ち込んでた。それが一番ハラ立つ……！」

　そして、そんな叶葉をのんきな推測であっさり見過ごした自分自身にも。

　安あん東どうはそれを聞き、叶かな葉はがあの九く曜ように既すでに接触したことを知って嘆たん息そくした。

「そうか。お嬢はもう知ったのか」

「おじいちゃんはなんでそんな冷静なのよ!?」

　つい語気を荒げる菘すずな。理屈ではわかるが、感情の部分で納得のいかないものがある。

　九曜にはかつて、けんもほろろに突つき放されたことのある菘だ。あの機械的な素っ気なさに一度は腹を立てた身だが、だからこそ最近の九曜の変化を好ましく感じていた。

　ことに、菘も料理を教わり出したばかりの頃、野菜の皮むきに手こずっていた自分に「君は包丁も上う手まく使えぬのか？」と偉そうな顔をしながらも、九曜が手が離せない叶葉の代わりにやりかたを教えてくれたこともある。ああいうところでの先輩ヅラがやたらと人間くさくてつい笑ってしまったことを覚えている。

　確かに九曜は元はといえば戦闘用で、その自律判断からすればあの程度のことは不要と見るべきなのだろう。

　だが、そんなのはあんまりだ。

　まるでその時までの九曜の人間くささと、それを受けて感じたことや、叶葉をはじめとした繋つながりそのものまで否定されてしまうような気がした。

　重々しい沈黙が降りる。動かぬ蜂はちだけが二人を見ている。

「おいジジイ、頼まれた部品持ってき──た、ん、だが……あん？」

　そこに大小様々な部品入りのダンボールを抱かかえた綱つな島じまがやってきて、妙みような場面に行き当たったとばかりに眉まゆをひそめた。

「ンだ、じいちゃんと孫で喧けん嘩かか？」

　唇くちびるを噛かみしめる菘を見て、そのように解釈したらしい。まだ頭の中で状況を整理しきれていない菘に代わり、安東が綱島に簡潔な説明をする。

　どかっとダンボールを床に置いて、綱島は一息つき、

「……あいつが？　確かかよ、おい」

「間違いない。わしはこの間あやつをして『変わった』と言うたが、まさしくその変わる前の様さまとなっておる。九番式の蜂はああであったよ。いやはや、昔を思い出す」

「だからっ！　そりゃ昔から見たら元通りかもしんないけどさ！　でもだからってハイそうですかって納得できんの!?　言っとくけど私はそんなのやだかんね！」

　喰くってかかる菘。安東は白熱する菘を見て、ラップトップのＰＣを閉じ鷹おう揚ように笑った。

「そうさな。だからとて、それでいいとはわしも思っちゃおらんよ。なんせわしも蜂の変わったところを見た証人の一人。お嬢が落ち込んどったと知ればなおさら知らぬ顔もできん」

「つったってよ。その……なんだ、自律なんちゃらってのは機械の性さがみてえなもんなんだろ？　いじったりなんだりができる問題でもねえんじゃねえか？」

　綱島が素朴な疑問を口にする。

「……もちろん、わしのできることも知れておる。ただ少し、あやつと昔の話をしてみようと思っての。なんせ蜂はちの過去を知っておるのはわしだけだ」

　言って、安あん東どうはちらりと菘すずなに目配せをする。菘は自分のやるべきことをさっと理解し、今度こそ作業場の出口へ足を向けた。

「カナんとこ行ってくる」

　言うが早いが、あっという間に姿を消す菘。彼女のいさましい背中を見送りながら、綱つな島じまは頭をぼりぼり掻かいた。

「……で、ちょうどいいとこに来てくれたってツラしてんな、ジジイ」

「よくわかった。流石さすがと言うべきかの」

「わぁってんよ、あんたが九曜で菘がカナ嬢なら俺はそれ以外だろ？　みんなには話しとく、気にせずやってくれや」

　安東は菘に向けるものとは違う、少し申し訳なさそうな笑みを皺しわだらけの顔に浮かべた。

「すまん、お前さんにも苦労をかける」

「ヘリをぶった斬ぎられてからこっち、タダじゃすまねえのは覚かく悟ごの上だっつうの。これくらいはな。九曜が頼りだし、こっちもしっかりしなきゃなんねえ。……じゃ、あの野郎は頼むわ」

　九曜との会話と叶かな葉はへの対応と、仲間への説明と。自分の役が他の二つと比べて楽な方に当たるのだと理解しているのだろう、綱島は何一つ気負う風も見せないまま安東に背を向けた。
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　歩いてきた記憶がほとんど残っていない。頭が真っ白になって、いつの間にかそこにいた。

　叶葉はふらふらと自みずからのねぐらまで戻り、壊こわれた車両の座席で独ひとり膝ひざをかかえていた。

　脳のう裏りには去っていく九曜の後ろ姿ばかりがあって、他のことがほとんど残っていない。頭の中が上う手まく整理できずに、ただあの時の九曜の赤い目と言葉がぐるぐる回っていた。

「あ、やっぱりいた」

　声に顔を上げる。

「……菘さん？」

　自分でも驚くほど芯しんの抜けた声が出た。菘は「にひ」といつものような笑みを浮かべ、薄暗い車両に入って叶葉の隣となりに座る。

　そこで思い出す。ここに来るまでに、頭のどこかで自分を呼ぶ声がしたことを。耳が聞いた声が頭まで届かなかったようだが、聞き慣れたその声は菘のものであったように思う。

「……あ……ごめんなさい。あたし、菘さんのこと無視しちゃってましたよね」

「あーいや、いいって、そんなの全然気にしてないし。……えーと、あの、それよりさ」

　頬ほおを掻きながら、菘がなにやら言葉を探さがしている。それだけで察することができた。声がしたのは叶かな葉はが外にいた時で、つまり九く曜ようと別れてすぐの時だ。あの時の叶葉の様よう子すを見ただけでなく、もしかしたら自分と九曜のやり取りも見ていたかもしれない。

「九曜のこと、なんだけど」

　びくりと身が震ふるえる。あの目を思い出した。あの心底不ふ思し議ぎそうな顔を。あの言葉を。

　──なんだ、それは？

「カナはさ、あの──」

「浮かれてました、あたし」

　言葉を被かぶせられ、菘すずなはつんのめるように口をつぐむ。叶葉は鼻先の薄うす闇やみに浮かぶ埃ほこりをじっと見ながら、独白のように続けた。

「九曜にいろんなこと教えるのが楽しかったです。あのひとが皆さんと一いつ緒しよにお料理とかお洗濯とかするとこ見て、うれしかったです。なんと、なく……ほんとに、ほんとになんとなく、なんだか、こういうのが続けばいいなぁって、思ってて」

　こんな状況下でそれがどれほど呑のん気きな感覚だったのか、少し考えればわかりそうなものを。

　戦後で、廃はい墟きよで、そうした非常事態の中で、それでも楽しい時は確かにあった。生き真ま面じ目めかつ変なところでプライドが高く、しかし存外に素直なところがある九曜にものを教えているうち、彼に特別な情を抱いていたことは自覚している。

　叶葉にとって九曜は命の恩おん人じんで、彼曰いわくの「部下」で、互いに半人前の相あい棒ぼうで、言いようによれば友達で、もしかすればそれ以上の何かでもあった。

　けれど、二人の間にはそもそもの最初から決定的な違いがあったのだ。

「うれしかったんです。九曜があたしのこと必要としてくれてて。でもそれって、あたしの自己満足でしかないって思って……そういうあたしが、なんかすごく勝手に思えて。九曜は、鬼き虫ちゆうでした。……九曜は、やっぱり、戦うための、兵器でした」

　これまで誰にも聞かせたことのない、重く乾いた声。

　菘は叶葉の様子に圧倒され、それでも励ますように言った。

「……カナ、あのさ、そうかもしんないけどさ。でもだからって、九曜のヤツがもうなんにも聞かないわけじゃないでしょ？　もう一回ちゃんと話してみれば、案外あっさりしたもんかもしれないじゃん。あいつアタマかったいけどバカみたいに素直な時あるしさ、ね？」

「もう、いっかい」

「そ。んでそれでもスマした顔してやがったらね、こう、あんにゃろを思いっきり張っ倒してやんのよ。よくも忘れてくれたな！　って。この薄情モンが！　ってさ」

　精一杯明るい笑顔を向けてくれる菘だったが、叶葉はすっかり気が弱ってしまっていた。いつもの笑顔がうまく作れない。泣きそうな目を伏ふせ、弱々しく歪ゆがんだ口の端はから情けない息が漏もれる。兵器としての「正常」に戻った、あの九曜の顔を思い出してしまう。

「……めん……なさい。あたし、こわい、です」

　確かに、菘すずなの言う通りかもしれない。少なくとも絶対に無いとは言い切れないと思う。

　けれど、叶かな葉はにはどうしてもその勇気がなかった。

　自律判断機能による徹底的な「無駄」の排除。叶葉が楽しげに教えた色々なことは、戦闘兵器にとっての「無駄」に該がい当とうする。少し考えれば誰だってわかることだ。

　またあの顔をされるのが、どうしようもなく恐ろしい。

　──小しよう生せいは、君がいた方がいい。

　あれはきっと、デジタルに制せい御ぎよされた自律判断プログラムの中に溶けて消えた言葉だ。

　肩が小こ刻きざみに震ふるえていた。菘はそれに気付き、重い痛みに耐えるように顔をしかめた。叶葉の肩に手を回し、せめてとばかりに体を寄せる。

「……私はね、あんたのやることどれも無駄だって思ってないよ。だってみんなすごく助かってるもん。九く曜ようが強いのと同じくらい、あんたがみんなのこと支えてくれるの大事だよ」

「……ごめん……なさい」

「バカ言わない、そこでごめんはないでしょ。だって、本当のことじゃん」

　うまく言葉が出てこない。

　──ちがうんです。

　口の中でだけ呟つぶやいて、叶葉はそのまま菘の体温に身をゆだねる。ある大きな不安が、叶葉の心の奥の奥に居座っている。九曜の視線に、心の中の最も弱い部分を突つき刺されたような気がしている。

　みんなのことは大好きだ。だからこそ、叶葉は怖こわかった。

　全てが終わった後にどうすればいいのか。

　つまりはその言葉に集約される。叶葉は天てん涯がい孤独の身で、かつて仕つかえた主あるじもおらず、できることといえば家事全般の雑用のみ。裏を返せば、それがこの生存者グループの中で自分のいる意味を示せる唯一の手段でもある。

　ならば今この状況が終わり、自分のそうした雑用が必要なくなってしまった時、叶葉は誰にも必要とされなくなってしまうのではないか。

　口に出すことさえ恐ろしくて、今に至るまで誰にも打ち明けられずにいる。

　生きなくてはならない、けれど。

　ひとりぼっちになるのが、怖かった。

　自分に何もなくなるのが怖かったのだ。
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　周辺の索さく敵てきを終え、何もいないことを確認した上で九曜は帰還する。ビルからビルを跳とび渡り、アジトの近くの路上に着地した。ひび割れたコンクリートから立ち上る陽かげ炎ろうに包まれながら、九く曜ようは人の反応を探たん知ちする。

「──おお、おお、ここにおったか」

　外歩き用のツバつき帽子を被かぶった安あん東どうが、ひょいひょいと瓦が礫れきをよけて歩いてくる。九曜はそちらに目を向け、

「少しよう尉い殿、周辺警けい戒かいは終了している。視察に来るほどのことでもない」

　まだまだ強い陽光の下、安東に直射日光の悪影響を注意する言葉もない。安東は苦笑し、

「今いま更さらお前さんの仕事ぶりを疑うわけもなかろうよ。ただ少し、昔話がしたいと思ってのう」

「しかし小しよう生せいは、」

「まあつれないことを言うな。どのみち暇ひまであろう？　遠出して相手を探さがしに出るわけでもなし、この老いぼれに少しくらい時間をくれんか？」

　九曜は黙考する。近辺に敵反応は無し。昔話に意味があるとも思えないが、望まれるなら付き合うのも不可能ではない──あくまでも戦闘を最優先とした上でそう判断し、了承した。

　二人はアジトの入口近くにあるベンチに腰こしを落ち着ける。そこはかつてバス停だったところで、簡単な日よけと、飴あめのようにぐにゃりと曲がった時刻表がある。九曜は立てた軍刀の柄つか尻じりに両手を乗せ、何も言わず安東の言葉を待った。

「にしても、つくづくまたお前さんの顔を見られるとはのう。わしも昭和の七四年には引退しておったからして、お前さんらの調整に関わった期間も知れておるが。……他の鬼き虫ちゆうを覚えておるか？」

「記憶にはある。だが積極的に思い出す意味は無い」

「そうよのお。だがわしは、昔お前さん以外の鬼虫に言われたことを覚えておるぞ」

　ぴくり、と九曜が反応し、意味を問う視線を安東に投げかける。

「お前さんのことを、な。奴やつは見み栄えも意地も張るから、なんぞ無礼があっても許して貰もらいたい……だったか。いやはや奇き妙みような話よ。こちらはこちらで天下の鬼虫の機き嫌げんを損そこねまいと気を張っておったというに」

「……誰がそう言ったと？」

「はて。蜘く蛛もであったか、螳かま螂きりであったか……それとも蜉かげ蝣ろうであったか。ともあれ驚いたのはこっちでな。物言わぬ他の兵器とはまるっきり違うばかりか、こちらに気を遣つかいまでする。ほとんど人間と変わらぬではないか──とな」

「何が言いたい」

「他の鬼虫には、少なからずそうした人間味が最初からあったということよ」

　九曜は静かに眉まゆをひそめ、安東の目がすっと細まる。

「……人間味、だと？　我々は兵器である。そんなものは無いし、必要もない」

「だが、わしはお前さん以外の鬼虫にそれを感じたぞ。……いやそればかりでない、自律判断を行えるようになる以前のお前さんにもだ。それまでも忘れたわけではなかろう？」

　九く曜ようは、自分が叶かな葉はを暫ざん定てい司令として共に過ごした日々をもちろん覚えている。それら全てを記憶した上で、蜂はちの副脳と接続した自律判断で「不要」とした情報を凍結している。

　自分は兵器だ。兵器としての判断に全て委ゆだねる義務がある。そこに一いつ切さいの疑問はなく、またあってはならない。

「あれは戦闘の上で不要な情報だ。そう判断した。我々は、それで良い」

　だが、安あん東どうは首を振る。

「例えばだ。鬼き虫ちゆうであることと、人間のような感情や知識を持っていることは必ずしも矛盾しないのではないか、わしはそう考えておる。一体いかな原理でもってそのような電脳をプログラムしたのかはわからん。いや、あるいは鬼虫とは、元はといえば……」

　九曜は最後まで聞かなかった。立ち上がり、軍刀を腰こしのホルスターに提さげ直す。

「話は以上か？　ならば小しよう生せいは行くぞ」

　安東はどこか哀かなしげな瞳ひとみで九曜を見上げている。

「……今ならば、見み栄えを張るだの意地を張るだのの意味がわかる気がするのう。蜂はちよ、お前さんは、」

　言いかけ、安東が硬こう直ちよくする。

　これ以上何を言うつもりか。兵器としての己おのれのありように口を挟はさまれるいわれはない。無視して立ち去ろうとしたが、そこで安東の視線が自分とは別の場所に注がれていることがわかった。自分の脇わきを抜け、その後方へ。

　安東の口から、当初言おうとしていたものとは恐らくまったく別であろう質問が漏もれる。

「──お前さんは、周辺警けい戒かいは終わっている、と言ったな？」

「そうだ。周辺に機械兵の反応は感知されず、」

「では、あそこにいるあれは何だ？」

　逆説。機械兵でないとすれば。

　九曜のセンサーで捉とらえられないほど高度なステルスを施ほどこした何者かだとすれば。

　弾はじかれたように振り返る。通りを一本隔てたビルの狭はざ間ま、くっきりとした影が落ちる路ろ地じ裏うらの入り口、腕組みをしている背の高い男、汚れ一つない白の軍服──

　こちらにひたと据すえられた碧へき眼がんと、肩の「壱いち」の刺し繍しゆう。
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　アジト周辺に張り巡めぐらされたセンサーが、実に奇き妙みような反応を示した。

　綱つな島じまは最初それを誤作動かと思った。なにせその反応はたった一つしかない上に、地下鉄の入口に一番近いセンサーにいきなり引っかかったのだ。まるでその場に瞬しゆん間かん移動でもしてきたかのようで、接近の気配など何一つなかった。そもそも最近は、そのセンサーの範囲より遥はるかに広くを九曜が索さく敵てきしている。

　只ただ事ごとではないと気付いたのは、その反応に対し、九曜の識別信号が尋じん常じようならざる動きを見せてからだ。

　緊急事態。男たちが武器を持って地上に飛び出た時、既すでに戦いは始まっていた。




　音速を超える初速の、ゼロに等しい発射音の、機械兵なら気付く前に死ぬニードル掃そう射しやを、竜りん胆どうは見てから避よけた。

　ほぼ同じタイミングで九く曜ようは飛び込んだ。放ったニードルを自みずから追う形で踏み込み、死角から接近、それを回避するタイミングを狙ねらって抜き打ち。鞘さやから放たれた刃が陽光をちかりと反射し、電でん撃げき的な速度で相手の首を狙う。

　甲かん高だかい金属音。

　刃の軌道に当然のごとく置かれていた手が、いとも容易たやすく斬ざん撃げきを止めていた。竜胆の掌てのひらは銀色に光る何かに覆おおわれ、鋭い刃を全く通さない。

　その何かがぐにゃりと歪ゆがみ、音もなく流動して刃に絡からまり、

「……ッく！」

　九曜は刃を引いた。引いて更さらに身を翻ひるがえし、別の角度から斬きり込む。

　竜胆は徒と手しゆだった。その両手をゆるく開いたまま、誘うように一歩後退して陽の当たる場所へ躍おどり出る。

　頭の中が戦意で埋め尽つくされる。

　九く曜ようの体たい躯くが視認さえ難しいスピードで機動する。刃を振るい竜りん胆どうを追い、時には横に、あるいは背後に周り、標的の全ての急所を狙ねらい致命の斬ざん撃げきを雨あられと見舞う。陽光の照り返しによってしか刃の存在を認識できない剣速。既すでに全てのリミッターを解除し、完全となった蜂はちから演算補助を受け、ただ攻めて攻めて攻めた。

　だが、その全ての斬撃が竜胆にまるで当たらない。煙か幽ゆう霊れいに斬きりつけているような感覚さえする。刃の辿たどる軌道を何から何まで認識し、竜胆は紙一重の精確さで攻撃を回避し、時には蚊かでも払うような動作で受け流す。

「ぉおッ!!」

　短く吼ほえ、電磁制御エレキテル発動。

　ほぼ零ゼロ距離から目を狙ってニードルを射出した。竜胆はそれをも見切り、首を傾けるだけの動作で回避。標的を外はずした針しん弾だんがビルの壁を貫つらぬく時、九曜は既に空中にいた。

　体を旋せん転てんさせて上段に振りかぶられる刃には、ありったけの電流が流されている。耳を突つく電気の音と共に縦一文字の一撃が放たれ、竜胆の頭に襲おそいかかった。

　だが、竜胆はそれも簡単に受けた。

　またも甲かん高だかい金属音が響く。掲かかげられた竜胆の左腕が銀の流動体に包まれ、凝ぎよう固こして刃を止めていた。九曜の両手にびりびりとした震しん動どうが伝わり、

「鈍のろいぞ」

　──!!

　見えなかった。

　直後、九曜の腹部に、竜胆の右の掌しよう打だが叩たたき込まれていた。

　火か砲ほうの直撃にも匹敵する凄すさまじい衝撃。捻ねじ込まれた掌底ていはただ一発で九曜を吹き飛ばし、その体を冗談のように真上に舞わせた。飛ぶ九曜の視界に廃はいビルの八階の窓が見えた。たまらず軍刀が手を離れ、くるくると回転してアスファルトに落ちる。

　それだけでは終わらない。再び竜胆が動いたと思うや、その左手から流体が伸び、あっという間に九曜の体に巻き付いて凝固。まるで凧たこのように標的を絡からめ取った竜胆は、何一つ容よう赦しやすることなく、腕を振ってその体を地面に思い切り叩き付けた。

「…………か……ッ！」

　たったの二撃で、九曜の本体が受けられるダメージの許容量を超えた。

　思考を山のようなエラーが埋めた。竜胆は無ぶ様ざまに倒れる九曜に歩み寄り、眉まゆ一つ動かさないまま黙ってその顔を見下ろす。激しい動きのせいで埃ほこりやセメントダストが濛もう々もうと立ち込め、やがて風に散らされ、周囲はいつも通りの風景となる。

　その時にはもう、二人の周辺には綱つな島じまをはじめとした人間が集まっていた。

　誰もが二人を遠巻きに見て、銃じゆうをこちらに向けたまま、しかし撃うてずにでいる。こんな玩具おもちやではどうにもならないと理解しているのだ。彼らにはそもそも二人がどう動いてどのように決着したのかすら把握できなかったが、眼前の光景だけで理解には十分だった。

　あの九く曜ようが、手も足も出ない。

「読めすぎる。盲目的だな。その程度では掠かすってもやれん」

　凛りん然ぜんと響くその声は、二十年前の夜から何一つ変わっていない。

「貴様……ッ！」

「その目は何だ。憎しみか？　それとも主要概がい念ねんゆえのお仕着せの敵意か？」

　こちらを見下ろす目には、一点の揺ゆらぎもない。九曜は砕くだけんばかりに歯を噛かみしめ、ありったけの敵意を込めて竜りん胆どうを睨にらみつけた。右腕と左足が完全に折れていた。軍刀は手の届かないところに転がり、頭の中のノイズが戦闘演算を阻そ害がいしている。

　だが、戦いを止めるなどという選択肢しは九曜の頭の中には存在しなかった。

「ま、だ、だ」

　竜胆はゴミを見るような目で、無言。

　九曜はのろのろと左腕を掲かかげた。ばり、と電気が走り、しかしニードルが発射される前に竜胆の流体が手を貫つらぬいた。

　本能が叫ぶ。生きている限り戦わなければならない。目の前に敵がおり、まだ動けると脳が判断する以上、そうしなければならないのだ。死ぬまで戦い、戦死が末路ならこれ以上のものはない。

　九曜を遥はるかに上回るその男は、ここに至り冷酷な無表情を初めて歪ゆがめた。

「──貴様、まだそんなものに頼らねば戦えんのか？」

　今、竜胆が九曜に向けているものは、冷え切った怒りだった。だが九曜の耳には彼の言葉など半分も入っていない。

「……小しよう生せいは、まだ……戦え、る。来い、手を緩ゆるめるな……！」

　虚勢を吐はき、全身に力を込める。戦闘演算を最優先とした思考が体の全てのエラーを鎮ちん痛つう、悲鳴を上げる人工筋肉をみしりと軋きしませ、無理やりにでも立ち上がろうとした。

　勝ち目は、無い。だがそんなことは問題ではない。

　負ける。戦死、という言葉が頭にちらつく。──そして、それこそが。

　その時、竜胆が何かに反応した。

　ぴくり、と片かた眉まゆを上げるだけの反応。その場の誰より遥はるかに速く気付き、そして瞬しゆん間かんのうちに、そちらを見もせず対応した。

　止めようとする手を振り切り、こちらへ駆け出す影があった。

　周囲より頭一つも小さい矮わい躯くは、その手に缶状のものを握っていた。

　竜胆の対応は神速にして完かん璧ぺきだった。あっという間もなくそちらへ流体が伸び、先端が毛穴一つほどに細い刃と化す。ものの一秒もかからなかった。叶葉の投げようとしたフラッシュバンは、竜胆が伸ばした極細の流体により、信しん管かんのみを正確に切断されて彼女の手の中で不発弾だんと化した。

「──っ」

　突然の事態に瞠どう目もくする九く曜ようと、照準されて息を呑のむ叶かな葉は。

　それでも彼女は諦あきらめなかった。フラッシュバンを落とし、護ご身しん用の拳けん銃じゆうを取り出して、小さな手で狙ねらおうとする。それは確かに、習った通りのやり方だった。覚えたてにしては理想的と言ってもいい。涙ぐましい抵抗。

　だが、次元が違いすぎる。

　流体が旋せん風ぷうのように動く。刃のない流体は手の拳銃を弾はじき落とし、あっという間もなく少女の足を払う。

「あっ！」

　叶葉の体が宙ちゆうに泳ぎ、乾いたアスファルトに顔から落ちた。

「カナ!!」

　べしゃ、と倒れ伏す叶葉に、一拍遅れて菘すずなの悲痛な声が届く。

　ここに至り、竜りん胆どうはようやく九曜から目を離してそちらを向く。人の輪から飛び出した少女が一人、アスファルトに倒れている。容よう赦しやない太陽が彼女を炙あぶる。更さらにその背後には、彼女を止めようと手を伸ばし、しかし間に合わなかった菘の姿も見える。

　叶葉の体が動いた。取り落とした拳銃を右手で必死に探さがし、上体をもたもたと起こし、下半身に必死に力を入れようとしている。

　だがそれを、流体が止めた。

　流体は今度こそ刃となり、鋭利な先端が叶葉に音もなく突つき付けられる。

「立てば斬る」

　空気が凍る。

　無ぶ様ざまに這はいつくばる少女に、竜胆は厳然とそう宣言した。

　これより先、なおも自みずからに向かおうとするなら、以降は「敵」として対処する。竜胆はそう言っているのだ。あくまでも分け隔てのない、冷然とした視線が少女に注がれた。

　びくりと叶葉が震ふるえた。立ち上がろうとしていた足から力が抜ける。

「……っく、ぁ、っはあ、はあ……っ！」

　肩を大きく上下させ喘あえぐ叶葉。俯うつむいたままの顔から、血が数滴落ちた。顔面を強打して鼻から血が出ているものと思われた。

　それを見下ろしながら、竜胆は口を開く。

「叶葉殿とお見受けいたす。この者の暫ざん定てい司令でありましたようですが、今この場に飛び出すのは感心しませんな」

　当然のように竜胆は叶葉を知っていた。

　叶葉の体は震えている。心臓が激しく脈打っているのがわかる。

「……ょ、うに」

　うわごとのように、叶かな葉は。

「九く曜よう、に、何をするつもりですか」

　竜りん胆どうの目が細まる。

　叶葉のような小娘からすれば、その視線の圧力だけで心臓が縮みあがる思いであろう。ぶるぶる震ふるえる喉のどから掠かすれた声が漏もれた。

　竜胆は、試すような視線を叶葉に注いだ。

「通常、闘争において無力化した敵性個体は即刻撃げき破はされるものです」

「……っ！」

　叶葉の背に何かの決意が沸わいた。

　九曜を含めた誰もが、それを呆ぼう然ぜんとしたまま見ていた。

「許しません、から」

　やめろ。

　危険だ。

　意味がない。

　倒れたままの九曜は頭の中で何度となくそう叫んだ。だが思考はダメージによるエラーばかりが埋め、竜胆への敵意も相まって上う手まくまとまらない。左腕は流体に貫つらぬかれ、更さらにそのままコンクリートに固める形で凝ぎよう固こされており、一寸たりとも動くものではなかった。あまりにも無力な九曜は、ただ魅み入いられたように少女と鬼き虫ちゆうの対たい峙じを見ているしかない。

　叶葉の両手が持ち上がる。

　竜胆は眉まゆ一つ動かさぬままそれを見ている。

　小さな手が、今この瞬しゆん間かんのみ震えを忘れ、水みず鉄かねの刃を掴つかみ取った。

　薄汚れた顔がばっと上げられる。したたかにアスファルトにぶつけた顔は赤くなってしまっている。鼻血も出ている。鋭利な刃を掴む手から鮮血が流れ、流体を伝う。今ここで竜胆が前後に一寸でも動かせば、細い両手はたちまち全ての指を切断されるに相違なかった。

　そんなことなど、今の叶葉にはどうでもいいことだったのだ。

　ただ叶葉は、真まっ向こうから四し天てんの竜胆を睨にらみつけた。

「その人に、ひどいことを、したら……あたしが、あなたを、絶対許しませんから……！」

　力の差など、今の彼女の思考にあるわけがない。ただ九曜を助けたいと、それだけで頭が一杯な叶葉の双そう眸ぼうは、その奥に強い光があった。単純な戦いの力ではない、説明のつかない、不ふ思し議ぎな凄すご味みがあった。

　強い、曲がったところの無い視線が、竜胆ただ一人に焦点を結ぶ。切れ切れに放たれた言葉は弱々しい姿とは裏腹に、一いち言ごん一いつ句くを確かめるようにはっきりと発音された。

　竜胆はその瞳ひとみを身じろぎもせず受け、そして見返した。

　九く曜ようは彼の碧あおい双そう眸ぼうに、自分に向けられなかった熱があるのを察知する。碧へき眼がんの中には小さな火があった。それはかつて戦場で、挑いどみかかる敵を正面から見み据すえる、あの時の眼めだ。

　もはや倒れる九曜になど一いち瞥べつもくれない。「最強」の眼は、その碧に敬意と憧しよう憬けいさえ込めて、真っ直ぐに少女を射た。

　何な故ぜだ、と思った。

　自分はまだ戦えるのに。まだ動けるのに。死すら恐れていないというのに。竜胆と叶葉では勝負にもならないだろうに。それなのに、何故。

「……ぜ……だ……何故……」

　──何故、貴様は、小しよう生せいを見ない！

　鬼虫と少女が睨にらみ合う時は、たった数秒でしかなかっただろう。この場の全員が、叶葉を止めようとした菘すずなまでもが、金かな縛しばりに遭あったように動けないでいる。空気の張りつめたこの場にあって、竜りん胆どうのみが泰たい然ぜんとしていた。

「──よろしい」

　不意に、流体が形を失う。それは刃から不定形状態となり、どろりと叶葉の指の隙すき間まを抜けた。そして水が零こぼれるのを逆回しにするような動きで、あっという間に使い手に戻る。

　掴つかみ取られた流体のナノマシン一つ一つから、ひたと据えられた視線から、そして明確な意思を以もつて放たれた言葉から、竜胆は叶葉の何事かを理解したようだった。碧い瞳ひとみはしばし彼女を見つめ、そして場の全員を見渡した。最後まで九曜は見なかった。

「然しからばここは、こちらが退ひきましょう。今の姿で決着に至るというのも、自分としては不本意であります」

『手を緩ゆるめるな、だと？　今の貴様ごときが思い上がったものだな』

　人々への発声と九曜への通信が同時に放たれる。自分の頭の中だけに響く冷たい声に、九曜は歯を剥むいた。

「竜胆……ッ」

『あの少女の方がよほど強きよう靭じんだ。副脳が修復したと見て来てみれば……失望だな。小僧めが、貴様は戦士と呼ぶに値あたいしない』

　竜胆は全員に目を向けた。右から左へゆっくり顔を動かし、固かた唾ずを呑のんで見守る人間たちの目を全て見た。

「では。いずれまた参ります」

　跳ちよう躍やく。

　一度目で信じ難がたい高度に跳とび上がり、二度目でビルの壁を蹴けって遥はるか上方に身を躍おどらせる。

　真っ青な空に白い軍服が映はえ、直後、その身を北から飛来する巨大な黒いものが浚さらった。病的に細い機体は《蜻蛉とんぼ》のそれ。宙ちゆうを真一文字に貫つらぬき、銀の光の粒子を残して、蜻蛉はあっという間に視界から消えた。

　焼けた地面に仰ぎよう臥がしたままの九く曜ように、叶かな葉はが駆け寄った。転がるように九曜に取りすがり、一生懸けん命めいなにかを叫んでいる。自分だって怪け我がをしているのに、それに全く頓とん着ちやくせずに。だが彼女の叫びは、九曜の頭に入ってこなかった。九曜は、泣きそうな顔の遥はるか上に広がる空を、何も言わず睨にらんでいた。

　最後の瞬しゆん間かん、竜りん胆どうはこう言った。

『思考しろ。貴様が生きて、なお戦わんとするのは何な故ぜだ』







　　　伍　─　意思







　二〇年前。

　あの、地上の街から全ての光が消えた、うそ寒い廃はい墟きよの夜。

　夜よ闇やみの淵ふちに、金と銀の光のみがあった。その二つは驚くほどの速度で空を駆け、流星のような尾を引いて、やがて尽じん天てんの上空で動きを止めた。

「──本当に、生きている者は誰もいないのか？」

『……』

　独ひとり言ごとのような蜂はちの声に、蜻蛉とんぼは無言だった。

　彼は漆しつ黒こくの地上をその複眼で見下ろしたまま、音もなく滞空している。

「竜胆……」

『滅ほろびはせん。人は今なお地下で眠っている筈はず。いずれ、この国は新たな世代に継つがれる』

　静かな、確信を持った言葉。それはどれほど先になるかもわからぬ未来の話だった。今ここで戦い、戦い続け、生き残った兵器に関わる話ではない。九曜は、そう思った。

　自分たちは兵器だ。兵器であるなら戦わなければならない。

「どうする、竜りん胆どう。小しよう生せいはまだ戦える。敵の残党を探さがし、狩りに回るか」

『否。もう残ってはいまい』

「ならば……鬼き虫ちゆうは、どうすればよいのだ」

『新たな世代は、戦いの無い世代だ。それを望む。そして、その時代に、己おれは無用』

　一から十まで、淡々とした静かな口調だった。

　そこにある冷れい徹てつな色に、九く曜ようは気付いていた。

「──どういう、ことだ」

『お前もまた無用ということだ』

　直後。

　壱いち番式《蜻蛉とんぼ》の味方識別が、消失した。

　副脳がエラーを放つ。未確認飛行体が目の前に存在。質問信号を発して敵味方如何いかんを問うべし。無数の警けい告こくに視界が赤く染まり、本能のレベルで危険を察知し、




　そして、奴やつは仕掛けた。
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　壱番式《蜻蛉》は九番式《蜂はち》を敵性個体として登録更新していた。

　完全に蜂の友軍識別信号を抹まつ消しようした上で攻こう撃げきを仕掛けたのだ。識別信号を消した機体はセンサーに所属不明機として認識されるが、その状態から敵対行動を取ると自動的に敵と定義される。先手を仕掛けた蜻蛉の真意がどうあれ、そうなれば蜂も相手を敵と認識して、兵器の本能として反撃せざるをえなくなる。

　この状況から、更さらに幾つかのことが類るい推すいされる。

　まず事実として、二匹の虫は、互いを完全に敵と識別している。これは廃はい墟きよを闊かつ歩ぽする発狂した兵器と決定的に違う点である。機械兵が暴走したのは言い換えれば「設定された敵対者の消しよう滅めつによる作戦目的の喪そう失しつとそれに伴ともなう自我崩ほう壊かい」であり、それ故ゆえに動体反応を手当たり次第に襲おそう災害まがいに成り下がった。

　つまるところ彼らは敵を求めているのだ。敵と認識し、兵器として造られた己おのれの「闘争」の対象となるべき相手を。

　蜻蛉と蜂には、それがあった。

　自律判断による敵味方識別の更新ができるという条件付きで、蜂と蜻蛉は互いを敵性個体として認識することができているのだ。

　二人が確固たる正気を保っているのは、ことによると高性能なシステムや自律系を備そなえているというだけではないのかもしれない。同等の兵器が今なお「撃げき墜つい目標」として存在しているからこそなのかもしれない。

　では、どちらかがどちらかを撃墜したその後では、どうなるのか。
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　竜りん胆どうは、またも自分にとどめを刺さなかった。




　損害を癒いややすため、九く曜ようはあれから蜂はちの内部に抱かれて十七時間ほど機能を休止させた。

　蜂の胸部に抱かれたまま思考の海に浸つかり続けて半日、自己修復プログラムにより辛かろうじてダメージから回復した九曜は、蜂と分離した後で奇き妙みようなものを見た。

　盆に乗ったままの、質素な朝食がある。作業場の床にそっと置かれたそれはもうすっかり冷めてしまっていた。

「あ」

　声がした方を振り返ると、つい今しがた来たと思おぼしき叶かな葉はが立っている。

　硬こう直ちよくして立ちすくむ叶葉。様よう子す見みに来たようだが、目覚めたところにばったり行き当たるとは思っていなかったのだろう。「あ」と「う」の中間みたいな声を漏もらして、叶葉はぱっと明るい笑顔を作った。

　鼻のあたりにぺったり貼はられた絆ばん創そう膏こうと両手をぐるぐる巻きにしている包帯が、いかにも痛々しい。

「お、おはようございます！　あの一応おなか空いてるかなと思って、朝ごはん作って置いてたんですけど……もう冷めちゃってますね。もしあれだったら温めなおしますか？」

　九曜は、答えない。叶葉はにこにこしながら、

「ぁの、みんな九曜が起きるの待ってて、ちゃんと話さなきゃいけないって。あっでも、九曜のこと怒るとかいうんじゃないんですよ？　これからどうするかとか、そういうことで」

　九曜は、まだ答えない。叶葉の笑顔が無理をしていることなど一目でわかる。精一杯「いつも通り」を演じようとしている姿は、痛ましかった。

「九曜──」

「なぜ邪じや魔まをした」

　びく、と叶葉の肩が跳はねた。笑顔を作ったままの表情が引き攣つる。

「なぜ、あの時、小しよう生せいの邪魔をした」

　邪魔ではない、叶葉は九曜を助けようとしたのだ。そんなものは誰が見てもわかる。だが九曜はあの時、竜りん胆どうしか見えていなかった。戦うことしか考えていなかった。

　九く曜ようの手が、我知らず強く握りしめられる。自分では理解できない信号が頭から発せられ、正常な思考を妨害しているようで、それがどうしようもなく腹立たしい。叶かな葉はは答えることができず、九曜は詰め寄るように繰り返した。

「なぜ邪じや魔まをしたのだ。あれは、戦闘だった。小しよう生せいはまだ生きていた。まだ、戦えた！　なぜ君はあの時、戦いの場に割って入った！」

「──、で、でも、それじゃ九曜は死んじゃって、」

　九曜は、声を張り上げる。

「それで良かったのだぞ！」

　叶葉が凍り付く。

　切迫した叫びだった。こんなことを言っても無意味だという考えはもはやどこにもない。

　戦いとは勝つか死ぬかの二に択たくでしかない。だから、あの終わりと、あのように終わらせた叶葉の行動がどうしても納得できない。

「それこそが我らの使命だった。戦い、力及ばず敗北したなら、兵器は戦死しなくてはならなかったのだ！　──ぼくは、ぼくはあの男の手にかかって死にたかった!!」

　言い放った直後、九曜の右頬ほおに衝しよう撃げきが走る。

　避けられなかった。初動が読めすぎるし、軌道が単調だし、破は壊かい力など皆かい無むに等しく、そもそも遅すぎる。いつもなら「攻撃」と呼ぶにも値あたいしない叶葉の平手打ちを、しかし九曜はまともに喰くらった。ありとあらゆる戦術の定じよう石せきに適用されない行動だった。

　九曜はそれを、一種の敵対行動に近いものと認識した。

　考えるより先に反射的に、平手など比較にならない速度で軍刀に手をかける。逆さか手てに抜き放った刃を対象の首くび筋すじでぴたりと止め、ほとんどゼロ距離から叶葉を睨にらみつけた。

　悲痛に顔を歪ゆがめ、叶葉の瞳ひとみは濡ぬれていた。

「…………っく、ふぅ、へぐっ、うぅぅう……っ！」

　細い嗚お咽えつが漏もれる。それでも叶葉は、刃を向ける九曜から決して目を逸そらさなかった。懸けん命めいにこちらを睨にらむ濡れた瞳に、むしろ九曜の方が気け圧おされる。

「なんでそんなこと言うんですかっ！」

　叶葉に怒ど鳴なりつけられ、軍刀を握る手が揺ゆれた。

「っ、死んでいいって、死ななきゃいけないって、そんなの勝手じゃないですか！　おいてかれる人のこと知らないでっ！　そんっ、そん、なのっ、ずるいじゃ、ないですかっ！」

「──、」

　叶葉の息が詰まり、喉のどが鳴って、そこで限界が訪れた。

　ぼろ、と少女の瞳から大粒の涙がこぼれる。これまで抑おさえ込んでいたものが一気に噴ふん出しゆつしたようだった。次から次へ溢あふれる涙を拭ぬぐいもせず、叶葉はあられもなく泣いた。

「──しんじゃっだら、どおにもならないじゃないでずがぁ……っ!!」

　九く曜ようは至近距離から、呆ぼう然ぜんとその様さまを見ているしかない。

　軍刀が手から滑すべり落ちる。柄つかを握り締しめる手の力は既すでに失われている。叶かな葉はは両手でその手を取って、祈るように顔を伏ふせ、泣き続けた。そうしてしゃくり上げながら、懸けん命めいに、

「くよっ、うは、あたしのこと、いたほうがいいって、言って、くれっ、わたっ、あたしだって……ひぐ、っふ、そうなのにっ、いて、ほしいのに、くようっだけっ、死んでいいなんてっ」

　握られた手に体温を感じる。何もできないまま、九曜は必死に頭の中で演算を繰り返す。

　どうすればいいのか。

　どうしなければいけないのか。

　最適な行動を算出することがどうしてもできない。故郷を焼かれたあの日以来、戦って死ぬことしか考えなかった少年は、こんな時に涙する少女を慰めてやる方法さえわからない。意味不明のシグナルが頭の中で跋ばつ扈こして思考が混雑する。

「──もうっ、もう、おいてかれるの、そんなの、もう、やだぁ」

　副脳が「理解不能」と断じるその領域にこそ、叶葉の感情の正体は存在するのだろうか。

　自律判断とは違った何ものかが、九曜を動かす。自分では意識していない動きだった。のろくさと上がったもう片方の手が、戸と惑まどうように、叶葉の髪をくしゃりと撫なでた。




　最後まで、考えがうまくまとまらなかった。

　あの後どれほどああしていたのか、九曜はよく覚えていない。

　気が付けば一人で蜂はちの前に座っていた。作業場から出なかったことだけは確信できる。かといって何をしていたわけでもなく、ただ、まとまらない思考を飽あきもせず繰り返していた。

　作業場にずかずかと踏み入る足音にも、さしたる注意を払えなかった。

「おいバカ野郎」

　聞き覚えのある、威勢のいい声。九曜は菘すずなの方を振り返りもせず、その罵ば倒とうに抗議する気にもなれない。菘は、構わず続けた。

「聞く耳持たねーってんでも言うわよ。私ね、あんたのこたぁ嫌きらいじゃないわ。でも友達を泣かせたのだけは我慢なんない。カナはなにも言わなかったけど、あんたが泣かしたって事実だけで十分」

　九曜は何も言わず、菘の言葉を背中で受けていた。

「あんたカナのこと考えたことある？　あの子ね、最近は九曜のことばっか話してたわ。どんなこと話したかとか、何を教えたかとか、何をしてくれたとか。多分、うれしかったんだと思う。あの子家族とかいなかったから、兄弟みたいに思えてさ」

　答えはない。九曜はやはり、床に根を生はやしたように座ったままだ。

　九曜はただひたすらに動かず、目の前の無言の蜂を見上げている。まるで蜂が答えを持っているかのように。

「……あの子は、あんたの何？　私は司令だなんだってのの細かいリクツまではわかんない。けど、けどさ、じゃあ司令じゃなくなったらカナは用済みってわけ？」

　九く曜ようには、わからなかった。その質問にどう答えていいのかも、自分にとってあの少女が何であるのかも。ただ質問に答えるでなく、頭の中に浮かんだ自分にとっての一つの真理を、すがるように口にする。

「小しよう生せいは、戦闘兵器。ただ戦うのみ」

「……こんの……っ！」

　菘すずなが大おお股またにガラクタを踏み越え、九曜の前に回り込んで、その胸むな倉ぐらを掴つかみ取った。九曜は抵抗することもなかった。見開かれた菘の目にはまざまざと怒りが見える。だが、正面から九曜を見た菘は彼の表情に戸と惑まどった。

　九曜は憔しよう悴すいしきった顔でいた。いつもの毅き然ぜんとした面おも影かげは、ない。

「──そう、思っていた。だが……それは間違いなのか？　小生は、何かを間違えたのか？」

「あんた、」

「わからないんだ。何がいけなかった。なぜ小生は殺されなかった。なぜ、……なぜ彼女は、小生のために泣いた？」

　怒りのやり場を失い、菘は手を離した。九曜は同じ位置にがくりと座り込んで、声もなくうなだれる。

「っ……そんなもん、自分で考えなさいよ」

　足取りも荒々しく、菘はその場から立ち去った。腑ふ抜ぬけた九曜にいつまでも関わっているより、叶葉のところに行った方がいいと思ったのだろうか。

「──あんたも、そんな顔すんのね」

　去り際ぎわの言葉が、九曜の耳に残った。

　九曜は独ひとり取り残され、答えを見出せない目で再び蜂はちを見上げた。

　全てが終わり、戦うべき敵が消え失せた今、九曜はあの竜りん胆どうに殺されて終わるのならそれで良かった。それ以上の最さい期ごなどありはすまいとさえ思っていた。九曜がこれまで多くの機械兵にしてきたように、あるいはあの第四工こう廠しようの地下施設で凶まがらにそうしたように、戦って負けた九曜には殺される義務があった。

　だが奴やつは、自分を殺さなかった。

　そうしてくれなかったのは何な故ぜか。

　蜂は答えてはくれない。九曜はいつまでもいつまでもそのままでいる。
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　地下のアジトの内装は、いつもに倍する物々しさだった。各所にバリケードが築かれ、地下鉄への入り口付近から中まであらん限りのセンサーが敷ふ設せつされ、内部の各所に固く口を閉ざしたガンラックが置かれている。住人はみな、いざという時の為ためにラックのパスコードと最低限の銃じゆうの使い方を知らされている。

　竜りん胆どうの再来を警けい戒かいしているのだ。

　こんなものがどれほどの意味を持つのかわからないし、彼の矛ほこ先さきがこちらに向くかどうかさえ厳密にはわからないままだ。しかし、何もしないわけにもいかなかった。みな、何か備そなえをしなくては不安に押し潰つぶされそうだったのだ。




　──来てくれ。見せたいものがあるんだ。

　綱つな島じまにそう言われ、九く曜ようは彼の背中を追って歩いていた。

　どこへ行くのか尋たずねることはなかった。九曜の精神は安定性を欠いており、木で偶くのようにただ歩いているのみだ。

　地下鉄のレールを辿たどり、二人はある一点で分かれ道に差しかかった。緊急車両の為ための道のようだ。分厚い隔かく壁へきが幾つもあり、二人はその隅にある作業員用のドアを通った。レールはゆるやかな坂になっており、今いる場所より更さらに下層へ潜もぐるようになっていた。

　道中に照明はない。綱島の持つＬＥＤライトのみが光源であり、九曜は視界を暗視モードに切り替えていた。音もなく埃ほこりが舞う闇やみの中は静かで、冷たい空気が漂ただよっている。

　道すがら、九曜はこのトンネルにあるのがレールだけではないことを理解していた。道の脇わきに、今は使われていない様々な施設がある。多くは格納庫であり、あらゆる物資を備蓄する倉庫だ。音の残響でざっと計算してみたところかなり大きい。食しよく糧りよう庫と思われる場所もあり、扉が開け放たれたそこからは日常的に目にする保存食のパッケージが覗のぞいている。だが、それももはやかなり減っており底を突くのは時間の問題のようだった。

「──にしてもよ。初めて見たぜ、お前のそんなツラ」

　ふと、背中越しに綱島が言う。

「菘すずなから聞いた。つかカナ嬢の様よう子すを見りゃ、なんかあったってのはわかるんだけどな。……だからってわけじゃねえんだけど、新鮮な気分だよ。正直驚いてる」

　ほどなくして、二人は一ひと際きわ大きい隔壁の前に立つ。かなり分厚いと見え、戦車砲ほうが直ちよく撃げきしてもびくともしないほどのものと思われた。そこは既すでに人一人分ほどの隙すき間まが開いており、冷たい空気はここから流れ出ているようだ。

　半円状のトンネルはここで終わっており、恐らく緊急用であろう車両が停とまる場所を最後にレールも途と切ぎれている。

「なあ、九曜。お前ここの生き残りが少ないって言ってたよな」

「……、うむ」

　確かに、かつてそんな質問をしたことを覚えている。二十年前に尽じん天てんに避難した人間と、この生き残りの数ではどう考えても計算が合わない。その疑問に、綱つな島じまはあの時「今は話せない」と言った。

「お前には恩おんがあるし、信用できる。みんなそれを知ってる。……ここを教えるのは、俺だけの判断じゃねえ。知っておいて欲しいんだ、お前には」

　そして、二人は「中」に入る。

　九く曜ようは目を瞠みはった。

　長い、長い長い通路のような空間がずっと伸びていた。

　淡い照明が空間を照らしている。左右の壁には、人一人分だけ入れるサイズの円えん筒とう形のポッドがずらりと並べられていた。そしてそれら全てが低い極小の駆動音を立てながら動き続けており、表面には霜しもが張っていて中がよく見えない。

　いや、中など見ずともそれが何なのかはわかる。これは、長期冷凍睡眠用のポッドだ。

「──おお、来たか」

　ふと、通路の角から安あん東どうが顔を出した。先にここに来ていたようで、各ポッドの駆動状況をモニタリングする為ためであろう端末を手にしている。

　綱島はＬＥＤライトを消し、

「これが、尽じん天てんの秘密だ。気付けなかっただろ？」

　全てを了解した。

　この場所こそ、人々が長きに渡って眠り続けた冷凍睡眠施設であり、今の生存者たちが目覚めたシェルターだ。

　そしてこの中に、まだ目覚めていない生き残りの全員がいる。

「……そう、か。生体反応を感知できなかったのは、彼らがまだ眠っている為だったのだな」

　加えてここにはセンサーを妨害する強力な電でん磁じ迷めい彩さいが施ほどこされており、この空間の存在を巧たくみに偽ぎ装そうしているようだ。壁や天井は極きわめて堅けん牢ろうで、一定間隔おきに存在する極太の柱が室内を支えている。地上でどんなことが起ころうと簡単には崩くずれず、また敵にも気付かれることはないだろう。

　ポッドの駆動音以外ごく静かなこの空間は、機械仕掛けのカタコンベのように思えた。全体は碁ご盤ばん状の構造になっており、更さらに幾つかの階層に分かれているようだ。

「貴き兄けいらは──ここを、守っていたのか、ずっと」

　ここは八や洲しまの大型地下壕ごうであり、通った道は目覚めた人間の為の備蓄庫であり生活空間だったのだろう。

「最初にわしが目覚めたのは、二年ばかり前でな。今の整備班の連中もそうだが、恐らくポッドをいじれる者を優先的に目覚めるように設定しておったのであろう。……多くを眠らせたままにしておこうというのは、最初に目覚めたわしや綱島の判断だった。人が多すぎると混乱や内ゲバが起こらんとは言い切れんし、食しよく糧りようがあっちゅう間になくなると思うてな。少しずつ、劣れつ化かの激しいポッドから起こしていった」

　ずらりと並ぶ無数のポッドを見ながら、安あん東どうは昔話でも語るように話した。端末とポッドを見比べる彼の表情はひどく懐なつかしげだ。二年という月日は言葉にすると短いようだが、その密度となれば単純な日数では表現できないほど濃いものだったろう。

「うちの菘すずなはな、本当はカナのお嬢より一つ年下だったのだ。お嬢が目覚めたのは最近だが、菘は既すでに二年暮らしておった」

　菘は十六歳であり、叶葉は十五歳。ほぼ同年代と言ってもいいが、実に奇き妙みような関係だ。そもそも同じくらいの年齢の少女が他に誰もいないこともあり、それ故ゆえに菘は叶かな葉はのことを強く気にかけているのだろう。

　九く曜ようはゆっくりと通路を歩き、ぞろりと並ぶポッドの一つ一つに目を向ける。中でどのような人々が眠っているのかはわからないが、横に生年月日と血液型と名前が記されており、更さらに冷凍睡眠を開始した年月日もある。薄い鉄板に刻きざまれた文字は霜しもで隠かくれていて、指の腹でそれを拭ぬぐうと、眠る人々の名が目に入る。

　何度かそうしたことを繰り返しながら、九曜は眠る人々のポッドを無言で巡めぐった。やがて、ある興味深い名前に行き当たり、ぴたりと止まる。

　女性の名だった。さほど特別ではない、どこにでもあるような名で、左右にずらりと連なるポッドとどこも変わりはない。横に取り付けられたプレートに記されている名は、その姓せいを綱つな島じまといった。

「そいつは家内だ」

　追ってきた綱島がそう言って、面おも映はゆそうに、少し寂さびしげに笑む。二年前に目覚め、ここまで生きてきた男の妻は、霜でよく見えないポッドの中で今もまだ眠り続けている。

　彼だけではない。まだここで己おのが家族の一員を眠らせている者は恐らく少なくない。綱島のように配偶者であったり、あるいは父か母か、兄弟姉妹を眠らせたままの者もいるだろうし、血縁関係でなくとも戦前の友人などを眠らせている者もいるだろう。

「生活できるように設計されたシェルターも本当は別んとこにあるんだけどな。俺たちが地下鉄に暮らしてんのは、すぐ外に出られるってのと、万が一にもここの位置が割れないようにする為ためなんだよ」

　綱島は、自身の妻が眠るポッドの表面をそっと撫なでる。

「今の生存者が全ぜん滅めつしようものなら、ここで眠る民たみもみな道連れ……か」

「ああ。俺たちは死ぬわけにはいかねえ。絶対に生きてなくちゃならねえ」

　彼の顔には、固い決意が刻まれている。同種の目を九曜は見たことがある。まだ決別する前、間近で見た最強の蜻蛉とんぼの使い手もこのような目をしていたように思う。

「しかし、わしらにはどうしてもできんことがある。蜻蛉様を下して東とう京きようとのルートを開けられるのは、蜂はちよ、お前さんしかおらんのだ。……改めて、頼む」

　言って、安東は躊躇ためらわず、深々と九く曜ように頭を下げた。

　九曜は、言葉もなかった。

　ただ戦うことだけしていればいいと思っていた。そこに意味も理由も必要なかった。柊ひいらぎの言葉がにわかに思い出され、思考プロセスを妨害する未定義のパルスが発生する。

「……小しよう生せいに、それができるのだろうか」

　漏もれる言葉は芯しんを持たず、頼りなく揺ゆれている。

「竜りん胆どうは、強い。小生は竜胆に殺されるのならそれで良かった。だが奴やつは、そうしてくれなかった。──代わりに、戦う理由を問うた。変なのだ。自律判断は回復したというのに、どうしていいのかわからない。小生は……狂ってしまったのだろうか」

　綱つな島じまが、肩で少し笑う。明るい笑い声が施設内に驚くほど響いた。

「そういうのな、迷ってるって言うんだぞ」

　九曜は納得できず、

「それは人間だけが陥おちいる状態だ。小生の場合には適用されない」

「そうかねえ。つーかむしろ安心したよ、お前だってそういう顔できるんだってな」

　綱島は言って、九曜の胸の辺あたりを指で突ついた。九曜の指より二回りも太く荒れた指だ。

　九曜はその指と自みずからの胸を見下ろす。心臓部。いわゆる「心」と呼ばれるものがその辺りにあるというのはよく言われる話だが、わからない。九曜のそこにあるのはナノマシン仕込みの人工血液を送る機械心臓であり、心という物体ではない。光学神経が集合し、「思考」の中ちゆう枢すうたる主脳にも、そんな不確定なものは宿っていないと思う。

「迷うなら、なお考えてみるとよい。それが最適解でなくともよいのだ。お前さんは、どうしたいと思う？」

　安東の静かな言葉を受け、九曜は思考した。思考したが、すぐさま答えを見出せるものでもない。

「……。……よく、わからない。考えがまとまらない。今少し……この場を回ってみてもいいだろうか」

「ああ。付き合うぜ」

　ただ押し黙ったまま、九曜はゆっくりと施設内を歩いていく。歩いては適当なポッドの前で足を止め、プレートの霜しもを払ってその名を見る。みな、姓せい名めいがある。中には生存者の何なに某がしかと同じ姓のものもあった。

　ほどなくして、あるポッドに行き当たる。これまでに幾つか見たものと同じく、それは既すでに開かれた後のものだった。

　名は二文字。『叶かな葉は』。

　姓は、記されていない。

　咄とつ嗟さに脳のう裏りに浮かぶものがあった。何な故ぜかはわからず、論理的な説明はできない。ただ、思い付いたのだ。

　べしゃべしゃに泣く、一人の少女の顔だ。

　彼女に家族はいない。一人で二十年眠り続け、この戦後の国で目覚めた。全ての過去を置き去りにして、未来にも待つ者が誰もいないまま。

　思い付いたままに、言った。

「小しよう生せいは……。叶かな葉はと、話がしてみたい」
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　叶葉は落ち込んだ時、掃除をするようにしている。掃除が一番何も考えなくて済むからだ。

　ぱっぱとホウキを動かして埃ほこりを集め、時には大型の掃除機をぶいぶい動かしながら、叶葉はしょんぼりと地下鉄ホームの清潔化に努つとめていた。

「叶葉」

　そんな彼女に、後ろから声がかかる。

　振り返って目を丸くした。そこには、九く曜ようがいたからだ。




　呼び止めたはいいものの、話の切り出し方がわからなかった。そもそも鬼き虫ちゆうには円えん滑かつな対人コミュニケーションなど求められなかったし、一ひと月つきかけて叶葉から教えられた会話のいろはは蜂はちのメモリー領域に格納して凍結してしまっている。あれはこういう時に必要だったのか、と九曜は情けない気持ちになる。

　結果、無言のまま叶葉を引き回すことになってしまった。三歩後ろをとぼとぼついてくる叶葉に何も言い出せないまま、いつの間にか外に出ていた。まだ強い日差し。冷たく静かな冷凍睡眠施設がまるで噓うそのよう。九曜は自分の中の情報を整理しながら、ようやく口を開いた。

「地下壕ごうの内部を見た」

「え」

「数え切れないほど多くの人が眠っていた。全員、生きていた」

　道の真ん中で足を止める。まだどこかで蝉せみが鳴いている。

「みな、あそこで眠る人々のために生きている。守るものがあるから、あんなにも逞たくましく生きてきたのだろう。わかった気がする。だからこそみな絶望せず、諦あきらめなかったのだと思う」

　そして、それ故ゆえに興味を惹ひかれた。今となっては、それが何故なのかわかる気がする。

　九曜には理由がない。作戦行動を行うにあたって、それを成なし遂とげた後に何の意味があるのかなど考えたこともない。九曜は戦闘という「手段」の権ごん化げであり、つまり道具であり、使命を果たせば用済みとなるだけの存在だ。それでいいと思っていた。兵器である己おのれに安住し、自分で考えることもないまま戦い続けてきた。

　だから、意思を以もつて生きることを「選択」した人々を、意識せぬまま強く気高いものとして見ていた。

　──まだそんなものに頼らねば戦えんのか。

　竜りん胆どうの言葉が思い出される。九く曜ようは振り返り、叶かな葉はと正面から向き合った。叶葉は俯うつむき、服の裾すそを両手で掴つかんでじっとしている。

「小しよう生せいは、あらゆるものを切り捨ててきた。戦うことと死ぬことばかりを考えていた。だがそれでは、あの男と戦う資格がないのだと思う。──一つ、質問がしたい」

　恐る恐る顔を上げ、九曜の視線を受ける叶葉。

「君は、小生にいて欲しいと言った。それは本当か？」

　わ、

　と叶葉の顔がにわかに紅潮する。彼女にとっては感情が昂たかぶって口走ったことだが、冷静に思い返すと恥ずかしい言葉である。

　叶葉はそれでも、必死に言葉を探さがした。

「──あたしは……。はい。あの。九曜に、いて欲しい、です。……死んじゃ、いやです。どっか行くのもやです。だから、つまり、」

　訥とつ々とつと語り、やがて叶葉は自みずからの言葉に勢いを得た。語る口から徐々によどみが取れていって、三歩離れた位置から九曜を見返し、自らの内にあるものを丁てい寧ねいに話していった。

「九曜は、あたしのあこがれでした。だって、あんなに強くて、しっかりしてて、あたしの命だって助けてくれて。……なんだか、お話の中の英雄さんみたいで」

　叶葉が九曜を見る目には、眩まぶしいものを見るような憧しよう憬けいの念がある。自分では絶対に届かないところにあるものを見る目だった。

「あたしはみんなが大好きです。こんなあたしを受け入れてくれた人たちですから。でもね、あの、九曜だって、あたしが大好きなひとに入ってるんですよ？　だから、──だから、」

　そこで言葉が詰まる。叶葉の喉のどが少しだけ鳴る。だが、九曜からは決して目を逸そらさなかった。息を吸い込み、叶葉は言った。

「死んだら、嫌いやです。……あたしが九曜のことを大事に思うのは、だめですか？」

　怖こわくなる、と叶葉はいつか言った。ここでの生活が終わった後でどうしていいかわからないと。

　天てん涯がい孤独の少女。理由を持たず、ただ必要とされたい一心で働き続けてきた少女。あのずらりと並ぶポッドの中に、彼女と縁を持つ者は誰一人としていまい。彼女と自分は、似ているのかもしれない。九曜は、そう思い始めていた。

　彼女には何もない。生きていく意味を見出せないまま、全てが終わった「その後」の空白を恐れている。自分が必要となる場所を欲している。置いていかれるのを恐れている。生きる意味が消えてなくなるのを何よりも恐れている。

　九く曜ようは思う──それは、自分だってそうだったのだ。

「……いいや。君は間違っていない。小しよう生せいもまた、君がいてくれた方がいい。君が教えてくれたあらゆることは不要と断じてはいけないことだったのだ。……そしてまだ、知りたいことは多い。だから、こう考えるのだ」

　大おお股またで一歩踏み出し、叶かな葉はとの僅わずかな距離を飛ばした。間近に見み据すえられ、叶葉は目を丸くする。その目を見たまま、九曜は宣言した。

「小生は君の為ために戦う。君のもとに帰還する。だから君は、これからは小生の為に生きろ」

　叶葉と、叶葉が好きなこの尽じん天てんの人々のために。

　叶葉は、両目をこぼれ落ちそうなほど大きく見開いたまま、九曜を見つめた。石のように硬こう直ちよくした体に徐々に九曜の言葉の意味が浸しん透とうしていき、少女はぽろりと涙を零こぼす。

　むむ。

　九曜は狼ろう狽ばいした。また何かまずいことを言ってしまっただろうか。謝あやまり方の情報凍結解除は蜂はちに繋つながらないとできない、内心慌あわてて適切な言葉を主脳から検けん索さくしようとする。

　だが、この涙は負の感情によるものではないと知った。

　叶葉が笑っていたからだ。

「──はい」

　きっと、「どうするべきか」ではなく「どうしたいのか」なのだろう。

　そして、「どうして」ではなく「何の為にか」なのだとも思う。

　戦う為に戦うのではない。彼らを守る為に戦うことを、九曜は「選択」する。
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　作業場に会議の場が設もうけられた。「対とんぼ作戦会議室」とマジックで殴なぐり書きされたボロのホワイトボードが立っている。書いたのは菘すずなだが、「蜻蛉とんぼ」がわからないので平仮名である。それぞれ違う筆跡で「がんばりましょう」とか「ド根性」とか書かれており、中には尻しりの針で蜻蛉を刺す蜂の落書きなぞもあったりする。

「……しっかしでかい蜂よねえ。どのくらい直ってんの？」

「残るは接続時の微調整のみ。稼か働どう効率は九割七分ぶ五厘りん、ほぼ全機能が回復している」

「もうこちらのモニタリングは必要なかろうな。非正規でよくぞここまで、と自画自賛したい気持ちだわい」

「そっちはいいんだけどよ、問題は蜻蛉様の方だぜ。あの化ばけ物ものがうんざりするほど強つえぇのはわかるにしてもこっちとしちゃ色々と謎なぞだらけだ。一体全体どんなカラクリを使ってんのかとかよ。知ってんだろ九曜、まずはその辺あたりから教えてくれねえか？」

　生存者グループの代表的な数名が集まり、車くるま座ざになって床にＰＣや紙媒ばい体たいのメモなり地図なりを広げている。

　九く曜ようは綱つな島じまの質問を受け、

「竜りん胆どうは我ら鬼き虫ちゆうの中でも最強である。……だが、そもそもあの蜻蛉とんぼは指揮官機としての運用が想定されているものだったという。本来は基本性能と各種電子性能のみを重視して設計された。武装そのものは簡素な量産型で、個体戦闘力では後続の蜘く蛛もや螳かま螂きりなどに明らかに劣おとる、──筈はずだった」

「じゃ、じゃあ、何で最強なんだよ？」

　蜂はちの調整に携たずさわった整備班の一人が素そ朴ぼくな疑問を発する。

「……開発陣の想定を、奴やつ自身が遥はるかに上回ったということだ」

　淡々と、九曜。

「奴の特攻術は、名を《神タ経キ加オ速ン》。これは蜻蛉の知覚能力を極限以上に鋭敏化・拡大化させるもので、主観的には全てのものがゆっくりと、手に取るがごとく詳しよう細さいに認識できる」

「して、そやつで戦況の動きを完全に読むというわけだな？」

「然しかり。故ゆえに竜胆は自分がどれほど速く飛ぼうと、相手がどれほど速かろうとどの座標で何が起ころうと、それら全てを絶対に見逃のがさずまた判断をしくじらない。事実、どんな戦況であっても、竜胆は確実に状況を把握して的確な指示を飛ばしていた」

「お茶ですよー」

　叶かな葉はが全員分の冷えた麦茶を持ってくる。手にはまだ包帯を巻いているが、傷の深さ自体はさほど酷ひどくもなく、手当が十分だったこともあって治なおりかけている。綱島は自分の麦茶を手渡され、あっという間に飲み干し、

「んぐッ。すまねえカナ嬢、もう一杯くれや」

「はーい」

「じゃあさじゃあさ、あのニュルニュル動く銀色のアレは何なわけ？　あいつがカナに向けた時、信じられない変形したんだけど」

「あれは水みず鉄かねだ」

「おかわりですよー」

「おう、悪わりィな」

「水鉄とな!?」

　安あん東どうが目を丸くする。水鉄というものを知らばこそ、彼は驚きよう愕がくした。

　水鉄は常圧・常温で液状化している特殊金属であり、それを構成するナノマシンに一定の電でん磁じシグナルで干かん渉しようすれば強きよう靭じんな鋼こう鉄てつとして凝ぎよう固こする特性を持っている。

　他の弐に番式から九番式までの鬼虫に用いられている水鉄は、複合装そう甲こうの表層に定着されているものだ。だから通常、水鉄のナノマシンはあくまでも装甲の形を保った上で、自己修復という一定のルーチンに従って活動しているだけに過ぎない。

　だが、竜りん胆どうは違う。

「竜胆は神タ経キ加オ速ンの能力を水みず鉄かねの完全制せい御ぎよに流用できると踏んだ。……そもそも神経加速とは、指揮官として、いかな戦況も確実に見切る為ためのもの。これ自体は直接的に戦闘力に関わるものでなく、感知能力に優れた蜻蛉とんぼの指揮の補助に過ぎぬ筈はずだった。だが今は、違う。竜胆はその能力をもって、水鉄のナノマシン一つ一つに至るまで精確に認識・操作している」

　竜胆の攻こう撃げき手段はつまり、一ひと言ことで言えばそこに収束する。

　装そう甲こうとして凝ぎよう固こされている水鉄を完全に自己の制御下に置き、そのナノマシンを操作、流動と凝固を絶えず繰り返す千せん変べん万ばん化かの鋼こう鉄てつと化す。厚い装甲になりえるものは、鋭い刃に変形させることも可能。

　無論、これはあくまでも「理論上は可能」という程度のことに過ぎない。実現できるものとは誰も思っていなかった。ただ一人、蜻蛉の使い手以外は。

　壱いち番式たる蜻蛉には、もともと水鉄の運用実験機としての側面もあった。それ故ゆえに、蜻蛉に仕込まれた水鉄の総量は後続機よりも多い。竜胆はこれら全てを管かん制せいし、神経加速の能力で当初のコンセプトを遥はるかに上回るレベルまで縦じゆう横おう無む尽じんに使用している。輸送ヘリを切断したのもその変化の一つ、極限まで細く展開することで目標を両断する極薄の「刃」である。

「巴ともえや剣けん菱びし──弐に番式や参さん番式が知っていたが、実戦投入初期の竜胆は、生存性を高めるためその全身を分厚い水鉄で覆おおっていたらしい。だが、今はその装甲に回す分までも自在に操あやつっている」

　九く曜ようは一拍置いて皆を見回した。

　そして、最後に断言する。

「……これは先天的に蜻蛉に備そなわっていたものではない。竜胆が自みずからの術を鍛きたえ上げ、凄すさまじき研けん鑽さんによって成なし遂とげた技術だ」

　想像を絶する芸当である。

　いかに鬼き虫ちゆうといえ、神経加速の能力があるといえ、膨ぼう大だいな量の水鉄を完全に制御下に置くのは只ただ事ごとではない。生物が自己の細胞の運動一つ一つを把握し操作するようなものだ。

　強きよう靭じんな意思による、闘争と力への志向。それは竜胆にしかできない芸当である。

「弱点は？　なんか弱点とかないの？」

「おせんべ持ってきましたー」

　叶葉が深皿にあけた煎せん餅べいを持ってきて車くるま座ざの中心に置く。九曜は菘すずなの質問にしばし黙考し、

「………………、弱点、と述べていいものかわからぬが」

　ずい、と全員が身を乗り出す。

「蜻蛉の装甲は極めて薄い。装甲に回す分の水鉄も操あやつっているからだ。あれの機体は、見たと思うが、内部フレームを最低限の装甲で包んだ程度でしかない」

「一発ブチ込めりゃでけえってことか？」

「うむ。直ちよく撃げきを打ち込むことができれば、恐らく一撃で致ち命めい打だとなる」

「じゃ、じゃあ！」

　皆の目に希望がよぎる。が、九く曜ようは首を振った。蜻蛉とんぼを知る安あん東どうも渋しぶい顔だ。

「だがそれは、攻撃が通れば……の話であろうよ」

「そうだ。竜りん胆どうが攻撃への対応をし損そこねること自体が無いと考えてよい。蜂はちと接続した小しよう生せいと比べてさえ、反応速度が違いすぎる。大抵の攻撃がまず当たらぬ上、万に一つ『回避不能』と見切った攻撃は水みず鉄かねが全て防ぐ」

　本体の装そう甲こうが薄いからといって、守りが甘いわけではない。人智を超えた見切りは水鉄による全方位ピンポイントの装甲展開を可能とする絶対防ぼう御ぎよを実現していた。正確無む比ひな操作によって流動する水鉄は攻撃のみならず防御にも隙すきが生しようじず、必殺の武器と鉄てつ壁ぺきの盾たてを両立させているのだ。

　竜胆に勝つには、二つの条件がある。一つ、特攻術による神速の反応に追い付くこと。もう一つ、まるで隙のない水鉄の結界を攻略することだ。

　そんなことが、本当に可能なのか。

　対竜胆の作戦についてああだこうだと議論を戦わせる。人間が九曜に手を貸すという案はいの一番に却下された。竜胆は人間には奇き妙みような敬意を抱いており、極めて穏おだやかで紳士的に接するが、敵対の意思ありと見なせば一いつ切さい容よう赦しやをしない。ならば遠距離から演算を阻そ害がいする妨害電波を飛ばしてはどうかという案も出たが、もともと電子装備が充実している蜻蛉にそれが通用するとも思えない。発信源を逆算され、指向性を持たせた超強力な電波でレーダーそのものを爆ばく砕さいされて終わるだろう。

　名案が出ないまま時が過ぎる。既すでに麦茶も煎せん餅べいも全員の腹に収まってしまってもう無い。性しよう懲こりもなく鳴き続ける蝉せみの声のみが場に満ちる。

　その時、お盆を持って駆け回っていた叶かな葉はがようやく落ち着いたと見え、とことこ輪に歩み寄ってくる。

「──そうだ、あの。皆さん」

　言って、叶葉はふと小さめの水すい筒とうを取り出した。

　とはいえ中身は水ではなく、水筒は手頃な容器として選んだだけに過ぎない。車くるま座ざの中心に置くと、中のものが「からり」と金属的な音を立てる。

「トンボさまが来た後、あの場所を見にいってみたんです。そしたらこんなのが落ちてたんですけど……これが、ええと、ミズカネっていうのなんですか？」

　蓋ふたを開ける。

　中には、砂さ塵じんにまみれた銀色の粒が幾つか入っていた。雫しずく、と表現した方がいいかもしれない。水滴がそのまま固まったような形状をしており、触れてみると異様に硬かたい。

「──」

　九く曜ようが眉まゆ根ねを寄せる。確かにこれは水みず鉄かねである。

　あれほど自在に流動する竜りん胆どうの水鉄だが、一いつ滴てきでも操作をしくじることはあり得ない。とすればこれはどうして散ったものか。あの時の戦闘で、竜胆が何をして九曜が何をしたかを一つ一つ正確に思い返す。

　最後の一手、九曜は何をしたか。全身の力を絞った上段の一振り、竜胆はそれを水鉄で受け、軍刀には電磁制御エレキテルによる電流が流されていた。

　──これが、何を意味するか。

「…………まさか」

　不意に、これまで言葉少なだった安あん東どうが口を開いた。安東は、あの戦いを最初から最後まで目もく撃げきした唯一の人間である。

「カナ嬢、これは……もしかすれば、余よ程ほどの手て柄がらやもしれぬぞ」

「……少しよう尉い殿。よもや」

　その彼が、恐らくは九曜と同じ結論に至った。頷うなずき、安東は決然と告つげる。

「蜂はちよ、この水鉄を解析しよう。手があるやもしれん」
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　最後の仕上げに入る。

　会議が終わり皆が持ち場に戻った後も、九曜は作業場に残って蜂の傍そばにいた。二人きり──という表現が適切かはわからないが──にしておいて欲しいとはあらかじめ言い含めてある。

　蜂と相あい対たいし、九曜は有線接続を行った。蜂の副脳が主脳とリンクし、情報整理が始まる。

　──各部位、稼か働どう効率確認。

『異常無シ。装着及ビ飛行可能。電磁制御エレキテル精度上昇、火器管カン制セイ装置正常稼働確認。戦闘可能。演算効率化ノタメ情報最適化、不要情報ノ凍結ヲ──』

　──非。不要情報の定義を更新。凍結を解除せよ。

『理解不能。戦闘機動ニ繋ツナガラヌ情報ハ此コレ即スナワチ不要也ナリ。戦闘効率ヲ第一ニ求ム可ベシ、』

「ぼくの言うことを聞け」

　声に出し、蜂の自律判断を捩ねじ伏ふせる。主脳の権限で判断事項を却下、質問信号とエラーをキルし、副脳が自動で行っていた思考プロセスを一手に引き受ける。

「いいんだ。何も捨てなくていい。ぼくは、ぼくが戦う理由をもう知ってる」

『──、──、──、了解。情報凍結解除。全判断ヲ主脳ニ委イ譲ジヨウシ、補助ニ回ル』

　凍結されていたあらゆる情報が蘇よみがえる。大抵は取るに足らない出来事だった。叶かな葉はから教わったことや、尽じん天てんの人々とした会話の内容、或あるいは戦前の基地での小さな日常、戦友の言葉。

　戦闘行為には無用といえばその通りだ。だがそれは、全て九く曜ようが生きてきた記録だ。

「……きっと、お前に頼りすぎていたんだと思う。兵器としての判断に依存していた。どうして戦うのか、自分で考えもせず、空からっぽだった。結局、自分をただの道具だと思い込もうとしていたんだろうな」

　戦って死ねるなら、それでいい。竜りん胆どうに殺されるなら上等だ。

　竜胆を撃げき墜ついすると言っておきながら、心の底から勝とうと思ってはいなかった。なにせ彼は最強だ。機械兵が九曜に破は壊かいされたように、九曜もまた竜胆に破壊されようと思っていた。発狂し死にゆく機械兵は無念にこそ思えど、悲しくはなかっただろう。最さい期ごの瞬しゆん間かんまで武器を手に取り、兵器としての本能を否定されることなく死ぬことができたのだから。

　それが兵器の限界だ。全てが終わった後、役目を終えた道具は消えるしかなくなる。

　意思あるものは、その先へ行ける。

「すまなかった。ありがとう。もう迷わない」

　まるで親しい友に語りかけるような、外見相応の少年のように穏おだやかな声。蜂はちはこれまでの自分の全てを見てきた。九曜の半身として駆動し、少年に力を与え、守り、共にあった。

　蜂の装そう甲こうを優しく撫なで、その手が離れる時、九曜はいつもの彼に戻っていた。

　赤い目に宿るのは鋭い眼光。確かな意思を秘め、少年は決然と宣言する。

「──聞け。我らは打って出る。彼らの為ために、彼女の為に、この手で撃墜するべき敵がいる。……小しよう生せいに、力を貸せ」

　蜂の複眼が、仄ほのかに赤く光る。

　戦いは近い。身を焦こがすような戦意を、九曜は胸の内に確かに感じた。




　思い出した。

　あの時、柊ひいらぎは、こう言ったのだ。

「阻そ止し戦、防ぼう衛えい戦。色々のっぴきならない時。後ろに誰かがいる時。私たちがしくじると、私たち以外の誰かがたくさん死ぬ時。──つまり、誰かを守る時」

　九番式《蜂》・金きん翅しの九曜には、かつて士官学校に通う凡ぼん百ぴやくの少年だった頃がある。

　当時のことはほとんど覚えていない。だが、終わりであり始まりだったあの燃える街の情景だけは強く頭に残っている。家族や友がいたにも関わらず、結局誰一人として守れず、誰の仇かたきも討うてなかった、原体験とも言うべき出来事だ。

　それが精神の根底に強く根付き、柊が言う類たぐいの作戦において高い戦果を挙げるということだろうか。いわゆる心ト的ラ外ウ傷マの反動として。

　誰かを守る為に戦う時、九曜は最も高い力を発揮する。

　完全に無自覚であり、実感もない。心の裏側を言い当てられたような気がして、九く曜ようは眉まゆをひそめる。柊ひいらぎはえへんと胸を張っていた。よほど自分の推測に自信があるのだろう。だが九曜は素直に認めることができず、ふんと鼻を鳴らしてそっぽを向いた。

「下らぬな。小しよう生せいは兵器であり、兵器は戦うのみであり、そうして死ぬことこそが唯一無二の存在意義であろう。それ以外の理由などいるものか」

　柊は、見み透すかしたように笑った。

「ほんと、九曜は見み栄えっ張りの意地っ張りだなあ」




　それは記憶の言葉だ。

　失われた過去の中、それでも、確かに残る言葉。







　　　六　─　灼熱







「竜りん胆どうは、どうしてそんなに強いんだ？」

　昔、一度だけそう聞いたことがある。

　師たる竜胆を前にした時のみ、九曜の口調はいつもの厳いかめしいものと比べ少々幼くなる。無自覚である。ただの少年であった九曜を知るのは今となっては竜胆だけだから、無意識のうちに気が緩ゆるんでいるのだろうか。

　竜胆はその問いに、しばし無言でいた。寡か黙もくな彼はいつも余よ計けいなことは言わず、物静かに他の鬼き虫ちゆうとも接していた。

　あれは確か、前線の離島での作戦を終えた後だったろうか。目を焼くほど青い海を輸送機の上から見下ろし、竜胆は静かに答えた。

「負けるわけにはいかんからだ」

「……国の為ために？」

「いいや。己おれが今まで相見あいまみえた兵つわものの為にだ」

　九く曜ようは眉まゆをひそめる。

「どういう、ことだ？」

「彼らには、彼らの思想があった。意思ゆえに鬼き虫ちゆうに挑いどんだ。それを踏み躙にじり、乗り越え、今の己おれがいる。どこかで歩みを止めれば、それは彼らへの侮ぶ辱じよくとなる」

　竜りん胆どうは独白のように続け、最後にこう締しめくくった。

「……彼らを斃たおした鬼虫の蜻蛉とんぼが、途中で腑ふ抜ぬけたとあっては、いずれ合わす顔が無い」




　もしかしたら最初から、彼の中に陣営の違いという概がい念ねんは無かったのかもしれない。

　戦争に正義はない。だが、絶対的な悪もない。

　あるのは思想だ。銃と剣を取る者たちの一つ一つの意思。戦争初期から最前線に有り続けた竜胆は、それを誰よりも深く実感していた。

　どんな相手であっても、竜胆は絶対に手を抜くことが無かった。自みずからを倒そうとする者が挑む限り、蜻蛉の全力をもって彼らを斃し続けてきた。彼に見えているのは、今その戦場にて命を懸かける者たち。存在の全てで敵に挑む兵器たち。敵も味方も、すべて等しく。

　その時、九曜には竜胆が言っていることの意味があまりわからなかった。

　ただ窓の外を見る竜胆の、全く揺ゆらがぬ静かな双そう眸ぼうだけが、強く印象に残っていた。
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　蜂はちはもう飛べる。

　準備というほどのものは無い。人はみなアジトに立てこもり、全てが決着するまで決して出てはいけないと九曜は言った。もとより一いつ騎き討うち以外に道はないのだから、それが終わるまで人々は可能な限り安全を求めるべきという判断だった。

　蜂を作業場の外に移し、それで人々の出来ることは終わりだった。安あん東どうらが水みず鉄かねの雫しずくを解析したデータは既すでに蜂に移されており、電磁制御エレキテルも問題なく出力されることは確認済みだ。

　あとはもう、戦うのみだった。

　必ず帰ってくるなどと気の利きいたことを九曜は言えなかった。そんな約束をするには、敵は強力すぎる。もはや死んでいいと思ってはいないが、死を覚かく悟ごするには十分すぎる相手だ。だから九曜は、無言だった。

　その背を叩たたき、綱つな島じまが言う。

「面めん目もくねえ、結局はお前だけが頼りだ。……頼んだ」

　菘すずながどこか照れ臭くさそうに、

「おじいちゃんたちががんばって直した蜂なんだからね、ブッ壊こわしたら承知しないわよ。……まあちょっとやそっとの故障だったら、また修理すりゃいいからさ、その」

　言葉に詰まる孫の頭をわしわし撫なでて、安あん東どうが静かに笑む。

「こちらのことは何一つ気にせんでよい。思い切りやってこい。蜂はちは万全ぞ」

　各人が思い思いの言葉を九く曜ように投げかける。それらは直接的な力にはならないが、無意味なものではなかった。九曜はそれら一つ一つに頷うなずき返し、アジトに避難することを促うながす。

「九曜……」

　最後に、叶かな葉は。彼女は言葉が出てこないという風に沈黙し、ただ思い詰めたように九曜を見上げている。

「叶葉」

　切り出したのは九曜からだった。未だ頭の中で言葉を選んでいた叶葉は、少し裏返り気ぎ味みの声で「は、はい」と返す。

「いってくる」

　その一ひと言ことだけで良いと思った。

　目を丸くする叶葉に一礼。それから安東や綱つな島じま、菘すずなをはじめとした全員に一礼。腰こしの軍刀に手を添そえて踵きびすを返し、あとはもう、振り返らない。

「──っ、九曜っ！」

　十歩ほども歩いたろうか。今まで固まっていた叶葉が声を張り上げた。

「甲こう種しゆ指令！　絶対、絶対に帰ってくること！　──いってらっしゃいっ!!」

　九曜はその言葉に、足を止める。

　甲種指令。何を置いても絶対にやるべきこと。「司令」の権限で放たれる最も強力な命令であり、命ぜられた側は必ずそれを遵じゆん守しゆせねばならない。

　その命令は、今の九曜にとって意味を持つものではない。

　だが。

「了解した」

　振り返り、九曜は最後に、はっきりとそう返す。




　暮れなずむ空を見上げる、その少年の背中。それがどんどん遠ざかっていく。

　叶葉が思い出すのは、伍ご長ちようを見送ったあの最後の朝だった。大おお股またで玄関から出て行く、あの大きな背中。

　あの時も、いってらっしゃい、と言おうとした。どうぞご無事で帰ってきてくださいと。だが伍長は穏おだやかな笑みと共に首を振り、叶葉の言葉を制した。

　──果たせん約束は、できない。

　そう言って最後に頭を撫でた。お前はまだこっちには来るな、どうか生き続けてくれ──その言葉と共に伍長は戦いに出た。この国を守るために。ただいまを言うことができない男の、最後の出しゆつ立たつ。少女がまた、大切な人に置いていかれた朝だった。

　皆が地下に潜もぐる中、叶かな葉はは最後の一人になるまで残った。

　そうして、戦いに出る少年の背を、いつまでも見送っていた。
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　九く曜ようは竜りん胆どうについて思考する。

　竜胆は完かん璧ぺき主義者であり、「意思」の崇すう拝はい者だった。全ての人間に彼なりの敬意を払っているのもその為ためだ。自みずからの脳で思考し、選択し、決定することを竜胆は誇っていた。同時に、確固としてそれを行う他者を崇すう敬けいしていた。当たり前すぎるほど当たり前のことだが、それはただの兵器には絶対に持ちえない性質だ。

　彼にとって闘争とは、敵対者の意思と向き合い、それを乗り越える行為だったのだと、九曜は今となっては思う。

　あの軍道九十九号線上で、ただの一度も補給を受けず、たった一つの傷も受けず。彼は数えきれないほどの闘争を経て、同じだけの勝利を重ねていた。戦争が終結してから約二〇年もの長きに渡り、たった一機で。使命を失ったかつての味方全てに引導を渡しながら、確固たる意思で自身と敵対する何者かを待ち続けていたのだろう。

　屍し山ざん血けつ河がを築き上げ、それでも己おのれ自身の「戦争」を止めなかった男。

　その道は、敵と味方の無数の屍しかばねで築かれている。それを誰よりも理解しているが故ゆえに、彼は止まらなかった。止まることを選ばなかった。果てるならば死力を尽つくした戦いの中で、自身を超える誰かの意思の礎いしずえとなるために。

　そうでなくては、先に逝いった者たちに合わせる顔が無いから。

　無二の師だと思っていた。憧あこがれていた。強い男だ。だが、悲しい男だ。

　九く曜ようは自身に様々な言葉を遺のこした鬼き虫ちゆうの戦友のことを思い出す。二十年前のあの戦いを駆け抜け、先に死んでいった彼らのことを。

　弐に番式《蜘く蛛も》・羅ら刹せつの巴ともえは、敵の主要基地に突入を仕掛けたまま帰ってこなかった。

　参さん番式《蟷かま螂きり》・夜や叉しやの剣けん菱びしは、幾千の敵に単身斬きり込み、その全てを道連れに斃たおれた。

　四番式《蜈蚣むかで》・弩ど将しようの井い筒づつは、傷付いた無数の歩兵の盾たてとなり、立ったまま逝いった。

　伍ご番式《蛾が》・奔ほん王おうの万まん字じは、敵のこれ以上の侵攻を防ぐため、自爆して散った。

　六番式《蟋蟀こおろぎ》・鉤こう行ぎようの庵いおりは、敵拠点の中ちゆう枢すうを捨て身で討うち、爆発と運命を共にした。

　七番式《蟻あり》・霖りん鬼きの楓かえでは、三〇〇時間以上に及ぶ超高速演算をやり遂とげ、力尽つきた。

　八番式《蜉かげ蝣ろう》・無む明みようの柊ひいらぎは、多くの戦友の離脱を助け、熱核攻こう撃げきの炎ほのおに消えた。

　今ならばわかる。彼らは彼ら自身の意思で、その死を選択したことを。

　九曜も竜りん胆どうも、置いていかれた存在だ。

　九曜は思う。彼と自分の「戦争」を、終わらせなくてはならない。
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　九月六日の、午後六時を少し過ぎていた。

　頭上の天空には、既すでに夜の気配が迫っている。眩まばゆい夕日に照らされた雲が朱しゆに染まり、そこには闇やみが溶け混ざり始めていた。全てから取り残された廃はい墟きよを包むのは、二十年前と何も変わらない夏の夕暮れだ。

　九曜は手近なビルの屋上に上がり、そんな空を見上げながら、アジト周辺に敷ふ設せつされたセンサーを探さぐっている。

『答えを見出したか』

　唐とう突とつに頭に飛び込んできた通信波を、九曜は驚くこともなく受け止めた。

「……最初から見ていたのだな」

　通常時でも、竜りん胆どうのセンサー性能は極めて高い。人々が仕掛けたレーダーの電波をハックして、気付かれることなく逆にこちらを監視するなど容易たやすいことだっただろう。

　竜胆は生存者に手を出さなかった。九曜の動向も手に取るように察知しながら、尽じん天てんの果てでただ何もせずにいた。

「こちらを、待っていたのか」

　電波の向こうの沈黙は、すなわち肯こう定ていだった。

　竜りん胆どうは、強すぎた。

　戦争から死にはぐれ戦うべき敵を失い、もはや彼と少しでもまともな戦闘を望める相手はいなくなっていた。ただ、共に生き延びてしまったもう一匹の虫を除いては。

　最初からそうだった。竜胆は九く曜ようの才覚に最も早く気付いた男だ。そして柊ひいらぎが言う九曜の性質もまた、承知していたに違いない。自みずからが見出した少年の力を誰よりも信頼し、その意思が形を得る瞬しゆん間かんを誰よりも待ち焦こがれていたのだ。

　負けるつもりで敵に挑いどむ戦士など殺すに値あたいしない。九曜が確固たる理由と意思で戦いを選択し、死ではなく勝利を望む「敵」となる時を、竜胆はただ待っていた。

　戦う為ためだけに。

　存在意義を失ってしまう前に、互いには互いがいた。九曜は竜胆を憎むことで正気を保ち、竜胆は九曜を待つことで正気を保っていたのだ。

　九曜は息を吸う。

「何から何まで言う通りだった。ぼくは、本気で竜胆に勝とうとしていなかった。機械兵やあの凶まがらのように、戦士として死んでこそと思っていた。でも今は違う、ぼくは、負けたくない。守りたいものがある。帰還を約束したひとがいる」

　竜胆は、無言。

　構わない。こちらの意思を伝えられればいい。全身に緊張が満ちる。自分は今、鬼き虫ちゆうの中でも随ずい一いちの使い手と相あい対たいしている。武者震ぶるいを押し殺す。

　覚かく悟ごを込め、宣言した。

「ぼくはぼく自身の意思に基づき、この身が持つ全ての武力をもって、貴様を、撃げき滅めつする」

　その時、

　竜胆と九曜の通信を媒ばい介かいしていたレーダーアンテナの一群が、立て続けに爆発した。




『戰せん闘とうに値あたいする』




　声。

　何憚はばかることのない凄すさまじい強度。アンテナがショートするほどの、超指向性の通信波が九曜の頭に叩たたき込まれた。一ひと言ことで十分だった。冷水が一いつ瞬しゆんで沸ふつ騰とうするような熱量の膨ぼう張ちよう。九曜は、デジタルに変換された言葉の０と１の狭はざ間ま、正しよう真しん正しよう銘めい、最強の鬼き虫ちゆうの本気の戦意を見た。

「作戦、開始」

　空間そのものが熱を帯びているようだった。頭から爪先までびりびりと響く圧を感じながら、九曜は今、蜂はちを起動させる。

　地に停とまる蜂はちが飛んだ。その背中に一いつ対ついの光の翅はねを展開し、奇き妙みようなことに周囲数メートルの瓦が礫れきをも浮かせ、音もなく一秒でビルの頂上まで上昇。胸部が開き、九く曜ようとの接続を待つ。

「作戦目的は鬼き虫ちゆう壱いち番式《蜻蛉とんぼ》・四し天てんの竜りん胆どうの撃げき墜つい、そして生還だ。この尽じん天てん、制空権を我らが奪うばい取る」

『御ぎよ意い』

　鬼虫の翅は、羽ばたくことによって空力を得る通常の昆こん虫のものとは全く違う。実際には翅というよりも、視覚化された「力場」である。それは即ち、反重力／慣性制せい御ぎよフィールドによって第三法則を無視する、常識外の無反動推すい進しんの翼つばさだ。

　少年の身がその蜂に滑すべり込む。光の神経で虫と繋つながり、五つの脳が一つの系として稼か働どう。思考が回転し、徐々に加速していく。全天に及ぶ視界は黄昏たそがれの色に染められ、何倍も拡大したセンサー範囲にただ一点だけの敵性反応を感知した。

　全系統正常。

　反はん重じゆう翅し最大出力。

　火器管かん制せい装置展開。

　電磁制御エレキテル正常稼働確認──

「戦闘機動、開始……!!」

　赤い複眼が強く光る。

　そして、九曜が竜胆を見た。蜂が、蜻蛉とんぼを見た。

「参る」

『来い』




　互いの飛ひ翔しようは、奇くしくも全く同時だった。

　滞空状態から一いつ瞬しゆんにして最高速に至る。金と銀の閃せん光こうが、夕ゆう闇やみをジグザグに切り裂さく。
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　戦闘は、彼方かなたに閃ひらめく互いの翅の光を認識した瞬間に幕を開けた。

　水みず鉄かねが及ぼす結界の即そく死し圏けんは、竜胆を中心とした球状にざっと半径二五〇メートル。ぴったり正確かどうかは確証がないが、少なくともそれより狭せまいということは絶対にない。

　蜻蛉の接近速度は音など遥はるかに超えていた。軍道九十九号線から飛び立ち、進路上の障害物をことごとく細こま切ぎれにして、正しく一直線に飛ぶ竜胆。銀の残像が夕闇の廃はい墟きよを真一文字に貫つらぬく。巻き起こる衝しよう撃げき波がビルの窓をことごとく砕くだき、夕陽を反射して光るそれらの只ただ中なかを漆しつ黒こくの虫が突つき抜けた。

　初しよ手て、正面会敵。

　九く曜ようは何も迷わず仕掛けた。蜂はちの身から撒まき散らされるニードルの弾だん幕まく。一本一本が杭くいと見み紛まがうばかりの大型針しん弾だんだ。百は下らない数の針が一斉射出され、急速接近する蜻蛉とんぼと回避コースの予測点を埋め尽つくす。

　瞬しゆん間かん、蜻蛉が漆しつ黒こくの身を光のように翻ひるがえした。

　噓うそのような回避起動。直線コースをほとんど変えず、神タ経キ加オ速ンによってしか見出せない極小の穴を抜け、複眼から一瞬たりとも九曜を外はずさず、まるで片かた手て間まのように、蜻蛉はその弾幕を全て抜けた。

　直接照準の間合い。

　水みず鉄かねの刃が、レーザーのごとく閃ひらめいた。

「……来たか……！」

　九曜は弾はじかれるように軌道を上方に修正。寸すん毫ごうの差で空間を水鉄が舐なめ、蜂を追つい随ずいして更さらに流動する。それを引き剥はがすように後方に小型の針を撒き散らし、無理やりに機体を制せい御ぎよして回避を図る。

　一瞬だけ閃いた刃の照り返しは、それ自体が斬きれ味を持つかのように鋭く蜂を舐める。

　矢のように一直線に飛ぶ蜻蛉と、そのやや上方を斜めに飛び上がる蜂がすれ違った。

　蜂の機体があった座標を、情け容よう赦しやのない斬ざん撃げきが滑すべる。半円を描く切断面が空気を斬って真空を作り、絞しぼるような音と共に薄い蒸気が散った。水鉄が蜻蛉に巻き取られ、軌道上にたまたま存在した廃はいビルの六階から上が噓うそみたいにすっぱりと斬り落とされる。

「電磁制御エレキテル起動、レール展開、弾だん体たい加速ッ！」

　九曜は即座にコマンド。背部にある尻尾のような可か動どう肢しを動かし、大型レールガンに大電流を流しこむ。空中で機体を回転させ、未だこちらに背を向ける蜻蛉の背部に撃うった。

　プラズマが散る。その狙そ撃げきを、竜りん胆どうは何もかも読んでいた。

　即座に形作られるは水鉄の盾たて。九曜が算出した狙撃点に寸分違たがわず合わせ、超高密度の複合装そう甲こうがその場に現出される。ぎん、と甲かん高だかい金属音が響き、超加速された弾体は水鉄に止められ取りこまれる。

　直後、蜻蛉の機体は信じ難がたい機動を見せた。

　銀の翅はねが向きを変える。漆しつ黒こくの胴体が鋭くしなる。そして超音速飛行の慣性さえ完全に捩ねじ伏ふせ、速度を残したまま鋭角に軌道を修正したのだ。

　空気に大穴が開き、凄すさまじい音が轟とどろいた。音速の無む慮りよ数十倍にもなる速度で迫る蜻蛉。

　攻守が入れ替わる。被照準。

　──ッ！

　竜巻のように渦うずを巻く水鉄が、その全てに必殺の威い力りよくを乗せて蜂を狙ねらった。九曜は弾たまを一いつ切さい惜しまずにニードルを射出した。死に物狂いで逃げ続け、死の半径二五〇メートルから外はずれる。最高速度で飛び続ける蜂のすぐ後ろで、切り刻きざまれた建造物がたちまちのうちに形を失っていった。

　空中機動における単純なスピードならば、蜂はちも蜻蛉とんぼに負けてはいない。だが、相手の間合いに入って三秒以上生存することは今の九く曜ようにすら不可能だ。

　最優先事項はこちらが攻こう撃げきを受けないこと。敗北は許されず、勝たねばならない九曜は、勝つために一手のミスを犯おかしてもいけなかった。

　高度を下げ、眼下の廃はい墟きよに逃のがれる。




　──どうしても、やるのか。

　安あん東どうは、そう言った。

　蜻蛉を撃げき墜ついするには、二つの不可能にも等しい難題がある。

　即すなわち、神タ経キ加オ速ンによる規格外の反応速度に追つい随ずいすること。

　そして、必殺と鉄てつ壁ぺきを兼かね備そなえた水みず鉄かねを切り抜け本体に達すること。

　秘ひ策さくの数は二。どちらか片方でもしくじれば、その時点で勝ち目は失うせる。叶かな葉はが発見したあの水鉄の雫しずく──あれが鍵かぎとなったものが一つ。そしてもう一つの秘策は、何千何万にも及ぶ九曜自身の演算によって見出した一つの可能性だ。

　これは、安東にしか教えていない。他の者が知ればきっと止めるだろう。だが他に手は無いのだ。

「確かに……可能性は、ある。だが蜂よ、それは……」

「他に手はない。可能性が少しでもあるのなら、それは零ゼロよりも遥はるかに上等だ」

「──一度しか、やれぬ荒あら業わざぞ」

「一度はできるということだ。……ならばそれだけでいい」

　蜻蛉に勝つための二つの巨大な壁。

　九曜は、それを越えられる。少なくとも可能性がある。他のどの兵器にも、どの鬼き虫ちゆうにもできない、九曜だけの手だ。




　どの障害物も、一時の目くらまし以上の意味を持たなかった。

　轟ごう音おん。

　ビルの間を突つき抜け、ソニックウェーブであらゆる全てを吹き飛ばしながら、九曜は回避最優先の一いち撃げき離脱戦法を繰り返した。しかし未いまだに有効打を一発たりとも当てられず、自分はすぐ背後に迫る無数の斬ざん撃げきから必死の思いで逃げ続けている。

　地を舐なめるほどの低高度で飛行する。大通りとそこに存在する一いつ切さいが端はしから端まで螺ら旋せんに斬きり裂さかれ、あっという間もなく原型を失った。

　撃うち込んだレールガンは回避されるか受け止められ、ビル壁をボロ屑くずに変えるニードル弾だん幕まくも同様の末路を辿たどる。慣性を殺し切って突とつ拍ぴよう子しもない機動を繰り返し、追い追われ時に交差する二匹の虫は暮れなずむ廃はい墟きよに金と銀の閃せん光こうを描き続けた。

「ぐぅッ！」

　一条の閃光が斜めに走り、蜂はちの装そう甲こうを斬きる。浅あさ手でだ、回避には成功した。だがダメージは着実に蜂の身を蝕むしばんでいた。

　竜りん胆どうの刃は一つ交こう錯さくするごとに鋭さを増していた。全力で逃げ続ける蜂に、圧倒的な戦意と確実な死を纏まとう蜻蛉とんぼが迫る。だが、あの間合いにさえ入らなければ。水みず鉄かねの刃が乱れ飛ぶあの結界圏からさえ外はずれられれば──

　そう思った蜂の複眼が、機体を旋せん転てんさせる蜻蛉を捉とらえた。

　彼の纏う水鉄が大きく広がる。扇おうぎのように展開した水鉄が陽光にぎらりと光り、九曜はその中に、無数の細く鋭い光を見た。

　驚きよう愕がくする。

　あれが何なのかなど、九曜自身が誰よりも良く知っている。

　直後──視界を埋め尽つくすほどの壁となりて、蜂のニードル弾が蜂に殺到する。全て受け止められ、水鉄の中に取り込まれていた針だ。今、蜻蛉の投とう擲てきにより、その弾だん幕まくは本来の主を狙ねらった。

「加速針しん弾、射出ッ！」

　叩たたき付けるようにコマンドを叩き込み、蜂は高速で後退しながら同じ数のニードルを射出した。精密照準により放たれた射しや撃げきは確実に敵方のニードルを迎げい撃げきし、その鋭い先端と先端を激突させて、虚こ空くうに無数の火花を咲かせた。

　飛び道具の迎撃に成功し、一いつ瞬しゆんだけ、九く曜ようの気が逸それる。逃げるか撃うつか、超高速のコマンドが跋ばつ扈こする領域において、コンマ以下秒だけ迷う。

　度どし難がたい隙すきだった。

　ずん、と、全く予想外の角度から、何かが突つき刺さる。機体右側面。何な故ぜ。竜胆とはたっぷり距離が開いている筈はずなのに──

　あのニードル弾よりも直径の小さい、異様に細く、異様に長い針。

　理解した瞬間、見誤ったことに気付く。蜻蛉の結界とは、水鉄によって生み出される斬ざん撃の嵐を指す。嵐の間合いは確かに半径二五〇メートル程度であろうが、それはあくまでも水鉄を最大展開した上での話。総量を傾け、細く鋭く水鉄を伸ばせば、その射程範囲は更さらに大きく伸びる。

　紙こ縒よりのごとく伸ばした水鉄の、針の狙撃。

　死ぬ、と思った。

　思った瞬間、半身の装そう甲こうを爆圧で切り離した。針が刺さった右側の装備を捨て、飛行バランスを崩くずしてスピンしながら蜂は逃げる。

　それはまさしく、寸すん毫ごうの差だった。

　九く曜ようが離れた刹せつ那なの後、水みず鉄かねの針が更さらに展開していたのだ。

　刺さった座標を中心として、夥おびただしい数の極細の針が、海う栗にのごとく爆はぜていた。

　切除した装そう甲こうが穴だらけとなって地に落ちていく。あと一いつ瞬しゆんだけ行動が遅ければ、九曜の身は内部からあの針に食い破やぶられていたに違いない。

　そして安あん堵どする間もなく、その時既すでに、蜻蛉とんぼが間合いに飛び込んでいた。

　心底から戦せん慄りつする。ニードル弾だん幕まくも布ふ石せき。針の狙そ撃げきも布石。ただひとえに、体勢を崩くずした蜂はちを射程に入れる為ために。そしてこの距離、神タ経キ加オ速ンで敵の装甲の傷一つ一つを隅々まで認識し、水鉄の刃が閃ひらめく──

『斬きる』

　一いつ閃せん、二閃、四閃、八に十六に三十二に六十四に百二十八。一秒もなく展開された全ての斬撃は一つ一つに必殺の威い力りよくを乗せる。

　速過ぎる。

　銀の嵐に晒さらされる。もはや自分の身に何が起こっているのかすらはっきりとわからない。ただ、飛んだ。飛んで逃げた。反はん重じゆう翅しの片方が刃に晒さらされ、慣性制せい御ぎよのバランスを失って著いちじるしく高度を下げた。再起動。地面に激突する寸前に飛行力を復活させ、瓦が礫れきも廃はい車しやも機械兵の死し骸がいも吹き飛ばして飛ひ翔しよう。背後でそれら全てが微み塵じんに斬きり裂さかれる。振り向いたら死ぬことがわかっている。蜂は逃げる。逃げ続ける。

　神速の鬼き虫ちゆうの空戦は、無音だった。

　交こう錯さくに光が閃き、それに何手も遅れて、轟ごう音おんが衝しよう撃げき波と共に大気に轟とどろいた。




　九曜は、覚えている。

　いつか空戦の訓練をしていた時、師として自分を鍛きたえ上げた竜りん胆どうの言葉を。

　勝負を決める「速さ」の話だ。古いにしえの武術による知識だった。

　──まず、一刻こくを八十四に分割する。

　彼の話は、そこから始まる。

　分割したそのうち一つを、分と呼ぶ。これは人の呼吸一度分に等しい。

　分の八分の一を、秒と呼ぶ。

　秒の十分の一は絲し。

　絲の十分の一は忽こつ。

　忽の十分の一は毫ごう。

　──そして毫の十分の一の速度を、雲耀という。雷光を意味する言葉だ。勝負は全て、その雲うん耀ようの領域で決まる。神経を研とぎ澄ませ。全ての機を見逃のがすな。

　竜胆は、その雲耀を逃さず見極きわめることができる男だ。だからこそあんなにも強い。

　奴やつと並ぶには、自みずからもその領域に行かなければならない。




　やがてニードルが尽つきた。レールガンの弾だん丸がんも、残り二発。もはや後はない。

　決断する。

　蜂はちは上方に軌道修正し、一直線に西へと飛んだ。追う蜻蛉とんぼにレールガンを放つも、それも簡単に受け止められる。残り一発。廃はい墟きよを突つき抜ける。空気を穿うがつ矢のように飛び、音も衝しよう撃げき波も遥はるか後方に置き去りにして虫が空を裂さく。

　視界が一気に開けた。

　上も下も広大な宙ちゆうの只ただ中なかに、蜂と蜻蛉は躍おどり出た。遥か眼下に広がるのは、夕焼けを反射して真っ赤に染まる海だ。

　九曜は、未いまだ西の空に溶け残る眩まばゆい太陽を背負う。




　──蜂。我が虫よ。あれを、行う。

『▼問／電磁制御エレキテル精度異常無シ／然シカレドモ全禁制解除ニ於オケルカノ行動ノ過負荷値測定不能／機体ノ忍耐不可／全副脳及ビ機体破損ノ危険アリ／実行／是カ非カ』

　九く曜ようは迷わず、是と答えた。

　一いつ瞬しゆんの沈黙の後、蜂は最後の質問信号を発す。

『▼問／吾ワレハ最後マデ、貴官ノ為タメノ武力デ在アレタカ』

　九曜はそれにも、是と答えた。

　身を反転させ、突とつ撃げき。最後の一発を撃うち込んで防ぼう御ぎよさせ、その隙すきに捨てられる全ての機関をパージ。自みずから決けつ死し圏けんに飛び込む。

　第一の秘ひ策さく──その雲うん耀ように、至る。

　電磁制御エレキテル、最大出力。

　過大な電流を叩たたき込むのは敵ではなく己おのれ自身に対してだった。自己防ぼう衛えいプログラムを主脳の権限で全てカットし、あらゆるリスクを厭いとわず、主脳と副脳と機体を巡めぐるエネルギーラインの全てに大電流を流し込むのだ。

　機械にとって、電気は血液。今全ての回路に過剰な供給電圧を流し込み、全脳の稼か働どう効率を限界以上にまで叩き上げ──結果としてその身に起こる現象は、強きよう烈れつな負荷を覚悟した上での知覚のオーバークロックだった。

　それは、電磁制御エレキテルを操あやつる九曜にしか出来ない技。

　全神経が荒れ狂う。感覚が殺人的なほどに暴走する。自じ壊かいに至るまでの無む謀ぼうな刺激。全知覚が大電流で暴走し、そして九曜は、「そこ」に至った。

　竜りん胆どうの刃が蜂に襲いかかる。

　既に、見えていた。

　──甲こう種しゆ指令。必ず帰ってくること。

　彼女はあの時そう言った。自律判断を取り戻した九く曜ようにとって、彼女は暫ざん定てい司令の役目を終えている。だからあれは何一つ強制力を持たない、命令でもなんでもない、ただの言葉だ。

　だが、言葉でもいいのだ。それが理由になるのなら。

　魂たましいを振り絞しぼり、少年は、吼ほえた。




「疑似神経加速タキオン・エミユレート──!!」




　主観時間が無限のように引き伸ばされる。一秒が永遠に感じられる。

　時が灼しやく熱ねつする。




　ほぼ零ゼロの時間差で放たれた三百二十七閃せんの斬ざん撃げきのうち百五十五が牽けん制せいで九十三が罠わなで残り全てが必殺の本命でありそのうち七十五閃せんと七十六閃の間に隙すき間まが【稼カ働ドウ効率上昇】抜けた先のもう一閃を紙一重で潜くぐり更さらに距離を詰め【上昇】演算装置が火を噴ふくがもはや構うことなく【想定限界超過】刃の嵐の抜け道を奇き妙みようにゆっくりした知覚で見切り【装ソウ甲コウ被害六割超過】酷こく使しされた複眼が砕くだけ赤い塵ちりとなりて舞い【副脳二号損ソン壊カイ】体中の全ての細胞が燃えて燃え尽つきる感覚【三号損壊】それでもいい【装甲被害八割超過】届け【四号損壊】届け届け届け【九割超過】まだだ【九割二分ぶ超過】一いち撃げきでいい【爆圧抑ヨク制セイ不可】黒こく煙えんが刃のような筋すじを引いて【九割五分】無数の傷を受け尚なおも自己が止まることを許さず【耐久不可能】空と海が逆転【再照準】ただ雷光のように飛ぶ【警ケイ告コク】闇やみを塗り固めた色の【光学神経制セイ御ギヨ不可】眼前を飛行する漆しつ黒こくの虫【稼働効率及ビ装甲被害十割超過】視みえた【危険領域】刃と刃の狭はざ間ま【危険】刻きざまれた時と時の間に【危険】蜻蛉とんぼの姿が【危険】撃【危険】「ぅううううおおぉぉおおおおお【危険】ぉおおおおぉぉぉおぉお【危険】おぉぉおおぉぉあああぁあああ【危険危険危険】あああああああああああ【危険危険危険危険危険】ああああああああああああああああああああッ!!」




　そして、照準。




　伝導体製レールが変形する。その端はしから端までに、過大な電流を纏まとわせていた。蜻蛉とんぼの必殺の結界を突つき抜ける蜂はちはその全推すい力りよくを機体背部に回し、稼働肢しを一条の槍やりのごとく突つき出していた。

　金きん翅しの九曜、特攻形態。まさしく蜂の一刺し、先端の尖とがったレールを刃に、蜻蛉の胴体を貫つらぬく──
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　だが竜りん胆どうは、その一枚も二枚も上を行っていた。

　外はずした三百二十七閃せんの水みず鉄かねを自みずから切り離し、蜻蛉はその身を翻ひるがえす。

　漆しつ黒こくの機体は、刹せつ那なに自らの全身を銀で覆おおっていた。

　残りの水みず鉄かねを超高密度に凝ぎよう固こさせたそれは、まさしく一振りの刃。龍りゆうのごとき胴どうを刀の柄つかさながらに振るう姿は、まるでそれ自体が巨大な剣そのものだ。




『──神カミ風カゼ』




　最終防ぼう衛えい手段であり、最強の攻こう撃げき手段でもある。

　壱いち番式《蜻蛉とんぼ》の、これが、切り札。

　蜻蛉の上段一いつ閃せんが今、蜂はちの突撃を遥はるかに上回る速度で振り下ろされる。その身全てを一振りの刃と化し、切っ先がまさしく雲うん耀ようの剣速にも至る斬ざん撃。避けられず、耐えきれない。必殺にして鉄てつ壁ぺきの鉄てつ塊かいを前にして、斬きられる以外の道など無かった。

　だが、これでいい。それを待っていたのだから。

　竜りん胆どうの剣が蜂はちの身に滑すべる瞬しゆん間かん、九く曜ようは最後のコマンドをぶち込んだ。

　電磁制御エレキテル、限界を超えた極大出力の電気を放つ。

　耳をつんざく轟ごう音おんが空気を揺ゆらし、目を灼やく強きよう烈れつな閃光が夕ゆう闇やみを真昼のように照らした。

　最後の、秘ひ策さく。

　光が収束する時。竜りん胆どうを包む水鉄の刃が、飛ひ沫まつとなって飛び散っていた。

　水鉄を構成するものは、特定の波長によって凝固させられた幾兆のナノマシン群である。九く曜ようの電磁制御エレキテル──それは、水みず鉄かねを形成するナノマシンに唯一干かん渉しようしうる能力だった。あの雫しずくがそれを教えてくれた。特定の波長の電流を流せば、ナノマシンに干渉できると。

　そして今、竜りん胆どうの水鉄には防がれた無数のニードルと弾だん丸がんが取り込まれていた。その中に多数残る全ての鋼こう鉄てつが媒ばい介かいとなる。全ての力を振り絞しぼった大電流が、竜胆の水鉄のナノマシン結合をことごとく破は壊かいした。

　永遠のように遠い半径二五〇メートル、その決けつ死し圏けんを抜けなければ、蜂はちの本体に触れられなければ、決して叶かなわなかった策だ。

　──一いち撃げきでいい。

　全ての結界を切り抜け、最後の刃を分解し、眼前に舞う漆しつ黒こくの蜻蛉とんぼ。ただ一撃、それさえ叩たたき込めれば、奴やつの装そう甲こうを抜ける──

　だが、蜂がこれ以上を耐え抜ける筈はずもなかった。

　直前までの副脳と全神経の酷こく使しで既すでに内部機関が焼き切れ、最後の最後に放った大電流で一号の副脳も完全に死んだ。

　ありったけの電流の放出を最後に、蜂の機体は、真っ二つに両断されていた。

　致命の一撃を叩き込まれ、鬼き虫ちゆうの蜂は完全に「死んだ」。火と煙を残し、無む惨ざんに斬きられた蜂の機体が海に落ちていく。その複眼からもはや光は失せ、金に輝く翅はねも消え、ただ物言わぬ鉄てつ屑くずと化して墜つい落らくする。

　知覚がエラーで死んだ。戦闘不能。目の前がブラックアウトし、全ての力が最後の一撃で失われ、「死」が全身を絡からめ取り、

　それでも、止まらない。

　死ぬための戦いではない。

　使命でも憎悪でも本能でもない。

　ただ、勝ちたい。それだけが全てとなり、意思が最後の熱量を発した。




　そして今、蜻蛉にたった一人の少年が飛びかかっていた。




　空中。暴風に煽あおられ、蜂から飛び出した少年は軍刀の鞘さやを払う。白はく刃じんにありったけの電流が流し込まれる。夕焼けよりも赤い双そう眸ぼうは、蜂の身を失いながらもなお強きよう靭じんな闘志を秘め、胴どう体たいのコア──主脳を有す本体を、ただ睨にらんでいた。

　──みえた。




　その時、竜りん胆どうが笑ったような気が、した。

　蜻蛉に抱かれた男の表情など見える筈はずがない。だがそれでも、間違いなくそう感じたのだ。




　蜂はちの最後の一刺しは、確かに「敵」を捉とらえた。
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　墜おちる。

　全神経が麻ま痺ひしていた。もう戦う力は一いち分ぶたりとも残っていない。

　飛ぶ力を失って真まっ逆さかさまに落ちる九く曜ようは、ただぼんやりと「色」を認識していた。

　即すなわち、暮れゆく落陽の朱しゆと、夕ゆう闇やみに迫る月影の青だ。上下に広がるそれは無限に思えた。

　そして自分とそう遠くないところにある、銀の残ざん滓しと、黒。形を失い雫しずくとなって散る無数の水みず鉄かねは、夕陽を照り返してきらきらと輝いていた。

　光の雨のようだ、と頭の片隅で思う。

　蜻蛉とんぼは、指揮系統を破は壊かいされて墜つい落らくしている。帯電した刃は確かに蜻蛉の装そう甲こうを抜き、主脳の頭部に届いてそれを貫つらぬいた。未いまだ右手が硬こう直ちよくしたように握り続ける軍刀は、刀身に夕映ばえを集めて光っていた。

　勝った。

　そう思いかけた時、ふと直接照準による通信波がねじ込まれ、思考に声が生じる。

『──＃＃　ｉき　ｋ“。お０　ｅ　１１＄＆　　意　％３ｔｇ？　；で』

　ノイズを可能な限り除去して導き出される音声は、ある言葉を告つげていたように思う。確証はない。もしかしたらそれは考え違いかもしれないし、或あるいは自身の妄もう想そうに過ぎないという可能性すらある。

　蜻蛉は、墜ちる。蜂の残ざん骸がいと共に。

　神経の暴走が尾を引いて、それもひどくゆっくりと見えていた。九く曜ようは我知らず、墜落していく蜻蛉と蜂に、焦こがれるように手を伸ばした。死にゆく彼らに。脳のう裏りに浮かぶのは戦友であり師だった竜りん胆どうの姿で、笑う柊ひいらぎで、先に死んでいった仲間たちだった。

　──ぼくを、置いていかないで。

　九曜の中の弱い部分が、もうどこにもいない仲間に無意識のうちに叫んだ。

　だが伸ばしたこの手が掴つかみ取るべきは、消えゆく者たちではない。

　再会するべき少女がいる。彼女についての情報が、九曜の記憶には鮮せん烈れつに残っている。あの泣き顔を覚えている。あの笑顔を覚えている。あの言葉と、それが意味するところを九曜は覚えている。

　戻らなければ。

　戻らなければ。

　戻って、言わなければならないことが──、

　ぶつん、と視界が真っ黒に染まる。限界が来て最初に潰つぶれたのは視覚だった。それから最後の意地で動かしていた部分さえ力尽つき、指一本も動かせなくなる。

「　　　」

　海中に没する寸前、無意識のうちにその名を呼ぶ。

　声は、出なかった。







　　　終　─　蜂／少女／そして置いていかれた者たちは







　お前がどうしたいのかは、お前が決めるんだ。




　伍ご長ちようは、そう言った。

　叶かな葉ははその答えを得られないまま生きていた。

「おれは、いつまでもお前と一いつ緒しよにはいられない」

　いつだったか。縁えん側がわで茶を飲み、虫の鳴き声をじっと聞きながら、伍長は言った。

「けどおれが死ぬのは、お前やこの国を生かす為ためにだ。お前はそこで生きろ。……なに、心配することはない。お前の横をずっと歩いてくれる奴やつは、きっといるさ」

　そう言って夜の闇やみを見つめる彼は、その向こうに失った妹の顔を見ていたのかもしれない。

　今ならばわかる気がしている。どうすればいいのか、どうしなくてはいけないのか、ではない。本当に大事なのは、自分の意思がどうしたいのかなのだろう。
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　使える限りのレーダーを駆使し、生存者は地下から虫の反応を辛かろうじて追っていた。彼らの反応はあまりにも速く、捉とらえられる反応が飛び飛びであったことから、人々にその空戦の苛か烈れつさを想起させた。

　戦闘は、五分と七秒で終わった。

　たった五分、ではない。瞬しゆん時じに音を超える神速の兵器が二機、己おのが持ちうる全ての力をぶつけ合ったのだ。余よ人じんには想像もできない、二十年前の戦争を圧縮したような、圧倒的な暴力の乱舞する時間であったに違いない。

　その五分七秒が過ぎ去った時、通信塔とう乙おつ号に程ほど近ちかい海上で二機の反応が消失した。まったく同時に、と言ってもよい。乙号付近に敷ふ設せつしたセンサーが、爆発的な光の膨ぼう張ちようと轟ごう音おんを捉えていた。もはや両機の撃げき墜ついは確実だった。

　──もしや刺し違えたか。

　勝利という言葉を思い浮かべるより早く、その推測が皆の顔を青くした。

　直後、その場から飛び出して出口に走る影があった。止める声も聞かず、大慌あわてで追った綱つな島じまにやっと捕つかまえられ、それでも彼女は諦あきらめようとしなかった。

　振り返り、叶かな葉はは決然と言った。

「九く曜ようを、迎えに行きます」

　図らずも、それが合図のようになった。

　まごまごしてはいられない。機材を集め車を出し、すぐさま軍港へ行かねばならない。しばらく様よう子すを見るなどといってもここからわかる状況などタカが知れているし、その一分一秒でもしかしたら取り返しのつかないことになるかもしれないのだ。

　反応は消えたが、もしかしたら、九曜自身は生きているのかもしれない。

　逆の場合もまた、ないとは言えない。銃じゆうを持った男たちを乗せたトレーラーが走り出した。

　鋼こう鉄てつの嵐が通ったような惨さん状じようが、まっすぐ海まで続いていた。
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　結論から言うと、九曜は到着の数十分後に発見された。

　最初に見つけたのは波は止と場ばを駆け回っていた叶葉だ。九曜の本体のみが波に流され、ぼろぼろになって消波用のテトラポッドに引っかかっていた。蜂はちの姿は、どこにもない。




　今はただ、波の音だけがしていた。

「九く曜よう……九曜っ！」

　奇き妙みようなほどの静せい寂じやくに包まれた夕刻の港で、叶かな葉はは九曜を抱いている。

　九曜は、動かない。

　もう何度も呼びかけている。だが、少年はそれに反応を返すことがなかった。右手に軍刀を握り締しめ、両目は見開かれて、強い視線を虚こ空くうに投げかけたまま──その時間だけが、凍り付いたように静止している。

　──まさか、そんな。

　行ってくると言ったのに。

　自分の言葉に、了解と返したのに。

「……甲こう種しゆ、指令」

　口をついて出た声は、震ふるえていた。

　今やこれはただの言葉だ。そんなことはわかっている。

　だが、もはや縋すがらずにはおれなかった。もしかすればいつものように、こちらが引っくり返るほど素早く起き上がってくれるかもしれなかったから。いつものようにこちらを見返してくれるかもしれないから。

　いつものように、あの仏ぶつ頂ちよう面づらで言葉を返してくれるかもしれないから。

「起きて。起きて、ください。甲種指令、起きなさい……！」

　返事は、無い。

　何も無い。

　叶葉は確かにあの時、九曜に帰ってこいと言った。考えようによっては、彼はその約束を果たしたと言えるかもしれない。蜂はちの身を失い、刺し違える形で蜻蛉とんぼを撃げき墜ついして尚なお、この身だけを尽じん天てんの軍港に持って帰った。

　けれど。けれど、どうか。

「お願い……お願いだから、起きて……っ」

　うわごとのように繰り返す。弱々しくか細い懇こん願がんは、静止したままの九曜には届かない。

「だって。だって、こんなっ……起きてくれなきゃ、意味ないじゃないですかぁっ！」

　海水に濡ぬれた九曜の胸に、叶葉は顔を埋めた。驚くほど冷たい。染み込んだ水のせいだろうが、何の反応も返さない体は海水よりもなお冷たいような気がした。

　我慢していたものが溢あふれ出る。叶葉の両目から熱いものが込み上げ、

「──っと、そこから先はちょっと待ちな」

　叶葉の肩に、ごつい手が置かれる。

「つなじま……さん？」

　発見の報を聞いて、綱つな島じまが来ていたのだ。綱島は真剣な顔で九曜の顔を見下ろし、振り返って背後にドラ声を放つ。

「ジジイッ！　こいつはどうなってる!?」

　見れば、方々を探さがし回っていた全員がこの場に到着していた。そこから歩み出て、機材を持ってひょいひょい歩み寄る老人。

「安あん東どう、さん……」

「ちょいとすまんの。こやつを借りるぞ」

　と、叶かな葉はの腕の中にあった九く曜ように手を伸ばし、うなじの端子にケーブルを繋つなぐ。そうして小型のＰＣで何かを操作し、力強く頷うなずいて、綱つな島じまに目配せした。綱島は全員を見渡し、大声で指示を飛ばす。

「力のある奴やつは車の機材を持ってこい！　手が空いた奴は作業場の待機組に伝達！　ここで応急処置して向こうで蘇そ生せいすっから、設備はきっちり揃そろえとけってな！　こっからが俺たちの本番だ、気ィ抜くんじゃねえぞ！」

　言うが早いか、全員がばっと動き出した。

　呆あつ気けに取られたようにそれを見守る叶葉に、安東は呟つぶやくように声をかける。

「こちらのシグナルに反応した。微弱だがの」

「え」

「完全に死んではおらん。この色男めを叩たたき起こせる可能性はまだあるということよ」

　叶葉の両目が、ゆっくりと見開かれていく。

　それを見返し、老兵は不敵に笑った。

「泣くのは後ぞ、お嬢。安東整備特務少しよう尉い、最後の大仕事を仕上げねばの」




　修復作業は、それから更さらに二十時間にも及んだ。
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【警ケイ告コク】

【主脳修復】【体機能復元】【自律機能失調】【判断能力低下】【戦闘能力低下】【虫チユウ体タイ喪ソウ失シツ】【標的設定定義不可】【作戦遂スイ行コウ不可】【代ダイ替タイ任務入力要請】──




　視界が開ける。

　見える景色は、ひどくぼんやりとしていた。視角が狭い。滲にじむ視界がどうにかこうにか色を捉とらえたが、それとて何が何なのか識別できるほどではない。五感がうまく機能しておらず、耳がきぃんと鳴ってまともに音を捉えない。

　九曜が眠っていた場所は、作業場のかつては《蜂はち》を修理していたスペースだった。そこに今は他ならぬ本体そのものを治すためだけの機材が並べられている。

　九く曜ようは第四工こう廠しようから引っ張り上げてきた修復槽そうに横たえられていたようで、その槽に繋つなげられた無数のコードと端末と隅に置かれた大小様々のパーツが床一面を埋め尽つくしている。九曜を助けようとした人々の、二十時間以上に渡る激戦の痕こん跡せきである。

　よく見えない。幾つかの神経系はもう修復不能になっており、特に視覚のダメージは甚じん大だいだった。見えるようになったのは左目だけで、右目はほとんど色しか捉とらえない。

「あ……」

　視点を巡めぐらすと、修復槽の傍そばでうとうとしていた少女と目が合う。

　叶かな葉はは目覚めた九曜を見て、目を皿のように丸くした。

　それからは大変だった。どすんばたんと皆のいる場所に叶葉が飛び込んで状況を伝え、それを聞いてまた動転した人々が九曜の寝ている部屋になだれ込んできて、不ふ思し議ぎそうに人間たちを見返すその目に可哀かわい想そうなくらい安あん堵どして、

　様よう子すが少しおかしいことに、安あん東どうがまず気付く。

　九曜は頭を軽く押さえ、喉のどから言葉にならない呻うめきを漏もらす。皆がそれを固かた唾ずを飲んで見守っていた。九曜は自みずからの頭を押さえ、自分が眠る場所をざっと見渡し、修復槽の脇わきに立てかけられたままの軍刀を見て、それから人々の顔を見て、最後に叶葉の顔を見た。

　蜂はちから脱出し、少年は確かに生きて帰った。

　だがその終わりには、もう一つのオマケがあったりするのだ。

　最初に気付いた安東が、あ、と目を丸くした。

「そ、そうか、自律判断を失調しておるのか！」

　九曜は《蜂》を完全に失っている。ということはつまり、蜂が有する四つの副脳を全て失ったということになる。自律判断の補助としてそれらと繋がっていた九曜は、そうした判断を正確にできなくなっていた。

　蜂とリンクしていたシステムは全て修復段階で切り離され、一応の単独行動は可能なよう調整されてはいる。だがもう一段階、九曜の復活には必要なものがある。

　つまり、「司令」の再設定である。

　自然に──というべきか。反射的に全員が一人の少女を見て、視線がそこに集まる。

　叶葉は、まったく迷わなかった。
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　──あの場所を見に行く。

　なんとか回復した九曜はそう言って、叶葉らと共に軍港へ赴おもむいた。

　通信塔とう乙おつ号の無事を確認し、東とう京きようと連絡を取る必要もある。最低限の荷物を積み、軽トラックがごとごとと廃はい墟きよを走る。

　九く曜ようがその海を見たのは、決戦から丸三日ぶりのことだった。

　もう蝉せみは鳴いていない。ただ静かな波の音だけが辺あたりを包み、西の彼方かなたでは落ちゆく太陽が雲を抱いて燃えている。海はあの時のように夕陽の反射で赤く染め上げられ、時折白い波が生まれては光った。

　オレンジ色の埠ふ頭とうのコンクリートに立ち、九曜は、途と方ほうに暮れたように立ち尽つくした。

　あそこのどこかに、蜂はちと蜻蛉とんぼがいる。

　そう思うのが不ふ思し議ぎで仕方がない。機械は夢を見ないが、人が見る「夢」というものはこのように実感に乏しいものなのだろうか、とも思う。

　海はただ静かに凪なぎ、戦前と全く変わらない顔を見せる。どこまでも当たり前の波の中に、墜つい落らくした最強の虫の痕こん跡せきなどありはしなかった。

　九曜は思い出していた。最後の最後、墜おちゆく竜りん胆どうが遺のこしたノイズ混じりの通信。

　あれは、遺ゆい言ごんだったのだろう。恐らく。




　生きて、進め。お前の意思で。




　敵を乗り越え勝利した者は、生きなければならない。己おのれの意思に準じ折れることなく進まなければならない。途中で立ち止まることは自身が倒した敗者への冒ぼう涜とくだ。竜胆はそういう風に考える男だった。

　もしもあの激戦を制したのが竜胆の方であったなら、彼はどうしただろうか。

　九曜を撃げき墜した竜胆は、ただ自みずからの信念に従い、この尽じん天てんを離れてどことも知れぬ場所へ飛んで行ったのかもしれない。そして自身が戦うに値する「敵」を探さがし続け、狂気に至る自我とたった一人で向き合い続けたのかもしれない。

　自分は、これからどうなるのだろうか。九曜はぼんやりとそう考える。敵はもういない。今はまだ正気を保っているが、主要概がい念ねんの喪そう失しつが自らの心を狂気で蝕むしばまない保証はどこにもない。

　ぎゅ。

　ふと、左手の袖そでを掴つかむ手があった。横に立つ叶かな葉はがこちらを見ていた。

「叶葉」

　ためらうように名を呼ぶと、叶葉はうれしそうに返事をする。

「はい。なんですか、九曜？」

「小しよう生せいは、蜂を失った。戦う力の大半を失ってしまった故ゆえ、戦闘兵器としての運用はできぬ。この身はもう鬼き虫ちゆうとは呼べぬ欠けつ陥かん品だと思う。……少し、どうしていいのかわからなくなる。小生はここにいていいのだろうか」

　蜻蛉が墜ち、蜂が散り、九曜を過去に繋つなぎとめるものは消えてなくなった。

　ここに至り、少年は初めて「全てが終わってしまった」ことを実感した。

　作戦目標も何もない、茫ぼう漠ばくたる時間の流れが目の前に広がっている。その余りの不透明さに九く曜ようは惑まどう。あの戦いを生き残れば必ずこうなるだろうと思っていたのだが、いざ実際に放り出されてみると足元が覚おぼ束つかない思いだ。

「あたしは、蜂はちじゃなくたって、九曜にはいてほしいですよ」

「……そういうもの、なのか」

「勝ってくれたっていうことよりも、九曜がちゃんと生きて戻ってくれたっていうことの方がうれしいんです。──あ、そういえばまだちゃんと言ってませんでしたね」

　叶かな葉はは、顔いっぱいで笑った。

　帰ってきてくれた人を迎える、とびきりの笑顔だった。

「おかえりなさい」

　二つの言葉は、対ついだ。

　それは約束であり、そして同時に、戦いから戻った兵士に向ける最も優しい言葉だ。居場所はここにあるということを、何よりもはっきりと示してくれる。

　九曜は夕陽に染まる叶葉の髪と笑顔を、魅み入いられたように見詰めた。

　それから、

「──、ただいま」

「あ」

　言うと、叶葉は何にそんなに驚いたのか目を大きく大きく見開いた。

「九曜！　九曜いま笑いました!?」

　自覚が全くない。

「……？　笑った？　なんだそれは、小しよう生せいにそんなつもりは無い。見間違いと推測する」

「笑いましたっ！　あたしは確かに見たんです！　もっかいやってもっかい！」

「そうは言うが、小生は笑ったことなど無い。方法を知らぬ。やれと言われてそう簡単にできるものではない」

　叶葉は業ごうを煮やして、

「大丈夫ですできます！　さっきみたいな感じでほら、口をこう、上にですね、むにーってほらむにーって」

「うむっ、何を、むがぐぐ」

　眼めの色を変えた叶葉に顔面をいじくり回された。棒ぼう立ちのまま為なすがままに顔をむにむにやられる九曜。とはいえ意識して笑顔を作るなど考えたこともなかったのは本当で、九曜の仏ぶつ頂ちよう面づらは崩くずれることがなかった。

　押し問答は結局、乙おつ号から出てきた安あん東どうが「帰るぞい」と一声かけるまで続いた。

　九曜には、笑ったという自覚は無い。

　だが叶葉は確かに見たのだ。ただいまを言う時、九曜が年相応の少年のようなあどけない微笑を見せたのを。




　空はもう暗くなり始めている。トラックの荷台に乗ってごとごと揺ゆられながら、九く曜ようと叶かな葉はは並んで荷物の番をしている。

　叶葉は機材に寄りかかって座りながら、空を見ていた。濃のう紺こんに溶けゆく空にはぽつぽつと星が見えていた。

「──九曜」

「笑ってはいないぞ」

　叶葉はおかしそうに吹き出して、

「そっちじゃなくて。あたし、あれから色々考えてみたんです」

　何を、と目で問うた。叶葉は九曜に視線を返し、

「九曜、言ってましたよね。人は『その後のこと』を考える権利があるって。……だから、あれからずっと考えてたんです。あたしが、もし全部終わったら、どうしたいのか」

　人に存在理由は設定されていない。

　人が生まれることには、「何の為ため」だとか「どうして」だとかの理由はどこにも無い。だからこそ、自分の意思で自分の道を決めることができるのだ。

　叶葉は、その道を決めようとしている。

　全てに優先して、まず自分自身がどうしたいのか。

「あたしは、八や洲しまを見てみたいって思ったんです。みんなが戦って、がんばって守ろうとしたこの国を。伍ご長ちようが守ろうとした、ここの今を」

　夜の虫がどこかで鳴いている。どこで鳴いているのかわからない。叶葉はその鳴き声に心地よさそうに耳を傾けながら、夢物語を話すように続けた。

「ここの皆さんに、いってきますって言って。この国の色んなとこを回って、もしここみたいな場所があればできる限りお助けして。あたしにできることなんて、そんなにないけど」

　九曜は軍刀を肩にかけながら、

「君は小しよう生せいには不可能な特技を多く持っている」

「それ、お互い様でしょ」

　叶葉は言って、くすぐったそうに笑った。

「──あたしはこの国を見たい。自分の足で歩いて、自分の目で見て……それで、いつかここに帰ってきたい。ただいまって、笑って皆さんに言いたい。これがあたしの望み」

　叶葉は静かな声で、噛かみ締しめるように、その希望を言葉として紡つむぐ。まだ何も決定していない、漠ばく然ぜんとした未来の話だ。これは何一つ確証のない、今はただ言葉の上でしかない「その先の物語」だった。

　だが一つ確かなのは、彼女が話すそれは夢物語ではないということだ。

　不可能では、決してないのだ。

「──行くか？」

「え？」

「小しよう生せいは、君から離れぬ。君の為ために生き、君に従い、君を守る。一ひと言こと『ついてこい』と命じれば、小生は君の道中にどこまでも付き合おう。この正気が続く限りは。……君が、小生で良ければ」

　叶かな葉ははしばし、九く曜ようを呆ぼう然ぜんと見ていた。

　九曜はそんな叶葉に向き直り、「司令」の一言を待つ。噓うそでも冗談でもない。今ひとたび叶葉が旅立ちを決意すれば、九曜は本気で彼女と同じ道を歩むつもりでいる。

　敵を失い、仲間を失い、戦う力を失った。もしかしたら戦闘兵器の例に漏もれず、九曜の主脳にも狂気の手が迫るかもしれない。だがそれはまだわからない未来の話だ。この身は本当にこれから狂い始めるのか、そうだとすれば残された時間がどれほどあるのか。だが今自分が持っている残りの時間を、叶葉に捧ささげよう。

　少なくとも、そうしたい。九曜はそう思っていた。

　九曜は、ただ、叶葉の一言を待った。

　見開かれた叶葉の瞳ひとみに、じわりと涙の粒が浮き出る。だがその涙の意味は先の会話で学習済みだ。笑う、と思った。思う通りだった。

「──はは、あははっ。ごめんなさい、うれしいのになんだか……。急なんですからもう、いつもっ」

　叶葉は頬ほおを伝う小さな涙を拭ぬぐった。それから居住まいを正し、九曜と向き合って、こほんと一つ咳せき払ばらい。

　その一言を、言った。

　九曜は一も二もなく了解した。こちらを見る少女の少し潤うるんだ大きな瞳に、こちらが映っている。その中の己おのれの顔を見て、もしかしたら自分は、今笑っているのかもしれないと思った。
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「本当に行くのだな？」

　翌日の早朝、安あん東どうは直前になって思い出したように問うた。

　頷うなずく叶葉は、いつも以上の重装備に身を固めている。ごわごわの野戦服に、アラミド繊せん維いの防災ポンチョ、背にはダイナモナス製の頑がん丈じようなザック。オマケのヘルメット兼ガスマスクもある。加えて食しよく糧りようと水が詰め込まれてぱんぱんに張ったダッフルバッグも提さげており、護ご身しん用の拳けん銃じゆうとマガジン数個も一応ある。

　そして九曜もまた、持ちうる限りの荷物を詰め込んだバッグをいくつも持っている。その身は防ぼう塵じん用の外がい套とうに包み、右目には視覚補助機能を仕込んだ眼帯が装着されてある。安あん東どうが作った一番の餞せん別べつだ。それからもちろん、いつもの軍刀も腰こしに。

　あまり大々的に送り出されるのもなんだか申し訳ないので、全員には知らせなかった。これが今こん生じようの別れではないのだ。

　地下鉄から出て大通りに乗り、軍道に繋つながる道の上。そこには九く曜ようと叶かな葉はと、安東と綱つな島じまと菘すずながいて、それから一番状態のいいトラックが停まっている。あらかじめガソリンを入れたポリタンクも荷台にはある。まともに動ける車はかなり貴重だから最初は叶葉も断ことわったが、いいや乗っていけ、と押し切られてしまった。

　静かな朝だった。もう蝉せみの声も聞こえない。

「はい。もう、決めましたから」

　笑顔で頷うなずく叶葉。菘はそんな叶葉を見て、心配なのか寂さびしいのか、なんだか少しいじけているような顔をしたまま、

「……あんまし、無理しちゃダメよ。辛つらくなったりしたらいつでも帰ってきていいから」

「はいっ」

「ほんとに気をつけてね？　危ないとこ行ったらダメだかんね？　どこで道が崩くずれてたりイカれた機械がいるのかわかんないんだから。ほんとに、ほんとに気をつけるのよ？」

　それから菘は、まだ言い残してることはないか、もっと言いたいことはないかとおろおろと言葉を探さがした。九曜の方を見て、

「カナのこと、あんたならちゃんと守れると思うんだけどさ。でもねあんたね、またこの子のこと泣かせたら今度こそぶっ飛ばすからね」

「承知している」

　頷く九曜。他に何かないか何かないか、と二人の顔を見比べながら菘は必死に考え、

　じわ。

「お。こりゃ珍しいもん見たな、菘も別れはつれぇか」

「るさいっ！　泣いてないわよ！」

　言ったものの、そこで限界が来る。菘の表情がひとたまりもなく崩ほう壊かいし、叶葉の胸に取りすがって泣いた。それでも泣くまい泣くまいとしているのか、息の詰まる嗚お咽えつばかりが漏もれる。

　その様さまを微笑ほほえましげに眺ながめながら、安東は九曜に確認を取った。

「それでは……東とう京きようの使いには、会わずともよいのだな？」

「ああ。どの道、今の小しよう生せいから取れるデータなど少ない。全て《蜂はち》に置いてきた。……鬼き虫ちゆうは、蜂も蜻蛉とんぼも死んだと伝えて頂いただきたい。死ぬまで戦い、刺し違えたのだろうと」

　東京の使いは、明日にはこの尽じん天てんに到着するらしい。十分な物資と機材を乗せた第一班であり、この都市の復興の為ために何度かに分けて訪れるようだ。

　尽天が復興するのはいつになるのかわからない。地下で眠る人々がみな目覚めるのは、今より更さらに何十年も先かもしれない。

「わかった。わしから伝えておこう。他に何かあるか？」

「そう……だな」

　九く曜ようは少し考え、

「……恐らく、海に沈んだ残ざん骸がいは引き上げられることとなると思う。あちらとしてはそこからデータを吸い上げる目的もある筈はずだ。小しよう生せいもそれについて異論はない、だが、それら全てが完了したら……」

「うむ」

「手厚く葬ほうむって欲しい、と」

　それだけが、九曜の望みだった。

　安あん東どうは全てを了解し、ただ静かに頷うなずいた。

「……それとな、いつでも帰ってこい。ここはこの時代でのお前さんやお嬢の最初の場所だ。故郷、と言ってもよい。──好きにこの国を巡めぐってくるがいい。蜂はち、いや、九曜」

　そう言って、皺しわだらけの顔を更さらに皺くちゃにして、老人は笑う。
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　さて。

　そろそろ、「その先の物語」を始めなくてはならない。

　運転席には九曜が乗った。これまで人の車を運転したことなど無いのだが、この程度の機械だったら全てを把握するのに二分と要さなかった。ハンドルを確かめ、アクセルとブレーキとクラッチを確認。エンジンをかけると、火の入った車がぶるりと震しん動どうした。

　助手席の窓から顔を出し、叶かな葉ははこちらを見送る三人と、その後ろに広がる尽じん天てんの廃はい墟きよをじっと見ていた。

　アクセルを踏む。朝の空気を突つき破やぶり、車が走り出す。

　尽天の街並みが、一気に流れ去っていく。

　地下鉄のアジトも、

　軍港と通信塔とう乙おつ号も、

　八や洲しま軍第四工こう廠しようも、

　少女が拾われたあの川沿いの色いろ街まちも、

　全ての決着がついた、あの海も。

「いってきまぁ────────すっ!!」

　ありったけの声を張り上げ、いきなり叶葉が叫んだ。

　見送る三人に、アジトの全員に、自分が目覚め生きた尽天の全てに。

　そして恐らく、今はもういない伍ご長ちようにも。

「かぁえってこいよぉおおおぉぉぉお─────────っ!!」

　即座に、叶かな葉はの叫びに倍する綱つな島じまのドラ声が帰ってきた。叶葉はそれにびっくりして、驚き交じりの笑い声をあげてぶんぶん手を振った。

　九く曜ようはそうしたやり取りを音で聞きながら、ただ前を見つめていた。

　ここから先は未知の領域だ。

　根拠も保証も目標もない、果ても知れない時間の流れのみがある。

　だが、どこへ行こうが道は道だ。必ずどこかに繋つながっているものだ。時と道は、そういう風にできているのだから。

　終わりの先には、未確定の未来だけがある。
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終／始─そして置いていかれた者たちは、自みずからの道を選び取る────






　あとがき




　正直、私は虫が苦にが手てです。

　虫型の兵器が中心となる話を書いておいてアレですが、こればっかりはもう無理です。

　虫の何が恐ろしいって、生態の全てがこちらの常識とは全く別次元にあるのが恐ろしい。

　なにせ奴やつらは無む脊せき椎つい動物なわけですから。人間、というか哺ほ乳にゆう類、というか脊椎動物そのものとは全く違ったロジックでもって活動していますから。もう奴らは宇宙生物か、さもなきゃタンパク質で構成された一つのシステム体系そのもののように思えます。

　ともあれ。作中に登場する「鬼き虫ちゆう」は、そういう虫に対する畏い怖ふみたいなものが「最強の兵器」として顕けん現げんしたものだと、自分では思っています。

　わからないものは恐ろしいものです。けど恐怖や不安は一歩踏み出すと興味にもなり、その向こうには一種のロマンがあるようにも思います。何か「わからないもの」を前にする時、最初にはきっと恐怖が立ちます。けれど何か一歩進むきっかけがあれば──例えば尽つきせぬ探究心であるとか、使命感であるとか──案外なんてことなかったりするものかもしれません。




　と、そこそこ上う手まくまとめられた気がしたところで、初めまして。九く岡おか望のぞむと申します。

　まずは、拙せつ著ちよを手に取って下さった方々、本当にありがとうございます。少しでもお楽しみ頂けると良いのですが。

　そもそもこの物語は、自分の嗜し好こうを全部乗せでやっちゃおうと踏み切った趣味丸出し極まる作品。正直に申し上げますと、これが選考委員様方のご高評を頂いたことが今でも不ふ思し議ぎでなりません。一方で、好きなように突つっ走ぱしったものですので「ああ、これで書いていいんだ」という安心感もあります。本当に、なんだか救われたように思ったのを覚えています。

　本作は出版に至るまで、多くの方々のご助力を賜たまわりました。

　若じやく輩はい者ものにお声をかけて頂き、またここまで導いて下さった担当編集の荒あら木きさん、湯ゆ澤ざわさん。キャラクターからメカから背景から、素晴らしくハイカラ（敢あえて古風な表現）なイラストを描いて下さった吟ぎん先生。数ある作品の中から本作を選んで下さった電撃大賞の選考員諸氏。

　他にも数多く──妄もう言げんに付き合ってくれた学生時代の同輩や先輩や後輩、ネット越しに私の文章を読んでくれた友人、諸もろ々もろ。どなたか一人でも欠けたら、私はここにいませんでした。

　さて、一歩を踏み出してしまいました。ここから先は全く未知の領域ですが、本書を手に取って頂いた方々と、また何かの形でお会いできる日が来ればと思います。それを楽しみにしながら、狭い自室で「その先」を夢想してみることとしましょう。

　ありがとうございました。もしかしたら、いずれまたこの先で。





二〇一二年（平成二十四年／昭和八十七年）吉日　九岡望
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九く岡おか 望のぞむ

昭和63年製造、主に九州エリアにて稼働中。

好きな廃墟（実在）は志免炭鉱跡と軍艦島。好きな廃墟（架空）は旧東京トラッシュエリアとキャピタル・ウェイストランド、および東京幻想。とはいえ、実際に世界が荒廃したらすごく困る。平和が一番です。
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吟ぎん

９月７日生　Ｏ型

WEBSITE:http://otowa.ciao.jp/

実家周辺が過疎で廃屋が増えてます。

母校（廃校）の生徒のタイムカプセルはどうなるのでしょうか。
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